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○ 調査結果の報告にあたって 

  市民協働課では，多様な主体と行政の協働の推進施策の参考とするため，毎年本

調査を実施しています。１月に市役所内各所属に平成２６年度に実施した協働事業

等の調査を依頼した結果がまとまりましたので，報告します。 

今回の調査は，昨年と同様に事業に対する評価項目を細かく設定しており，さら

に，事業の継続性や発展性への評価，事業効果・成果の記述項目を新設しました。

事業の評価をすることで，協働のプロセスを振り返ってもらうことを意図していま

す。協働の手法を用いたことによって，如何なる効果・成果が生まれたかを確認す

ることもできます。一指標として，数値的な評価結果を受け止めることももちろん

重要ですが，各事業における“協働の必要性”，相手方との“目的，成果の共有”，

“振返り機会の設定”などについて，“協働の視点”で，そのプロセスを評価し，

次へつなげていくことが，より重要です。 

この調査により，庁内の協働の取組み状況を把握・発信することはもちろんです

が，調査への回答の作業自体が，より良い協働の取組みにつながっていくことも期

待しています。 

にいがた未来ビジョンにおいても，都市像の一つとして『市民と地域が学び高め

合う，安心協働都市』が掲げられ，協働の推進は全庁的に取組むべき課題です。引

き続き，「協働」の積極的な取組みをお願いします。その取組みの過程で，本調査

結果をご活用いただければ幸いです。 

○ 調査結果の概要 

 本調査における「多様な主体」とは，ＮＰＯ（法人格の有無は問わない），地域

コミュニティ協議会などの地域自治組織，企業，大学，社会福祉協議会などの社会

福祉法人，社団・財団などの公益法人等，行政以外の全ての団体を指します。 

◆ 全事業数 

１６２６  

【１４１４（Ｈ２５），１２７２（Ｈ２４），１２６４（H２３），１１２９（Ｈ２２），

７０６（Ｈ２１），５６０（Ｈ２０）】 
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１ 協働の形態 

協働の形態については，“後援”がおよそ４０％を占め，次いで，“共催（１５．

６％）”，“事業協力（１２．１％）”，“補助（９．５％）”と続きます。“事業委託”，

“実行委員会”の件数は増加傾向にあります。 

意見交換・情報交換・・・・・ ３１ （ １．９％） 

企画立案への参画・・・・・・ ３５ （ ２．２％） 

事業協力・・・・・・・・・・ １９７ （１２．１％） 

補助・・・・・・・・・・・・ １５４ （ ９．５％） 

事業委託・・・・・・・・・・ １０２ （ ６．３％） 

公の施設の管理・・・・・・・ ９４ （ ５．８％） 

実行委員会・・・・・・・・・ ９０ （ ５．５％） 

共催・・・・・・・・・・・・ ２５４ （１５．６％） 

後援・・・・・・・・・・・・ ６６９ （４１．１％） 

【経年変化】 
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協働の形態 事 業 等 の 内 容 

意見交換・ 

情報交換 

多様な主体と行政の双方が情報交換や意見交換を行うことにより，住民ニーズ

や行政サービスなど地域の様々な課題について共有を図ること。 

事業検討の前段階として，政策全体や分野ごとに，協働の提案を受けたり，フ

ォーラム（集団的な公開討論の手法）やワークショップ（意見交換を通じて解決

方法を見いだす参加型の会議手法）などにより課題を集約する 等。 

企画立案への 

参画 

行政が事業を企画立案する段階で，多様な主体から意見や提案を受けることに

より，行政の事業に多様な主体の特性や専門性などの能力を活かすこと。 

行政が施策や事業の原案を企画立案するに当たり，審議会，各種委員会などに

継続的に参画を求める方法や，意見を聴くことでその意見を反映させる方法，企

画コンペ方式で政策や事業提案を受ける場合などがある。 

事業協力 

多様な主体と行政との間で，目標と役割分担を決め，お互いのノウハウや資源

を出し合い行う事業。 

共通目的のもと役割分担をして実施するケースもあれば，一方がもう一方の活

動を後方支援するケースもある。 

補助 

多様な主体が行う公益性の高い事業に対し，行政が公益上必要あると認めた場

合に，その事業を育成，助長するため，資金面で協力すること。 

事業の実施主体は補助を受ける多様な主体で，事業の実施責任も補助を受けた

多様な主体の側にある。（地域活動や公益事業に対する補助金 等（運営補助金

も含む）） 

事業委託 

行政が担当すべき分野の事業を行政にはない優れた特性を持つ第三者に契約

をもって委ねること。主体はあくまでも行政であり、事業についての最終的な責

任と成果も委託者である行政に帰属する。（提案型事業委託，両者の協議の上で

の事業委託 等） 

※ 単に受託者（多様な主体）が発注者（行政）の要求に応えるだけでなく，

当該事業等に対して，多様な主体が自らの運営方針等に基づいた独自の提案

をもっている場合に限る。 

公の施設の 

管理 

公の施設の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときに，法人その

他の団体に当該公の施設の管理を行ってもらうこと。（指定管理者制度導入施設） 

実行委員会 
行政と多様な主体が新しい一つの組織を立ち上げ，そこが主催者となって事業

を行うこと。（まつり実行委員会，○○イベント実行委員会 等） 

共催 
それぞれが主催者となって共同で一つの事業を行うこと。事業の実施責任や成

果は構成するそれぞれの主体が共有する。 

後援 
多様な主体が行う事業で，行政にとってもその実施が行政の目的と合致する場

合，行政の後援名義の使用を認めて，事業を支援すること。 
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２ 活動分野 

分野については，“学術，文化，芸術又はスポーツ”が４割以上を占め，次い

で，“保健，医療又は福祉（１１．８％）”，“まちづくり（１１．０％）”，“子ど

もの健全育成（１０．１％）”と続きます。“学術，文化，芸術又はスポーツ”の

分野は，前回調査より件数が大きく増えています。 

保健，医療又は福祉の増進を図る活動・・・・・・ １９２ （１１．８％） 

社会教育の推進を図る活動・・・・・・・・・・・・ ６６ （４．１％） 

まちづくりの推進を図る活動・・・・・・・・・・ １７９ （１１．０％） 

学術，文化，芸術又はスポーツの振興を図る活動・・ ６７７ （４１．６％） 

環境の保全を図る活動・・・・・・・・・・・・・・ ８２ （５．０％） 

災害救援活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ （０．４％） 

地域安全活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３１ （１．９％） 

人権の擁護又は平和の推進を図る活動・・・・・・ ２０ （１．２％） 

国際協力の活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ （０．２％） 

男女共同参画社会の形成の促進を図る活動・・・・ ６ （０．４％） 

子どもの健全育成を図る活動・・・・・・・・・・ １６４ （１０．１％） 

情報化社会の発展を図る活動・・・・・・・・・・・ ５ （０．３％） 

科学技術の振興を図る活動・・・・・・・・・・・・ １２ （０．７％） 

経済活動の活性化を図る活動・・・・・・・・・・ ７４ （４．６％） 

職業能力の開発又は雇用機会の拡充を 

支援する活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２４ （１．５％） 

消費者の保護を図る活動・・・・・・・・・・・・ ９ （０．６％） 

観光の振興を図る活動・・・・・・・・・・・・・・ ２９ （１．８％） 

農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動・・・・ ５ （０．３％） 

公益活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡， 

助言又は援助の活動・・・・・・・・・・・・・・ ３９ （２．４％） 

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ （０．１％） 

 ※ 上記分類は，特定非営利活動促進法上の特定非営利活動を参考にしたものです。 
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【経年変化】 
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３ 協働の相手方 

協働の相手方については，“ＮＰＯ（任意団体等）”が４割弱を占め，法人格を

持つ団体も含めると，およそ４０％を占めています。これに続くのが，“公益法

人（１０．９％）”，“地域自治組織（９．４％）”で，“複数種別（１１．７％）”

との協働も１割を超えています。 

ＮＰＯ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５４９ （３３．８％） 

ＮＰＯ法人・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７９ （４．９％） 

地域自治組織 自治会，町内会・・・・・・・・・・・ ９ （０．６％） 

       コミュニティ協議会・・・・・・・・ ６９ （４．２％） 

       自治連合会・・・・・・・・・・・・ １ （０．１％） 

       その他（ＰＴＡ，老人クラブ， 

青少年育成協議会など）・・ 

５３ （３．３％） 

複数（地域自治組織のみ）・・・・・・ ２０ （１．２％） 

企業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４８ （９．１％） 

大学，学校法人・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１２ （６．９％） 

社会福祉協議会，社会福祉法人・・・・・・・・・・・・ ４５ （２．８％） 

社団・財団等の公益法人・・・・・・・・・・・・・・ １７８ （１０．９％） 

生協，農協，漁協，商工団体・・・・・・・・・・・・ ３７ （２．３％） 

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３５ （８．３％） 

複数種別・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １９１ （１１．７％） 
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【経年変化】 
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４ 事業主体 

事業主体については，協働の相手方が主体となった取組みの件数は６割以上を

占め，多様な主体及び行政双方が主体となった取組みの件数は増加傾向にありま

す。 

多様な主体・・・・・・・・・・・・・・・ １０１７ （６２．５％） 

行政・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２０６ （１２．７％） 

双方・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０３ （２４．８％） 

【経年変化】 
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５ 費用負担 

費用負担については，協働の相手方が全て費用を負担する取組みが増え，約５

割となっています。 

多様な主体・・・・・・・・・・・・・・・・ ７９４ （４８．８％） 

行政・・・・・・・・・・・・・・・・ ３６５ （２２．４％） 

双方・・・・・・・・・・・・・・・・ ４０２ （２４．７％） 

なし・・・・・・・・・・・・・・・・ ６５ （４．０％） 

【経年変化】 
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６ 新規・継続の別 

新規事業は前年並みですが，継続事業は増加傾向にあります。 

新規（単年度完結）・・・・・・・・・・ ３０８ （１８．９％） 

新規（次年度継続）・・・・・・・・・・ １０４ （６．４％） 

継続（毎年度実施）・・・・・・・・・・ １２１４ （７４．７％） 

【経年変化】 



- 11 - 

７ 経緯 

   経緯については，例年と同様の傾向にあります。 

日頃からつながりがあり，提案があった（した）・・・・ ４２０ （２５．８％） 

行政では取り組むことが難しいサービスの提供・・・・ ２４７ （１５．２％） 

市民のニーズを反映させることができる・・・・・・・・ １０９ （６．７％） 

市民参加意識が高まる・・・・・・・・・・・・・・・・ ５３ （３．３％） 

行政経費を削減できる・・・・・・・・・・・・・・・・ ４７ （２．９％） 

行政職員の意識改革につながる・・・・・・・・・・・・ ２ （０．１％） 

事業の透明性を高めることができる・・・・・・・・・・ ０ （０．０％） 

その他・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７４８ （４６．０％） 

【経年変化】 
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８ 評価（各グラフにおいて，「※評価困難」の回答（主に“後援”）は掲載を省略しています）

評価については，“協働の必要性”，“目的，成果の共有”，“役割分担の共有”

といった事業実施前にかかる取組みに対しては高い評価となっていますが，“行

程，進行管理”，“振返り機会の設定”，新設の“継続性，発展性”といった事業

実施中，あるいは実施後にかかる取組みに対する評価がやや低くなっています。 

【各項目の評価比較】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

評 価 

達成度８０～１００％程度（十分達成された） 

達成度６０～８０％程度 

達成度４０～６０％程度（一部問題はあったものの，概ね達成された） 

達成度２０～４０％程度 

達成度０～２０％（未着手または達成度が著しく低かった） 

事業の性質上，評価項目による評価は困難 

評価項目 評価の視点 

協働の必要性 協働で事業を行うことの意義・効果について，十分に検討したか。 

目的，成果の共有 事業の「目的」や「成果」を，双方が共有できたか。 

役割分担の共有 事業実施にあたっての役割分担が明確に定められていたか。 

行程，進行管理 
事業の進捗状況については，それぞれの立場からのチェックや，話し合いによる情報共有な

どで，それぞれが適切な役割を果たしたか。 

振返り機会の設定 組織内部で，あるいは協働の当事者間で事業を振り返る機会をもったか。 

役割の達成度 協働を進める上で，それぞれの役割は十分に発揮されたか。 

継続性，発展性 事業の内容や効果と展望などから，次年度以降の継続性や他事業などへの発展性があったか。 

事業効果 協働で実施したことが，より高い事業効果につながったか。 

（※達成度６０～１００％程度を選択した場合は，どのような効果や成果があったか記述） 
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● 協働の必要性：協働で事業を行うことの意義・効果について十分検討したか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ６８２（４１．９％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ２２６（１３．９％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ３１（ １．９％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ ５（ ０．３％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ ０（ ０．０％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８２（４１．９％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 
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● 目的，成果の共有：事業の「目的」や「成果」を，双方が共有できたか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ６３８（３９．２％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ２６８（１６．５％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ３９（ ２．４％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ １（ ０．１％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ ０（ ０．０％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８０（４１．８％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 
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● 役割分担の共有：事業実施にあたっての役割分担が明確に定められていたか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ６４６（３９．７％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ２６０（１６．０％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ３５（ ２．２％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ ３（ ０．２％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ １（ ０．１％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８１（４１．９％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 
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● 行程，進行管理：事業の進捗については，それぞれの立場からのチェックや

話し合いによる情報共有などで，適切な役割を果たしたか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ５４７（３３．６％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ３３５（２０．６％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ５４（ ３．３％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ ６（ ０．４％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ １（ ０．１％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８３（４２．０％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

 【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 
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● 振返りの機会：組織内部もしくは当事者間で事業を振返る機会をもったか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ４６３（２８．５％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ３８６（２３．７％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ７９（ ４．９％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・ １４（ ０．９％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ ３（ ０．２％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８１（４１．９％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

 【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 



- 18 - 

● 役割の達成度：協働を進める上で，それぞれの役割は十分に発揮されたか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ５８８（３６．２％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ３２２（１９．８％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ３１（ １．９％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ ３（ ０．２％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ ２（ ０．１％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８０（４１．８％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 
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● 継続性，発展性：事業の内容や効果と展望などから，次年度以降の継続性や

他事業などへの発展性があったか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ５１９（３１．９％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ３０５（１８．８％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ８３（ ５．１％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ ７（ ０．４％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ ２（ ０．１％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ７１０（４３．７％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

※新設項目につき，経年変化の掲載はありません。 
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● 事業効果：協働で実施したことが，より高い事業効果につながったか。 

 達成度：８０～１００％程度 ・・・・・・・・・・・ ５９６（３６．７％） 

 達成度：６０～８０％程度 ・・・・・・・・・・・ ２７６（１７．０％） 

 達成度：４０～６０％程度 ・・・・・・・・・・・・ ６６（ ４．１％） 

 達成度：２０～４０％程度 ・・・・・・・・・・・・・ ５（ ０．３％） 

 達成度：０～２０％程度 ・・・・・・・・・・・・・・ ０（ ０．０％） 

※ 事業の性質上，評価項目による評価は困難 ・・・・ ６８３（４２．０％） 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 

【経年変化】 

※「評価困難」の項目を省略して表示しています。 



【別表１】

多様な主体との協働に関する調査（H26実施事業等）　－ 協働形態別件数一覧 －
（単位：件）

1 2 3 4 5 6 7 8 9

意見交換
・

情報交換

企画立案
への参画

事業協力 補助 事業委託
公の施設
の管理

実行委員
会

共催 後援

全市計 1626 31 35 197 154 102 94 90 254 669

地域・魅力創造部 24 5 1 6 0 3 0 2 0 7

市民生活部 30 1 0 7 7 7 0 1 1 6

危機管理防災局 6 0 0 0 1 2 0 0 0 3

文化スポーツ部 218 0 1 3 5 5 8 25 17 154

環境部 31 1 1 6 1 4 4 1 5 8

福祉部 81 0 1 4 24 12 9 3 1 27

保健衛生部 91 3 4 6 18 7 3 2 6 42

経済部 51 1 0 1 16 12 4 2 1 14

農林水産部 35 1 2 11 5 4 1 2 6 3

都市政策部 10 0 0 2 5 0 0 0 0 3

建築部 16 4 0 4 0 1 2 0 0 5

土木部 12 1 0 8 1 0 0 2 0 0

下水道部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総務部 7 0 4 0 0 0 0 0 3 0

財務部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

観光・国際交流部 14 0 0 1 8 2 0 2 1 0

北区 36 0 0 4 4 4 8 3 8 5

東区 16 1 1 2 3 2 3 3 1 0

中央区 35 0 0 10 6 1 8 6 4 0

江南区 38 2 0 5 4 5 9 12 1 0

秋葉区 48 0 0 7 9 11 11 4 2 4

南区 35 2 0 7 9 6 6 2 3 0

西区 34 1 1 13 3 2 6 4 4 0

西蒲区 56 3 2 13 17 3 11 1 2 4

会計課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消防局 7 0 0 7 0 0 0 0 0 0

水道局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市民病院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

議会事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会事務局 694 5 17 70 8 9 1 13 187 384

選挙管理委員会事務局 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0

人事委員会事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査委員事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※１０件以上の箇所に網掛けしています。

計
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【別表２】

多様な主体との協働に関する調査（H26実施事業等）　－ 活動分野別件数一覧 －
（単位：件）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 その他

保健、
医療又
は福祉
の増進
を図る
活動

社会教
育の推
進を図
る活動

まちづ
くりの
推進を
図る活
動

学術、
文化、
芸術又
はス
ポーツ
の振興
を図る
活動

環境の
保全を
図る活
動

災害救
援活動

地域安
全活動

人権の
擁護又
は平和
の推進
を図る
活動

国際協
力の活
動

男女共
同参画
社会の
形成の
促進を
図る活
動

子ども
の健全
育成を
図る活
動

情報化
社会の
発展を
図る活
動

科学技
術の振
興を図
る活動

経済活
動の活
性化を
図る活
動

職業能
力の開
発又は
雇用機
会の拡
充を支
援する
活動

消費者
の保護
を図る
活動

観光の
振興を
図る活
動

農山漁
村又は
中山間
地域の
振興を
図る活
動

公益活
動を行
う団体
の運営
又は活
動に関
する連
絡，助
言又は
援助の
活動

その他

全市計 1626 192 66 179 677 82 7 31 20 4 6 164 5 12 74 24 9 29 5 39 1

地域・魅力創造部 24 0 0 10 5 2 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 6 0

市民生活部 30 0 0 3 0 0 0 9 4 0 6 0 0 0 0 0 6 0 0 2 0

危機管理防災局 6 0 0 0 0 0 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

文化観光・スポーツ部 218 0 0 2 212 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0

環境部 31 3 0 0 0 28 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

福祉部 81 42 0 2 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 0 3 0 0 0 15 0

保健衛生部 91 76 0 7 0 1 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0

経済部 51 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 25 17 0 0 0 0 0

農林水産部 35 0 0 2 2 5 0 0 0 0 0 2 0 0 21 0 0 1 2 0 0

都市政策部 10 0 0 6 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

建築部 16 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

土木部 12 0 0 5 0 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

下水道部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

総務部 7 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4 0

財務部 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

観光・国際交流部 14 0 0 7 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0

北区 36 2 0 4 11 13 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 3 0 1 0

東区 16 3 0 7 2 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中央区 35 2 0 12 14 5 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

江南区 38 3 0 16 10 3 0 2 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 0 0 0

秋葉区 48 11 1 12 9 1 0 2 1 0 0 1 0 0 6 0 0 4 0 0 0

南区 35 13 0 5 7 1 0 3 1 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0

西区 34 1 0 12 13 2 0 2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 1 0

西蒲区 56 16 1 6 4 3 0 0 1 0 0 1 0 0 10 0 0 9 3 2 0

会計課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

消防局 7 1 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

水道局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

市民病院 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

議会事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

教育委員会事務局 694 19 64 47 374 13 3 3 8 3 0 127 5 12 4 4 2 3 0 3 0

選挙管理委員会事
務局

1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

人事委員会事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

監査委員事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

農業委員会事務局 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

※１０件以上の箇所に網掛けしています。

計
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【別表３】

多様な主体との協働に関する調査（H26実施事業等）　－ 活動分野別集計結果 －

１　保健，医療又は福祉の増進を図る活動（１９２件）

団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

公の施設管理

新潟市ふれあ
い健康センター
の管理運営

福田道路・オー
エンスグループ

企業

新潟市ふれあい健康セン
ターの管理運営
①センター利用の許可に
関する業務
②退去の命令に関する業
務
③センターの施設及び設
備の維持管理に関する業
務
④センターにおける事業
の企画及びその実施に関
する業務
⑤その他センターの管理
上，市長が必要と認める
業務

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

指定管理
者の管理
運営
事業計画
の承認及
び指示，
助言

多様な
主体

行政 117,226,637
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

H26.9に実施
した利用者
満足度調査
において，
96.2％の方
から「満足」
「やや満足」
との回答が
得られた。

環境部
廃棄物政
策課

公の施設管理

亀田清掃セン
ター附属施設
の管理運営

愛宕商事・グ
リーン産業グ
ループ

企業

亀田清掃センター附属休
憩所及び運動公園の管
理運営①附属施設の利
用許可業務②使用料納
付期日の決定及び免除
業務　　　　　　　　　　　③
許可の取り消し，退去等
の命令
④附属施設の施設及び
設備の維持管理

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者(指定
管理者の
管理運営
事業計画
の承認及
び必要に
応じ、指
示、助言）

多様な
主体

行政 28,787,400
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

福祉増進に
役立ってい
る。

年間指定管
理料
26,163,000
円

環境部

廃棄物施
設課亀田
清掃セン
ター

公の施設管理

舞平清掃セン
ター
附属休憩所の
管理運営

旭ビル管理株
式会社

企業

舞平清掃センター附属休
憩所の管理運営
①附属施設の利用の許
可
②使用料の納付期日の
決定及び免除
③利用許可の取消し，退
去等の命令
④附属施設の施設及び
設備の維持管理

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者（指
定管理者
の管理運
営事業計
画の承認
及び必要
に応じ、
指示、助
言）

多様な
主体

行政 11,480,240
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

市及び指定
管理者それ
ぞれの意見
を集約する
ことにより，
より良い管
理運営に繋
がっている

年間指定管
理料
10,964,000
円

環境部

廃棄物施
設課舞平
清掃セン
ター

補助

新潟市民生委
員・児童委員地
区民協活動負
担金

新潟市地区民
生委員児童委
員協議会

その他

・民生委員が担当する区
域または事項の決定
・民生委員の職務に関す
る連絡及び調整
・民生委員の職務に関し
て関係行政機関との連絡
・必要な資料及び情報の
収集民生委員の職務に関
して必要な知識・技術の
習得
・地域福祉活動の実施

継続（毎
年度実
施）

協議会と
して活動

活動費へ
の負担金
交付によ
る支援

多様な
主体

行政 125,257,820
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

連合会の運
営、民生委
員活動を円
滑に推進す
ることができ
た。

○「種別」：
民生委員法
に定められ
ている法定
組織
○「経緯」：
経費の負担
について民
生委員法に
定められて
いる

福祉部
福祉総務
課

事業協力

高齢者等あん
しん見守り活動
事業

電気・ガス・水
道等の協力事
業者、包括支
援センター

モデル自治会

複数種
別

・住民及び協力事業者等
が日常で異変を発見した
場合に包括支援センター
に連絡し、専門機関等が
対応する見守りネットワー
ク体制を整備した。
・モデル自治会でマップ作
りなどの支えあい、助け合
い意識の醸成を図った。
・保健師等が夏・冬の健
康指導を兼ね、一部世帯
を訪問した。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

円滑な推
進のため
の体制整
備

双方 行政 3,017,214
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

見守りネット
ワークの協
力事業者増
加、住民主
体の見守り
体制づくりの
新規自治会
の増加、保
健師等の見
守りにより早
期の介護保
険利用につ
なげた。

○「種別」：
NPO,地域自
治組織,企業,
社協・社福,
社団・財団
等法人,生
協・商工団
体等

福祉部
福祉総務
課

補助

地域交流活動
助成事業

任意団体

複数種
別

地域の集会所等を利用
し，自治会や民生委員・ボ
ランティア等広範な地域
の人たちの協力を得て，
誰もが気軽に集まり交流
することで，高齢者・障が
い者等の閉じこもり予防
や世代間交流・地域の助
け合い意識を醸成し，支
え合う地域づくりの推進を
図る。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事業費へ
の補助金
交付によ
る支援

双方 行政 13,954,682
参加
意識

5 5 5 4 5 5 5 5

地域の交流
の場となる
茶の間の支
援を数多く
実施した。
（H26助成実
績
A　256団体
B　58団体
計　314団
体）

「種別」：
NPO,地域自
治組織,社
協・社福

福祉部
福祉総務
課

事業委託

地域福祉コー
ディネーター育
成事業

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

個別の課題や地域のニー
ズを的確に把握し，関係
機関と連携しながら福祉
課題の解決に導くつなぎ
役である「地域福祉コー
ディネーター」を育成する
ために，福祉専門職を対
象に研修を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 実施主体

行政 行政 1,322,835
サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 4 4 4

地域福祉
コーディネー
ターを多数
養成した。
（H26養成
数：186名）

福祉部
福祉総務
課

補助

にいがた安心
ささえ愛活動支
援事業

任意団体

複数種
別

・区地域福祉計画実践活
動への支援のための助成
・区地域福祉計画進行管
理委員会の設置，支援事
業研修会開催

継続（毎
年度実
施）

事業実施

区地域福
祉計画の
進行管理

事業費へ
の補助金
交付によ
る支援,区
社協との
共同事務
局の設置
や地域で
のニーズ
調査

双方 行政 6,307,886
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 4

ささえ合う地
域づくりに寄
与する事業
の立ち上げ
及び継続実
施を支援し
た。
（助成団体
数：31団体）

「種別」：
NPO,NPO法
人,地域自治
組織

福祉部
福祉総務
課

公の施設管理

総合福祉会館
管理運営費

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

障がい者や高齢者をはじ
め，市民が福祉活動に積
極的に参加することので
きる拠点施設として建設し
た総合福祉会館の設置の
目的を効果的に達成する
ため，新潟市社会福祉協
議会が指定管理者として
管理運営をしている。

継続（毎
年度実
施）

施設の運
営管理

委託料の
支出

双方 行政 115,350,105
経費
削減

5 5 5 5 4 4 4 4

市民の福祉
活動の拠点
として総合
福祉会館を
運営（のべ
利用者
数:227,591
人）

福祉部
福祉総務
課

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

市民健康福祉
まつり

新潟市民健康
福祉まつり実
行委員会

複数種
別

まつりを通して多くの市民
が福祉の現況や健康づく
りについて考え，関心を深
めるとともに，市民の助け
合いの輪が広がることを
目的として開催する。平成
25年度は16回目　・福祉
手作りバサール　・健康ひ
ろば　など。

継続（毎
年度実
施）

事業実施
および負
担金支出

事業実施
および負
担金支出

双方 双方 554,060
日常
的連
携

5 5 4 5 5 4 4 4

福祉活動や
健康づくりへ
の関心を高
め，参加団
体のPRがで
きた。
（参加者数：
19,000人）

「種別」：地
域自治組織,
社協・社福,
社団・財団
等法人,その
他
市社協2,992
千円

福祉部
福祉総務
課

補助

新潟市社会福
祉協議会補助
金

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

民間の福祉活動団体とし
てますます重要性が増し
ている社会福祉協議会に
対し，運営費を補助する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事業費へ
の補助金
交付によ
る支援

多様な
主体

行政 492,194,496
サー
ビス
提供

5 5 5 4 5 4 4 5

ボランティア
センターの
運営や地域
福祉の推進
に貢献した。

福祉部
福祉総務
課

補助

有明福祉会館
運営費補助金

社会福祉法人
新潟市社会事
業協会

社協・社
福

・地域福祉活動の拠点と
しての「場」の提供
・お茶の間事業(地域住民
ふれあい交流事業)の実
施
・地域自治会や地区民生
委員協議会との連絡会の
開催
・保健・福祉・医療担当者
連絡会の開催
・その他地域活動への協
力や場の提供

継続（毎
年度実
施）

会館の運
営全般

運営費へ
の補助金
交付によ
る支援

多様な
主体

双方 3,037,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 4 5

地域福祉活
動の拠点と
して会館を
提供し，交
流事業を通
じて地域福
祉に貢献し
た。
（のべ利用
者数：7,601
人）

福祉部
福祉総務
課

補助

新潟県保護会
運営費補助金

更生保護法人
新潟県保護会

その他

・刑事上の拘束を解かれ
た者の自立更生の援助
や，これに伴う指導監督
を行い，対象者の更生と
犯罪の防止を目的とする
更生保護施設の運営。 継続（毎

年度実
施）

更生保護
施設の運
営全般

運営費へ
の補助金
交付によ
る支援

多様な
主体

双方 130,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

対象者の更
生と犯罪の
防止を目的
とする更生
保護施設の
充実した運
営に貢献す
ることができ
た。

福祉部
福祉総務
課

補助

ホームレス支
援事業補助金

ささえあいコ
ミュニティ生活
協同組合新潟

生協，商
工団体
等

ホームレスの自立を支援
するため、緊急一時避難
施設（シェルター）として、
年間を通じて市内４か所
の借家やアパートを借り
上げる。 継続（毎

年度実
施）

シェル
ターの運
営

運営経費
に対して
補助金を
交付す
る。

多様な
主体

双方 3,174,200
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

実利用人数
98名
延べ利用者
数3,136名（1
泊2日を2名
と計算）
冬期間の凍
死や衰弱死
などの路上
死を防ぐ上
で有効で
あった

福祉部
福祉総務
課

事業委託

ひとり親家庭生
活支援講習会

財団法人新潟
市母子福祉連
合会

社団・財
団等法
人

児童の養育と就労をひと
りで担う，ひとり親家庭の
経済面や健康面で問題解
決を支援し，生活の自立
と安定を図るため，専門
家による養育費や健康に
関する講習・相談会事業
を委託実施する。

継続（毎
年度実
施）

講習会事
業の実施

講習会経
費負担

行政 行政 463,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 4 5 4 4

団体の広報
誌などを通
じひとり親家
庭の方に向
け開催の周
知を行うこと
ができる。 福祉部

こども未来
課

事業委託

ひとり親家庭等
交流会

財団法人新潟
市母子福祉連
合会

社団・財
団等法
人

情報交換や仲間作りの機
会を提供することにより，
ひとり親家庭の自立支援
と児童の健全育成を図る
ことを目的に，交流会事
業を委託実施する。 継続（毎

年度実
施）

交流会事
業の実施

交流会経
費負担

行政 行政 335,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 4 5 4 4

団体の広報
誌などを通
じひとり親家
庭の方に向
け開催の周
知を行うこと
ができる。 福祉部

こども未来
課

事業委託

ひとり親家庭等
就業・自立支援
センター事業

一般社団法人
新潟県母子寡
婦福祉連合会

社団・財
団等法
人

ひとり親家庭の母又は父
等の自立を促進するため
専門の相談員を配置し、
就業相談や生活相談を行
う「ひとり親家庭等就業・
自立支援センター事業」を
委託実施する。

継続（毎
年度実
施）

センター
事業の実
施

事業実施
経費負担

行政 行政 2,198,319
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 4 5

団体の広報
誌などを通
じひとり親家
庭の方に向
け事業実施
の周知を行
うことができ
る。

福祉部
こども未来
課

公の施設管理

新潟市母子生
活支援施設の
管理運営

社会福祉法人
新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

児童の養育が十分に行え
ない母子家庭を入所さ
せ，母親への生活，就
労，育児等の支援を行っ
て，母子の自立を促進す
る。 継続（毎

年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の運
営経費負
担

多様な
主体

行政 47,370,000
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

これまでの
経験やノウ
ハウなどを
活かし良好
な管理運営
ができてい
る。 福祉部

こども未来
課

事業委託

障がい者ＩＴサ
ポート事業の
研究委託

新潟大学工学
部福祉人間工
学科

大学等

新潟市における障がい者
のＩＴ技術に関するニーズ
や障がい特性に合わせた
支援に関するノウハウを
取得する。大学内に相談・
研究の拠点となるＩＴサ
ポートセンターを設置。

継続（毎
年度実
施）

相談・支
援事業を
実施し、
内容を分
析・研究

関連情報
の提供

多様な
主体

行政 9,359,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

相談事業な
どを通じて、
障がい者の
ニーズや支
援に関する
ノウハウを
取得すること
ができた。

福祉部
障がい福
祉課

事業委託

福祉を変える
「アート化」セミ
ナー

財団法人
たんぽぽの家

社団・財
団等法
人

障がいのある人たちの生
き方の幅を広げる手法と
してアート活動に取り組む
講師を全国から招き、活
動の考え方や具体的な取
り組み方法を学ぶ。新潟
のアート活動の現状を共
有し新しい福祉のあり方、
価値観を提案する。

継続（毎
年度実
施）

セミナー
の運営全
般

企画立案
への参
画・会場
借用申請
手続き等

多様な
主体

行政 1,444,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

障がいのあ
る人のさまざ
まな活動を
アート活動
につなげて
いく考え方
や指導方法
について，施
設職員等の
理解を深め
た。

福祉部
障がい福
祉課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

企画立案への参画

新潟市障がい
者大運動会

・新潟市身体障
害者福祉協会
連合会
・新潟市手をつ
なぐ育成会連
絡協議会
・新潟市精神障
害者家族会連
絡協議会
・新潟ボラン
ティア連絡会
・新潟市民生委
員児童委員協
議会連合会
・新潟市レク
レーション協会
・新潟市知的障
害者施設連絡
協議会
・新潟市小規模
福祉施設連絡
協議会
・新潟市社会福
祉協議会
（新潟市障がい
者大運動会実
行委員会を構
成）

複数種
別

市民に広く参加を呼びか
け，障がいのある方もな
い方も，スポーツを通じ
て，親睦と友情の輪を広
めながら，「共に生きる喜
び」をわかちあい，住みよ
い社会づくり，共生社会の
実現を図る。

継続（毎
年度実
施）

事前打合
せ会議へ
の出席，
意見交
換。当日
の運営協
力。

イベントの
企画・運
営全般

行政 行政 1,574,811
日常
的連
携

5 5 4 4 4 4 4 4

運動会への
参加を通じ
障がい者の
社会参加を
促進するとと
もに，障がい
のある人，な
い人が共に
参加し親睦
を図ることで
共生社会の
実現に寄与
した。

福祉部
障がい福
祉課

公の施設管理

公設老人デイ
サービスセン
ターの指定管
理（早川町・鏡
淵・ひばり・大
山台・藤見・本
町・黒埼荘・黒
埼の里・かんば
らの里・皐月
園・小須戸・向
陽園・岩室・西
川・味方・潟
東・月潟・中之
口・巻）

（財）恩賜財団
済生会支部新
潟県済生会
（福）　新潟市
社会事業協会
（福）坂井輪会
（福）　新潟市
社会福祉協議
会
（福）中蒲原福
祉会
（福）新潟南福
祉会
（福）秋葉福祉
会
(社）新潟県労
働衛生医学協
会
（福）愛宕福祉
会

複数種
別

公設老人デイサービスセ
ンターの指定管理

継続（毎
年度実
施）

管理運営 評価・指
導，リスク
負担によ
る修繕

多様な
主体

双方 6,445,233
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
との協働に
より，サービ
ス水準の向
上を図りな
がら，適切な
サービスの
提供を行うこ
とができた。

「種別」：社
協・社福,社
団・財団等法
人/「費用負
担」：管理運
営上のリスク
負担表に基づ
き，大規模修
繕などに係る
費用を行政側
が負担。※指
定管理者は
利用者からの
利用料金によ
り施設を管理
運営。/「経
緯」：民間のノ
ウハウの活用
により，質の
高いサービス
を提供し，高
齢者の健康な
心身の保持と
安定した生活
の維持を図る
ため。

福祉部
高齢者支
援課

補助

老人クラブ補助
金

各老人クラブ
（536団体）

地域自
治組織
（その
他）

老人クラブが，会員の生
きがいの推進及び教養の
向上，健康の増進，地域
社会との交流を図るため
活動を行う場合に，活動
に要する経費を対象に助
成金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

補助対象
事業の実
施（教養
研修，健
康増進，
レクリエー
ション，社
会奉仕活
動）

補助金支
出

多様な
主体

双方 31,835,530
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

市が老人ク
ラブと協働
することで，
各地域の
ニーズに応
じた老人クラ
ブ活動が展
開された。

「経緯」：地
域ごとにある
老人クラブ
が高齢者や
地域のニー
ズに応じた
事業を実施
することがで
きるため。

福祉部
高齢者支
援課

補助

老人クラブ連合
会補助金

（社）新潟市老
人クラブ連合会

社団・財
団等法
人

新潟市老人クラブ連合会
が，市内老人クラブの統
括組織として，単位老人ク
ラブに対し育成・指導を行
う場合に，活動に要する
経費を対象に助成金を交
付する。

継続（毎
年度実
施）

単位老人
クラブに
対する育
成・指導

補助金支
出

多様な
主体

双方 12,141,688
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

市が老人ク
ラブ連合会
と協働するこ
とで，市内の
老人クラブ
が円滑に活
動を行うこと
ができた。

「経緯」：市
内老人クラ
ブの統括組
織であるた
め。

福祉部
高齢者支
援課

補助

老人福祉大会
補助金

（社）新潟市老
人クラブ連合会

社団・財
団等法
人

高齢者の生きがいの高揚
に寄与し，高齢者相互の
交流と親睦の場となる老
人福祉大会の運営に要す
る経費を対象に助成金を
交付する。 継続（毎

年度実
施）

大会運営 補助金支
出や大会
の後援

多様な
主体

双方 600,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

市が老人ク
ラブ連合会
と協働するこ
とで，目的に
適った大会
を開催する
ことができ
た。

「経緯」：市
内老人クラ
ブの統括組
織である団
体の活動の
ため。

福祉部
高齢者支
援課

公の施設管理

老人憩の家の
指定管理

老人クラブ各地
区団体，管理
運営委員会，コ
ミュニティ協議
会，自治連絡
協議会，社会
福祉法人，学
校法人

地域自
治組織
（複数）

高齢者の健康を保持し，
その福祉の増進を図るこ
とを目的とする老人憩の
家の管理運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

利用証の
交付
，備品購
入，修繕，
評価・指
導

多様な
主体

双方 175,569,795
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
との協働に
より，地域に
密着した施
設として，目
的に適った
施設運営を
行うことがで
きた。

「経緯」（そ
の他）：地元
の要望で建
設した経緯
があるため
地元の老人
クラブに管
理委託して
いたが，地
方自治法の
改正を受
け，指定管
理に移行し
たもの

福祉部
高齢者支
援課

公の施設管理

老人福祉セン
ターの指定管
理

（社）新潟市社
会福祉協議会
横越コミュニ
ティ協議会
環境をサポート
する株式会社
きらめき
（株）NKSコー
ポレーション新
潟支店
（福）愛宕福祉
会
（株）関越サー
ビス

複数種
別

高齢者に対して，相談に
応ずるとともに，高齢者の
健康の増進，教養の向上
及びレクリエーションのた
めの便宜の供与を目的と
する老人福祉センターの
管理運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

利用証の
交付，リス
ク負担に
よる修
繕，評価・
指導

多様な
主体

行政 183,353,925
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
との協働に
より，民間ノ
ウハウも活
用しながら，
目的に適っ
た施設運営
を行うことが
できた。

「種別」：地
域自治組織,
企業,社協・
社福
「経緯」：地
方自治法の
改正によっ
て指定管理
となる。

福祉部
高齢者支
援課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

特別養護老人
ホーム大山台
ホームの指定
管理

（福）愛宕福祉
会

複数種
別

公設の特別養護老人ホー
ムの指定管理

新規（次
年度継
続）

管理運営 評価・指
導，リスク
負担によ
る修繕

多様な
主体

双方 19,371,012
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
との協働に
より，サービ
ス水準の向
上を図りな
がら，適切な
サービスの
提供を行うこ
とができた。

「費用負
担」：管理運
営上のリス
ク負担表に
基づき，大
規模修繕な
どに係る費
用を行政側
が負担。
※指定管理
者は利用者
からの利用
料金により
施設を管理
運営。
「経緯」：民
間ノウハウ
の活用によ
るサービス
水準の維持
向上を図る
ため。

福祉部
高齢者支
援課

公の施設管理

養護老人ホー
ム松鶴荘の指
定管理

（福）愛宕福祉
会

複数種
別

公設の養護老人ホームの
指定管理

新規（次
年度継
続）

管理運営 評価・指
導，リスク
負担によ
る修繕

多様な
主体

双方 1,530,570
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
との協働に
より，サービ
ス水準の向
上を図りな
がら，適切な
サービスの
提供を行うこ
とができた。

「費用負
担」：管理運
営上のリス
ク負担表に
基づき，大
規模修繕な
どに係る費
用を行政側
が負担。
※指定管理
者は利用者
からの利用
料金により
施設を管理
運営。
「経緯」：民
間ノウハウ
の活用によ
るサービス
水準の維持
向上を図る
ため。

福祉部
高齢者支
援課

事業委託

シニアはつらつ
にいがた総お
どり事業

新潟総踊り祭
実行委員会

NPO

本市の踊り文化を生かし
て制作した「総おどり体
操」について，体験会の開
催や指導スタッフの派遣，
希望者によるイベント参加
等を実施することで，高齢
者が健康づくりや介護予
防，生きがいづくりに取り
組むことを促進し，健康寿
命の延伸を図る。

新規（次
年度継
続）

事業実
施，企画・
立案の提
案・補助

企画・立
案，市広
報媒体に
よる広
報，関係
団体との
連携等 双方 行政 6,750,000

サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

協働すること
によりｊ，受
託者のノウ
ハウを活用
した効果的
な事業を展
開することが
できた。

福祉部
高齢者支
援課

補助

軽費老人ホー
ム事務費補助
金

軽費老人ホーム
を運営する社会
福祉法人，（福）
新潟市有明福祉
事業協会，(福）
仁成福祉協会，
（福）シャーロー
ム，（福）更生慈
仁会，（福）健周
福祉会，（福）新
潟臨港福祉会，
（福）徳栄福祉
会，（福）常陽
会，（福）にいが
た寿会，（福）坂
井輪会，（福）千
清福祉会，（福）
心友会，（福）新
潟慈恵会，（福）
すこやか福祉
会，（福）新潟南
福祉会，（福）巻
老人福祉協会，
（福）恒慈会，
（福）知足常楽
会，（福）いなほ
の郷福祉会，
（福）ゆうえい会
が運営する23施
設

社協・社
福

軽費老人ホームの運営に
要する費用の一部を補助
する。

継続（毎
年度実
施）

施設運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 572,155,000
その
他

5 5 5 5 4 5 5 5

社会福祉法
人との協働
により、効果
的に民間
サービスを
提供し、ま
た、利用者
の負担軽減
を図ることが
できた。

「経緯」：利
用者の負担
を軽減する
ため。

福祉部
高齢者支
援課

補助

新潟市キャリア
アップ支援事業
費補助金

（株）協栄テック
（福）うぐいす福
祉会
（有）愛和
（株）ニイガタ福
祉ケアサービ
ス
（福）啓真会
（福）新潟南福
祉会
（同）愛幸堂ケ
アパートナーズ
（株）はあとふ
るあたご
（医）愛広会
（福）かえつ福
祉会

複数種
別

新潟市に介護サービス
事業所を有する法人
が，当該サービス事業
所に勤務している介護
職員等のキャリアアッ
プ支援のために行う事
業所内研修，外部研修
への職員派遣及び資格
取得に関する研修に要
する経費に対して助成
を行うもの。（補助
額：補助対象経費の２
分の１以内の額とし，
１補助事業者あたり１
０万円を限度。）

継続（毎
年度実
施）

補助対象
事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 558,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

協働により，
法人・介護
職員等の費
用負担の軽
減を図ること
ができた。

「経緯」：法
人の負担を
軽減すること
で，研修の
積極的な実
施・受講につ
なげるため。

福祉部
高齢者支
援課

後援

健康生きがい
づくりセミナー

NPO法人ハッ
ピーライフ新潟

NPO法
人

中高年の健康と生きがい
づくりを目的としてセミ
ナーを開催する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」（そ
の他）：中高
年の健康と
生きがいづく
りを目的とす
る団体であ
るため 福祉部

高齢者支
援課

後援

健康生きがい
づくりアドバイ
ザー養成講座

NPO法人ハッ
ピーライフ新潟

NPO法
人

中高年の健康と生きがい
づくり活動を活性化するこ
と目的として「健康生きが
いづくりアドバイザー養成
講座」を開講する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」（そ
の他）：中高
年の健康と
生きがいづく
りを目的とす
る団体であ
るため 福祉部

高齢者支
援課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

シルバー人材
センター補助金

（公社）新潟市
シルバー人材
センター

社団・財
団等法
人

高年齢者等の雇用の安
定等に関する法律第45条
に基づく補助事業であり，
自らの生きがいの充実
や，社会参加を希望する
高齢者の就業機会の増
大と福祉の増進を図ると
ともに，高齢者の能力を
活かした活力ある地域社
会づくりに寄与することを
目的とした団体であるシ
ルバー人材センターの運
営や事業に必要な経費を
対象に助成金を交付す
る。

継続（毎
年度実
施）

会員の就
業機会の
提供や活
力ある地
域社会づ
くり

補助金支
出や事業
に対する
後援

多様な
主体

双方 58,500,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

事業活動を
通して，高齢
者の就労機
会を確保す
るほか，子
育てや介護
等，地域社
会のニーズ
を踏まえた
事業に積極
的に取り組
んでいる。

「経緯」（そ
の他）：高年
齢者等の雇
用の安定等
に関する法
律に基づく
補助事業で
あるため

福祉部
高齢者支
援課

補助

有明センター運
営費補助金

社会福祉法人
新潟市有明福
祉事業協会

社協・社
福

老人憩の家に準ずる施設
として開設された有明セン
ターに対する事務費及び
建設費補助金。

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般（貸館
業務や主
催事業な
ど）

補助金の
交付

多様な
主体

行政 9,740,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

高齢者の生
きがい対策
として各種
事業の開催
やレクリエー
ション，クラ
ブ活動，集
会等の施設
の提供等地
域活動への
促進につな
がっている。

「経緯」（そ
の他）：老人
福祉セン
ターとしての
役割を担っ
て，大きな成
果を挙げて
いるため

福祉部
高齢者支
援課

補助

特別養護老人
ホーム建設事
業費補助金

（福）中蒲原福
祉会
（福）いなほの
郷福祉会
（福）藤の木原
福祉会
（福）苗場福祉
会

社協・社
福

介護保険事業計画に基づ
き，当該施設整備を行うも
のに対し，必要な建設費
の助成を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設整備 補助（後
に，介護
保険法上
の指定）

多様な
主体

双方 861,930,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

介護保険事
業計画に掲
げる介護
サービス基
盤の整備促
進が図られ
た。

費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。

福祉部
高齢者支
援課

補助

認知症高齢者
グループホー
ム建設事業費
補助金

（福）苗場福祉
会
（株）ふれあい
の杜

複数種
別

介護保険事業計画に基づ
き，当該施設整備を行うも
のに対し，必要な建設費
の助成を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設整備 補助（後
に，介護
保険法上
の指定）

多様な
主体

双方 76,800,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

介護保険事
業計画に掲
げる介護
サービス基
盤の整備促
進が図られ
た。

○「種別」：
企業,社協・
社福
費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。

福祉部
高齢者支
援課

補助

小規模多機能
型居宅介護拠
点整備事業費
補助金

(福)苗場福祉
会
(株)柔恵会
(株)はあとふる
あたご
(一社)愛郷会 複数種

別

介護保険事業計画に基づ
き，当該施設整備を行うも
のに対し，必要な建設費
の助成を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設整備 補助（後
に，介護
保険法上
の指定）

多様な
主体

双方 153,600,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

介護保険事
業計画に掲
げる介護
サービス基
盤の整備促
進が図られ
た。

○「種別」：
企業,社協・
社福,社団・
財団等法人
費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。

福祉部
高齢者支
援課

補助

認知症対応型
デイサービスセ
ンター建設事
業費補助金

(株)あけぼの

企業

介護保険事業計画に基づ
き，当該施設整備を行うも
のに対し，必要な建設費
の助成を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設整備 補助（後
に，介護
保険法上
の指定）

多様な
主体

双方 15,900,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

介護保険事
業計画に掲
げる介護
サービス基
盤の整備促
進が図られ
た。

費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。

福祉部
高齢者支
援課

補助

スプリンクラー
整備特別対策
事業補助金

(株)東日本福
祉経営サービ
ス
八城商事(株)

企業

既存の有料老人ホームに
おいてスプリンクラー設備
の整備を行う事業に対し，
必要な整備費の助成を行
う。

継続（毎
年度実
施）

設備整備 補助

多様な
主体

双方 95,210,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

入居者の安
心・安全の
確保が図ら
れた。

費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。

福祉部
高齢者支
援課

補助

施設開設準備
経費助成特別
対策事業補助
金

(福)いなほの郷
福祉会
(福)藤の木原
福祉会
(福)中蒲原福
祉会
(福)苗場福祉
会
(株)ふれあいの
杜
(株)柔恵会
(株)はあとふる
あたご
（一社）愛郷会

複数種
別

介護保険事業計画に沿っ
て，当該施設整備を行う
者に対し，施設の開設準
備に要する経費につい
て，必要な助成を行う。

継続（毎
年度実
施）

設備整備 補助（後
に，介護
保険法上
の指定）

多様な
主体

双方 146,500,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

介護保険事
業計画に基
づき整備さ
れた介護保
険施設等に
おいて、円
滑なサービ
ス提供が開
始された。

○「種別」：
企業,社協・
社福,社団・
財団等法人
費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。

福祉部
高齢者支
援課

共催

介護施設見学
会

新潟公共職業
安定所

複数種
別

介護の担い手の確保を図
ることを目的とし，介護の
仕事未経験者等を対象に
職場見学会を開催する。

新規（次
年度継
続）

参加者募
集，バス
手配

見学先選
定，バス
手配

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

見学会参加
者の介護の
仕事に対す
る興味・関心
を深めること
ができた。

福祉部
高齢者支
援課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

特別養護老人
ホーム等太陽
光発電設備設
置補助金

（福）中蒲原福
祉会

社協・社
福

社会福祉法人等が特別
養護老人ホーム等を整備
する際に，太陽光発電設
備を設置する費用の一部
を助成する。

継続（毎
年度実
施）

設備整備 補助

多様な
主体

双方 5,565,000 その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

停電時等に
おける入所
者の安心・
安全の向上
が図られた。

○H26までで
事業終了
費用額（決
算額）につい
ては，市から
の補助金額
の総計を記
載した。
施設におけ
る安心・安全
の向上と，
再生可能エ
ネルギーの
普及促進を
図るため，事
業者負担を
軽減し，特
段の推進を
図る。

福祉部
高齢者支
援課

実行委員会

新潟市民健康
福祉まつり

新潟市民健康
福祉まつり実
行委員会

複数種
別

まつりを通して多くの市民
が福祉の現況や健康づく
りについて考え，関心を深
めるとともに，市民の助け
合いの輪が広がることを
目的として開催する。平成
２６年度は1７回目
・福祉手作りバザール
・健康ひろば　など。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施および
負担金支
出

事業の実
施および
負担金支
出

双方 双方 554,060
日常
的連
携

5 5 5 4 5 4 5 4

健康と福祉
の関係機関
が協働する
ことで，市民
の健康と福
祉への関心
が深まった。

「種別」：地
域自治組織,
社協・社福,
社団・財団
等法人,その
他
「費用額」市
社協2,992千
円

福祉部
保険年金
課

実行委員会

新潟市民健康
福祉まつり

新潟市民健康
福祉まつり実
行委員会

複数種
別

まつりを通して多くの市民
が福祉の現況や健康づく
りについて考え，関心を深
めるとともに，市民の助け
合いの輪がさらに広がる
ことを目的とする。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施及び負
担金の支
出

事業の実
施及び負
担金の支
出

双方 双方 1,095,280
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

様々なイベ
ントを通じ
て、市民が
福祉や健康
への関心を
深める機会
となった。

開催日：10
月18日
来場者：
19,000人

「種別」：
地域自治組
織,社協・社
福,社団・財
団等法人,そ
の他
「費用額」：
社協2,992千
円

保健衛生
部

保健衛生
総務課

事業委託

介護予防教室 新潟医療福祉
大学

大学等

高齢化が進む新潟水俣
病患者に向けて健康教室
を開催し，介護予防の必
要性についての講話や健
康指導、自宅でも行える
運動の実践指導を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の計
画・運営

事業主
体・内容
協議

行政 行政 113,439
サー
ビス
提供

4 5 4 4 5 4 4 4

講話や健康
指導，学生
とのレクリ
エーションな
どを行い，参
加者の健康
の保持・増
進を図るとと
もに，交流の
場を提供し
た。

回数：3回
参加者：計
21名

保健衛生
部

保健衛生
総務課

事業委託

新潟市精神障
がい者社会適
応訓練事業

新潟市社会福
祉協議会老人
デイサービスセ
ンター月潟・社
会福祉法人巻
老人福祉協会
小規模多機能
型居宅介護事
業所七浦の里・
社会福祉法人
巻老人福祉協
会特別養護老
人ホーム白寿
荘東・社会福祉
法人巻老人福
祉協会特別養
護老人ホーム
白寿荘西

社協・社
福

通常の事業所に雇用され
ることが困難な精神障が
い者を，精神障がい者の
社会経済活動への参加
の促進に熱意のある事業
所に委託して，職業を与
えるとともに，社会生活へ
の促進に必要な訓練を行
い，精神障がい者の社会
復帰の促進及び社会経
済活動への参加の促進を
図る。 継続（毎

年度実
施）

訓練の実
施

協力奨励
金の支払
い

行政 行政 464,740
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

事業を利用
する事で，社
会復帰の促
進または，
社会経済活
動への参加
促進へつな
がった。

※平成26年
度末事業終
了。

保健衛生
部

こころの健
康センター

企画立案への参画

新潟市精神保
健福祉審議会

新潟大学・新潟
青陵大学・新潟
医療福祉大学・
河渡病院・新津
信愛病院・南浜
病院・新潟信愛
病院・三浦クリ
ニック・新潟市
精神障害者家
族会連絡協議
会・地域生活支
援センターふ
らっと・新潟い
のちの電話・新
潟市精神障害
者団体連合会・
新潟市障がい
者就業支援セ
ンターこあサ
ポート

複数種
別

精神保健及び精神障がい
者の福祉に関する事項を
調査審議し，市長の諮問
に答えるほか，市長に意
見具申する。

継続（毎
年度実
施）

専門的立
場からの
意見・提
言，各団
体の代表
者として
の意見・
提言

事務局

多様な
主体

行政 404,939
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

精神保健福
祉施策につ
いて専門的
な立場から
意見が出さ
れ，今後の
施策の推進
につながっ
た。

種別：
NPO,NPO法
人,大学等,そ
の他
経緯
「精神保健
及び精神障
がい者の福
祉に関する
法律」及び
「新潟市精
神保健福祉
審議会条
例」に基づく
法定業務

保健衛生
部

こころの健
康センター

企画立案への参画

新潟県・新潟市
精神科救急医
療対策事業

県内の各精神
科救急医療施
設

その他

急激な精神変調を生じた
市民が安心して精神科医
療に受診することができ
るよう，精神科医療機関
が休診となる，夜間，休日
について，県内の精神科
医療機関の輪番制で事業
を実施する。また，「精神
科救急情報センター」にお
いて，休日と夜間，消防機
関等からの要請に基づ
き，救急患者のトリアー
ジ，入院受入先の調整，
外来受診又は入院可能な
医療機関の紹介等を行
う。（県と合同）その他，
「精神医療相談窓口」にお
いて，緊急に精神科医
療・相談を必要とする市
民から相談を受け，医療
機関の案内等適切な助言
を行う(県と合同)。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施，連絡
調整委員
会への参
加

委託料支
出，連絡
調整委員
会の開催

双方 行政 21,582,450
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

精神科救急
情報セン
ター，精神医
療相談窓口
の開設によ
り，関係機関
との連携や
関係機関へ
のつなぎが
円滑になっ
た。

経緯
新潟県・新
潟市精神科
救急医療対
策事業実施
要綱」に基
づく業務

保健衛生
部

こころの健
康センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

新潟市ひきこも
り相談支援セン
ター運営事業

ささえあいコ
ミュニティ生活
協同組合新潟

NPO

新潟市におけるひきこもり
支援を推進し，その長期
化を防ぐため，ひきこもり
に関する総合的な相談窓
口「新潟市ひきこもり相談
支援センター」を設置し，
ひきこもり本人の来談や
受診を出来るだけ早く実
現させ，社会生活の再開
及び自立を促進し，本人
及び家族等の福祉の増
進を図る。 新規（次

年度継
続）

事業の実
施

委託料支
出

双方 行政 15,827,000
その
他

5 5 5 5 4 5 5 5

ひきこもり本
人及び家族
に対し，相談
支援・訪問
支援・居場
所の開設を
実施するだ
けでなく，
様々な背景
によって引き
起こされて
いるひきこも
りの問題に
対し，関係
機関と連携
しながら支
援することに
つながって
いる。

経緯
「セーフティ
ネット支援対
策等事業実
施要綱」，
「ひきこもり
対策推進事
業実施要
綱」に基づく
業務

保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

精神障がい者
地域生活支援
施設の運営

NPO法人新潟
市精神障害者
地域家族会，
新津精神保健
福祉ボランティ
アひだまり 複数種

別

市内在住の精神障がい者
に対し，日常生活や社会
生活を営む上で必要な社
会適応性や生活技術を取
得できるよう集団指導，個
別指導を行うことで，再発
予防と病状の安定を図
る。

継続（毎
年度実
施）

施設の運
営

補助金支
出

多様な
主体

双方 7,546,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

地域におけ
る居場所を
確保し，社
会適応性や
生活技術を
取得すること
で，再発予
防と病状の
安定へつな
がった。

種別：
NPO,NPO法
人

保健衛生
部

こころの健
康センター

事業委託

新潟市精神障
がい者地域移
行・地域定着支
援事業

南浜病院・新潟
信愛病院・白根
緑ケ丘病院・障
がい者基幹相
談支援センター
東・障がい者基
幹相談支援セ
ンター東・社会
福祉法人新潟
しなの福祉会
地域生活支援
センターふらっ
と

複数種
別

　精神科病院において，
社会的入院となっている
長期入院者に対し，入院
中から個別支援を行い，
退院後も地域において自
立した生活を安定して継
続できるよう支援する。

新規（次
年度継
続）

退院支
援，精神
科病院や
関係機関
に対する
働きかけ

事業周知
及び精神
科病院や
関係機関
に対する
働きかけ

双方 行政 372,746
その
他

5 5 5 4 4 5 5 5

研修会，社
会資源見学
ツアー，精神
科病院情報
交換会を通
して，関係機
関への事業
周知とそれ
ぞれの役割
について，相
互に理解を
深めることが
できた。

経緯
「新潟市精
神障がい者
地域移行・
地域定着支
援事業実施
要綱」に基
づく業務

保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

新潟地区断酒
友の会連合会
運営補助金

新潟地区断酒
友の会連合会

NPO

酒害の防止に努め，広く
地域福祉の向上の貢献
することを目的に，アル
コール依存症経験者で断
酒を志す会員で組織する
団体に対し，運営費の一
部を補助する。

継続（毎
年度実
施）

酒害相
談・研修
例会の開
催

補助金の
支払い

多様な
主体

双方 182,000
ニー
ズ反
映

4 4 5 4 2 5 5 5

酒害防止の
ための取り
組みにより，
当事者の家
庭環境改善
と社会の関
わりにつな
げた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

新潟市精神障
害者地域家族
会運営費補助
金

特定非営利活
動法人秋葉区
精神障害者家
族会あきはあ
すなろ会・南区
精神障がい者
家族会南区あ
けぼの会・新潟
市精神障がい
者西蒲区家族
会しいの木会・
特定非営利活
動法人新潟市
精神障害者地
域家族会

複数種
別

精神障がい者の福祉の向
上と，精神保健思想の普
及啓発に努めることを目
的に，精神障がい者の家
族を会員として組織する
団体に対し，運営費の一
部を補助する。

継続（毎
年度実
施）

研修会の
開催また
は参加・
ボランティ
ア活動・
会員交
流・普及
啓発

補助金の
支払い

多様な
主体

双方 382,000
ニー
ズ反
映

4 4 5 4 2 5 5 5

交流会，研
修会等で，
精神障がい
者の知識，
自立，社会
参加をすす
めた。

「種別」：
NPO,NPO法
人

保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

新潟県精神保
健福祉協会新
潟市支部運営
費補助金

新潟県精神保
健福祉協会新
潟市支部

その他

精神保健福祉思想の普
及・啓発の向上と精神保
健福祉事業の寄与するこ
とを目的に，講演会の開
催，普及啓発イベントへの
参加，精神障害者の社会
復帰に向けての活動支
援，その他目的達成に必
要な事業を実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金の
支払い

行政 行政 65,000
ニー
ズ反
映

4 4 5 5 5 4 5 4

講演会や講
座の開催を
通し，一般
市民や支援
者に精神保
健福祉に関
する知識を
普及・啓発
することがで
きた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

新潟市精神障
害者団体連合
会運営費補助
金

特定非営利活
動法人新潟市
精神障害者団
体連合会

NPO法
人

精神障がい者の福祉の向
上を目的に，精神障がい
者の当事者で組織する団
体に対し，運営費の一部
を補助する。

継続（毎
年度実
施）

研修の開
催・相談
活動

補助金の
支払い

多様な
主体

双方 130,000
ニー
ズ反
映

4 4 5 4 2 5 5 5

講演会，交
流会等で，
障がいに対
する理解を
深め，社会と
の関わり，対
応を学んだ。

保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

新潟いのちの
電話補助金

社会福祉法人
新潟いのちの
電話

社協・社
福

自殺予防対策の一環とし
て，年中無休２４時間でボ
ランティアによる電話相談
を実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 422,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 4 5 5

民間団体に
よる電話相
談を年中無
休２４時間実
施し，多くの
方の悩みや
不安等を解
消することが
できた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

新潟市こころと
いのちのホット
ライン事業

社会福祉法人
新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

　平日夜間や休日の電話
相談窓口を設けることに
より，健康，生活問題等に
悩む市民の相談支援の
充実を図ると共に，問題
解決のために他の相談機
関や専門機関に繋げる
等，市民の不安や悩みを
解消する。
【実施時間】
　平日：午後5時から午後
10時まで
　土日，祝祭日：午前10時
から午後4時まで
　国民の祝日に関する法
律（昭和23年法律第178
号）に規定する休日及び1
月2日，1月3日並びに12
月29日から31日ま　で：午
前10時から午後4時まで

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業委託

行政 行政 16,064,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

委託事業者
と定期的に
会議を実施
し，事業内
容，課題を
共有し，拡
充した。

保健衛生
部

こころの健
康センター

企画立案への参画

新潟市自殺対
策協議会

自死遺族語り合い
の会「虹の会」，新
潟日報社，新潟公
共職業安定所，一
般社団法人新潟市
薬剤師会，一般社
団法人新潟市医師
会，新潟県警察本
部，独立行政法人
労働者健康福祉機
構新潟産業保健総
合支援センター，新
潟県精神病院協
会，新潟大学大学
院保健学研究科，
連合新潟地域協議
会，日本司法支援
センター新潟地方
事務所，一般社団
法人新潟県経営者
協会，新潟県弁護
士会，新潟県司法
書士会，新潟商工
会議所，新潟県臨
床心理士会，新潟
市民生委員児童委
員協議会，日本産
業衛生学会新潟県
産業看護部会，社
会福祉法人新潟い
のちの電話，特定
非営利活動法人新
潟ＮＰＯ協会

複数種
別

　本市の自殺対策に関す
る総合的な推進を図るた
め，自殺防止対策に関わ
る関係機関及び団体等で
構成する新潟市自殺対策
協議会を設置し，本市に
おける自殺総合対策につ
いて協議，検討する場とし
て開催する。

継続（毎
年度実
施）

意見・提
言

事務局

多様な
主体

行政 545,737
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

関係機関・
団体と自殺
総合対策に
ついて，協
議検討を行
い，自殺総
合対策の推
進につな
がった。

種別：
NPO,NPO法
人,企業,大学
等,社協・社
福,社団・財
団等法人,そ
の他
経緯
「自殺対策
基本法・
自殺総合対
策大綱・
新潟市自殺
対策協議会
設置要綱」
に基づく業
務

保健衛生
部

こころの健
康センター

企画立案への参画

新潟市自殺対
策協議会働き
盛りの年代に
おける自殺対
策作業部会

社団法人日本
産業カウンセ
ラー協会上信
越支部，新潟
公共職業安定
所，独立行政
法人労働者健
康福祉機構新
潟産業保健推
進総合支援セ
ンター，連合新
潟協議会，保
健所健康増進
課，新潟労働
基準監督署，
西区役所健康
福祉課地域保
健福祉担当，
新潟商工会議
所，新潟地域
産業保健セン
ター，日本産業
衛生学会新潟
県産業看護部
会，雇用対策
課，新潟県立
大学人間生活
学部子ども学
科

複数種
別

　自殺対策協議会におい
て課題となっていた｢働き
盛りの年代における自殺
対策～小規模事業場にお
けるメンタルヘルス対策｣
について，現状と課題を
明らかにし，その具体的
な解決に向けた対策の検
討する場として開催する。

継続（毎
年度実
施）

意見・提
言

事務局

多様な
主体

行政 145,600
日常
的連
携

5 5 5 5 3 3 3 4

小規模事業
場におけるメ
ンタルヘル
ス調査を実
施し，報告
書，啓発用
ポスターを
作成した。成
果は出た
が，作業部
会員と協働
して進める
場面が少な
かった。

種別：生協・
商工団体等,
その他

保健衛生
部

こころの健
康センター

意見交換・情報交換

自殺対策実務
者ネットワーク
会議

・ＮＰＯ法人新
潟ＮＰＯ協会
・新潟市薬剤師
会
・新潟県弁護士
会
・新潟県臨床心
理会
・ネットワークさ
さえあい・新潟

複数種
別

自殺対策に関係すると考
えられる民間団体・関係
機関等で構成し，実務者
レベルでの課題やさらな
る充実が求められる取り
組みについて具体的な対
策を協議検討し施策に反
映させる。

新規（次
年度継
続）

意見・提
言

会議企
画・運営

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

関係機関・
団体におけ
る実務者の
方と顔の見
えるネット
ワークの構
築を図ること
ができた。

「種別」：
NPO,NPO法
人,社団・財
団等法人

保健衛生
部

こころの健
康センター

後援

いのちの電話
後援会　第28
回チャリティバ
ザー

新潟いのちの
電話後援会

NPO

チャリティバザーを実施
し，いのちの電話の運営
の一部にあてるとともに，
いのちの電話のＰＲを行
う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

こころの健
康センター

共催

いのちを守る超
連続勉強会

一般社団法人
新潟市薬剤師
会

社団・財
団等法
人

自殺防止対策において
は，相談機関，相談担当
者の顔の見える実務的な
連携協力が必要であるた
め，各種機関が相互に活
動内容，専門性，特性を
理解しあうため講演会等
を実施する。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

関係機関・
団体及び参
加者同士に
おける，さら
なるネット
ワークの構
築を図ること
ができた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

共催

いのちを守る超
連続勉強会

特定非営利活
動法人　新潟Ｎ
ＰＯ協会

NPO法
人

自殺防止対策において
は，相談機関，相談担当
者の顔の見える実務的な
連携協力が必要であるた
め，各種機関が相互に活
動内容，専門性，特性を
理解しあうため講演会等
を実施する。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

関係機関・
団体及び参
加者同士に
おける，さら
なるネット
ワークの構
築を図ること
ができた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

事業協力

くらしとこころの
総合相談会

・新潟県弁護士
会
・一般社団法人
新潟市薬剤師
会
・新潟県産業看
護部会
・特定営利活動
法人新潟ＮＰＯ
協会

複数種
別

弁護士，薬剤師，保健
師，生活保護ケースワー
カー，精神保健福祉士な
どの専門職により，くらし
やこころの不安や悩みに
関してワンストップで相談
を受ける総合相談会を実
施する。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

事業従事

行政 行政 2,493,547
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

多職種によ
るワンストッ
プの相談会
のため，複
雑な相談等
について，早
期に対応が
でき，また，
適切な窓口
につなぐこと
ができた。

「種別」：
NPO法人,社
団・財団等
法人,その他

保健衛生
部

こころの健
康センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

ひきこもり対策
事業

アーベルの会・
佐潟荘・オー
ティズム・新潟
県高度情報社
会生活支援セ
ンター・伴走
舎・Ｋ－ＢＯＸ・
第一学院新潟
校・寺子屋あり
がとう・青陵大
学不登校ひき
こもり研究会・
新潟大学産学
地域連携推進
センター・新潟
地域若者サ
ポートステー
ション・ＪＯＩN・
新潟市ひきこも
り相談支援セン
ター・ＫＨＪ・リ
ラックス

複数種
別

ひきこもり支援に関する関
係機関等との連携や市民
への啓発を目的に，以下
の活動を行っている。

１　団体交流支援

２　各団体によるひきこも
りに
　　関する相談や支援

３　情報収集と発信，会報
の
　発行，ホームページの
運営

継続（毎
年度実
施）

会議の開
催
団体交流
支援

団体交流
支援

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 3 3 4 3 5 4

各分野か
ら，ひきこも
り支援に関
わる団体が
定期的に会
議を開催し，
勉強会や情
報交換をし
た。

「種別」：ＮＰ
Ｏ,NPO法人,
大学等,その
他

保健衛生
部

こころの健
康センター

後援

新潟青陵大学
公開講座「ひき
こもった子ども
とと程よい親子
の距離につい
て」

新潟青陵大学
不登校・ひきこ
もり研究会

大学等

不登校とひきこもりに関す
る講演会。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

こころの健
康センター

後援

伴走型支援者
養成講座

にいがた若者
自立支援ネット
ワーク伴走舎

NPO法
人

若者の自立を支援する人
材を養成する講座。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

こころの健
康センター

事業協力

新潟県精神保
健福祉協会
記念講演会
「地域が子ども
を育てる～地
域参加で私も
元気に～」

新潟県精神保
健福祉協会新
潟市支部

その他

精神保健福祉の普及啓
発を目的に一般を対象と
した講演会を開催する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 4 5 4 4 5 4

地域参加に
関する講演
会を開催し，
ボランティア
参加による
自己達成感
について考
えることがで
きた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

事業協力

新潟県精神保
健福祉協会市
民講座

新潟県精神保
健福祉協会新
潟市支部

その他

精神保健福祉の普及啓
発を目的として，「生きづ
らさ」をテーマとした講演
会と，「依存症」に関する
講演会およびシンポジウ
ムを開催する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 4 5 4 4 5 4

思春期に起
こりやすい
心の危機に
関する講座
を開催し，知
識と関心を
高めることが
できた。

保健衛生
部

こころの健
康センター

後援

平成26年度こ
ころの日事業

日本精神科看
護技術協会新
潟支部

社団・財
団等法
人

精神疾患や精神障がい者
に対して正しい理解を図
り，こころの健康の大切さ
を考えるための講演やイ
ベントを開催する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

こころの健
康センター

後援

南浜病院祭 医療法人　恵
生会　南浜病
院

社団・財
団等法
人

医療に関する関心や精神
疾患の予防意識を高め，
また，地域産業や福祉作
業所の紹介により，地域
活性を一助するため，病
院祭を開催する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

こころの健
康センター

後援

こころの健康セ
ミナー

全国健康保険
協会新潟市支
部

社団・財
団等法
人

職場のメンタルヘルスに
関する講演会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

こころの健
康センター

補助

運営費等補助
金

公益社団法人
日本リウマチ友
の会新潟支部

社団・財
団等法
人

リウマチに関する広報や
対策の推進など、リウマ
チ性疾患を有する者の福
祉向上に寄与することを
目的に、以下の事業を
行っている。
○会報誌の発行（年２回）
○治療等の相談に対応
○治療等に関する講座の
開催

継続（毎
年度実
施）

会の運
営・事業
実施

補助金交
付

多様な
主体

双方 90,000
日常
的連
携

3 3 4 4 4 4 3 3
保健衛生
部

保健管理
課

補助

運営費等補助
金

新潟白菊会

NPO

献体を解剖学実習に提供
し、医学・歯学の発展に寄
与することを目的に、以下
の事業を行っている。
○会誌、パンフレット、小
冊子の発行、購入
○墓参、法要、慰霊祭の
開催
○健康相談会の開催等

継続（毎
年度実
施）

会の運
営・事業
実施

補助金交
付

多様な
主体

双方 300,000
サー
ビス
提供

4 3 4 4 4 4 4 4

目的に沿っ
た効果が見
られた。

保健衛生
部

保健管理
課

補助

運営費等補助
金

新潟市スモン
友の会

NPO

スモン患者、家族の救済
と薬害根絶をめざし、会員
相互扶助により生き甲斐
のある生活が出来るよう
寄与することを目的に、以
下の事業を行っている。
○会報誌の発行（年４回）
○患者訪問活動
○医療リハビリ講演会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金交
付

多様な
主体

双方 117,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

目的に沿っ
た効果が見
られた。

保健衛生
部

保健管理
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第9回県民せき
ついフォーラム

医療法人　愛
仁会　亀田第
一病院

企業

県民に最新の脊椎疾患の
医療知識の普及を図り、
県民の健康管理の向上を
目指すことを目的に開催

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第63回日本医
学検査学会

社団法人新潟
県臨床検査技
師会

社団・財
団等法
人

医学検査の発展振興に貢
献することを目的に、毎年
全国各地で開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第２回　全人的
医療と鍼灸　講
演会

東洋はり医学
会新潟支部講
演会実行委員
会

NPO

東洋はり鍼灸医学の振興
を図ることを目的に開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第9回県立リウ
マチセンター市
民公開講座
「関節リウマチ
最前線」

新潟県立リウ
マチセンター

その他

リウマチに関する情報の
周知啓発を図ることを目
的に開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第67回関東甲
信越地区協議
会新潟大会

一般社団法人
新潟県鍼灸
マッサージ師会

社団・財
団等法
人

鍼灸マッサージの正しい
知識の周知啓発を図るた
めに開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第７回　外国籍
住民のための
医療相談会

外国籍住民の
ための医療相
談会実行委員
会

NPO

外国籍住民の医療に関す
る相談を受けるために開
催

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第15回コロキ
ウム虚血性疾
患 in 新潟

一般社団法人
新潟市医師会

社団・財
団等法
人

新潟市の循環器専門医
師らが、虚血性心疾患に
かかる循環器救急医療専
門医師と医療機関との連
携を図ることを目的に開
催 新規（次

年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

難病の方の就
労・生活セミ
ナー

新潟県難病相
談支援センター

その他

難病患者の就労を支援す
るために開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

県民のための
健康セミナー
2014

新潟県三師会
連絡協議会、
新潟県医師会

複数種
別

医師会、歯科医師会、薬
剤師会の三師会が、保健
衛生の普及振興を図るた
めに開催

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：ＮＰ
Ｏ、社団・財
団等法人

保健衛生
部

保健管理
課

意見交換・情報交換

新潟ダルクは
ばたきネット会
議

新潟刑務所、
新潟保護観察
所、新潟県精
神保健セン
ター、新潟市こ
ころの健康セン
ター、新潟県薬
剤師会、創価
大学看護学部
教授、新潟県
薬物依存症者
を抱える家族
の会、新潟ダ
ルク、医療機関
等

複数種
別

違法薬物、危険ドラッグ等
についての啓発、相談、
治療業務に携わる者や、
依存症研究者、依存症当
事者、依存症者の家族会
及び刑事施設の担当者
等が３か月に１度集まり、
現状や課題を共有し、意
見交換を行う。

継続（毎
年度実
施）

会場設
定、参加
者選定、
連絡

薬物乱用
防止関係
事業等の
情報提
供、意見
交換

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 0 5 5 5

会議で得ら
れた意見及
び情報を、
会議参加者
がそれぞれ
の業務にお
いて生かす
ことができ
た。それぞ
れの業務に
おいても、互
いに講演者
等として協
力することが
できた。

種別：ＮＰ
Ｏ、大学等、
社団・財団
等法人

保健衛生
部

保健管理
課

後援

第4回市民公開
セミナー
「ワクチンで守
ろう！子どもの
未来」

新潟市小児科
医会、新潟県
小児科医会

NPO

市民にワクチン接種につ
いての正しい知識を周知
啓発するために開催

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟日報社 市
民公開講座
「進歩しつづけ
るウイルス性
肝炎治療　～
放置しないで
早めに受診、
がん予防へ～」

新潟日報社

企業

肝炎治療の最新の治療
方法を紹介し、正しい知
識を啓発するために開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第4回肝臓病セ
ミナー「あなた
とその家族が
肝臓がんにな
らないように」

済生会新潟第
二病院

社協・社
福

肝臓病に関する情報を市
民に提供。「肝臓がんにな
らないために」をテーマ
に、医師、薬剤師、栄養
士、看護師が最新の肝臓
治療について話す。 新規（次

年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健管理
課

後援

第45回日本看
護学会－看護
教育－学術集
会「市民公開講
座」

公益財団法人
新潟県看護協
会

社団・財
団等法
人

看護医療の実態につい
て、広く市民に周知するた
めに開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

地域医療
推進課

後援

日本医療マネ
ジメント学会第
5回新潟県支部
学術集会

日本医療マネ
ジメント学会新
潟県支部

NPO

医療の質の向上を目的
に、医療連携、医療安全
など医療の現場における
各種の課題の研究、提案
を行うために開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

地域医療
推進課

後援

在宅医療講演
会

新潟県保健医
会

NPO

在宅医療をテーマに講演
会を開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

地域医療
推進課

後援

第6回東北7県
医療連携実務
者協議会

済生会新潟第
二病院

社協・社
福

東北７県の医療連携を目
的に、実務者レベルでの
協議を開催

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

地域医療
推進課

公の施設管理

新潟市口腔保
健福祉センター
の管理運営

一般社団法人
新潟市歯科医
師会

社団・財
団等法
人

市民の口腔保健の向上を
図ることを目的として，休
日等における歯科急患の
診療に関すること（休日診
療）と，障がい者，高齢者
その他の一般の歯科診療
所での治療が困難な者に
対する，口腔内の疾患に
関する診療，指導，相談
及び摂食嚥下回復訓練に
関すること（特別診療）を
行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の管
理運営状
況の管理

多様な
主体

行政 27,857,715
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 4 5 4 5

急患診療患
者数：1,008
人
特別診療患
者数：1,171
人
口腔健診・
研修事業実
施施設数：
22件
口腔ケア研
修事業実施

指定管理者
制度による
管理

保健衛生
部

健康増進
課

事業委託

歯の健康フェア 一般社団法人
新潟市歯科医
師会

社団・財
団等法
人

歯科口腔保健の正しい知
識の普及を図るために行
うイベント事業（年２回）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施および
負担金支
出

事業の実
施および
負担金支
出

双方 双方 800,000
サー
ビス
提供

5 5 4 5 5 4 4 5

①平成26年
6月8日に
「歯の健康
フェア」を実
施。来場者
数約4,300人
②平成26年
11月3日「キ
テミテキタ
ク」にて、歯
科の啓発
ブースを設
置。来場者
数約600人

相手方の負
担金額：
269,592円

保健衛生
部

健康増進
課

補助

新潟市助産師
会補助金

新潟市助産師
会

その他

新潟市における母子保健
事業に協力し，母子保健
向上に努めている団体に
対する補助金

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金交
付

多様な
主体

双方 500,000
サー
ビス
提供

5 5 4 4 5 4 4 5

①こんにち
は赤ちゃん
訪問事業②
母体保護相
談③子育
て・女性健
康支援電話
相談事業
④少子化対
策強化事業
（研修会、パ
ンフレット作
成）

④平成２６年
度少子化対
策強化交付
金事業の共
催

保健衛生
部

健康増進
課

後援

がん制圧月間
関連事業にお
ける後援

新潟県健康づ
くり財団

社団・財
団等法
人

9月の1か月間をがん制圧
月間とし，実情に応じた効
果的な行事や広報活動を
企画する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟はっぴー
乳ライフ　ピン
クリボンホリ
デーへの後援

新潟はっぴー
乳ライフ

NPO

新潟県の女性のマンモグ
ラフィ検診の受診率向上
及び乳がんへの関心を高
めるための市民フォーラ
ム等

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

市民公開講座
の後援

新潟県立がん
センター新潟病
院

企業

がん検診の重要性等につ
いての市民講座

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

新潟県がん検
診研究会総会
の後援

新潟県がん検
診研究会

NPO

県民のがん制圧を達成す
るために必要な事業を行
う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

平成26年度新
潟大学・新潟大
学全学同窓会
交流会記念講
演会

新潟大学

大学等

がんと闘う人や市民の健
康増進を図るための講演
会。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

市民のための
がん治療の会
平成26年度第
2回講演会の後
援

市民のための
がん治療の会

NPO

がんの放射線治療の理
解と普及啓発。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

がん検診受診
率向上セミナー

㈱新潟日報社

企業

子宮頸がん，乳がんの検
診呼びかけと予防啓発。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

意見交換・情報交換

がん予防促進
連携協定企業
との取組

市内企業6社

企業

意見交換・情報交換によ
り双方の受診率向上を図
る。

継続（毎
年度実
施）

セミナー
等の開
催，市事
業の周
知・PR

市主催の
事業案内
に企業名
を掲載

双方 なし 0
その
他

5 4 4 4 4 4 5 4

意見交換会
を年２回開
催
受診勧奨の
発送につい
て意見を反
映

保健衛生
部

健康増進
課

事業協力

岩室温泉女将
会と協働により
日帰り温泉付
き乳がん検診

岩室温泉女将
会

NPO

乳がん検診の新規受診
者を伸ばすため，女性に
喜ばれる検診を実施。

新規（次
年度継
続）

事業企
画・協力

検診の実
施

行政 行政 32,000
サー
ビス
提供

5 4 5 4 4 5 5 4

受信者数52
人
初診者の掘
り起しに効
果があった。

保健衛生
部

健康増進
課

事業協力

若い世代の子
宮頸がん受診
率向上の取組

新潟大学産科
婦人科学教室

大学等

子宮頸がん検診のチラ
シ・ポスターを学生と共に
作成，各種媒体を用いた
啓発活動。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

企画

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

5 4 5 4 4 4 5 4

学生等23人
が受診
初診者の掘
り起しに効
果があった。

保健衛生
部

健康増進
課

後援

眼科公開講座
2014

新潟県眼科医
会

社団・財
団等法
人

眼の疾患に関する講演，
無料眼科医療相談

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

新潟県糖尿病
週間イベント

新潟県糖尿病
協会

社団・財
団等法
人

糖尿病の早期発見・早期
治療・予防につなげるた
め勉強会のほか，世界糖
尿病デーに合わせ，萬代
橋のブルーライトアップな
ど啓発活動を実施。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

未成年者喫煙
防止活動キャ
ンペーン

日本たばこ産
業株式会社新
潟支店

企業

未成年者喫煙防止の啓も
う活動として，街頭におけ
る広告入りティッシュ配
布、新潟日報朝刊に広告
掲載を実施

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

健康づくり提唱
の集い～五輪
選手からあな
たまで、目から
ウロコのスポー
ツ栄養～

公益社団法人
新潟県栄養士
会

社団・財
団等法
人

スポーツや健康増進のた
めの身体活動と食生活・
栄養を結びつけ、健康管
理への理解を深める講演
会の実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

市民公開メディ
カルセミナーin
新発田　第6回
天地腎

新潟県立新発
田病院　他

複数種
別

一般市民への慢性腎臓
病(CKD)の認知・啓発

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

シンポジウム
「GSH（性差保
健）のグローカ
ルな展望」

新潟大学大学
院保健学研究
科

大学等

男女の性差に配慮した健
康支援の必要性につい
て、感染予防や健康教育
に取り組む海外の研究者
の報告をもとに、検討す
る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

市民公開講座
「働く女性を元
気にするヘル
スケア」

新潟大学大学
院保健学研究
科

大学等

働く女性の健康状態への
理解を促すことを目的に
月経や更年期が就労の
質に及ぼす影響とケアに
ついて講演を実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

後援

新潟大学　新
潟臨港病院
合同市民公開
ＣＫＤセミナー

新潟大学大学
院医歯学総合
研究科腎医学
医療センター

複数種
別

一般市民への慢性腎臓
病(CKD)と生活習慣病の
認知・啓発の講演会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

健康増進
課

共催

講習会「減塩料
理～食べて感
じて健康メ
ニュー～」

新潟市調理師
会

社団・財
団等法
人

減塩に関する講話及び減
塩メニュー調理のデモン
ストレーション，調理実
習，試食

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

双方 双方 23,788
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 5 5

平成26年11
月27日実
施。定員40
名のところ、
62名の申込
み。家庭か
ら持参した
みそ汁の塩
分測定など
を行い減塩
への意識づ
けを行った。

保健衛生
部

健康増進
課

補助

新潟市食生活
改善推進委員
協議会補助金

新潟市食生活
改善推進委員
協議会

その他

地域に密着した食生活改
善活動を実践し，市民に
健康づくりの普及啓発を
行うための補助金

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金交
付

多様な
主体

双方 510,000
ニー
ズ反
映

5 5 4 4 4 4 5 5

会員数476
名（H26.4
月）。食育マ
スターとして
延べ3,624名
（H26年）に
働きかける
など，地域に
おける健康
づくりに重要
な役割を果
たしている。

保健衛生
部

健康増進
課

補助

新潟市食品衛
生協会補助金

新潟市食品衛
生協会

NPO

食品衛生協会は，飲食に
起因する衛生上の危害の
発生を防止し，会員自ら
が食品衛生の向上を図る
ため設立された全国的な
組織である。食品衛生知
識の普及，指導，広報な
ど組織の育成強化を図
り，食中毒の発生防止に
努め，公衆衛生の向上に
寄与する活動に対し財政
的な支援を行う。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付、研修
会、巡回
指導等へ
の協力

双方 双方 1,671,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

食品衛生責
任者実務講
習会やノロ
ウイルスの
セミナーを開
催することで
会員のみな
らず消費者
に対しても
食品衛生に
関する知識
の普及、公
衆衛生の向
上に寄与し
た。

保健衛生
部

食の安全
推進課

補助

新潟市食品衛
生指導員協議
会補助金

新潟市食品衛
生指導員協議
会

NPO

協議会会員は，国の委託
を受けて行う食品衛生指
導員制度に基づき，県食
品衛生協会会長から委嘱
を受けた指導員から構成
されている。食品業界の
自主衛生指導の実践，指
導技術の研鑽及び消費
者との協調活動などによ
り，市民の安全で快適な
食生活に寄与している活
動に対し，財政的な支援
を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付、研修
会、消費
者向けイ
ベント等
への協力

双方 双方 900,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

巡回指導を
通じた自主
衛生指導の
実践や、食
品衛生さわ
やか広場な
どのイベント
を通じた消
費者との協
調活動など
により、市民
の安全で快
適な食生活
に寄与した。

保健衛生
部

食の安全
推進課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

新潟市調理師
会補助金

新潟市調理師
会

社団・財
団等法
人

新潟市調理師会は，調理
関係者が協力することで
調理師の資質と，社会的
地位及び調理技術の向
上を図り，県民の食生活
の改善，公衆衛生の向上
に寄与することを目的とし
ている。研修会，講習会な
どを開催するほか，減塩
の普及などを通じて市民
の健康の保持増進に寄与
しており，その活動に対し
財政的な支援を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付、研修
会等への
協力

双方 双方 184,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

受験準備講
習会や調理
師研修会、
食育健康講
習会を通じ、
市民の健康
の保持増進
に寄与した。

保健衛生
部

食の安全
推進課

共催

【県民公開講
座】第10回『感
染症予防衛生
講習会』

（一般社団法
人）新潟県ペス
トコントロール
協会

社団・財
団等法
人

感染症などに関する知識
を広く県民の皆様に身に
つけて頂くための公開講
座。

継続（毎
年度実
施）

講師の選
定，新潟
県・県獣
医師会と
の調整

事業共催

公開講座
参加者の
新潟市民
分につい
て受付け
等

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

感染症等に
ついて市民
や関係者に
とって重要な
研修として
考える。 保健衛生

部
保健所環
境衛生課

公の施設管理

新潟市海辺の
森指定管理業
務（指定管理）

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

新潟市海辺の森管理業
務
○施設概要/総面積
1,201,936㎡/施設：①キャ
ンプ場面積28,072㎡/その
他施設　　展望棟2棟，便
所3棟，東屋6棟，遊歩道
延長約8.4km.，管理車道
延長約4.6ｋｍ

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理全般，
使用許可
及び使用
料徴収

委託料の
支払

多様な
主体

行政 18,750,000
ニー
ズ反
映

4 4 5 4 4 4 4 4

施設運営に
必要とする
管理は行わ
れている。

北区役所
産業振興
課

公の施設管理

濁川公園分区
園指定管理業
務（指定管理）

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

濁川公園分区園管理業
務
○分区園敷地面積：3,340
㎡
○管理施設：花壇（78区
画，1区画30㎡），遠路，
水道，掲示板，倉庫，草
捨て場

継続（毎
年度実
施）

貸出花壇
の受付等
を含む分
区園全体
の運営業
務および
維持管理
業務。

委託料の
支払，管
理施設経
年劣化時
の修繕

多様な
主体

双方 638,000
ニー
ズ反
映

4 4 5 4 4 5 4 4

利用率は常
に90％以上
であり，多く
の市民に分
区園を利用
していただい
ている。 北区役所 建設課

共催

山の下地域包
括ケアネット

山の下地域包
括ケアネット

その他

東区山の下圏域における
在宅ケアに携わる医療・
福祉・保健・行政関係者
等を対象とした研修会等
を実施し，多職種連携を
図る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 4

関係多職種
の連携が
徐々に進ん
でいる。

東区役所
健康福祉
課

公の施設管理

老人憩いの家
じゅんさい池の
指定管理

東山の下地区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

老人憩いの家じゅんさい
池の管理運営業務

新規（次
年度継
続）

施設の管
理運営

指定管理
者の指定

多様な
主体

行政 6,514,622
その
他

5 5 5 5 5 5 4 4

隣接するコミ
センと指定
管理者が同
一のため管
理運営上に
相乗効果が
あった

市の方針

東区役所
健康福祉
課

補助

新潟東地区保
護司会補助金

新潟東地区保
護司会

NPO

犯罪・非行のない社会を
目指して、以下の事業を
実施している。
○更生保護活動
　犯罪をした人や非行の
ある少年の立ち直りを支
援したり、犯罪予防のた
めの様々な活動の実施
○「社会を明るくする運
動」の実施
　犯罪や非行の防止と罪
を犯した人たちの更生に
ついて理解を深め、犯罪
や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運
動として実施

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・立案・
実施

補助金交
付

多様な
主体

双方 541,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

社会を明るく
する運動担
当者会議へ
の出席や推
進委員会の
開催等を通
して，関係機
関との連携
が進んでき
ている。

東区役所
健康福祉
課

事業協力

中央区地域健
康福祉推進協
議会

中央区社会福
祉協議会

社協・社
福

地域福祉計画及び地域
福祉活動計画の推進のた
め，区役所と区社協が事
務局となり、民生委員や
学識経験者、地域住民と
ともに計画の進行管理を
行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・準
備・運営

企画・準
備・運営

双方 行政 1,369,926
日常
的連
携

4 4 4 3 3 4 4 3

推進協議会
を5回開催し
て、双方の
実施事業の
報告や検証
などを行っ
た。協議会
委員と意見
交換を行
い、27年度
から32年度
を期間とす
る計画策定
した。

中央区役
所

健康福祉
課

事業協力

中央区助け合
いのまちづくり
シンポジウム

中央区社会福
祉協議会，中
央区自治協議
会

複数種
別

超高齢社会に突入した中
央区において，「住み慣れ
た地域で安心して暮らせ
るまちづくり」をテーマに，
改めて地域福祉の意義に
ついて考えるため基調講
演やパネルディスカッショ
ンを行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・準
備・運営・
費用負担

企画・準
備・運営・
費用負担

双方 双方 459,706
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

超高齢社会
のなかでの
自治会運営
やまちづくり
について事
例や課題を
聞き，今後
の参考と
なった。

中央区役
所

健康福祉
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 36 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

江南区民福祉
大会

江南区社会福
祉協議会

社協・社
福

区社協・区役所の共催に
より，地域福祉計画の基
本理念「みんなでささえあ
い安心して暮らせるまち
江南区」をめざして，区民
福祉大会を開催してい
る。

継続（毎
年度実
施）

（事業の
主催）事
業の企
画・立案・
全体運営
など

（事業の
共催）会
場確保・
運営補
助・事業
費の支援
など 双方 双方 285,000

日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 5 5

区社協・区
役所が協働
することで，
事務負担の
軽減や大会
内容の充実
を図ることが
できた。

江南区役
所

健康福祉
課

実行委員会

江南区ふれあ
い・ささえあい
交流事業

江南区ふれあ
い・ささえあい
交流事業実行
委員会

NPO

コミ協・福祉団体・区社
協・区役所が協働して，地
域福祉計画の基本理念
「みんなでささえあい安心
して暮らせるまち江南区」
をめざして，交流事業を開
催している。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

企画・準
備・運営

双方 行政 1,886,843
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

障がいのあ
る人もない
人もゲーム
や芸能ス
テージで一
緒に楽しむ
など，会場
の至る所で
多世代交流
が行われ
た。

江南区役
所

健康福祉
課

事業委託

未来へつなご
う！中高生「や
りたいこと」応
援プロジェクト

NPO法人まち
づくり学校

NPO法
人

中高生を対象に，5回の
ワークショップ等を行うな
どし，「子どもたちの居場
所」の愛称やキャラクター
を決定した。また中高生に
よる居場所のルールづく
りや自主企画事業を行っ
た。

新規（次
年度継
続）

事業全体
の企画
コーディ
ネート
（ワーク
ショップ等
の準備、
運営進行
など）

事業の企
画調整、
事業実施
に関する
広報

双方 行政 1,521,349
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 4

他校の生徒
との交流に
よる生徒間
ネットワーク
ができ，将
来に向けた
人脈形成も
期待できる。

江南区役
所

健康福祉
課

事業協力

献血事業 秋葉区献血推
進協議会

NPO

区内において献血車「ゆう
あい号」による全血献血
が実施される際，献血会
場において協力の呼びか
けを行う。
・区民に対し，献血事業へ
の理解を深めてもらうため
の各種ＰＲ活動を行う。

継続（毎
年度実
施）

献血普及
啓発活動

事前準
備，資料
作成

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 4 3 3 4 3 3 4

３０年以上、
互いの役割
を明確にし
各々の立場
で主体的に
活動し献血
の実施、普
及啓発に寄
与している。

秋葉区役
所

健康福祉
課

補助

「手をつなごう
愛の大運動会」
事業費補助金

「手をつなごう
愛の大運動会」
実行委員会

NPO

「ともにつくろう愛の輪」を
テーマに障がい児者と健
常児者の交流を目的にし
た運動会，各障がい者団
体やボランティアグループ
などが運営する300人規
模の運動会。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金の
交付

多様な
主体

双方 190,000
日常
的連
携

5 5 4 4 3 4 5 3
秋葉区役
所

健康福祉
課

補助

地域活動支援
センター運営事
業費補助金

特定非営利活
動法人　秋葉
区障害者家族
会　あきはあす
なろ会

NPO法
人

障がい者の地域的な援護
対策の一環として，保護
者団体が設立した地域活
動支援センター「いしず
え」に対し，運営費を補助
する。 継続（毎

年度実
施）

施設の運
営

補助金の
交付

多様な
主体

行政 14,411,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 3 4 5 4

利用者が地
域で自立し
た生活を営
むことが出
来るよう，必
要な適応能
力を身につ
ける場所と
なっている。

秋葉区役
所

健康福祉
課

後援

平成２６年度第
２１回どんちゃ
んまつり

障害福祉サー
ビス事業所
ほっとサポート
しんえい

社協・社
福

障がい福祉サービス事業
所利用者と保護者，地
域，ボランティアの方々と
の連携を深め，地域交流
の場として夏祭りを開催
する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
秋葉区役
所

健康福祉
課

後援

第４回グリー
ン・デ・フェスタ

社会福祉法人
親和福祉会

社協・社
福

障がい者や健常者などの
垣根なく共に楽しみ，交流
することで，相互理解と親
睦を深め地域福祉活性化
に寄与する事を目的とし
たコミュニティイベント。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
秋葉区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

小須戸温泉健
康センター管理
運営事業（指定
管理）

㈱新潟ビル
サービス

企業

市民に健康増進，心身の
保養及び憩いの場を提供
し,並びに市民のコミュニ
ティづくりに資する目的
に，以下の事業を行って
いる。
○健康づくり等を目的とし
た自主事業を開催

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般

評価・指
導・リスク
負担によ
る修繕

多様な
主体

双方 23,744,210
経費
削減

5 5 5 4 4 4 4 4

施設の修繕
に迅速に対
応できた。

・費用額のう
ち指定管理
料
21,752,000
円

・利用料等
指定管理者
収入
37,364,816
円

秋葉区役
所

健康福祉
課

事業委託

足腰鍛えて笑
顔で長生き

新潟医療福祉
大学

大学等

ロコモティブシンドローム
予防体操の普及のため，
地域の団体が体操継続で
きるよう支援を行う。

継続（毎
年度実
施）

専門的立
場からの
助言

事業実施
の支援

事業の企
画・実施

行政 行政 1,010,620
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

大学の専門
的な支援に
より，事業内
容が充実し
ている。

経緯：専門
的な助言・
事業実施協
力等を必要
としたため。

秋葉区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

子育て支援セ
ンター
『新潟市新津育
ちの森』
管理運営（指定
管理）

特定非営利活
動法人　ヒュー
マンエイド２２

NPO法
人

「新潟市新津育ちの森条
例」に基づく業務
(1)　子育てを行う市民の
支援に関すること。
(2)　子育てに関する情報
提供及び相談業務に関す
ること。
(3)　親子の交流事業に関
すること。
(4)　子育て支援のため施
設の一部を市民の利用に
供すること。
(5)　一時保育の実施に関
すること。

継続（毎
年度実
施）

子育て支
援セン
ター事業
全般、施
設管理

NPO法人
へ事業費
の支出

多様な
主体

行政 28,844,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

新津育ちの
森は地域の
子育て支援
の中核と
なっている。

秋葉区役
所

健康福祉
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

子育てサロン
事業

特定非営利活
動法人　ヒュー
マンエイド２２

NPO法
人

地域の子育てサロンとし
て、子育て支援センター
が各地域の子育てサポー
ターと協働し、公民館・コ
ミュニティセンター等を利
用し子育てサロンを展開
する。
（秋葉区の中学校区毎に
子育てサロンを展開）

継続（毎
年度実
施）

子育てサ
ロン事業
全般

NPO法人
へ事業費
の支出、
各サロン
実施施設
使用許可
申請

多様な
主体

行政 3,765,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

子育てサロ
ンは身近な
子育て支援
の場として
定着してい
る。 秋葉区役

所
健康福祉
課

事業委託

放課後児童健
全育成事業

ＮＰＯ法人
ディンプルアイ
ランド

NPO法
人

荻川・結・阿賀・第二小学
校区で放課後児童クラブ
を運営し，昼間保護者の
いない家庭の小学校1～6
年生の児童の健全な育成
を図る。 継続（毎

年度実
施）

放課後児
童クラブ
の運営と
利用料の
徴収

委託料の
支出

多様な
主体

行政 30,112,700
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

4か所の放
課後児童ク
ラブを運営
し，細やかな
保育を行っ
た。 秋葉区役

所
健康福祉
課

後援

新潟あきはっ
子冬まつり

にいがた秋
葉っ子冬祭り
実行委員会

NPO

新潟の冬を楽しく遊ぶた
めの様々な遊びを豊富に
子ども達に提供するととも
に，児童クラブ職員・保育
士・学校教員・大人・学
生・ボランティアなどの交
流を深める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
秋葉区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

白根斎場の管
理運営

株式会社宮本
工業所

企業

斎場の管理運営
・斎場における火葬等に
関する業務
・斎場における焼骨の引
き取りに関する業務
・斎場の施設及び設備の
維持管理に関する業務

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者（指
定管理者
の管理運
営事業計
画の承認
及び必要
に応じ，
指示，助
言)

多様な
主体

行政 43,568,145
その
他

5 5 5 4 4 5 5 5

専門的な知
識を有する
指定管理者
により、同施
設の管理運
営を滞りなく
行うことがで
きた。

「経緯」：斎
場にふさわ
しいきめ細
かなサービ
スの提供と
効率的な管
理運営を行
うため。

南区役所
区民生活
課

事業協力

いきいき長生き
健康づくり講座

・新大人文社
会・教育科学部
・コミュニティ協
議会（3地区）

複数種
別

生活習慣病予防を目的と
したウォーキングを中心と
した健康講座を開催し，
地域での継続的な健康づ
くりグループへの発展を
目指した。 継続（毎

年度実
施）

新大
計画から
参画，講
師，実技
指導
コミ協
計画から
参画，事
業の取り
まとめ

連絡調
整，
支援

行政 行政 391,673
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

実施した３つ
の地域のう
ち２つの地
域で自主グ
ループへ発
展

南区役所
健康福祉
課

公の施設管理

南区白根健康
福祉センターの
管理運営

特定非営利活
動法人ワー
カーズコープ

NPO法
人

市民の健康の保持及び
福祉の増進に資するため
設置された南区白根健康
福祉センターの管理運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

包括的管
理責任

行政 行政 21,600,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

健康づくり・
福祉の増進
が図られた。

「経緯」：「新
潟市公の施
設に係る指
定管理者制
度に関する
指針」によ
る。 南区役所

健康福祉
課

補助

地域活動支援
センター運営事
業補助金

ＮＰＯ法人
ゆうーわ

NPO法
人

障がい者の地域的な援護
対策の一環として保護者
団体が設立した地域活動
センター「ゆうーわ」に対し
運営費を補助する。

継続（毎
年度実
施）

施設の運
営

補助金交
付

多様な
主体

双方 10,976,741
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

障がい者が
地域で活動
できる場とし
て，地域生
活支援の促
進が図れ
た。 南区役所

健康福祉
課

補助

地域活動支援
センター運営事
業補助金

社会福祉法人
白蓮福祉会

社協・社
福

障がい者の地域的な援護
対策の一環として社会福
祉法人が設立した地域活
動センター「あけぼの」に
対し運営費を補助する。

継続（毎
年度実
施）

施設の運
営

補助金交
付

多様な
主体

双方 9,358,261
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

障がい者が
地域で活動
できる場とし
て，地域生
活支援の促
進が図れ
た。 南区役所

健康福祉
課

補助

地域活動支援
センター運営事
業補助金

社会福祉法人
燕・西蒲原福祉
会

社協・社
福

障がい者の地域的な援護
対策の一環として社会福
祉法人が設立した地域活
動センター「すぃーと
ふぁーむ」に対し運営費を
補助する。 継続（毎

年度実
施）

施設の運
営

補助金交
付

多様な
主体

双方 9,529,335
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

障がい者が
地域で活動
できる場とし
て，地域生
活支援の促
進が図れ
た。 南区役所

健康福祉
課

補助

遺族会補助金 新潟市南区遺
族連合会

その他

戦没者の英霊を顕彰し，
戦没者遺族の福祉の増
進を図るとともに，平和日
本の建設に貢献する事を
目的に活動を行ってい
る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 504,000
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 4 4 4

戦没者遺族
の援護を行
うことによ
り，市民福祉
に寄与

南区役所
健康福祉
課

事業委託

生きがい対応
型通所事業の
業務委託

(社）新潟市社
会福祉協議会

社協・社
福

高齢者に，通所による各
種サービスを提供し，生き
がいづくりと社会参加を促
進する。それにより，要介
護状態に陥ることを予防
し，閉じこもりの防止，介
護予防及び健康増進を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の運
営

利用者，
事業内
容，利用
料の決定

多様な
主体

行政 7,036,000
ニー
ズ反
映

5 4 5 4 4 5 5 5

利用者が要
介護状態に
陥ることなく
予防できて
おり，健康増
進にも努め
ている。 南区役所

健康福祉
課

事業委託

老人福祉セン
ターの運営管
理（白寿荘）

社会福祉法人
新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

高齢者に対して，各種の
相談に応ずると共に，高
齢者の健康増進，教養の
向上及びレクリエーション
のための便宜の供与を行
うための老人福祉セン
ターの運営管理

継続（毎
年度実
施）

老人福祉
センター
の運営及
び施設管
理

老人福祉
センター
の管理及
び定額を
超えた修
繕

双方 行政 17,088,000
経費
削減

5 5 5 5 4 4 4 5

毎月100名
以上の利用
があり，高齢
者の日常の
生きがいづく
りや交流の
場として，社
会参加の促
進に寄与し
ている。

南区役所
健康福祉
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

心の健康づくり
講座

講座運営委員
会

NPO

精神保健福祉や精神障
がいについて理解を深め
るとともに，精神保健福祉
ボランティアを育成するこ
とを目的に，医療・福祉等
の関係機関・団体で運営
委員会を組織し，講座を
開催した。

継続（毎
年度実
施）

運営，事
業実施に
ついての
協力

運営，事
業実施

双方 双方 24,700
日常
的連
携

4 4 4 4 4 5 4 5

ボランティア
の一部が
NPOを立ち
上げた

南区役所
健康福祉
課

事業委託

地域健康づくり
事業

南区連合保健
会

NPO

地域ぐるみで健康づくり活
動を推進するために，南
区連合保健会に事業委託
し，地域住民の健康づくり
や生涯を通じた健康の保
持増進に努める。 継続（毎

年度実
施）

各種健康
づくり事業
の企画及
び運営

各種健康
づくり事業
の企画及
び運営支
援，事業
実施，保
健推進員
の研修

双方 双方 900,000
その
他

4 4 4 4 4 4 4 4

保健推進員
の中心世代
となる40～
60歳台の健
診受診率が
市平均より
高い

保健会は
S41に発足し
た住民組織
であり，当時
から行政と
協働しなが
ら健康づくり
事業を実施
してきた。

南区役所
健康福祉
課

補助

市民活動支援
事業

南区連合保健
会

NPO

地域ぐるみで健康づくり活
動を推進するために，地
区保健会が実施する自主
的な地域健康づくり活動
を支援し，地域住民の健
康づくりや生涯を通じた健
康の保持増進に努める。

継続（毎
年度実
施）

各種健康
づくり事業
の企画及
び運営

各種健康
づくり事業
の企画及
び運営支
援，事業
実施，保
健推進員
の研修

双方 双方 72,000
その
他

4 4 4 4 4 5 5 5

地域での世
代間交流や
保健会だよ
りの発行な
ど，健康情
報の発信を
きめ細やか
に実施でき
た。

保健会は
S41に発足し
た住民組織
であり，当時
から行政と
協働しなが
ら健康づくり
事業を実施
してきた。

南区役所
健康福祉
課

実行委員会

南区健康福祉
フェア２０１４

南区健康福祉
フェア実行委員
会

NPO

福祉や健康づくりに関心
を高め，区民の助け合い
の輪を広げることを目的
に，地域住民，福祉や健
康づくりに関する諸団体，
関係機関による実行委員
会を組織し，南区健康福
祉フェア２０１４を開催し
た。

継続（毎
年度実
施）

運営主体 運営支援
協力

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 4 4 5

イベント当
日，700人程
度の集客が
あり福祉や
健康づくりへ
の関心を高
めた。 南区役所

健康福祉
課

企画立案への参画

西区地域福祉
計画・地域福祉
活動計画「いき
いき西区ささえ
あいプラン」の
策定

・西区社会福祉
協議会
・地域コミュニ
ティ協議会

複数種
別

計画は西区全体で取り組
む全体計画と，地域（コミ
協）が主体的に取り組む
地域別（コミ協別）計画か
ら構成されており，特に地
域別計画については，コミ
協と協働で策定

継続（毎
年度実
施）

計画の策
定作業へ
の協力

計画の策
定作業，
取りまと
め

行政 行政 1,406,190
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 4 4 4 4

地域独自の
課題や今後
の取り組み
等について検
討し，計画と
して策定する
ことで，身近
で地域が主
体性を持って
取り組めるも
のとなった。

協働の相手
方「種別」：コ
ミュニティ協
議会，社協・
社福

西区役所
健康福祉
課

補助

遺族会補助金 岩室地区遺族
会
和納遺族会
巻地区連合遺
族会
西川地区戦没
者遺族会
潟東遺族会

その他

戦没者の英霊を顕彰し，
戦没者遺族の福祉の増
進を図り，平和日本の建
設に貢献することを目的
に活動している遺族会を
支援する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

双方 双方 514,975
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

遺族会に対
する補助を
することで活
動内容を知
ることができ
た。 西蒲区役

所
健康福祉
課

事業協力

西蒲区地域福
祉計画・地域福
祉活動計画推
進委員会

西蒲区社会福
祉協議会

社協・社
福

地域福祉計画及び地域
福祉活動計画の推進のた
め，区役所と区社協で共
同事務局を設置し，地域
住民とともに計画の進行
管理を行なうもの。 継続（毎

年度実
施）

企画・準
備・運営

企画・準
備・運営

双方 行政 2,312,232
日常
的連
携

4 4 4 5 5 5 4 4

地区懇談会
を開催し住
民の声を計
画に反映で
きた。

西蒲区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

巻ふれあい福
祉センターの指
定管理

(社)新潟市社
会福祉協議会

社協・社
福

巻ふれあい福祉センター
の管理運営

継続（毎
年度実
施）

巻ふれあ
い福祉セ
ンターの
運営全般

設備の維
持管理等

双方 双方 18,663,881
ニー
ズ反
映

4 5 5 5 4 5 5 4

管理運営を
委託すること
で施設の維
持管理を行
えた。

西蒲区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

西川社会福祉
センターの指定
管理

(社)新潟市社
会福祉協議会

社協・社
福

西川社会福祉センターの
管理運営

継続（毎
年度実
施）

西川社会
福祉セン
ターの運
営全般

設備の維
持管理等

双方 双方 3,518,000
ニー
ズ反
映

4 5 5 5 4 5 5 4

管理運営を
委託すること
で施設の維
持管理を行
えた。

西蒲区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

西川高齢者ふ
れあいセンター
の指定管理

(社）新潟市社
会福祉協議会

社協・社
福

高齢者の閉じこもりの防
止，介護予防及び健康増
進を図ることを目的とする
高齢者支援センターの管
理運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

施設管理
に関する
モニタリン
グ，一定
額を超え
超えた施
設修繕費

多様な
主体

双方 11,209,000
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 4 4 4 4

高齢者の閉
じこもり防
止、介護予
防、健康増
進といった
設置目的に
十分寄与し
ている。

西蒲区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

中之口高齢者
支援センターの
指定管理

(社）愛宕福祉
会

社協・社
福

高齢者の閉じこもりの防
止，介護予防及び健康増
進を図ることを目的とする
高齢者支援センターの管
理運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

施設管理
に関する
モニタリン
グ，一定
額を超え
超えた施
設修繕費

多様な
主体

双方 9,287,000
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 4 4 4 4

高齢者の閉
じこもり防
止、介護予
防、健康増
進といった
設置目的に
十分寄与し
ている。

西蒲区役
所

健康福祉
課

事業委託

生きがい対応
型通所事業の
業務委託

・(社）新潟市社
会福祉協議会
・間瀬福祉会
・越前浜地域福
祉会
・漆山東町地域
福祉会
・十三輪福祉会
・松野尾楽友福
祉会

複数種
別

高齢者に，通所による各
種サービスを提供し，生き
がいづくりと社会参加を促
進する。それにより，要介
護状態に陥ることを予防
し，閉じこもりの防止，介
護予防及び健康増進を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の運
営

利用者，
事業内
容，利用
料の決
定。

多様な
主体

双方 7,733,332
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 4 4 4 4

高齢者の生
きがいづくり
と社会参加
の促進に寄
与するととも
に、介護予
防及び健康
増進が図ら
れた。

西蒲区役
所

健康福祉
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

健康づくり教室
なじらねぇ

自治会または
地区組織

地域自
治組織
（複数）

健康に関する集まりの少
ない地域での集会作りと
健康意識の向上を図るこ
とを目的に地域の自治会
または地区組織と協働で
健康づくり教室を実施す
る。

継続（毎
年度実
施）

参加者募
集
会場借用
会長挨拶

事業の実
施

双方 行政 146,040
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 3 3

集まりの少
ない自治会,
等に働きか
け，協力して
健康づくり教
室を22回実
施し，今後
の継続開催
の支援を
行った。

西蒲区役
所

巻地域保
健福祉セ
ンター

公の施設管理

岩室健康増進
センター管理運
営事業

岩室観光開発
（株）

企業

休憩施設・温泉施設・飲
食の提供の調和により、
市民に健康増進、心身の
保養及び憩の場を提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

施設の運
営全般

施設管理
に関する
モニタリン
グ、一定
額を超え
た施設修
繕費

双方 双方 50,069,108
サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 4 4 3

管理形態：
入館料・貸
部屋使用料
は市の歳入
とし、自主事
業で行う飲
食提供業務
については
指定管理者
の収入とな
る。
費用負担：
30万円を超
える修繕に
ついては市
負担

西蒲区役
所

健康福祉
課

公の施設管理

じょんのび館管
理運営事業

福井開発（株）

企業

休憩施設・温泉施設・飲
食の提供の調和により、
市民に健康増進、心身の
保養及び憩の場を提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

施設の運
営全般

施設管理
に関する
モニタリン
グ、一定
額を超え
た施設修
繕費 双方 双方 8,801,600

サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 4 4 3

管理形態：
利用料金制

費用負担：
50万円を超
える修繕に
ついては市
負担

西蒲区役
所

健康福祉
課

事業協力

西蒲区健康ウ
オーキング教
室

新潟大学

大学等

運動の定着をはかるため
に、初心者向けにウオー
キングの基本を学ぶ教室
を実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業企画
への助言
と事業当
日の協力

事業運営
の全般

行政 行政 305,700
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 3
西蒲区役
所

健康福祉
課

事業協力

高齢者の健康
づくり事業

運動普及推進
委員

NPO

高齢者の健康づくり及び
介護予防を推進するため
に、地域の茶の間や介護
予防教室における事業協
力。

継続（毎
年度実
施）

運営、事
業実施に
ついての
協力

事業運営
の全般

行政 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 3
西蒲区役
所

健康福祉
課

意見交換・情報交換

医師会、歯科
医師会、薬剤
師会、行政の
情報交換会

西蒲区医師会
西蒲区歯科医
師会
西蒲区薬剤師
会

その他

西蒲区の健康課題につい
て除法を共有し、市民の
健康の保持・増進に努め
る。

継続（毎
年度実
施）

情報交換
会の設営
の協力と
情報交換
会の実施

情報交換
会の設営
の協力と
情報交換
会の実施

双方 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

医師会、歯
科医師会、
薬剤師会、
行政が情報
を共有する
ことにより、
保健福祉の
向上につな
がる。

西蒲区役
所

健康福祉
課

事業協力

子育て体験教
室

小学校
中学校
高校

大学等

赤ちゃんとのふれあい体
験等を通し、命の大切さ、
産み育てる意義や役割、
望まない妊娠、出産につ
いて考える機会とする。
もって虐待の予防につな
がる。

継続（毎
年度実
施）

事業前後
の児童・
生徒への
教育と事
業当日の
協力

事業運営
の全般

双方 行政 770,338
日常
的連
携

5 3 4 4 5 4 4 4

子どもたち
のアンケート
からも命の
大切さ、親
への感謝の
気持ちが聞
かれ、貴重
な体験に
なっていた。

西蒲区役
所

健康福祉
課

事業協力

思春期健康教
育

小学校
中学校
高校
助産師

複数種
別

思春期の心と体、妊娠か
ら生命の誕生について学
ぶことにより、健やかな思
春期を目指す。また、望ま
ない妊娠や性感染症の予
防につなげる。 継続（毎

年度実
施）

事業前後
の児童・
生徒への
教育と事
業当日の
協力

事業運営
の全般

双方 行政 87,868
日常
的連
携

4 4 4 4 5 4 4 3
西蒲区役
所

健康福祉
課

事業協力

岩室健康展

頭と身体に若
返り体操教室

岩室コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域ぐるみで健康づくり活
動を推進するために、岩
室コミュニティ協議会に協
力し、地域住民の健康づ
くりの保持増進に努めた。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
の全般

運営の支
援と当日
従事者の
確保

多様な
主体

多様な
主体

400,256
日常
的連
携

4 4 5 5 4 5 4 4

多くの市民
が参加し、
地域住民の
健康づくりの
保持増進に
つながった。 西蒲区役

所
健康福祉
課

事業協力

養護教員との
協働による学
校における応
急手当の普及
啓発

新潟県養護教
員研究協議会
（新潟市養護教
員会）

その他

市内に勤務する養護教員
に講習を開催し応急手当
普及員になってもらうこと
で、養護教員が自ら勤務
する学校において応急手
当講習を開催し、学校で
の更なる応急手当普及啓
発を図る。

継続（毎
年度実
施）

講習開催
に係る事
務全般、
養護教員
による自
校での応
急手当普
及啓発。

養護教員
に対する
応急手当
普及員講
習及び普
及員再講
習の指
導、学校
における
救命講習
の協働開
催。

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 4 5 5 4 3 3 消防局 救急課

後援

関東甲信越地
区
特別支援学校
知的障害教育
校ＰＴＡ連合
会研究協議会

関東甲信越地
区
特別支援学校
知的障害教育
校ＰＴＡ連合
会

地域自
治組織
（その
他）

知的障がい教育の発展・
充実と福祉増進，その他
関連事項の改善向上を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

みんなで創ろ
ういくとぴあラ
ンド
※「親子で創
ろう！世界で
一枚！にぎや
か特大壁画」
に変更

新潟南ロー
ターアクトクラ
ブ

その他

社会人が高校生と協力し
てボラティア活動を行うこ
とで，高校異性に異年齢
集団との関わりの中でボ
ランティア精神を育む。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

とやの長寿学
級

老人クラブ鳥屋
野地区協議会

地域自
治組織
（その
他）

地域の高齢者が心身とも
に元気に過ごせるような
学習・交流の場として，月
に１回程度講座を開催し
ている。

継続（毎
年度実
施）

老人クラ
ブ会員，
地域住民
への広報

講座開催

双方 双方 5,200
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

地域の高齢
者の交流が
図られた

費用負担
10,000円

教育委員
会

鳥屋野地
区公民館

共催

赤ちゃんこんに
ちは

浜浦地区民生
委員児童委員
協議会，浜浦
小学校区コミュ
ニティ協議会，
浜浦地区社会
福祉協議会

複数種
別

浜浦小学校区の乳児の
保護者を対象に，地域で
安心して子育てでき，若
い世代が地域活動に参加
できる環境をつくる。

継続（毎
年度実
施）

企画，広
報，事業
運営

広報，会
場提供，
運営補助

多様な
主体

双方 32,933
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 5 5

地域の関連
団体と協働
することで，
地域住民が
事業につい
て，より情報
を得やすく，
参加しやす
い環境づくり
ができた。

教育委員
会

関屋地区
公民館

共催

大学健康公開
講座

日本歯科大学・
新潟医療福祉
大学

大学等

講演会
・お口の健康を守って，カ
ラダいきいき！
・あなどれない脂肪肝
・他者とのつながりと心の
健康
・腰痛予防

継続（毎
年度実
施）

企画，広
報，事業
運営

広報，会
場提供，
事業運営
補助

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

5 4 5 3 3 5 4 5

協働の相手
方が講演会
の講師を無
償で手配す
ることで，必
要最小限の
費用で事業
を実施でき
た。

教育委員
会

関屋地区
公民館

共催

平成２６年度曽
野木地区ボラ
ンティア研修会

・曽野木地区在
宅福祉活動推
進委員会
・曽野木七味の
会

複数種
別

地域コミュニュティの醸
成・活性化を図る一環とし
て，曽野木地区のこれか
らの在宅福祉活動の推進
のために地域のみなさん
に関心をもっていただき，
地域福祉と健康について
考えていただく機会を設
ける。午前中は調理実
習，午後は福祉やボラン
ティアなどに関する講演を
実演する。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
ど

企画，講
師依頼，
会場確
保，広報
資料の作
成，当日
の運営補
助

双方 双方 13,600
経費
削減

5 5 5 5 4 5 3 3

「種別」：9（9
＝地域福祉
団体及び地
域ボランティ
ア団体）

教育委員
会

曽野木地
区公民館

後援

手をつなごう”
愛の大運動会”

手をつなごう愛
の大運動会実
行委員会

NPO

「共につくろう愛の輪を」を
テーマに，自分らしく・元
気を出して楽しめる運動
会への参加を通じて，「支
えあう地域福祉」を体験す
る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

共催

ボランティア
きっかけづくり
講座

南区社会福祉
協議会

社協・社
福

ボランティアに関する基礎
的知識、技能等を身につ
け、今後のボランティア活
動のきっかけづくり。

継続（毎
年度実
施）

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般，
経費の負
担

会場の提
供，当日
の運営な
どの事業
全般の補
助 多様な

主体
なし 0

日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

受講生が団
体サークル
となり、公民
館の定期利
用団体と
なった。 教育委員

会
白根地区
公民館

後援

親学セミナー 新潟市南区「親
学」推進協議会

NPO

子育てに悩んでいる親
が、親としての必要な心
構えなどを学ぶことで親
子の絆を深め成長が生ま
れる事を目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

実行委員会

月潟地区運動
会

月潟地区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

月潟地区住民の健康増
進と交流を図ることを目的
に地区運動会を開催する
もの。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事務局・
補助金交
付

行政 行政 537,492
参加
意識

4 5 5 4 3 4 5 4

事前準備・
当日運営の
任務分担が
行えた。企
画の意見交
換ができた。 教育委員

会
月潟地区
公民館

共催

ボランティア入
門講座

西区社会福祉
協議会

社協・社
福

ボランティア活動の啓発と
地域福祉ボランティアの
育成。

継続（毎
年度実
施）

資金、企
画実施

会場提
供，広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 4 4 4 5 5 4

参加者の満
足度が高い
事業である。
西区社会福
祉協議会と
の連携を継
続し事業を
開催した
い。。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

共催

赤塚地区いき
いき健康教室

コミュニティ佐
潟

コミュニ
ティ協議
会

地区民の親睦を図るとと
もに，心身ともに活力を得
る機会として講義や運動
などを開催。

継続（毎
年度実
施）

運営補助 運営全般

双方 行政 19,180
日常
的連
携

5 5 5 4 4 4 4 4

健康づくりを
通して，地域
住民の交流
を図ることが
できた。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

中野小屋ひだ
まり学級

コミュニティ中
野小屋

コミュニ
ティ協議
会

地区民の親睦を図るとと
もに，心身ともに活力を得
る機会として講義や運動
などを開催。

継続（毎
年度実
施）

運営補助 運営全般

双方 行政 21,233
日常
的連
携

5 4 5 5 4 4 4 5

健康づくりを
通して，地域
住民の交流
を図ることが
できた。

教育委員
会

西地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

うちの寄席 日本こども福祉
専門学校

大学等

地域の専門学生が日頃，
コミュニケーション能力の
スキルアップのために身
に付けた「落語」や「漫才」
など介護をテーマに地域
住民に披露し交流を深め
る。

継続（毎
年度実
施）

運営全般 運営補
助，施設
提供

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

4 4 5 4 4 5 4 5

学生が学ん
だことを地域
へ発表する
場，地域住
民との交流
の場が設け
られており，
相互の交流
を図ることが
できた。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

高齢者を対象
にした健康教
育事業

黒埼地区の全
ふれあい協議
会，西区社会
福祉協議会な
ど

複数種
別

地域の高齢者を対象とし
て，「笑いと健康」をテーマ
に落語講演会を開催

継続（毎
年度実
施）

企画，広
報，当日
スタッフ

企画，講
師との調
整，会場
の提供，
備品・消
耗品の貸
与 双方 双方 0

日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 5 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

元気いきいき
教室
ウオーキング
講座

小針小学校区
コミュニティ協
議会・西区歩こ
うかい

コミュニ
ティ協議
会

～地域を歩いて健康に～
ウオーキングで体と心を
元気にし，生活習慣病を
防止するためウオーキン
グの基礎を学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 行政 63,805
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

楽しみなが
ら地域を歩く
ことでウオー
キングの楽
しさを伝える
ことができ
た。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

福祉ボランティ
ア育成事業

西区社会福祉
協議会

社協・社
福

地域の福祉ボランティア
の育成　　知的障がい・発
達障がいをもつ人へのサ
ポートを学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

定員以上の
応募があり，
その後のボ
ランティア活
動希望者は
１/３以上で
あった。

教育委員
会

小針青山
公民館

補助

西川高砂学級 西川地区老人
会

NPO

地域の高齢者同士で学級
を作り，それぞれのテーマ
を学び，生きがいづくりに
対する補助

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・事業
全般

事業費補
助

多様な
主体

双方 864,000
サー
ビス
提供

5 4 5 4 3 5 5 5

公民館事業
にも講師とし
て協力いた
だいている。

教育委員
会

西川地区
公民館

共催

かたひがし健
康ウオーク

潟東地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

区自治協議会で作製した
ウオーキングマップを活
用したウオーキング等イ
ベント。地域住民に参加を
呼びかけ，月１回開催

新規（単
年度完
結）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政
多様な
主体

日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

地域住民の
健康づくりに
寄与した。

相手方の負
担額
72,9076円

教育委員
会

潟東地区
公民館

２　社会教育の推進を図る活動（６６件）

共催

秋葉区産学官
連携地域交流
講座

新潟薬科大
学、新津商工
会議所

複数種
別

大学と行政が連携し，学
びの場を提供するととも
に，大学との交流を促進
し，地域の活性化を図るこ
とを目的とし，「健康自立」
をテーマとして全４回開
催。

継続（毎
年度実
施）

テーマや
講義内容
の立案，
当日の会
場及び講
師の提
供，講師
謝礼の支
払。

参加者募
集PR及び
申し込み
受付，当
日の会場
準備及び
司会進
行。

行政 双方 358,016
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

大学との連
携による学
びの場を提
供することが
でき、産学
官それぞれ
の役割を担
うことによ
り、より一層
の連携を図
ることができ
た。

秋葉区役
所

地域課

補助

新潟西蒲・南地
区保護司会補
助金

新潟西蒲・南地
区保護司会

NPO

新潟西蒲・南地区保護司
会の運営を通し，保護司
会としての資質向上に努
め，保護観察業務を円滑
にし，対象者の速やかな
更生を図り,犯罪予防のた
め，地域浄化活動を推進
する新潟西蒲・南地区保
護司会の活動を支援す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 433,000
サー
ビス
提供

5 4 5 5 5 4 5 5

保護司会の
運営に対す
る補助をす
ることで，組
織の活動を
知ることがで
きた。

西蒲区役
所

健康福祉
課

実行委員会

成人式 成人式実行委
員会

NPO

新成人の新しい門出を祝
福し，社会人としての自覚
と誇りを持つ機会として式
典を開催する。

継続（毎
年度実
施）

 プレイベ
ント等の
企画・運
営

 事業の企
画・運営・
管理・費
用負担

行政 行政 7,713,743
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

若者のアイ
ディアを生か
したプレイベ
ントを開催で
きた。同時に
若者のアイ
ディアを実現
する場を提
供できた。

教育委員
会

地域教育
推進課

事業協力

カルチャーＭＩＸ
シアター

カルチャーＭＩＸ
フェスタ実行委
員会，Ｙ２工房

NPO

オール利用者と実行委員
会メンバーである演劇団
体の若者が協力し，一つ
のことを成し遂げる達成
感を味わう。

新規（単
年度完
結）

企画・設
営・運営

企画補
助・開催
支援

双方 双方 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

登録してい
る団体と，利
用者が交流
を図り，社会
へ一歩踏み
出すきっか
けを作った。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業協力

Emotional
Hearts

カルチャーＭＩＸ
フェスタ実行委
員会

NPO

仲間と協力し企画したこと
を最後までやり遂げる力
をつける。

新規（次
年度継
続）

企画・設
営・運営

企画補
助・開催
支援

双方 双方 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

登録団体と
して活動す
る若者とつ
ながり，情報
発信の場を
提供できた。 教育委員

会

地域教育
推進課
若者支援
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 42 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

俳句ワーク
ショップ

とねりこジュニ
ア句会

NPO

多様な若者の生き方を知
り，自分たちの活動の幅
を広げる。

新規（単
年度完
結）

企画・設
営・運営

企画補
助・開催
支援

多様な
主体

双方 5,200
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

自分の興
味，関心が
ある事を多
様な若者と
企画，運営
で協力し合
い，発表でき
た。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業協力

キャンドルアー
ト制作ワーク
ショップ

halo キャンドル

NPO

登録している団体と，利用
者が交流を図り，社会へ
一歩踏み出すきっかけを
つくる。

継続（毎
年度実
施）

企画・設
営・運営

企画補
助・開催
支援

多様な
主体

双方 5,200
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 4 5

仲間と協力
し企画したこ
とを最後ま
でやり遂げ
る力をつけ
ることができ
た。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業協力

キャンドル作り
体験ワーク
ショップ

halo キャンドル

NPO

登録している団体と，利用
者が交流を図り，社会へ
一歩踏み出す場を設定す
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・設
営・運営

企画補
助・開催
支援

多様な
主体

双方 0
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 4 5

登録団体と
して活動す
る若者とつ
ながり，多様
な生き方，
社会性を学
ぶことができ
た

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業委託

のんびり田舎
暮らし体験

NPO法人ヒー
ローズ・ファー
ム

NPO法
人

自然の中で心を癒し，作
業の中で役割の責任感と
主体性を育てる。

継続（毎
年度実
施）

企画，設
営，運営

企画補
助，開催
支援

双方 行政 582,988
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

古民家や
ゆったりした
自然環境の
中で，自己
選択，自己
決定する力
を育てること
ができた。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業委託

あったか行商 NPO法人伴走
舎

NPO法
人

行商など地域に役立つ活
動をし，地域の方の称賛
を得ることで働く喜びを体
験する。

継続（毎
年度実
施）

企画，設
営，運営

企画補
助，開催
支援

双方 行政 190,614
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

地域に役立
つ活動を通
じ，働く喜び
を体感する
ことができ
た。 教育委員

会

地域教育
推進課
若者支援
センター

企画立案への参画

ボランティア入
門講座

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

ボランティアを経験したこ
とのあるオール利用者3
人が企画委員となり，講
座の企画運営，講師役を
務め，他の若者のボラン
ティア意識を高めるきっか
けづくりの為，講座を開催
した。

新規（単
年度完
結）

企画，設
営，運営

企画補
助，開催
支援

行政 行政 15,600
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 3 5

社会に役に
立ちたい気
持ちを育て，
体験に踏み
出すきっか
けにつな
がった。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

企画立案への参画

ボランティア体
験

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

ボランティア体験を通し
て，人々の生活や社会の
役に立ちたい気持ちを育
て，社会に貢献しようとす
る力を高める。

新規（単
年度完
結）

企画，設
営，運営

企画補
助，開催
支援

行政 行政 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 3 5

自分の興
味，関心が
ある活動で，
自分で決め
たことに責
任を持ち行
うことで，社
会性を身に
つけることが
できた。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業協力

ドミニカ探訪
報告会

若者挑戦プロ
ジェクトにっぽ

NPO

若者が集い，多様なゲス
トの話や生き方を学ぶ機
会として，ドミニカの文化
や歴史，子ども支援の現
状について話を聞いた。

新規（単
年度完
結）

企画，設
営，運営

企画補
助，開催
支援

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

ドミニカの文
化や歴史，
子ども支援
の現状につ
いて理解を
深めることが
できた。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

企画立案への参画

社会教育委員
会議

・みらいずＷｏｒ
ｋｓ
・秋葉区自治協
議会
・新潟市小中学
校ＰＴＡ連合会
・新潟市小学校
校長会
・新潟市中学校
校長会
・新潟大学
・新潟中央短期
大学

複数種
別

社会教育に関し教育長を
経て教育委員会に助言す
るため下記の職務を行
う。
・社会教育に関する諸計
画を立案すること。
・定時又は臨時に会議を
開き，教育委員会の諮問
に応じ，これに対して意見
を述べること。
・職務を行うために必要な
調査研究を行うこと。 継続（毎

年度実
施）

 諸計画立
案及び調
査研究

 委員招
集，会議
開催，運
営経費の
執行

行政 行政 733,276
参加
意識

5 4 5 4 4 5 5 5

それぞれの
分野からの
問題点や課
題等につい
て聞き出す
ことができた

「種別」：
NPO,地域自
治組織,大学
等

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

夏休み企画「あ
そびの市場」

子どもとかかわ
るボランティア
“あそぶん
ジャー”

NPO

小学生とその家族とボラ
ンティアサークルのスタッ
フが遊びを通して，楽しみ
ながら世代間交流を図
る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
運営（受
付，司会，
指導）等

広報（チラ
シ，市
報），会場
手配

双方 双方 3,100
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

小学生とそ
の家族がボ
ランティアス
タッフと様々
な昔遊びや
工作を通じ
て，楽しみな
がら世代間
交流を図る
ことができ
た。

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

春休み企画「親
子クッキング」

子どもとかかわ
るボランティア
“あそぶん
ジャー”

NPO

小学生とその家族とボラ
ンティアサークルのスタッ
フが調理を通して，楽しみ
ながら世代間交流を図
る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
運営（受
付，司会，
指導）等

広報（チラ
シ，市
報），会場
手配

双方 双方 3,100
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

新潟名物の
太巻き寿司
作り等を通じ
て，小学生と
その家族が
ボランティア
スタッフが楽
しみながら
世代間交流
を図ることが
できた。

教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

パソコン若葉 パソコン指導ボ
ランティア

NPO

パソコンの立ち上げ方，マ
ウスの操作，キーボード
入力，インターネット操作
までを教室形式で教え
る。

継続（毎
年度実
施）

講師、指
導補助、
事業運営

企画立
案、事業
運営補
助、広報

双方 行政 21,136
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

パソコン初
心者に対し
て学びの場
を提供し、高
い満足度を
得ている。ま
た、市民ボラ
ンティアが講
座をサポー
トすること
で、市民の
間に学びの
循環を促す
ことができて
いる。

教育委員
会

生涯学習
センター

事業協力

まなびィの森～
パソコン若葉
“自習”編～

パソコン指導ボ
ランティア

NPO

参加者それぞれが自習し
ながらキーボード入力，イ
ンターネット操作につい
て，分からないことを質問
し，ボランティアスタッフや
参加者同士で学び合う。 新規（次

年度継
続）

指導、事
業運営

企画立
案、事業
運営補
助、広報

双方 行政 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

各受講生の
ニーズに合
わせた学習
機会を提供
できている。
受講生が学
びを継続し
やすいしくみ
として好評を
いただいて
いる。

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

地域と学ぶパ
ソコン教室「パ
ソコン応援団
エール」

新潟高度情報
専門学校

大学等

地域の専門学校の学生と
協働で，“パソコン指導ボ
ランティア”という形でパソ
コン初心者向けの講座を
実施。地域の学生たちと
協働し，教える人と教わる
人とが“共に学べる”環境
づくりを地域，学校ととも
に取組み，地域の活性化
につなげる。

継続（毎
年度実
施）

企画，運
営

広報，参
加者募
集，活動
補助

双方 行政 15,098
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

学生が自ら
の学習成果
を社会に還
元できる機
会となってい
る。受講した
市民からの
評価も高く、
次年度実施
への期待度
も高い。

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

地域と学ぶパ
ソコン教室「光
はっぴーらい
ふ」

ＮＴＴ東日本

企業

地域の企業と協働で，“パ
ソコン指導ボランティア”と
いう形で，パソコン初級者
向けの講座を実施するも
の。「パソコン若葉」「まな
びィの森」ではサポートで
きない分野について，専
門的な知識のある企業と
ともに取り組む。また，講
師と参加者との間に，パソ
コン指導ボランティアがサ
ポーターとして入り，柔ら
かな雰囲気づくりをめざ
す。

継続（毎
年度実
施）

運営 広報，参
加者募
集，活動
補助

双方 行政 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 1 5

企業の有す
る専門的知
識や機材を
生かした講
座を実施す
ることができ
た。

※営利性を
求める企業
側との調整
が困難な部
分も生じたこ
とから，本事
業は平成26
年度の実施
をもって廃
止。

教育委員
会

生涯学習
センター

事業委託

にいがた市民
大学「大学コン
ソーシアム連携
講座」

高等教育コン
ソーシアムにい
がた

NPO

高等教育コンソーシアム
にいがたに加盟する県内
各大学等の有する専門的
知識，人材を活用した，に
いがた市民大学との連携
講座を実施。 継続（毎

年度実
施）

講座立
案，講師
謝礼，旅
費支払，
講師への
連絡調整
等

受講生募
集広報，
受講料納
付手続
き，講座
運営等

双方 行政 520,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

県内の各大
学の講師陣
による魅力
的な講座が
出来た。

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

名画鑑賞スペ
シャル

Ｌの会

NPO

高齢者の方が喜ぶかつて
の名画を上映し，参加し
てもらうことで，社会参加
や仲間作りを促進する。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施・
運営

広報・参
加者募集
受付

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 2 5

ボランティア
団体のLの
会が自ら企
画し，運営す
ることで，グ
ループ内，
市民との交
流を図ること
ができてい
る。

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

大人のための
工作練習会「牛
乳パックでカラ
イドサイクルを
作る」

Ｌの会

NPO

生涯学習ボランティア育
成支援事業として実施。
子どもたちにものづくりの
楽しさを伝えるために，大
人がその楽しさに気づき，
教えるコツを学びあう。会
員が講師として自分の持
つ技能を発揮する場にも
なる。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施・
運営

広報(チラ
シ，市
報）・参加
者募集受
付・会場
手配

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 3 4

ボランティア
が講師とな
り，参加者へ
教えること
で，自分が
持つ技術を
発揮する場
ができ，やり
がいを感じ
ながら活動
できる。ま
た，ニーズを
直接感じ取
り，次年度の
企画に活か
すことができ
る

教育委員
会

生涯学習
センター

共催

夏休みものづく
り体験～ブラシ
で走る車を作っ
て遊ぼう～

Ｌの会

NPO

生涯学習ボランティア育
成支援事業として実施。
子どもたちに自分で作っ
たもので遊ぶ楽しさを伝え
る。会員が講師として自
分の持つ技能を発揮する
場にもなる。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施・
運営

広報(チラ
シ，市
報）・参加
者募集受
付・会場
手配

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 3 5

ボランティア
が講師とな
り，参加する
子どもたちに
教えること
で，世代間
交流もでき，
やりがいを
感じられる。

教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

生涯学習相談
窓口「ひだま
り」

生涯学習相談
ボランティア「ひ
だまり」

NPO

学習成果の地域への還
元と，市民の生涯に渡る
学習活動を支援するため
に，生涯学習相談ボラン
ティアによる生涯学習相
談窓口を設置。生涯学習
に関する情報提供と相談
対応及び情報収集と整
理。

継続（毎
年度実
施）

市民から
の相談対
応。情報
の収集と
整理。

相談員の
養成，研
修。施設
提供，備
品管理。

双方 行政 67,752
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

窓口相談員
としての技
能を習得し，
自らが「学
び」を続けて
いる生涯学
習相談ボラ
ンティアが対
応すること
で，市民から
市民（地域）
へと学習成
果が還元さ
れ，学びの
循環が創出
されている。

教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１４回新潟県
社会教育研究
大会五泉大会

新潟県社会教
育委員連絡協
議会

NPO

資質の向上を図るととも
に，自己の職務の遂行に
資する情報交換を行う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度後
期新潟大学公
開講座

国立大学法人
新潟大学

大学等

地域社会に生涯学習の機
会を提供する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度後
期新潟テルサ
文化講座

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

新潟のおける勤労者福祉
の向上に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：企業,
社団・財団
等法人

教育委員
会

生涯学習
センター

後援

クリスマス年末
年始献血呼び
かけキャンペー
ン「あなたの愛
を！！」

新潟５校イン
ターアクトクラ
ブ合同奉仕実
行委員会

NPO

年末年始の時期に血液不
足となるため，献血を呼び
掛ける奉仕活動

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２７年度
公益財団法人
民間放送教育
協会　北海道・
東北・関東・甲
信越地区協議
会　２０１５新潟
大会

株式会社新潟
放送

企業

放送による生涯学習の普
及についての協議・研究

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２７年度前
期新潟テルサ
文化講座

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

新潟における勤労者福祉
の向上に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：企業,
社団・財団
等法人

教育委員
会

生涯学習
センター

事業委託

市民大学講座 新潟医療福祉
大学
敬和学園大学

大学等

市民の高度な学習要求に
対応し，大学と連携して実
施

継続（毎
年度実
施）

企画・講
師の派遣

企画・運
営・開催
会場の設
置・必要
備品の準
備・広報

行政 行政 85,020
サー
ビス
提供

4 3 3 4 2 3 2 3

参加者の減
少が見られ
る。プログラ
ムがニーズ
とマッチしな
い面がある。 教育委員

会
豊栄地区
公民館

共催

公民館まつり 公民館まつり
実行委員会

NPO

生涯学習推進のため，公
民館等の活動グループの
作品展示・体験コーナー・
芸能発表・一日体験教室
を開催

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営及び準
備

会議日
程・会場
の調整・
備品等の
準備・広
報

双方 双方 316,376
サー
ビス
提供

5 4 4 4 5 4 4 4

実行委員会
の熱意が高
く，年々充実
してきた。

教育委員
会

豊栄地区
公民館

事業協力

地域のたから
再発見事業

中地区地域
楽、桃山小学
校

複数種
別

地域の歴史や地理を題材
に、地域学習サークルと
連携し、小学校の総合学
習の発表などで子どもの
地域への理解を深める。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

運営・広
報

行政 行政 157,209
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 4 4

学・社・民の
連携

教育委員
会

中地区公
民館

事業協力

ホットプレイス
紙で雪の結晶
を作ろう！

山の下中学校
美術部

大学等

館内のフリースペースを
中学生の協力により作品
作り体験及び展示の場と
する。施設利用者と中学
生の交流を図る。

新規（単
年度完
結）

企画、体
験指導

運営・広
報

行政 行政 0
日常
的連
携

5 4 4 4 4 5 5 5

・小学生と中
学生の交流
・中学生の
ボランティア
意識の醸成

教育委員
会

中地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

大形地区芸能
フェスティバル

大形地区芸能
会

その他

大形地区の芸能文化の
向上、地域の活性化及び
住民の親睦を目的とした
発表会。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

広報

多様な
主体

双方 7,020
日常
的連
携

5 5 5 4 3 4 3 3
教育委員
会

中地区公
民館

共催

中地区公民館
文化祭

中地区公民館
使用団体連絡
協議会

その他

使用団体の展示・発表・
交流の場として文化祭を
開催。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・広報

企画・運
営・広報

双方 双方 23,900
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 4

地域住民と
の交流、団
体相互の交
流

教育委員
会

中地区公
民館

共催

サークル体験
学習会

中地区公民館
使用団体連絡
協議会

その他

公民館活動サークルの体
験学習会の開催。

継続（毎
年度実
施）

運営 企画・運
営・広報

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 5 5 4 5 4 5

活動団体の
周知、新規
入会者の獲
得

教育委員
会

中地区公
民館

共催

自主グル―プ
育成事業（初心
者講習会）

中地区公民館
使用団体連絡
協議会

その他

公民館活動サークルの体
験学習会の開催。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

広報・助
言

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

5 4 5 5 4 5 4 4

活動団体の
周知、新規
入会者の獲
得

教育委員
会

中地区公
民館

共催

児童期家庭教
育学習会

万代長嶺小学
校・ＰＴＡ，沼垂
小学校・ＰＴＡ，
笹口小学校・Ｐ
ＴＡ

複数種
別

ふれあいスクール事業；
児童期の家庭教育につい
て考える学習会。

継続（毎
年度実
施）

企画立案
事業運営
会場の提
供
広報

企画立案
事業運営
広報
講師等の
依頼

双方 行政 47,690
日常
的連
携

4 4 5 4 5 4 4 4

児童期の子
どもに対す
る親の接し
方などにつ
いて学ぶ大
切な出前型
学習会であ
り，受講者か
ら高い評価
を得ている。

「種別」：（複
数）PTA・小
学校

教育委員
会

東地区公
民館

事業協力

公民館サイエ
ンスカフェ

サイエンスカ
フェにいがた

NPO

団塊世代の男性を中心
に，知的好奇心を満たす
機会を設け，新しい公民
館利用層を開拓する。

継続（毎
年度実
施）

企画協力
広報

企画立案
事業運営
広報
講師等の
依頼

行政 行政 130,140
サー
ビス
提供

4 4 5 4 4 4 4 4

公民館と団
塊世代をつ
なぎ，また科
学に触れ・
知ることので
きる貴重な
学習機会と
して，受講者
から高い評
価を得てい
る。

教育委員
会

東地区公
民館

企画立案への参画

子育てこみゅ０
１２３！

親育ちネット
「idobata」から
発生した有志
グループ

その他

地域の小学校出前型
親子遊びや工作，ミニコン
サート等を通し仲間づくり
や育児不安を軽減するな
ど子育て支援を行う。

継続（毎
年度実
施）

企画立案
事業運営

企画立案
事業運営
広報
講師等の
依頼

行政 行政 72,661
日常
的連
携

4 4 5 5 5 5 4 4

子育て中の
人達の仲間
作りや育児
不安の軽減
のための事
業であり，受
講者から高
い評価を得
ている。

「種別」：親
育ちネット
「idobata」か
ら発生した
有志グルー
プ 教育委員

会
東地区公
民館

事業協力

子ども環境学
習支援事業
信濃川の環境
学習会

万代長嶺小学
校・地域教育
コーディネー
ター

大学等

小学校５年生の総合学習
で取り組んでいる信濃川
の環境について，講師に
環境カウンセラーを派遣し
学習会を開催。総合学習
での学びを深め問題解決
の一助とする。

継続（毎
年度実
施）

講師選定
会場の提
供

講師等の
依頼

双方 行政 18,401
日常
的連
携

4 4 5 5 4 4 4 4

児童が環境
問題につい
て総合学習
の一環とし
て学び・考え
る大切な機
会となる事
業であり，先
生・児童とも
に高い評価
を得ている。

教育委員
会

東地区公
民館

後援

ドキュメンタ
リー映画「夢は
牛のお医者さ
ん」上映会

しろね市民大
学

NPO

市民の生涯学習に対する
多様な要望に応え，市民
の学習生活の充実と，学
び合う市民の輪を広げ地
域文化の向上を図るため
映画を上映する。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

共催

しろね市民大
学

しろね市民大
学

NPO

市民の生涯学習に対する
多様な要望に応え，市民
の学習生活の充実と，学
び合う市民の輪を広げ地
域文化の向上を図るた
め，講座を開設する。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画運営全
般

広報，受
講申し込
み取り扱
い，会場
提供，連
絡調整 多様な

主体
双方 0

日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 4

生涯学習の
場と機会を
区民に提供
することがで
きている。

教育委員
会

白根地区
公民館

共催

伝統文化継承
事業

月潟地区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

季節の行事を通じ世代間
の交流を図る目的で開催
するもの。

継続（毎
年度実
施）

運営の支
援

事業実施

行政 行政 62,720
日常
的連
携

4 5 3 3 3 4 5 4

アシスタント
の人選や運
営のアドバ
イスをもらえ
た。

教育委員
会

月潟地区
公民館

共催

内野三川源流
親子巡礼

内野中学校，
内野中学校
PTA，内野中
学校区青少年
育成協議会

複数種
別

内野中学校生徒，
PTA，地域住民が一緒
に，内野を代表する三
川（西川，新川，広通
川）の源流を歩いて遡
る。

継続
（毎年
度実
施）

生徒，
PTA対応

一般参
加者対
応

双方 双方 38,800
日常
的連
携

4 4 5 4 4 4 4 4

学校と地域
の連携，中
学生と地域
住民の世代
を超えた交
流を図ること
ができた。

教育委員
会

西地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

思春期家庭教
育学級

Voice・新潟県
新聞活用教育
推進委員会（Ｎ
ＩＥ）

NPO

小学校高学年～中学生・
高校生の保護者対象。講
義・座談会・調理実習。

継続（毎
年度実
施）

Ｖｏｉｃｅ：企
画・運営
ＮＩＥ：講師

企画・運
営・広報・
会場確保

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 5 5 5 5 3 5

Ｖｏｉｃｅは中
高生を持つ
保護者の団
体であるた
め，思春期
の講座を開
催するにあ
たり市民の
ニーズを取
り入れること
に成果が
あった。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

小学生期家庭
教育学級
（小針小学校）

小針小学校

大学等

「小学校生活を楽しも
う！」と題して、H２７年度
就学児の保護者を対象に
授業体験などを行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・会場
確保

企画・運
営・広報

双方 行政 11,200
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

これから就
学する保護
者に広く家
庭教育の大
切さを伝える
事ができた 教育委員

会
小針青山
公民館

共催

小学生期家庭
教育学級
（東青山小学
校）

東青山小学校

大学等

「わくわく　ドキドキ　１年
生」と題して，H２７年度就
学児の保護者を対象に
ワークショップなど行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・会場
確保

企画・運
営・広報

双方 行政 6,200
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 3 5

これから就
学する保護
者に広く家
庭教育の大
切さを伝える
事ができた
が，所要時
間が短かく
伝えきれな
い部分も
あった。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

小学生期家庭
教育学級
（青山小学校）

青山小学校

大学等

「小学校生活を実り豊か
に！」と題して，H２７年度
就学児の保護者を対象に
ワークショップなど行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・会場
確保

企画・運
営・広報

双方 行政 6,200
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

これから就
学する保護
者に広く家
庭教育の大
切さを伝える
事ができた。 教育委員

会
小針青山
公民館

企画立案への参画

６０歳からの生
き方

活動協力員

その他

家に閉じこもりがちな定年
退職後の男性や，社会活
動にあまり参加をしていな
い６０歳以上の住民を対
象として，参加者の意欲
を高め社会活動に参加す
るきっかけづくりの場とす
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

行政 行政 24,600
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

定員以上の
応募があり
テーマに
沿った講座
ができた。

「種別」：そ
の他（活動
協力員）

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

第１７回小針青
山公民館文化
祭

公民館定期利
用団体連絡協
議会

NPO

定期利用団体の活動成
果の発表
作品展示・お茶会・芸能
発表会ほか

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 双方 31,600
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 5 5

文化祭は毎
年行ってい
るが，その
都度新しい
試みがされ
ている。 教育委員

会
小針青山
公民館

共催

定期利用団体
文化講演会

公民館定期利
用団体連絡協
議会

NPO

定期団体の教養を深める
「笑い」をテーマにした講
演会

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 3 3

この文化講
演会は定着
しているが，
参加人数は
年々減少し
てきており，
内容の見直
しを検討して
いる。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

定期利用団体
講演会（定例）

公民館定期利
用団体連絡協
議会

NPO

定期利用団体の育成・向
上を図る　　「悪質商法」
「振り込め詐欺」をテーマ
にした落語

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 行政 9,000
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 5 5

参加しやす
い内容であ
り，再演を望
む声が多
かった。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

定期利用団体
歴史講座

公民館定期利
用団体連絡協
議会

NPO

定期利用団体の育成・向
上を図る
「認知症」をテーマにした
講座

新規（単
年度完
結）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 5 4

前年度の講
演会を受け
ての開催
で，そのアン
ケート結果
から次年度
へ継続され
ている。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

おもちゃ病院in
小針青山公民
館

おもちゃ病院

NPO

子どもの居場所を会場と
しておもちゃ病院を開設。
モノを大切にする心を育
むとともに病院スタッフと
の異世代間交流を進め
る。 継続（毎

年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 双方 15,600
日常
的連
携

5 5 5 4 4 4 4 4

定着してき
ている事業
であり，定例
の他に特別
編も行った。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

絵本ボランティ
ア

絵本ボランティ
ア

その他

プレイルームの絵本の管
理と修理を行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 行政 2,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

定期的に絵
本の管理や
修理を行うこ
とで、よい環
境づくりがで
きている 教育委員

会
小針青山
公民館

共催

巻地区長寿大
学

地区長寿クラ
ブ・老人クラブ

地域自
治組織
（その
他）

高齢者の自立と地域課題
を探ることで，生きがいを
見い出す。

継続（毎
年度実
施）

事業企画
への参
画，及び
広報

会場確
保，事業
の企画・
運営・実
施

行政 双方 223,200
ニー
ズ反
映

5 5 4 5 5 4 4 5

延べ約400
名の高齢者
の参加を得
て各種講演
や野外研修
を実施した。 教育委員

会
巻地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

漆山地区長寿
大学

漆山地区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

高齢者の自立と地域課題
を探ることで，生きがいを
見い出す。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画への参
画

会場確
保，事業
の企画・
運営

行政 行政 152,800
ニー
ズ反
映

5 5 4 5 4 5 5 5

高齢者の親
睦と学習に
よる認知症
予防効果等
が図られた。

教育委員
会

巻地区公
民館

共催

早寝早起き朝
ごはん料理講
習会

岩室地区コミュ
ニティ協議会

岩室地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（複数）

子どもたちの基本的生活
習慣の形成と，地域及び
家庭の教育力を高める。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 3 4 4 4 4

食生活の大
切さを学ん
だり，親子の
コミュニュ
ケーションを
図る場（事
業）である。

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

事業協力

新春大いに夢
を語ろう会

中之口地区青
少年育成協議
会

地域自
治組織
（その
他）

幼稚園児から一般の方の
夢や言いたいことを発表。

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立案、
会場提供、
各種資料
作成、参加
者取りまと
め

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

3 4 4 4 3 4 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

中之口大学リ
ニューアル事
業

中之口コミ協

コミュニ
ティ協議
会

地域住民の郷土への思い
や学びを深めるための講
座等を行う。

新規（次
年度継
続）

事業立
案、経費
負担

事業立案、
会場提供、
各種資料
作成、経費
の一部負
担、参加者
取りまとめ 双方 双方 99,477

日常
的連
携

3 4 4 4 3 4 4 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

共催

「はしれきかん
しゃでーで」パ
ネル展

きいちごの会

NPO

東日本大震災の際にあっ
た実話をもとに作られた
絵本のパネルを展示し，
来館者に読み聞かせを
行った。

新規（単
年度完
結）

企画・運
営

会場提
供・広報
活動・会
場運営

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

5 4 5 5 3 5 3 5

年齢に関係
なく，震災の
際の実話を
知らせ，絵
本を手にとっ
てもらう機会
を作ることが
できた。

教育委員
会

中央図書
館
企画管理
課

共催

本で知る災害
と防災-本の力
巡回展

キハラ株式会
社

企業

東日本大震災に関する本
を集めた展示

新規（単
年度完
結）

企画・展
示資料貸
出

会場提
供・広報
活動・会
場運営・
関連資料
貸出

双方 なし 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 3 4 1 4

震災関連の
巡回資料を
多く展示し，
図書館の蔵
書は貸出に
対応すること
で，役割分
担がうまくで
きた。

教育委員
会

中央図書
館
企画管理
課

事業協力

中央図書館支
援事業

新潟市立中央
図書館友の会

NPO

個人で登録し，中央図書
館でそれぞれ活動
○総会
○図書館ボランティア交
流研修会と講演会
○部会活動（配架・美化・
広報・研修）
○「古い雑誌をお分けしま
す」（図書館で不要になっ
た雑誌のリサイクル）
○ふれあいこどもフェス
ティバル

継続（毎
年度実
施）

企画
案内
実施ほか

各活動に
対する助
言や実施
への協力

多様な
主体

双方 0
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 0

費用につい
て
友の会運営
費決算額：
259,877円
（友の会年
会費1人千
円）
事務用品等
消耗品は一
部図書館が
負担

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課

３　まちづくりの推進を図る活動（１７９件）

事業委託

ユネスコ創造
都市ネットワー
ク加盟申請書
翻訳等業務

ＮＰＯ法人 都
市文化創造機
構

NPO法
人

ユネスコ創造都市ネット
ワーク（食文化分野）の加
盟申請書作成に伴う、日
本語原稿から英語への翻
訳作業等を委託するも
の。 新規（単

年度完
結）

申請書作
成支援、
申請書英
訳

申請書原
案作成、
予算負担

双方 行政 920,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 0 5

委託分野に
おいて経験
と実績のあ
る団体であ
り、高い事業
効果が得ら
れた。

地域・魅力
創造部

事業協力

創造的まちづく
り調査研究
（志民委員会）

志民委員会N・
Visionプロジェ
クト

NPO

市民主体による魅力的な
まちづくり活動に取り組む
志民委員会との協働によ
り創造的まちづくり活動を
推進する。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・運営

事業の企
画・運営
及び経費
負担

双方 双方 5,018,332
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

市民目線か
らの魅力的
かつ創造的
な企画・取
組を展開で
きた

協働の相手
方の費用額
(決算額)
130,182円

地域・魅力
創造部

後援

第６１回新潟Ｊ
Ｃフォーラム
「地域ブランド
創造のすすめ」

新潟青年会議
所

社団・財
団等法
人

新潟の地域ブランドの効
果的な展開について，パ
ネルディスカッション形式
で開催したもの。
【開催日】
平成26年11月14日 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

後援

新潟人間力大
賞

新潟青年会議
所

社団・財
団等法
人

地域の課題に対して積極
果敢に活動・挑戦する若
者の活動を発掘し，表彰。
【エントリー期間】
平成27年1月14日～3月
31日
【最終審査日】
平成27年5月18日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 48 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟県交流活
性化プログラム
「新潟でつなが
る」

新潟日報社

企業

復興支援で生まれた東北
との絆、北陸新幹線開業
で期待される北陸との新
たな交流を生かした今後
のまちづくりの指針を考え
るフォーラム。
【開催日】
平成27年3月15日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

意見交換・情報交換

地域コミュニ
ティを考える
ワークショップ

地域教育コー
ディネーター・
地域福祉コー
ディネーター，
コミュニティ・
コーディネー
ター

複数種
別

にいがた未来ビジョン（新
潟市総合計画）策定のた
め，地域のつなぎ役・活動
主体として活躍している各
種コーディネーターとワー
クショップを実施。

新規（単
年度完
結）

意見交換 企画，運
営

行政 行政 97,200
ニー
ズ反
映

5 4 5 0 4 5 4 5

ワークショッ
プの実施に
より，新潟市
の目指す姿
や課題につ
いて共有し，
にいがた未
来ビジョン
（新潟市総
合計画）策
定の市民参
加の機会と
することがで
きた。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

意見交換・情報交換

女性が考える
にいがたの未
来ワークショッ
プ

新潟大学，敬
和学園大学，
新潟公務員法
律専門学校，
にいがたっ子ス
ペースくろさき

複数種
別

にいがた未来ビジョン（新
潟市総合計画）策定のた
め，若い女性の流出を減
少させるための取り組み
について，女性を対象に
ワークショップを実施。

新規（単
年度完
結）

意見交換 企画，運
営

行政 行政 17,073
ニー
ズ反
映

5 4 5 0 4 5 4 5

ワークショッ
プの実施に
より，新潟市
の目指す姿
や課題につ
いて共有し，
にいがた未
来ビジョン
（新潟市総
合計画）策
定の市民参
加の機会と
することがで
きた。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

企画立案への参画

新潟市総合計
画審議会

新潟大学，新
潟医療福祉大
学，新潟青陵
大学短期大学
部，新潟経済
同友会，新潟
商工会議所，
区自治協議
会，地域コミュ
ニティ協議会，
新潟青年会議
所，新潟市医
師会，新潟市
小中学校PTA
連合会，社会
福祉協議会，
特定非営利活
動法人新潟
NPO協会，特
定非営利活動
法人まちづくり
学校，志民委
員会，にいがた
女性会議，地
域教育コーディ

複数種
別

学識経験者，各分野団体
等からの委員などで構成
される「総合計画審議会」
を設置し，にいがた未来ビ
ジョン（新潟市総合計画）
の素案について審議・答
申いただいた。

新規（単
年度完
結）

審議 事務局

行政 行政 3,930,827
ニー
ズ反
映

0 5 5 5 4 5 0 5

審議会から
いただいた
答申を，にい
がた未来ビ
ジョン（新潟
市総合計
画）に反映さ
せ策定でき
た。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

意見交換・情報交換

潟環境研究所
定例会議

新潟市南商工
振興会，水の
駅ビュー福島
潟，新潟市土
地基盤整備推
進協議会ほか 複数種

別

潟に関する団体，個人か
ら，潟環境研究所の外部
相談員に就任いただき，
定例会議での意見交換を
行うほか，個別案件への
アドバイスをいただく。 新規（次

年度継
続）

意見交
換・情報
交換，助
言

意見交
換・情報
交換

行政 行政 99,854
ニー
ズ反
映

4 5 4 4 3 4 5 5

市民団体や
潟に関係す
る人たちが
持つ情報や
課題を共有
することがで
きた。

地域・魅力
創造部

潟環境研
究所

実行委員会

とやの潟環境
遊覧

とやの潟環境
舟運実行委員
会

複数種
別

鳥屋野潟の自然環境、景
観の素晴らしさを体感して
もらい、将来にその財産を
引き継ぐこと，また，潟の
魅力の復活・再生・創造
へ向けた連携･協働による
運動や事業に寄与するた
め，環境遊覧船体験を実
施する。

新規（次
年度継
続）

事業の企
画，運営

実施協力
（水と土の
文化推進
課が負担
金を支
出） 多様な

主体
多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 4 3 3 3 4 3 3

まさに多様
な主体との
協働により，
それぞれの
得意分野を
活かした事
業が実施で
きた，今後
の展開には
検討が必
要。

種別：NPO，
NPO法人，
コミ教，企
業，社団・財
団等法人，
生協・商工
団体等

地域・魅力
創造部

潟環境研
究所

事業協力

協働事業提案
モデル事業

市内に主たる
活動拠点を有
する非営利の
団体で事業採
択された者

複数種
別

市民団体から行政と協働
して行いたい協働事業の
提案を募集し，事業担当
課との協議，外部審査委
員会の審査を経て，採
択，実行する。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

事前に取
り決めた
役割分担
により実
施

双方 双方 6,979,546
その
他

5 5 5 4 4 4 4 4

事業を通じ
て，行政と市
民活動団体
との対話の
環境づくりが
増進される
など，新たな
協働の仕組
みの構築へ
つながった。

種別：
NPO,NPO法
人,地域自治
組織
市民，行政
双方の協働
の推進を図
るため創設
した制度。

市民生活
部

市民協働
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

新潟市地域活
動補助金

○地域コミュニ
ティ協議会
○自治・町内会
○市民が自主
的に公益活動
を行う団体

複数種
別

地域住民による自主的・
主体的なまちづくり活動
の取り組みの促進を図る
ことを目的とし，以下の事
業に対して補助を行って
いる。
○地域課題の解決を図る
活動
○資源循環型社会形成
の推進を図る活動
○地球温暖化対策を図る
活動
○地域コミュニティ協議会
の活動で地域課題の解決
に資する活動

新規（次
年度継
続）

事業の企
画
運営，実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 105,360,000
その
他

5 5 5 4 4 5 4 4

事業性質別
に補助率を
設け，公共
性の高い事
業の重点的
な支援を通
じて，地域住
民による自
主的及び主
体的なまち
づくり活動の
取り組みの
促進を図る
ことができ
た。

○「種別」：
NPO,NPO法人,
地域自治組織
○「費用負
担」：補助率
10/10　上限20
万円(千円未満
切捨)の補助制
度であり，上限
内であればほ
ぼ行政の負担
となる。上限を
超えた場合，
超過分はNPO
等の自己負担
となる。○「経
緯」：平成20年
6月から実施し
た｢新ごみ減量
制度」では，有
料指定ごみ袋
の手数料収入
を市民還元す
ることとし，そ
の還元事業の
一つとして地
域住民による
自主的・主体
的なまちづくり
活動の取り組
みの促進を図
ることを目的と
し，立ち上げ
た。

市民生活
部

市民協働
課

後援

「社会起業家宣
言」～なぜ，い
ま社会起業家
なのか～

一般社団法人
新潟青年会議
所

社団・財
団等法
人

社会起業家の精神や生き
方を理解することで，誰も
が社会起業家となり得る
ことを自覚し，その社会貢
献の精神と生き方が地域
社会の課題解決への一
助となることを伝える
フォーラム。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
市民生活
部

市民協働
課

実行委員会

ふるさと新潟
PR事業

千の風音楽祭
実行委員会，
「千の風になっ
て」の歌碑をつ
くる市民の会

NPO

「千の風になって」を活用
したまちおこしに取り組
む。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事務局，
負担金支
出，後方
支援

多様な
主体

双方 3,173,419
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

「千の風音
楽祭」の開
催などによ
り、「千の風
のふるさと・
新潟市」を全
国に発信す
ることができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

事業協力

古津八幡山遺
跡史跡整備事
業に係る史跡
活用イベント

ＮＰＯ法人にい
がた森林の仲
間の会

NPO法
人

国史跡古津八幡山遺跡で
歴史の学習をするととも
に，その背景にある里山
の自然に触れることを目
的とし，ＮＰＯ法人にいが
た森林の仲間の会の協力
を得て，イベントを企画・
開催する。

継続（毎
年度実
施）

イベントの
運営協力

イベントの
企画・開
催

行政 行政 197,600
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

参加者の多
いイベントや
専門性知識
を必要とす
るイベントに
ついて協力
いただき円
滑に運営す
ることができ
た。

文化ス
ポーツ部

文化財セ
ンター

事業委託

フレンズパー
ティ推進事業

（公財）新潟観
光コンベンショ
ン協会

社団・財
団等法
人

新潟市にゆかりのある首
都圏で活躍されている方
を対象に，本市の重要な
取り組みをテーマにした
講演・報告をし本市への
認識を深めてもらうほか，
本市の食材を使った料理
を提供し，食をアピールし
つつ，本市の魅力を広め
てもらい，ネットワークの
拡大を図る。

継続（毎
年度実
施）

講演，
パーティ
の運営

講演・講
師の手
配，来訪
者リストの
作成

双方 双方 1,852,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 3 3 4 4

参加者数
162人
（前年＋17
人)

観光・国際
交流部

観光政策
課

補助

観光・文化検定
事業

新潟市観光・文
化検定実行委
員会

NPO

本市の文化・歴史を学ぶ
機会を提供し，市民等の
観光に対する意識の高揚
及び観光振興を目的に
「新潟市観光・文化検定」
を実施し，その実行委員
会へ補助金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付等

双方 双方 500,000
日常
的連
携

5 5 5 4 3 5 5 4

平成18年度
の第1回から
第9回まで延
べ約5千人
の合格者を
輩出し，市
民等の観
光・文化に
対する意識
の高揚及び
観光振興が
図られた。

観光・国際
交流部

観光政策
課

事業協力

新潟県フィルム
コミッション協
議会

新潟県フィルム
コミッション協
議会
（フィルムコミッ
ション、観光協
会、企業、専門
学校）

複数種
別

県内のロケ誘致のできる
環境整備を会員が協力し
て推進する。各地域のフィ
ルムコミッションの活動等
を支援し，地域の活性化
を図る。 継続（毎

年度実
施）

ロケ誘致
に向けた
情報発
信、情報
提供

負担金支
出、ロケ
支援

行政 双方 10,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 4 4

映画等のロ
ケで宿泊増
につながっ
た

観光・国際
交流部

観光政策
課

実行委員会

新潟まつり関
連補助金

新潟まつり実
行委員会

NPO

夏の重要な観光資源であ
り、地域の活性化に貢献
する「新潟まつり」を開催
・大民謡流し
・新潟キラキラパレード
・花火大会　ほか 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金の
交付等

双方 双方 70,000,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 4

平成26年度
の人出数
833,000人

観光・国際
交流部

観光政策
課

補助

とやの湖桜ま
つり開催補助
金

新潟駅南まつ
り協賛会

NPO

鳥屋野潟周辺の桜に雪洞
を期間中点灯するほか、
メインイベントとして
NIIGATAスプリングフェス
ティバルを開催する。
・NIIGATAスプリングフェ
スティバル（4/27）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付等

多様な
主体

双方 2,500,000
サー
ビス
提供

4 4 5 4 3 4 4 4

市内最大の
桜の名所で
ある鳥屋野
潟周辺での
新潟の春を
代表するイ
ベントとなっ
ている。期間
全体の入込
客数は
268,000人。

観光・国際
交流部

観光政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

日本海夕日
キャンペーン開
催補助金

日本海夕日
キャンペーン実
行委員会

NPO

新潟の魅力の一つである
夕日を全国に発信するた
めの活動。今回で２９回
目。
・夕日コンサート（８/９）
・日本夕日写真大賞
・写真展開催

継続（毎
年度実
施）

実行委員
会事業全
般

補助金交
付等

多様な
主体

双方 23,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

日本夕日写
真大賞や夕
日コーラス
キッズ、日本
海夕日コン
サートをとお
して、市民が
新潟市の魅
力を改めて
発見すること
ができ、街
の活性化に
つながった。

観光・国際
交流部

観光政策
課

補助

ＮＩＩＧＡＴＡ光の
ページェント補
助金

ＮＩＩＧＡＴＡ光の
ページェント実
行委員会

NPO

けやき通りと駅南口広場
のケヤキを約２６万球のイ
ルミネーションで飾り、駅
南地区の冬を温かく演出
する。
・イルミネーション点灯期
間
　（12/5～1/12）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付等

多様な
主体

双方 5,000,000
サー
ビス
提供

4 4 5 4 3 4 4 4

本市の冬の
観光名所と
して地域の
イメージアッ
プに貢献。
初日点灯式
の入込客数
は5,000人。

観光・国際
交流部

観光政策
課

事業委託

まちなか障が
い福祉フェス

まちなか障が
い福祉フェス実
行委員会

NPO

市民に広く障がいや障が
い者についての関心と理
解を深めてもらうまちづく
りの推進のため，障がい
者のステージパフォーマ
ンスや障がい者施設製品
の販売，疑似体験などの
コーナーを設けた啓発イ
ベントを開催。

継続（毎
年度実
施）

イベントの
企画・周
知・運営
全般

企画立案
への参
画・会場
借用申請
手続き等

多様な
主体

行政 926,000
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 5 4

障がいや障
がい者に対
する市民の
理解や，障
がい者自身
の社会参加
意欲を高
め，共生社
会に向け福
祉のまちづく
りを推進し
た。

福祉部
障がい福
祉課

補助

敬老祝会助成
事業

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

自治会等で9月～10月に
開催する敬老祝会に対
し、上限額の範囲内で経
費の一部を補助する。
補助上限額：
自治会等　30,000円／団
体
コミ協200,000円／団体

継続（毎
年度実
施）

広報、自
治体等か
らの申請
受付及び
交付

自治会等
に対する
助成金と
相手方の
事務経費
の全額を
補助す
る。

多様な
主体

行政 9,198,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

自治会等に
とって身近な
社会福祉協
議会と協働
することで、
補助事務が
円滑に実施
できた

福祉部
高齢者支
援課

補助

新潟市衛生害
虫駆除用機具
購入費補助金

各自治会及び
町内会又はそ
の連合組織

地域自
治組織
（複数）

自治会等の衛生害虫駆
除活動を支援し，地域の
生活環境の維持及び向
上を図る。

継続（毎
年度実
施）

機具購
入，駆除
活動

事業費補
助

多様な
主体

双方 689,300
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

自治会等に
おける日頃
よりの衛生
害虫防除の
意識の定着
により、多く
の自治会か
ら利用され
ている。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課

補助

新潟市衛生害
虫駆除用薬剤
購入費補助金

各自治会及び
町内会又はそ
の連合組織

地域自
治組織
（複数）

自治会等の衛生害虫駆
除活動を支援し，地域の
生活環境の維持及び向
上を図る。

継続（毎
年度実
施）

薬剤購
入，駆除
活動

事業費補
助

多様な
主体

双方 6,647,300
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

自治会衛生
費の負担軽
減を図るとと
も害虫駆除
実践活動を
通じ，動物
由来感染症
の未然防止
の啓発活動
が遂行でき
た。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課

実行委員会

2014新潟市動
物フェスティバ
ル

2014新潟市動
物フェスティバ
ル実行委員会

NPO

動物の愛護と適正飼養に
ついての関心と理解を深
めることを目的に，動物愛
護週間行事として実施し
ている。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業実施
及び負担
金交付

双方 双方 40,402
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

多くの来場
者があり，動
物の愛護や
適正飼養に
ついて広く知
らしめる機会
となってい
る。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課
動物愛護
センター

後援

第17回犬の大
運動会

スポーツ・ドッ
グ・クラブ・ジャ
パン

NPO

運動会を開催し，犬の飼
養者から適正飼養やしつ
けの重要性を認識しても
らう。
・ドッグラン
・障害物競走
・しつけ相談　など

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健所環
境衛生課
動物愛護
センター

後援

NDNフェスティ
バル2014

新潟動物ネット
ワーク

NPO

映画上映，，トークセッショ
ン，写真展を通して，殺処
分ゼロを実現するため
に，様々な角度から考え
る機会を提供する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健所環
境衛生課
動物愛護
センター

補助

新潟市動物愛
護協会に対す
る猫の不妊手
術費助成事業
支援補助金

新潟市動物愛
護協会

その他

飼い主のいないメス猫に
対し不妊手術を行うことを
推奨し，不必要な繁殖に
よる猫の増加を抑制する
ことで，生活環境の保全
及び猫の適正飼育に関す
る意識の高揚を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付
事務局運
営

多様な
主体

双方 600,000
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

補助限度頭
数を超える
申し込みが
あるなど，事
業も市民に
広く浸透し，
多くの方に
利用されて
いる。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課
動物愛護
センター

公の施設管理

動物ふれあい
センターの管理
（指定管理）

にいがた未来
共同事業体

企業

動物とのふれあいを通じ
て思いやりややさしい心を
育み，動物への理解を深
め，人間と動物との関わり
を学ぶ「動物ふれあいセ
ンター」を適正に管理運営
するため，指定管理者制
度を導入

継続（毎
年度実
施）

指定管理
業の実施

業務管理
及び経費
支払い

行政 行政 64,757,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

当センター
の設置目的
に沿った体
験事業を積
極的に実施
するなど，事
業計画に基
づき適正に
管理運営さ
れている。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課
動物愛護
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

食と花の世界
フォーラムにい
がた

食と花の世界
フォーラム組織
委員会（企業，
大学，社団・財
団，農商工団
体など） 複数種

別

食と花の魅力と個性を国
内外に発信し，世界に貢
献できる都市ブランドを構
築するため以下の事業を
実施。
○食の新潟国際賞
○食の国際シンポジウム
○食の国際見本市
○花の見本市など

継続（毎
年度実
施）

事業の開
催に関す
る審議

事業運営
の支援

事務局運
営，負担
金支出

行政 双方 53,100,000
日常
的連
携

5 4 4 3 4 4 5 5

食の新潟国
際賞，国際
シンポジウ
ム，国際見
本市の3本
柱のもと，食
と花の発信
をはかり農
業の新たな
基盤づくりを
進めた。

農林水産
部

食と花の
推進課

補助

にいがた花絵
プロジェクト

にいがた花絵
プロジェクト実
行委員会

NPO

球根育成のため摘み取
り、捨てられてしまう
チューリップの花を使って
花絵を制作することで、市
の花チューリップのPR、
地域コミュニティの構築や
街の緑化推進の啓発、環
境美化、球根育成農業者
への支援等を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・運営
実施

事業補
助、広報
支援、参
加募集及
び取りま
とめ。 多様な

主体
双方 850,000

サー
ビス
提供

4 5 3 5 5 4 4 4

市民・観光
客に向けた
チューリップ
のPRに効果
があった。市
民参加によ
り、地域の活
性化に寄与
した。

農林水産
部

食と花の
推進課

事業協力

景観形成推進
組織の活動支
援

小須戸本町通
り街並みを考え
る会、古町花街
の会、旧小澤
家周辺の歴史
的町並みを考
える会 NPO

地域の良好な景観形成に
向けた市民の主体的な取
組みを推進するため，そ
れに取り組む組織を支援
する。人的・技術的支援
のほか，活動初動期には
要綱により助成金を交付
することができる。具体的
には地域の勉強会，講師
を招いた研究会，地域で
のイベント開催などの活
動を支援する。

継続（毎
年度実
施）

勉強会・
研究会・
イベントの
開催など
活動全般

研究会等
への出
席、資料
提供、助
成金交付
などの支
援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

5 5 5 5 5 5 4 5

地域住民が
地元地域を
見つめ直す
きっかけに
なり，地域の
方が主体的
に，景観形
成のために
勉強会等，
イベントを実
施している。

「協働形
態」：（他）意
見交換・情
報交換,補助
経緯：地域
の良好な景
観形成には
市民の主体
的な取組み
が重要であ
るから

都市政策
部

まちづくり
推進課

事業協力

景観形成推進
事業（上記以
外）

新潟市都市景
観形成市民団
体連絡協議会

NPO

景観形成推進組織以外で
も良好な景観形成に向け
た様々な取組みがあり，
各取組み主体と情報交
換，連携などを行ってい
る。

継続（毎
年度実
施）

勉強会・
研究会・
イベントの
開催など
活動全般

研究会等
への出
席、資料
提供など
の支援

多様な
主体

双方 0
その
他

5 5 4 4 5 5 4 5

イベントとし
てまち歩きを
実施する
等，地域活
性化の起爆
剤と期待さ
れるほか、
開港都市の
景観形成に
取り組む民
間団体との
交流を行う
など，市域に
限らない広
がりが生ま
れている。

「協働形
態」：（他）意
見交換・情
報交換
経緯：地域
の良好な景
観形成には
市民の主体
的な取組み
が重要であ
るから

都市政策
部

まちづくり
推進課

補助

土地区画整理
組合助成金

土地区画整理
組合

その他

「土地区画整理事業助成
金交付規則」により，市全
体または周辺地域への貢
献や優れた景観形成を図
る事業を推進する。

継続（毎
年度実
施）

土地区画
整理事業
を施行

土地区画
整理組合
へ事業費
の一部を
助成

多様な
主体

双方 196,074,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

施行地区の
みならず周辺
地区への貢
献や，優れた
景観形成，安
全安心なまち
づくり等、特
色ある質の
高い市街地
整備が図ら
れた。

「経緯」組合
事業により，
施行地区の
みならず周
辺地区への
貢献や，優
れた景観形
成，安全安
心なまちづく
りに寄与す
る事業を推
進するため。

都市政策
部

まちづくり
推進課

補助

まちづくり推進
助成制度

古町通７番町Ｄ
地区再開発準
備組合

その他

市民が主体となったまち
づくりを行うために必要な
専門的・技術的な支援と、
計画的に市街地の整備を
推進する団体等の活動経
費を助成することにより、
良好な都市環境の形成を
図る。

新規（次
年度継
続）

再開発事
業計画お
よび権利
変換計画
等の検討
／先進地
区事例調
査

補助金の
交付

多様な
主体

双方 1,350,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

権利者に対し
て合意形成
を図り、整備
方針の作成
を行った。ま
た、関係権利
者の意向整
理や合意形
成を図られ
た。

古町通７番
町Ｄ地区再
開発準備組
合負担額
1,350,000円

都市政策
部

まちづくり
推進課

補助

まちづくり推進
助成制度

古町通７番町Ｄ
地区再開発準
備組合

その他

市民が主体となったまち
づくりを行うために必要な
専門的・技術的な支援と、
計画的に市街地の整備を
推進する団体等の活動経
費を助成することにより、
良好な都市環境の形成を
図る。

新規（単
年度完
結）

まちづくり
方針・コン
セプトおよ
び施設計
画、事業
計画の検
討

補助金の
交付

多様な
主体

行政 499,932
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

古町周辺地
区として相応
しく、求めら
れている機能
を検討し、地
権者や周辺
商店街と意
見交換を行
いながら実現
可能な魅力
あるプランが
作成された。

都市政策
部

まちづくり
推進課

補助

新潟西港にぎ
わい活動支援
補助金

・NPO法人新潟
みなとクラブ
・（一社）日本マ
リン事業協会
関東支部新潟
地区部会
・NPO法人にい
がた湊あねさま
倶楽部
・なじらね沼垂
・新潟オフショ
アセーリングク
ラブ
・新潟ハワイア
ンカルチャー研
究会
・（株）けんと放
送
・北部マリンク
ラブ
・トレイルラン
ナーズ
・山の下市場通
り商店街三栄
会
・新潟北部開発
協議会青年部
・新潟学の会
・
STARSHIP369

複数種
別

開港150周年に向けた機
運を醸成するとともに、民
主導の自主的な「みなと
まちづくり」を促進するた
め、西港周辺で行うイベン
ト活動を支援している。
＜対象となる事業＞
次の両方に該当する活動
①西港周辺地域のにぎわ
い創出に資する活動
②新潟港の歴史、景観、
意義のいずれかの啓発に
つながる活動
※特定の団体の利益，宗
教・政治・選挙活動を目的
とする事業や公序良俗に
反する事業、参加対象が
限定されるもの、本市・関
係団体から支援を受けて
いるものは対象外。

新規（次
年度継
続）

事業の企
画・開催
及び開催
に当たり
必要とな
る行政機
関への手
続き

事業に係
る経費の
一部補助
及び実施
事業に関
する広報

多様な
主体

双方 1,865,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

港の歴史に
ゆかりのある
コースを散策
する歴史
ウォークや
ヨットの体験
乗船など多
岐にわたるイ
ベントにより、
新潟西港の
景観や歴史
についての啓
発ができたと
ともに、周辺
地域に多くの
にぎわい効
果をもたらし
た。

【種別】
NPO、NPO
法人、地域
自治組織、
企業、社団・
財団等法人
【協働形態】
（他）後援
【相手方の
費用負担】
4,090,768円

都市政策
部

港湾課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

市営住宅及び
共同施設の管
理運営

大成有楽・三愛
ビル管理共同
企業体

企業

新潟市内北区及び東区に
ある市営住宅及び共同施
設の管理・運営をおこなう
ために指定管理者制度を
導入している。

継続（毎
年度実
施）

入居者募
集・抽選
住宅退去
の立会
使用料の
徴収
簡易な維
持修繕
施設設備
保全点検
等

申請書類
の審査・
決定
明渡訴
訟・調停
管理人の
委・解嘱
計画修繕
財産管理
建設・除
却
国等への
報告等

多様な
主体

行政 106,868,606
経費
削減

5 5 5 5 5 4 5 5

市直営に比し
て，コストの
削減，窓口開
設時間の延
長，２４時間
電話受付な
どが図られ
た。

建築部
住環境政
策課

公の施設管理

市営住宅及び
共同施設の管
理運営

株式会社　新
潟ビルサービ
ス

企業

新潟市内中央区，江南
区，秋葉区，南区，西区
及び西蒲区にある市営住
宅及び共同施設の管理・
運営をおこなうために指
定管理者制度を導入して
いる。

継続（毎
年度実
施）

入居者募
集・抽選
住宅退去
の立会
使用料の
徴収
簡易な維
持修繕
施設設備
保全点検
等

申請書類
の審査・
決定
明渡訴
訟・調停
管理人の
委・解嘱
計画修繕
財産管理
建設・除
却
国等への
報告等

多様な
主体

行政 106,651,150
経費
削減

5 5 5 5 5 4 5 5

市直営に比し
て，コストの
削減，窓口開
設時間の延
長，２４時間
電話受付な
どが図られ
た。

建築部
住環境政
策課

事業委託

すまいづくり教
室開催事業

新潟市建築設
計協同組合

生協，商
工団体
等

住宅の新築や改等を考え
ている市民を対象に，
個々のすまいづくりの実
践に向けた知識修得と，
すまいづくりを通したまち
づくりへの意識啓発を目
的として，住まいに関する
様々な情報を提供する。

継続（毎
年度実
施）

教室の運
営、講座
内容の企
画、講師
手配、講
座資料の
作成

会場手
配，広報，
参加者募
集，受付

行政 行政 1,245,147
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

豊富な専門
的知識と経
験を持った専
門家集団に
よる企画・運
営により，有
意義な情報
を効果的に
市民に発信
できた.。

建築部
住環境政
策課

事業協力

マンション管理
セミナー

新潟県マンショ
ン管理士会、マ
ンション管理セ
ンター

複数種
別

分譲マンションが良質な
社会資産として適切に維
持管理されるため，マン
ション管理組合役員，区
分所有者などを対象に，
マンション管理の基礎的
な情報を提供するセミ
ナーを開催する。

継続（毎
年度実
施）

講師派
遣、広報

セミナー
の運営，
内容の企
画，資料
作成，会
場手配，
広報，参
加者募
集，受付

行政 行政 178,676
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

豊富な専門
的知識と経
験を持った
専門家によ
る講習や相
談対応に
よって，より
効果的なセ
ミナーとなっ
た。

建築部
住環境政
策課

後援

健康・省エネシ
ンポジウム ｉｎ
新潟

一般社団法人
健康・省エネ住
宅を推進する
国民会議

社団・財
団等法
人

医療・福祉機関や研究機
関等と地場業者が連携
し，「健幸」と「省エネ」に
関して居住環境との関係
性を調査し，質の高い住
宅の供給を行う仕組みを
構築し普及するためのセ
ミナーを開催する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 建築部
住環境政
策課

後援

住生活月間協
賛「賃貸住宅の
住環境向上セ
ミナー」

公益財団法人
日本賃貸住宅
管理協会
新潟県支部

社団・財
団等法
人

賃貸住宅においては災害
への備え，高齢者対応，
現状回復の考え方の普及
といった課題が増えるな
かで，安心して生活を営
むことができる賃貸住宅
について，貸主・借主等の
理解を促すためのセミ
ナーを開催する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 建築部
住環境政
策課

後援

平成２６年度
事業者向け
住宅の「長寿命
化リフォーム」
セミナー

一般財団法人
にいがた住宅
センター

社団・財
団等法
人

「長寿命化リフォーム」の
実践事例を紹介するとと
もに，長期優良住宅化リ
フォーム推進事業の概
要，住宅リフォームの減税
制度等を周知するための
セミナーを開催する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 建築部
住環境政
策課

後援

平成２６年度
消費者向け
住宅リフォーム
セミナー

一般財団法人
にいがた住宅
センター

社団・財
団等法
人

居住水準，住宅の機能・
性能の向上のための住宅
リフォームなどの円滑か
つ的確な実現を図り，もっ
て県民が安心できる適切
なリフォームが行える環
境整備の推進に寄与する
ためのセミナーを開催す
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 建築部
住環境政
策課

事業協力

木造住宅耐震
診断士派遣事
業

（一社）新潟県
建築士会

社団・財
団等法
人

木造戸建住宅の耐震化
促進を目的として，市民
から耐震診断の申込みが
あった時に，派遣する耐
震診断士の選定及び診
断結果の報告書を審査す
る判定会の開催。

継続（毎
年度実
施）

耐震診断
士の派遣
調整
耐震診断
結果報告
書の審査

耐震診断
士の登録
及び診断
申請書の
受理並び
に結果報
告書受理 行政 行政 4,800,000

サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 5 5 5

木造住宅の
耐震化に向
けてお互い
協力しあい、
多くの住宅
の耐震診断
を行った。 建築部

建築行政
課

事業協力

日報住まいの
リフォームフェ
ア

新潟日報社

企業

住まいのリフォームに関
する情報を提供するイベ
ント。行政も情報提供をし
ており、建築行政課は、耐
震改修に関する補助制度
の情報を提供。 継続（毎

年度実
施）

イベントの
実施

後援及び
情報提供

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 3 5 3 3 5 3 3

民間主催の
イベントを活
用し行政の
情報を発信
できた。

建築部
建築行政
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

意見交換・情報交換

建物研修会 新潟市建築設
計協同組合

生協，商
工団体
等

公共建築工事における設
計等に関する課題を解決
し、良質な公共建築とする
ため、研究の場を設け意
見交換を行っている。

継続（毎
年度実
施）

情報交換 情報交換

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 4

公共建築工
事における
問題点を共
有することが
できた。

建築部

公共建築
第１課
公共建築
第２課

意見交換・情報交換

新潟市建築技
術研究会

新潟市建設業
協会
新津建設業協
同組合
新潟市北区建
設業協会
亀田建設業協
会
横雲会(横越建
設業協会)

生協，商
工団体
等

公共建築工事における設
計及び施工に関する課題
を解決し、良質な公共建
築とするため、研究の場
を設け意見交換を行って
いる。 継続（毎

年度実
施）

情報交換 情報交換

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 4 4

公共建築工
事における
問題点を共
有することが
できた。

建築部

公共建築
第１課
公共建築
第２課

意見交換・情報交換

新潟市電気設
備工事技術研
究会

新潟市電設業
協同組合

生協，商
工団体
等

公共建築の電気設備工
事における設計及び施工
に関する課題を解決し、
良質な公共建築とするた
め、研究の場を設け意見
交換を行っている。 継続（毎

年度実
施）

情報交換 情報交換

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 4 5 5 5 4

公共建築の
電気設備工
事における
問題点を共
有することが
できた。

建築部

公共建築
第１課
公共建築
第２課

意見交換・情報交換

新潟市設備工
事技術研究会

豊栄管工事業
協同組合
新潟市管工事
業協同組合
新津管工事業
協同組合
西川管工事業
協同組合
西蒲管工事業
協同組合

生協，商
工団体
等

公共建築の機械設備工
事における設計及び施工
に関する課題を解決し、
良質な公共建築とするた
め、研究の場を設け意見
交換を行っている。 継続（毎

年度実
施）

情報交換 情報交換

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 4 4

公共建築の
機械設備工
事における
問題点を共
有することが
できた。

建築部

公共建築
第１課
公共建築
第２課

事業協力

緑化活動推進
事業

５人以上で組
織する任意の
活動団体

その他

公園など公共施設の緑化
を行う団体に対し，花苗な
どの原材料を支給する。
（１団体２０万円以内）

継続（毎
年度実
施）

花苗の植
栽、維持
管理

原材料の
現物支給

多様な
主体

双方 31,837,258
参加
意識

5 5 5 4 4 5 5 5

緑化活動団
体が増加し
た。利用した
団体が自治
会等の年間
行事として
活用し，制
度が定着し
たため。

窓口は各区
建設課

土木部
公園水辺
課

事業協力

萬代橋チュー
リップフェスティ
バル

個人、企業、小
中学校、特別
支援学校、保
育園、幼稚園

複数種
別

JR新潟駅万代広場から
萬代橋西詰まで、市民が
育てた市の花「チューリッ
プ」のプランターを設置す
る。

継続（毎
年度実
施）

チューリッ
プ球根の
植栽、植
栽後の維
持管理

資材の調
達，フェス
ティバル
期間中の
維持管
理，プラン
ターの搬
入出

行政 行政 11,856,674
参加
意識

5 4 5 4 4 5 5 5

アンケート調
査により、参
加者の緑化
意識向上を
確認した。

土木部
公園水辺
課

事業協力

フラワーロード
整備事業

地元自治会，
商店街，コミュ
ニティ協議会，
保育園，幼稚
園

複数種
別

各区の幹線道路沿いに市
民協働で花の植栽を行
い，都市景観の向上を図
り緑と花のまちづくりを推
進する。

継続（毎
年度実
施）

植栽，，灌
水，管理
など軽作
業

植栽管理

行政 行政 16,970,634
参加
意識

5 4 5 4 4 4 5 5

実施路線数
は，１８路線
増加。市民
協働で緑化
意識の向上
を図りながら
まちなみ緑
化を推進し
た。８区すべ
てに展開し
た。

窓口は各区
建設課

土木部
公園水辺
課

意見交換・情報交換

通船川・栗ノ木
川下流再生市
民会議

通船川・栗ノ木
川下流再生市
民会議（流域住
民や流域内企
業、学識経験
者、河川占用
者、行政担当
者など）

複数種
別

流域住民や流域内企業、
学識経験者、河川占用
者、行政担当者などが、
自由な発言と対話を通し
て絆を育むとともに、通船
川・栗ノ木川下流の再生
に向けた将来像を共有
し、両河川の活用、管理
のあり方や沿川のまちづ
くり等について、合意形成
を図っていくことを目的と
する。 継続（毎

年度実
施）

意向把
握、既存
情報の整
理、学習、
情報交
換、川づく
り案や活
用案の策
定 等

事務局

双方 双方 486,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 5 4 4 4

「2014つうく
り市民会議
魅力的な川
は、魅力的
な人からで
きる」を開催
し、90名以
上の参加を
得た。また、
平成26年度
は県立大学
の学生、万
代高校の生
徒が参加
し、地域との
関わりを持
つきっかけと
なった。

[協働の相手
方]
NPO法人、
自治会、コミ
協、自治連、
地域自治組
織その他、
企業、大学
等、その他

土木部
土木総務
課

事業協力

自転車走行空
間の改善普及
市民活動事業
（平成24年度
新潟ｼﾃｨﾗｲﾄﾞ
ｼｮｰﾄｺｰｽを利
用して）

「自転車のまち
“新潟”」の会

NPO

新潟ｼﾃｨﾗｲﾄﾞｼｮｰﾄｺｰｽをﾓ
ﾃﾞﾙｺｰｽとし，団体が自転
車ﾕｰｻﾞｰ目線で道路の状
況を調査，改善案を提案
し，それを参考に道路管
理者が，その後の整備や
補修に活かすことを目的
とする。

新規（次
年度継
続）

・道路状
況の調
査・改善
提案
・調査等
のための
ｻｲｸﾘﾝｸﾞ・
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
の開催

・ｻｲｸﾘﾝｸﾞ
の広報，
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ
場所の提
供
・道路の
路面表示
設置等

双方 双方 908,900
日常
的連
携

4 4 4 4 5 4 4 4

自転車ﾕｰ
ｻﾞｰ目線から
の意見を頂
くことで，より
安全で利便
性の高い整
備を検討す
ることができ
た。

費用額は団
体の調査費
のみ（市民
生活課の委
託費）

土木部
土木総務
課

公の施設管理

コミュニティセン
ターの管理運
営
（区内６施設）

北地区コミュニ
ティセンター管
理運営委員会
ほか５団体

NPO

地域住民の連帯感を高
め，住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため，
コミュニティ活動の中心施
設として設置した施設の
管理運営 継続（毎

年度実
施）

施設の管
理運営全
般

管理運
営・事業
計画の承
認。指導
助言。

多様な
主体

双方 56,307,473
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域住民の
連帯感を高
め，住みよ
い地域社会
づくりを推進
した。

北区役所 地域課

実行委員会

福島潟自然文
化祭

福島潟自然文
化祭実行委員
会

NPO

福島潟の自然文化を全国
的に発信するための活
動。平成26年度で17回目
を実施。
10,000本のロウソクアート
や自然体験イベント、食イ
ベント、コンサート等を実
施した。

継続（毎
年度実
施）

イベント内
容の企画
及び実行

実行委員
会事務局
業務、広
報業務、
イベント会
場設営等

双方 双方 4,000,000
ニー
ズ反
映

5 5 4 4 4 5 5 5

事故もなく安
全に開催で
き、来場者
数は23,000
人と過去最
大を記録す
る等、福島
潟の魅力を
全国的に発
信できた機
会となった。

総経費
　4,595,300
円
うち市助成
金
　4,000,000
円 北区役所 地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

福島潟ウイン
ターフェスタ

福島潟みらい
連合
一般社団法人
にいがた北青
年会議所
福島潟めぐみ
の会
鳥彫会

新鼻甲一自治
会

複数種
別

冬の福島潟の食や自然
の魅力を体感できるイベ
ントを実施。北区の鳥「オ
オヒシクイ」の観察バスツ
アーや食イベント、工作教
室やコンサートを実施し
た。

継続（毎
年度実
施）

イベント内
容の企画
及び実
行、活動
成果の報
告

広報業
務、イベン
ト会場設
営、イベン
ト出演者
の手配及
び謝礼の
支払い

双方 行政 997,080
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 5

冬の福島潟
の魅力を発
信する機会
を設けること
で、客足が
遠退く冬に
多くの来場
者でにぎ
わった。

北区役所 地域課

共催

地場産農産物
の販売事業

新鼻甲一自治
会

自治会，
町内会

地元で収穫された農産物
を水の駅「ビュー福島潟」
無料開館の日に合わせて
販売した。

新規（次
年度継
続）

イベントの
企画・運
営

会場の提
供、指導。
助言

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 5 5 4 4 4 4 4

販売物は完
売となり、地
場農産物の
普及宣伝を
大いに行うこ
とが出来た。

北区役所 地域課

実行委員会

渟足柵探索プ
ロジェクト

渟足柵探索プ
ロジェクト実行
委員会

NPO

「渟足柵」をキーワードに
区の活性化に繋げるた
め、区民と行政が協働し
ながら事業を企画し実施
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画及び実
施

事業の企
画及び実
施

双方 行政 5,000,000
ニー
ズ反
映

4 5 5 4 5 4 4 4

区民が事業
の企画及び
実施に携わ
ることで、
「渟足柵」の
普及啓発を
図り、区の活
性化に繋げ
ることができ
た。

東区役所 地域課

意見交換・情報交換

東区区政懇談
会

コミュニティ協
議会及び区民

コミュニ
ティ協議
会

コミュニティ協議会及び区
民との意見交換，情報交
換の場として，コミュニティ
協議会単位で区長出席の
懇談会を開催する。

継続（毎
年度実
施）

コミュニ
ティ協議
会は意見
交換項目
の取りま
とめ

開催全般

行政 行政 10,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

コミ協、区民
との意見交
換を通じて、
地域の課題
を共有し、施
策に反映で
きるよう検討
を行った。

東区役所 地域課

補助

新潟市コミュニ
ティ協議会運
営助成金

東区内地域コ
ミュニティ協議
会

コミュニ
ティ協議
会

地域と行政が協働してま
ちづくりに取り組む環境を
整備することを目的に，地
域コミュニティ協議会の運
営に要する経費の一部を
助成する。 継続（毎

年度実
施）

事業計
画・実施

協議会の
運営に要
する経費
の補助

多様な
主体

双方 2,600,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

コミ協の運
営経費を助
成することに
よって、事務
局の強化に
つながり、安
定した運営
を行うことが
できる。

東区役所 地域課

公の施設管理

東区コミュニ
ティ施設の管
理運営

管理運営委員
会，コミュニティ
協議会

地域自
治組織
（複数）

地域住民の連帯感を高
め，住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため，
コミュニティ活動の中心的
施設としてコミュニティ施
設を設置し，地域に密着
した運営管理を行う。
（区内には，10施設あり）

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，事業
の実施

指定管理
料の支払

双方 双方 86,524,579
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域のコミュ
ニティ活動
の中心施設
であるだけ
でなく、指定
管理者がコ
ミ協の場合、
事務所の役
割も果たして
いる。

東区役所 地域課

実行委員会

東区まんなか
づくりプロジェク
ト（演劇（市民
劇団・演劇鑑賞
事業）

渟足柵探索プ
ロジェクト実行
委員会

NPO

日本最古の城柵であり、
古代史の謎とされる「渟足
柵」について、東区の誇
り、宝として区民から関心
を高めてもらうため、実行
委員会を組織し、渟足柵
演劇ｌ公演を実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画及び実
施

事業の企
画及び実
施

行政
多様な
主体

1,400,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

演劇公演を
通し、東区
の宝である
「渟足柵」に
多くの区民
から関心を
持ってもらえ
た
（観客数：
649人）

東区役所 地域課

事業協力

東区まんなか
づくりプロジェク
ト（演劇（劇団
かかし座・演劇
鑑賞事業）

劇団かかし座

NPO

子どもたちの豊かな感性
を育むため、劇団による
公演を東区プラザで開催
することにより、東区役所
を活用したにぎわいづくり
を目指す。

新規（単
年度完
結）

演劇公演
の企画及
び実施

演劇公演
の企画及
び実施

行政 双方 453,940
サー
ビス
提供

5 5 5 5 3 5 5 5

影絵を使っ
た演劇を公
演し、子ども
たちの豊か
な感性を育
むことの一
助となった。
併せて、東
区役所を活
用したにぎ
わいづくりの
効果もあっ
た
（来場者数
220人）

東区役所 地域課

実行委員会

東区区民ふれ
あい祭

東区区民ふれ
あい祭実行委
員会

複数種
別

区民が自ら区民祭を企
画・実施し，参加すること
により東区民としての一
体感を醸成する。
東区内各地域での伝統芸
能・文化活動・特産品等
の紹介・販売を行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

事務局

多様な
主体

行政 3,300,000
参加
意識

0 5 4 3 4 4 4 4

区の一体感
や自発的に
地域を盛り
上げていく
意識が醸成
されたほか、
発表の場の
提供により
地域活動の
活性化が図
られている。

○「種別」：コ
ミュニティ協
議会，生協・
商工団体等

東区役所 地域課

補助

住民バス運行
費補助金

新潟島に循環
バスを走らせる
会・バス運営委
員会

地域自
治組織
（その
他）

新潟市地域交通計画（バ
ス交通）の「バス事業者・
行政・市民の役割」に基づ
き，住民組織が主体と
なって住民バスを運行し，
地域住民の生活交通の
確保を図る。

継続（毎
年度実
施）

住民バス
の事業運
営全般
（運行費
用の負担
など）

運行に関
する補助

多様な
主体

双方 5,880,273
ニー
ズ反
映

5 5 4 5 5 5 5 5

ニーズ調査
を踏まえて
運行本数を
増やす取組
みが行われ
た。 中央区役

所
地域課

実行委員会

新潟市・沼垂町
合併100周年
記念事業

新潟市・沼垂町
合併100周年
記念事業実行
委員会

NPO

新潟市と沼垂町が合併し
て100年という節目を迎え
ることから，当時の人々に
とって大きな出来事であっ
たこの史実に目を向け，
未来の新潟市へ伝えるた
め，地域と連携した記念
事業を実施する。

新規（単
年度完
結）

事業実施 実行委員
会事務局
業務，費
用負担

双方 双方 5,046,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 0 5

企画準備か
ら実施に至
るまで，多く
の地域団体
や企業等の
方々からの
支援や協賛
を頂いた。

中央区役
所

地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

中央区コミュニ
ティ施設の管
理運営

管理運営委員
会，地域コミュ
ニティ協議会

地域自
治組織
（複数）

地域住民の連帯感を高
め，住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため，
コミュニティ活動の中心的
施設としてコミュニティ施
設を設置し，地域に密着
した運営管理を行う。
（区内には，９施設あり）

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，事業
の実施

指定管理
料の支払

双方 双方 98,308,016
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域自治組
織が施設管
理を行うこと
により，地域
のニーズに
沿った施設
運営を行うこ
とができた。

中央区役
所

地域課

補助

沼垂まつり 沼垂まつり実
行委員会

NPO

町内ごとの灯籠の押し合
いと，その前後に唄われ
る沼垂木遣りで有名な，
伝統あるまつり。
○押し合い灯籠は８月１６
日，沼垂四ッ角で開催。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 1,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

地域コミュニ
ティや商店
街組織など
が共同で、
歴史・文化
の継承や地
域のにぎわ
いを創出し
た。

中央区役
所

地域課

実行委員会

にいがた春咲
きフェスタ２０１
３

新潟市春のイ
ベント開催実行
委員会（新潟商
工会議所，( 
新潟観光コン
ベンション協
会， 新潟市
造園建設業協
会）

複数種
別

市民への観桜の場を提供
するため，信濃川左岸や
すらぎ堤緑地へ雪洞を設
置。また，夜桜を楽しめる
よう，一部ライトアップを行
う。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

実行委員
会事務
局，経費
の一部負
担

行政 双方 1,479,190
経費
削減

5 5 4 4 5 4 4 4

地域団体や
企業等の
方々から協
賛をいただ
き雪洞やス
ポットライト
を設置し賑
わいを創出
した。

○「種別」：
社団・財団
等法人,生
協・商工団
体等
○実行委員
会の費用負
担：908,280
円

中央区役
所

地域課

実行委員会

万代市民会館
新潟まつり大
民謡流し参加

万代市民会館
新潟まつり大
民謡流し参加
実行委員会（万
代市民会館で
活動している団
体） NPO

万代市民会館で活動して
いる団体で新潟まつり大
民謡流しに参加し，団体
活動の活性化と交流を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事務局、
事業実施

行政 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 3
中央区役
所

地域課

補助

地区保護司会
補助金

新潟中央地区
保護司会

NPO

犯罪・非行のない社会を
目指して，以下の事業を
実施している。
○更生保護活動
犯罪をした人や非行のあ
る少年の立ち直りを支援
したり，犯罪予防のため
の様々な活動の実施
○「社会を明るくする運
動」の実施
犯罪や非行の防止と罪を
犯した人たちの更生につ
いて理解を深め，犯罪や
非行のない明るい社会を
築こうとする全国的な運
動として実施

継続（毎
年度実
施）

犯罪予防
活動の推
進，就労
支援等更
生援助活
動の推進
などの事
業実施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 668,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 5 5 4 4

地域での更
生保護活動
のほか、街
頭広報、ポ
スター掲示、
小中学校作
文コンテスト
の作品推
薦、講演会
開催などの
社会を明るく
する運動を
通じて犯罪
予防活動を
行い保護司
会としての
任務を円滑
に遂行した。

中央区役
所

健康福祉
課

実行委員会

堀と柳のまちづ
くり推進事業

NPO法人堀割
再生まちづくり
新潟

NPO法
人

「水の都にいがた」と呼ば
れるにふさわしい，潤いを
与える水や緑を活かした
魅力あるまちづくりを推進
するために，かつての堀
割の再生に向けた市民活
動を支援する。

継続（毎
年度実
施）

堀割に関
する調
査・研究，
シンポジ
ウムの開
催等によ
る意識啓
発

事業の共
同開催，
事務的支
援

多様な
主体

双方 300,000
その
他

4 4 4 4 4 4 4 4

シンポジウ
ムやまちあ
るきといった
活動を通し
て，堀割再
生や，水と
緑を活かし
たまちづくり
に対する，
市民の興
味・関心を高
めることがで
きた。

「経緯」：8
（その他：堀
割再生に向
け，市として
も，「水の都
にいがた」と
呼ばれるに
ふさわしい，
潤いを与え
る水と緑を
活かしたま
ちづくりの推
進を図る観
点から，活
動支援に至
る。)
NPO負担
額：150,000
円

中央区役
所

建設課

事業協力

レンタサイクル
推進事業

にいがたレンタ
サイクル研究
会

NPO

商店街の活性化，中心市
街地の回遊性向上及びエ
コロジー社会の構築など
に向けた取組みとして，レ
ンタサイクル事業を支援
する。 継続（毎

年度実
施）

レンタサイ
クル事業
の運営

石宮公園
地下自転
車駐車場
での人件
費負担，
レンタサイ
クルマッ
プの印刷

多様な
主体

双方 585,360
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 4

ホテル等の
民間施設に
もステーショ
ンを設置す
ることで，市
内外の多く
の方から利
用され，中
心市街地の
回遊性向上
に寄与する
ことが出来

研究会負担
額（レンタサ
イクル協力
金より）：
2,616,520円

中央区役
所

建設課

実行委員会

萬代橋を核に
したまちづくり
推進事業

萬代橋誕生祭
実行委員会

NPO

重要文化財に指定された
萬代橋という地域固有の
資源を活かし，萬代橋の
生誕を祝うイベント「萬代
橋誕生祭」を開催するとと
もに，萬代橋を中心に捉
えたまちづくり活動を推進
する。

継続（毎
年度実
施）

萬代橋誕
生祭の企
画・運営

事務局，
会場設営
などの経
費負担

多様な
主体

双方 1,933,200
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 4

新潟市と沼
垂町の合併
100周年に
あたり，他事
業と連携し，
萬代橋車両
通行止を含
めて盛大に
開催したこと
で，例年より
多くの来場
者があった。

実行委員会
負担額：
2,067,436円

中央区役
所

建設課

公の施設管理

天寿園，白山
公園駐車場，
東公園児童
プール，燕喜
館，石宮公園
地下自転車駐
車場，鳥屋野
交通公園の管
理運営

公益財団法人
新潟市開発公
社

㈱新潟ビル
サービス

環境をサポート
する㈱きらめき

複数種
別

公園施設等の管理運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般
（貸館業
務や自主
事業など）

施設の設
置者（指
定管理者
の管理運
営事業計
画の承
認，必要
に応じ指
示・調整）

双方 行政 228,307,620
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 5 5

市並びに市
民にとって
重要な施設
の管理運営
を指定管理
者制度導入
により，市の
みでは実現
できない手
法で維持管
理することが
できた。

「種別」：企
業,社団・財
団等法人
「経緯」他：
サービス提
供,経費削減 中央区役

所
建設課

事業協力

市道駅南線（け
やき通り）周辺
まちあるき推進
事業

NPO法人にい
がたエキナン
会

NPO法
人

けやき通り周辺において，
清掃活動等を実施するこ
とで，まち歩き（健康の増
進及び地域の活性化に寄
与する歩行）の推進を図
る。 新規（次

年度継
続）

ゴミ拾いイ
ベントの
企画，運
営

イベント広
報（市報
など），ゴ
ミ回収

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

ゴミ拾いイベ
ントの開催を
通して，関係
者の意欲が
高まり，次年
度以降の事
業継続の機
運が高まっ
た。

NPO法人に
いがたエキ
ナン会が活
動経費とし
て中央区地
域課の「地
域活動補助
金」を活用し
た。

中央区役
所

建設課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

住民バス運行
費補助金

江南区内住民
バス運営団体
（４団体）

NPO

新潟市内における地域住
民の生活交通の確保を図
るため、路線バス廃止地
域や、公共交通空白・不
便地域の住民組織が主
体となって取り組むバス
又は乗合タクシーによる
住民バスに対して支援を
行うもの。

継続（毎
年度実
施）

住民バス
の企画、
運行等

補助金の
交付等

双方 双方 59,065,667
サー
ビス
提供

5 5 4 4 5 4 4 5

新規路線の
試験運行な
ど、公共交
通空白域の
解消に繋
がった。
本格運行に
繋げるため
の利用促進
策が必要。

江南区役
所

地域課

意見交換・情報交換

江南区つかい
やすい公共交
通推進会議

江南区内住民
バス運営団体
（4団体）、交通
事業者（4社）
ほか

複数種
別

区内の多様な交通の利便
性について知ってもらい
利用促進を図ることで、モ
ビリティ・マネジメントや地
域間の連携を推進する。
併せて、必要とされる交
通の情報提供のあり方な
どについて意見交換等を
行うもの。

継続（毎
年度実
施）

情報紙企
画、活用
方法や公
共交通利
用促進策
等の検討

情報紙の
作成、公
共交通利
用促進策
の実施等

行政 行政 554,835
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 5 5

公共交通利
用促進策と
して、新たに
バスこども無
料の日を実
施することと
した。

江南区役
所

地域課

公の施設管理

亀田市民会館
指定管理

環境をサポート
する株式会社
きらめき

企業

市民の生活の向上並びに
教育及び文化の発展を図
り、より効果的・効率的に
サービスを向上させるた
め指定管理者制度を導
入。 新規（次

年度継
続）

施設の管
理運営
（自主事
業を含
む）

指定管理
料の支
出，施設
運営の助
言・協議

双方 行政 35,975,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
のノウハウ
により、施設
の効率化図
られ、利用
者数・使用
料の増加に
繋がった。

江南区役
所

地域課

公の施設管理

亀田あけぼの
会館の管理運
営

株式会社関越
サービス

企業

市民の生活の向上並びに
教育及び文化の発展に資
するという設置目的をより
効果的・効率的に達成す
るため，指定管理を行っ
ている。
○主な業務
・亀田あけぼの会館の利
用の許可
・亀田あけぼの会館の施
設及び設備の維持管理

継続（毎
年度実
施）

会館の運
営全般
（貸館業
務や自主
事業など）

指定管理
料の支
出，施設
運営の助
言・協議

双方 行政 3,102,920
経費
削減

5 5 5 5 4 4 4 4

指定管理者
のノウハウ
により、施設
の効率化が
図られ、利
用者数・使
用料の増加
に繋がった。

江南区役
所

地域課

公の施設管理

亀田駅前地域
交流センター及
び亀田駅前地
域交流センター
自転車等駐車
場の管理運営

環境をサポート
する株式会社
きらめき

企業

市民相互の交流及び地
域活動の振興を支援し，
市民の生活及び文化の
向上並びに地域の発展に
資するという設置目的を
より効果的・効率的に達
成するため，指定管理を
行っている。
○主な業務
・亀田駅前地域交流セン
ター等の利用の許可
・亀田駅前地域交流セン
ター等の施設及び設備の
維持管理

継続（毎
年度実
施）

交流セン
ターの運
営全般
（貸館業
務や自主
事業など）

指定管理
料の支
出，施設
運営の助
言・協議

双方 行政 18,352,000
経費
削減

5 5 5 5 5 4 4 3
江南区役
所

地域課

事業委託

亀田市民協働
事業

特定非営利活
動法人 環境パ
ル２１

NPO法
人

「まちの駅　亀田の郷」を
拠点として，区内の官民
等の情報提供や，交流ス
ペースの提供等を通じて
江南区の活性化を図る。
○主な事業
・行政施設の案内
・区役所だより等の閲覧
・地域イベント情報等の提
供
・交流スペースの提供
・ホームページによる地域
情報発信

継続（毎
年度実
施）

「まちの駅
亀田の
郷」の運
営全般

委託料の
支出

行政 双方 2,820,363
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 5 4 4

団体のネット
ワーク等を
活かして，円
滑に業務を
遂行した。

江南区役
所

地域課

補助

新潟市地域コ
ミュニティ協議
会運営助成金

地域コミュニ
ティ協議会
（江南区内7団
体）

コミュニ
ティ協議
会

地域コミュニティ協議会の
運営に要する経費を助成
することにより，協議会の
安定した運営を図り，地域
と行政が協働してまちづく
りに取り組む環境を整備
する。

継続（毎
年度実
施）

協議会の
運営

助成金の
交付

多様な
主体

双方 1,066,000
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

協働の相手
方である協
議会は自主
財源が乏し
いことから，
組織の安定
した運営に
寄与してい
る。

江南区役
所

地域課

公の施設管理

江南区コミュニ
ティ施設の管
理運営

管理運営委員
会
（2団体）

地域自
治組織
（複数）

地域住民の連帯感を高
め，住みよい地域づくりの
推進に資するため，コミュ
ニティ活動の中心的施設
としてコミュニティ施設を
設置し，地域に密着した
運営管理を行う。
①小杉地区コミュニティセ
ンター
②二本木地区コミュニティ
センター・横越体育セン
ター

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，事業
の実施

指定管理
料の支払
い

双方 双方 13,551,031
ニー
ズ反
映

4 5 5 4 5 5 5 4

26年度から
制度改正に
より，協働の
相手方に費
用負担が発
生したことに
より，予算執
行管理に一
部困難が
あったが，成
果は確認で
きた。

江南区役
所

地域課

実行委員会

わく灯篭まつり 亀田商工会議
所青年部・江南
区社会福祉協
議会・亀田郷地
域センター

複数種
別

かつて田植えの際に活用
した田植え枠を灯篭にし、
地域の魅力として製作し
てきた。加えて地域の食
等をコラボレーションして
PRするイベントを実施。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画，実施

事業の企
画，実施

双方 双方 200,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

小中学校等
とも連携を
図るなど、亀
田地区では
夏の風物詩
として定着し
た。

江南区役
所

地域課

意見交換・情報交換

区長懇談会 江南区内８コ
ミュニティ協議
会

コミュニ
ティ協議
会

コミュニティ協議会と区役
所との意見交換・情報交
換の場として,コミュニティ
協議会単位で区長出席の
懇談会を開催する。

継続（毎
年度実
施）

課題のと
りまとめ
コミ協側
出席者の
とりまとめ

開催全般

双方 なし 0
ニー
ズ反
映

5 4 5 4 5 4 5 5

コミ協、区民
との意見交
換を通じて、
地域の課題
を共有し、施
策に反映で
きるよう検討
を行った。

江南区役
所

地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

かめだ祭り かめだ祭り実
行委員会

NPO

300年以上の伝統ある「亀
田甚句」の民謡流しと江
戸時代に始まった「大岩
万燈押し合い」は亀田地
域を代表する祭りであり、
多くの市民に支持・支援さ
れている。
○亀田本町通りで実施
○８月２５日、２６日

継続（毎
年度実
施）

事業の主
催、運営
全般

補助金の
支出、実
行委員会
に参加
し、事業
の運営補
助

多様な
主体

双方 2,000,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

伝統文化の
伝承と地域
振興に貢献
している。

○費用負
担：3,290千
円（企業等
からの寄付
金等）

江南区役
所

産業振興
課

実行委員会

江南区”旬果旬
菜”いきいき
フェスタ

江南区”旬果旬
菜”いきいき
フェスタ実行委
員会

NPO

江南区の魅力を発信し、
区としての一体感を醸成
するとともに、農業と商業
の連携と地産地消を推進
し、農水産物の消費拡大
と商工業の活性化を図
る。
○新潟市中央卸売市場で
実施

継続（毎
年度実
施）

事業の主
催、運営
全般

補助金の
支出、実
行委員会
に参加
し、事業
の運営補
助

多様な
主体

双方 5,500,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

多くの来場
者があり、江
南区の特産
品をＰＲでき
た。

○費用負
担：680千円
（農協、亀田
郷土地改良
区からの負
担金・商工
会議所、商
工会からの
協力金）

江南区役
所

産業振興
課

実行委員会

たけのフェアフ
ジコマ

たけのこフェア
フジコマ実行委
員会

NPO

藤山・駒込地区の竹林を
地域の環境資源として，
保護活動を通じて地域コ
ミュニティの連携と育成を
目的に，生産者と消費者
の交流を深め，地産地消
を推進し消費拡大を図
る。
○藤駒野菜集出荷場及
び藤山・駒込地区竹林

継続（毎
年度実
施）

事業の主
催、運営
全般

補助金の
支出、実
行委員会
に参加
し、事業
の運営補
助

多様な
主体

双方 300,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

多くの来場
者があり，地
域コミュニ
ティとの連
携，消費者
との交流を
深めることが
できた。

○費用負
担：100千円
（亀田郷土
地改良区か
らの助成金）

江南区役
所

産業振興
課

実行委員会

かめだ梅まつり かめだ梅まつり
実行委員会

NPO

亀田の梅を地元特産品と
して区内外に広くPRし，地
産地消の活性化を図る。
○荻曽根，泥潟，手代山
地区の圃場（イベント会場
は江南区役所） 継続（毎

年度実
施）

事業の主
催、運営
全般

負担金の
支出、実
行委員会
に参加
し、事業
の運営補
助

多様な
主体

双方 350,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

多くの来場
者があり，地
元特産品と
して区内外
へ広くPRを
図ることがで
きた。

○費用負
担：400千円
（新潟みらい
農業協同組
合250千円，
亀田郷土地
改良区150
千円からの
負担金）

江南区役
所

産業振興
課

公の施設管理

大江山農村環
境改善センター
管理業務委託

大江山地域づ
くり推進委員会

NPO

新潟市大江山農村環境
改善センターを適正かつ
円滑に管理するために以
下の事業を行っている。
（１）利用の許可に関する
業務
（２）規定による退去等の
命令に関する業務
（３）施設及び設備の維持
管理に関する業務
（４）その他管理上、必要
な業務

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般（利用
許可業務
や施設の
維持管理
など）

１．事業
委託料の
支出　２．
施設の有
料施設使
用許可及
び有料使
用料徴収

多様な
主体

行政 9,652,000
参加
意識

4 4 4 4 4 4 4 4

　市民サー
ビスの向上
と施設管理
経費の節減
を図ることが
できた。 江南区役

所
産業振興
課

公の施設管理

木津地域研修
センター管理業
務委託

木津地域研修
センター管理委
員会

NPO

新潟市木津地域研修セン
ターを適正かつ円滑に管
理するために以下の事業
を行っている。
（１）利用の許可に関する
業務
（２）規定による退去等の
命令に関する業務
（３）施設及び設備の維持
管理に関する業務
（４）その他管理上、必要
な業務

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般（利用
許可業務
や施設の
維持管理
など）

１．事業
委託料の
支出

多様な
主体

行政 842,000
参加
意識

4 4 4 4 4 4 4 4

　市民サー
ビスの向上
と施設管理
経費の節減
を図ることが
できた。 江南区役

所
産業振興
課

事業協力

「はな・花・華」
いっぱい事業

地元コミュニ
ティ協議会等

コミュニ
ティ協議
会

市民協働の種まきイベン
ト開催を通じて，緑を大切
にする心を育てるととも
に，フラワーロードの推進
を図り，花の秋葉区を広く
内外にアピールする。 新規（次

年度継
続）

苗植え，
種まき，
耕耘。

苗・土等
消耗品の
用意，種
まき，除
草。

行政 双方 1,286,422
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

種まきイベン
トを実施する
ことにより、
フラワーロー
ドの推進と
花の秋葉区
のＰＲにつな
げること替来
た。

秋葉区役
所

地域課

補助

秋葉区地域コ
ミュニティ協議
会運営助成金

秋葉区内地域
コミュニティ協
議会全11団体

コミュニ
ティ協議
会

秋葉区の地域コミュニティ
協議会の運営に要する経
費を助成。

継続（毎
年度実
施）

協議会の
運営

補助金交
付

多様な
主体

双方 2,580,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

安定した運
営が図られ
た。

協議会の安
定した運営
を図り，地域
と行政が協
働してまちづ
くりに取り組
む環境の支
援

秋葉区役
所

地域課

事業委託

秋葉区地域コ
ミュニティ連絡
協議会研修委
託料

秋葉区地域コ
ミュニティ連絡
協議会

地域自
治組織
（その
他）

秋葉区の地域コミュニティ
協議会で構成される連絡
協議会が実施する研修会
に要する経費を助成。

継続（毎
年度実
施）

協議会の
事業実施

委託料
執行

多様な
主体

双方 140,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

秋葉区のコ
ミ協のPRと
連携が図ら
れた。

秋葉区地域
コミュニティ
連絡協議会
の活動支援

秋葉区役
所

地域課

公の施設管理

秋葉区コミュニ
ティ施設の管
理運営

管理運営委員
会，コミュニティ
協議会

地域自
治組織
（複数）

地域住民の連帯感を高
め，住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため，
コミュニティ活動の中心的
施設としてコミュニティ施
設を設置し，地域に密着
した運営管理を行う。
（荻川・金津・小合・新関・
交流センター）

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，事業
の実施

指定管理
料の支払

双方 双方 51,442,700
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域の活動
拠点として
活用が図ら
れた。

秋葉区役
所

地域課

公の施設管理

新津地区勤労
青少年ホーム
の管理運営

コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

中小企業に働く青少年の
健全な育成と福祉の増進
を図るため設置した新津
地区勤労青少年ホームの
管理運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，事業
の実施

指定管理
料の支払

双方 行政 9,466,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

青少年の健
全な育成と
福祉の増進
及び地域の
活動拠点と
して活用が
図られた。

秋葉区役
所

地域課

公の施設管理

小須戸地区ふ
れあい会館の
管理運営

コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

市民の生活及び福祉の
向上並びに教育及び文化
の発展に寄与するため設
置した小須戸地区ふれあ
い会館の管理運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，事業
の実施

指定管理
料の支払

双方 行政 8,843,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域の活動
拠点として
活用が図ら
れた。

秋葉区役
所

地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

秋葉区コミぶら
散歩

秋葉区内地域
コミュニティ協
議会4団体

コミュニ
ティ協議
会

コミュニティ協議会と連携
を図り協働のまちづくりを
推進するため，秋葉区の
コミュニティ協議会との協
働で，地域の歴史や文化
に目を向けたまち歩きを
行う。

新規（単
年度完
結）

協議会の
事業実施

委託料
執行

行政 行政 806,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域の歴史
や文化を活
かした取組
みが図られ
た。

秋葉区役
所

地域課

補助

地区保護司会
補助金

新潟中蒲地区
保護司会

NPO

犯罪・非行のない社会を
目指して，以下の事業を
実施している。
○更生保護活動
　犯罪をした人や非行の
ある少年の立ち直りを支
援したり，犯罪予防のた
めの様々な活動の実施
○「社会を明るくする運
動」の実施
　犯罪や非行の防止と罪
を犯した人たちの更生に
ついて理解を深め，犯罪
や非行のない明るい社会
を築こうとする全国的な運
動として実施

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金の
交付

多様な
主体

双方 400,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 3 4 5 4

犯罪や非行
のない明る
い社会づくり
のため更生
保護活動や
犯罪防止活
動に尽力い
ただいてい
る。

秋葉区役
所

健康福祉
課

事業協力

学ぼう・育てよ
う「環境林・保
健休養林」事業

石油の世界館
友の会

NPO

石油文化遺産の歴史的
価値や地域の自然を教育
的資源として活用する為，
市内の教員を対象とした
講演・見学会を実施

継続（毎
年度実
施）

当日の指
導・運営

企画・立
案

双方 行政 6,200
サー
ビス
提供

4 5 5 5 5 5 4 5

にいつ丘陵
のＰＲに繋
がった

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

新保地域研修
センター管理

新保地域管理
センター管理委
員会

自治会，
町内会

農村整備総合モデル事業
により建設された新保地
域研修センターの管理

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の運
営経費負
担

多様な
主体

行政 1,024,000
経費
削減

5 5 5 5 4 4 4 4

施設の管理
を委託する
ことにより利
用申請の受
付等施設に
職員が常駐
しなくてよい

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

鎌倉地域研修
センター管理

鎌倉地域管理
センター管理委
員会

自治会，
町内会

農村整備総合モデル事業
により建設された鎌倉地
域研修センターの管理

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の運
営経費負
担

多様な
主体

行政 934,000
経費
削減

5 5 5 5 4 4 4 4

施設の管理
を委託する
ことにより利
用申請の受
付等施設に
職員が常駐
しなくてよい

秋葉区役
所

産業振興
課

実行委員会

鉄道を活かし
たまちづくり

にいつ鉄道商
店街実行委員
会

NPO

かつて日本屈指の鉄道の
街であった新津の地域資
源である「鉄道」を見つめ
なおし，これを活かしたま
ちなか活性化，賑わい創
出を行う。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画，運営

負担金の
支出，実
行委員会
に参加
し，事業
の運営

双方 双方 3,510,255
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

地域資源を
活かしたま
ちづくりを，
商店街や地
域住民の発
案を基に行
うことができ
た。

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

コミュニティセン
ター管理費

コミュニティ協
議会（指定管理
者）

コミュニ
ティ協議
会

地域住民の連帯感を高
め，住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため，
コミュニティ活動の中心的
施設としてコミュニティセン
ターを設置し，地域に密
着した運営管理を行う。

新規（次
年度継
続）

コミュニ
ティセン
ターの管
理運営

管理運営
委託料の
支払

多様な
主体

行政 26,978,663
日常
的連
携

5 4 5 5 4 5 5 5

親しみやす
い地域拠点
づくりに繋
がっている

区内10施設

南区役所 地域課

意見交換・情報交換

地区コミュニ
ティ懇談会

コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

区民と区長が地域の課題
や問題，まちづくりなどに
ついて話し合い，協働で
目的達成に向けた方策を
探る機会とする。

継続（毎
年度実
施）

開催の調
整及び当
日の運営

開催の調
整及び運
営補助

多様な
主体

なし 0
ニー
ズ反
映

5 3 5 4 4 4 3 4

地域課題の
共有に資す
る場となって
いる

区長と語る
会をコミュニ
ティ懇談会と
して各地区
ごとに開催

南区役所 地域課

補助

地域と学校ふ
れあいネット
ワーク補助金

コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

次世代の子どもたちの郷
土愛を育み，地域との絆
を深めるため，コミュニティ
協議会と学校が連携する
各種事業の支援を行う。

新規（次
年度継
続）

事業の企
画，実施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 2,300,000
日常
的連
携

3 4 5 4 4 4 3 4

地域と学校
の連携を図
る事業となっ
た

南区役所 地域課

意見交換・情報交換

次期南区区ビ
ジョンまちづくり
計画策定にか
かる意見交換
会

区内地域コミュ
ニティ協議会，
南区社会福祉
協議会，区内
商工会，区内
農業協同組
合，南区ＰＴＡ
連絡協議会
など

複数種
別

次期南区区ビジョンまちづ
くり計画を策定するにあた
り，住民意見を反映させる
ため，意見交換会を開
催。
（各団体を分野，地域ごと
に8グループに分け意見
交換会を開催）

新規（次
年度継
続）

意見交換
会への参
加

意見交換
会の運営

行政 なし 0
ニー
ズ反
映

4 3 3 4 3 4 3 4

市民ニーズ
の把握に役
立った。

南区役所 地域課

事業協力

南区自治協議
会提案事業「南
区まちづくり
フェスタ2014」

南区自治協議
会

地域自
治組織
（その
他）

南区自治協議会提案事
業「南区まちづくりフェスタ
2014」を実施するにあた
り，運営を委託し，協働で
事業を実施した。

新規（単
年度完
結）

事業実施 事業委
託・実施

行政 双方 857,000
日常
的連
携

3 3 4 3 4 4 3 4

相手方の持
つ地域の人
脈等を活用
できた。

南区役所 地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

意見交換・情報交換

地域コミュニ
ティ協議会区
政懇談会

西区内１５コ
ミュニティ協議
会

コミュニ
ティ協議
会

コミュニティ協議会と区役
所との情報交換・意見交
換の場として、コミュニティ
協議会単位で区長出席の
懇談会を開催する。

継続（毎
年度実
施）

議題のと
りまとめ
コミ協側
出席者の
とりまとめ

開催方法
の検討
当日の運
営

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 5 4 5 4 5 5

道路の改善
など、各コミ
協から提出
された各々
の議題につ
いて，すぐに
対処できる
案件につい
ては年度内
に解決する
ことができ
た。

西区役所 地域課

公の施設管理

コミュニティセン
ター管理費

坂井輪コミュニ
ティセンター管
理運営委員
会、西コミュニ
ティセンター管
理運営委員会

地域自
治組織
（その
他）

地域住民の連帯感を高
め、住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため、
コミュニティ活動の中心施
設として設置したコミュニ
ティセンター、及び地域に
密着した施設として設置し
たコミュニティハウスの管
理運営。
西区内には、2つのコミュ
ニティセンターを設置。

継続（毎
年度実
施）

コミュニ
ティセン
ターの管
理運営

管理運営
委託料の
支払

多様な
主体

行政 23,538,290
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域住民が
施設を管理
運営すること
で、地域住
民向けの自
主事業を実
施するなど、
地元ニーズ
を反映させ
た施設の活
用ができた。

西区役所 地域課

公の施設管理

コミュニティハ
ウス管理費

青山小学校区
コミュニティ協
議会、五十嵐
小学校区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域住民の連帯感を高
め、住みよい地域社会づ
くりの推進に資するため、
コミュニティ活動の中心施
設として設置したコミュニ
ティセンター、及び地域に
密着した施設として設置し
たコミュニティハウスの管
理運営。
西区内には、2つのコミュ
ニティハウスを設置。

継続（毎
年度実
施）

コミュニ
ティハウ
スの管理
運営

管理運営
委託料の
支払

多様な
主体

行政 14,251,362
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域住民が
施設を管理
運営すること
で、地域住
民向けの自
主事業を実
施するなど、
地元ニーズ
を反映させ
た施設の活
用ができた。

西区役所 地域課

事業協力

ふれ！ふれ！
西区ふれあい
まつり

日本文理高
校、新潟大学、
明倫短期大
学、坂井輪中
学校、西警察
署、黒埼商工
会、ＪＡほか

複数種
別

西区の魅力を区内外に発
信しながら、区民が家族
連れで参加、交流でき、
区の一体感を醸成する目
的で開催。区内の様々な
分野の団体等から参加し
てもらい、異分野間の交
流も進める。

継続（毎
年度実
施）

出演、出
店

イベント全
体の統
括、企画、
運営、実
施

行政 双方 3,349,664
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 4 5 5 5

西区関係団
体が協力
し，イベント
を企画運営
した。西区の
特産品販売
など西区の
特徴を出す
ことが出来
た。

西区役所 地域課

事業協力

食と農の学校
西区週末農業
体験教室

ＪＡ新潟みらい
黒鳥に明るい
農村を創る会
一般農家

複数種
別

「農業体験教室」開催によ
り都市部生活者が農作業
に取り組み，農業への関
心を高め，ゆとりある生活
を楽しむ場を提供する。

継続（毎
年度実
施）

体験圃場
準備，作
物管理，
作業指導
等

事業の実
施・運営

行政 行政 367,515
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

農作業の大
変さを知るこ
とで地産地
消の意識が
高まった。

西区役所
農政商工
課

共催

西区大農業ま
つり
すいかまつり

ＪＡ新潟みらい

生協，商
工団体
等

すいかの収穫を祝う農業
祭の開催により，地場産
農産物を消費者に周知
し，消費拡大を図ると共に
都市と農村の互恵関係を
促進し，田園型政令市の
豊かさと賑わいを創出す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施・運営

事業の実
施・運営

双方 双方 2,155,158
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

過去最高の
来場者数を
記録し、西
区の農産物
のＰＲにつな
がった。

西区役所
農政商工
課

共催

西区大農業ま
つり
新米・大根・ね
ぎの収穫祭

ＪＡ新潟みらい
新潟国際情報
大学

複数種
別

新米・大根・ねぎの収穫を
祝う農業祭の開催により，
地場農産物を消費者に周
知し，消費拡大を図るとと
もに，新潟国際情報大学
の学園祭と同時開催する
ことにより，地域の賑わい
を更に創設する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施・運営

事業の実
施・運営

双方 双方 1,149,907
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

国際情報大
学と共催す
ることで、よ
り多くの世代
に西区の大
根などの農
産物をＰＲす
ることができ
た。

西区役所
農政商工
課

事業協力

親子農業体験
教室

新潟大学農学
部・教育学部

大学等

新潟大学農学部と連携
し，小学生とその保護者
に農産物生産体験の機会
を提供，また教育学部の
指導のもと収穫した作物
で料理教室を開催し，食
への関心や理解を高め，
食育を推進する。

継続（毎
年度実
施）

作業場所
の提供・
作物管
理・参加
者の作業
指導補助
等

事業の実
施・運営
実施・運
営

行政 行政 391,976
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

大学からの
指導を受け
ることで、次
代を担う子
供たちが農
業への関心
を高めること
ができた。

西区役所
農政商工
課

事業協力

夏休み・親子農
業体験教室

黒鳥地区・明る
い農村を創る
会

自治会，
町内会

夏休み期間を利用して生
産者の圃場での農業体験
や収穫物を利用した料理
教室を行い、農業への関
心を高め、食育を推進す
る。 新規（次

年度継
続）

作業場所
の提供・
作物管
理・参加
者の作業
指導補助
等

事業の実
施・運営
実施・運
営

行政 行政 265,519
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

自ら作物を
栽培し、調
理まで行うこ
とで、地産地
消への意識
が高まった。

西区役所
農政商工
課

事業協力

真砂地区海岸
飛砂対策

真砂小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

季節風が強くなる冬季に
おいて，国道402号や住
宅地の飛砂被害を軽減さ
せるために海浜植物の植
栽活動を行っている。

継続（毎
年度実
施）

海浜植物
の植栽

海浜植物
の植栽，
堆砂垣の
設置，勉
強会の開
催

双方 双方 30,188,360
日常
的連
携

4 5 4 4 4 4 5 4

飛砂被害の
防止

負担割合
新潟市
29，988，
360円

相手方
200，000円 西区役所 建設課

事業委託

道路除草業務
委託

黒鳥一番組農
家組合，西蒲
原土地改良区
木場・板井工
区，西川護岸
美化愛護会 複数種

別

水田への雑草の繁茂，病
害虫の発生を防止するた
め，水田管理と一体的に
道路除草を実施できるこ
とから，協働の相手方に
業務委託を行った。 新規（単

年度完
結）

道路路肩
部の除草

業務委託

行政 行政 1,861,920
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 4 5

道路幅員の
確保，路面
の清掃

「種別」
：社団・財団
等法人，そ
の他

西区役所 建設課

補助

五十嵐地区コ
ミュニティ協議
会　勉強会（狭
隘道路対策）

五十嵐地区コ
ミュニティ協議
会

コミュニ
ティ協議
会

地区の課題である狭隘道
路問題の解消を図るた
め，コミュニティ協議会が
勉強会を運営するための
支援を行った。
また，勉強会に区役所職
員（地域課，総務課，建設
課）も参加した。

新規（単
年度完
結）

意見・提
言

事務局

双方 なし 0
サー
ビス
提供

5 4 3 4 4 4 5 4

地域の問題
点を行政と
地域が情報
共有できた。

西区役所 建設課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

意見交換・情報交換

まちづくり懇談
会

西蒲区内の地
域コミュニティ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域と行政が協働し、より
よいまちづくりを進めるた
め、地域の様々な課題や
目標などのテーマについ
て区長との懇談形式で意
見交換を行う。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施の支援
（運営サ
ポート）

双方 なし 0
日常
的連
携

3 4 5 4 3 4 3 3
西蒲区役
所

地域課

企画立案への参画

区ビジョンまち
づくり計画策定

NPO法人まち
づくり学校

西蒲区内の地
域コミュニティ
協議会

複数種
別

区ビジョンまちづくり計画
策定にあたり、区民の意
見を反映させるため、ワー
クショップを行い、基本方
針や事業計画等を検討し
た後、計画書を作成した。

新規（単
年度完
結）

ワーク
ショップ企
画・運営・
参加

計画書デ
ザイン等
作成

計画策定

行政 行政 1,496,880
ニー
ズ反
映

5 4 3 4 4 4 0 5

ワークショッ
プを行うこと
で区民が期
待しているま
ちづくりがわ
かり、また、
意見を集約し
た計画のたた
き台等を事業
者に作成して
もらうことで、
計画策定を
スムーズに
行うことがで
きた。

種別：2・3B

西蒲区役
所

地域課

意見交換・情報交換

西蒲区まちづく
り講座

西蒲区内の地
域コミュニティ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域コミュニティ協議会が
求める，地域づくりにおけ
る課題解決に向けた考え
方や取組手順を地域住民
とともに学ぶ講座を実施
する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

経費の負
担及び事
業支援

多様な
主体

双方 486,000
日常
的連
携

4 5 5 5 4 4 4 4

地域コミュニ
ティ協議会
の抱える課
題について、
地域住民と
意識の一体
感の醸成を
図った。

西蒲区役
所

地域課

事業協力

西蒲区コミュニ
ティ交流会

西蒲区内の地
域コミュニティ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

新しい活動のきっかけづく
りや活動内容の充実に役
立ててもらうことを目的と
して，コミュニティ協議会と
共催で，交流会を開催す
るもの。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画，実施

事業の企
画，実施

双方 行政 253,217
参加
意識

4 4 5 5 4 5 5 5

地域コミュニ
ティ協議会
間の交流を
深め、情報
交換の場と
なった。 西蒲区役

所
地域課

企画立案への参画

地域の学習支
援検討委員会
及び先進都市
視察

小学校長、地
域教育コーディ
ネーター、ＰＴＡ
など

複数種
別

地域人材活用事業の先
駆モデルとして実施する
子ども達への学習支援に
関し、意見聴取の場として
外部委員会を開催し、先
進都市視察を実施したも
の。

新規（単
年度完
結）

外部委員
会の委
員、先進
都市視察
への同行

外部委員
会の運
営、先進
都市視察
の企画・
実施

行政 行政 1,316,852
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

平成27年度
から西蒲区
に相応しい
学習支援事
業が円滑に
実施すること
ができた。

西蒲区役
所

地域課

公の施設管理

中之口農業体
験公園管理業
務

NPO法人
はざなみき中
之口

NPO法
人

中之口農業体験公園を適
正に管理運営するため以
下の事業を行っている。
・条例に規程する許可関
係業務
・施設の維持管理業務
・自主事業実施

新規（次
年度継
続）

施設の管
理運営

委託料の
支出

多様な
主体

双方 18,478,000
経費
削減

4 5 4 4 4 4 4 4 西蒲区役所産業観光
課

後援

平成２６年度明
和義人祭

明和義人祭実
行委員会

NPO

新潟の歴史・文化の掘り
起こしと、市民参加型の
祭りを創造し、次世代へ
継承する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

古町アートフ
ラッグプロジェ
クト

古町アートフ
ラッグプロジェ
クト実行委員会

NPO

賑わい活性化を目的に
アーケードにフラグを飾
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

合同演奏会（第
６回）

浜浦小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

地域住民と学校，学校と
学校との親睦を深めると
ともに，地域全体の文化
の向上を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

さかいわ健康
まつり

さかいわ健康
まつり実行委
員会

NPO

地域の健康増進活動

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

2015にいがた
花絵プロジェク
ト

にいがた花絵
プロジェクト実
行委員会

NPO

球根育成のために摘み取
られたチューリップの花で
花絵を作成することで①
地域のコミュニティの復活
②街緑化の啓発③県花，
市花チューリップのＰＲと
球根生産者へのエール④
観光事業への貢献

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

豊栄大民謡な
がし

豊栄大民謡な
がし実行委員
会

NPO

毎年9月5日に豊栄地区
の地域団体等による民謡
ながしを開催

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営及び事
業費の集
金等

備品等の
準備，片
付け，関
係書類の
申請・広
報等

双方 双方 1,445,008
日常
的連
携

5 5 5 4 5 5 4 5

永年継続し
てきた事業
であり，地域
住民に浸透
している。

教育委員
会

豊栄地区
公民館

企画立案への参画

コミュニティ・カ
レッジ

松浜、濁川、南
浜地区コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

コミュニティ協議会が抱え
ている問題点を解きほぐ
しながら，地域の実態に
即した地域づくりを目指
す。

継続（毎
年度実
施）

企画立案 企画、運
営、広報、
会場確保

双方 行政 31,057
ニー
ズ反
映

3 3 3 2 2 3 3 3
教育委員
会

北地区公
民館

共催

地域から広げ
る「虹の架け橋
国際交流」

虹の架け橋実
行委員会

NPO

在住外国人と地域住民の
交流をスポーツや食事を
とおして図る。また，各国
の伝統舞踊などの鑑賞も
あり。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案、運営

事務局

双方 行政 23,064
参加
意識

3 3 3 3 3 3 3 3
教育委員
会

北地区公
民館

共催

JSはつらつクラ
ブ

山の下地区コ
ミュニティ協議
会、桃山校区コ
ミュニティ協議
会、山の下まち
づくりセンター
管理運営委員
会

地域自
治組織
（複数）

子どもとの交流によるシニ
アのための仲間作りや生
きがいづくりを目的とした
料理体験、ものづくり体験

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報

双方 行政 70,126
日常
的連
携

5 3 4 3 5 4 5 5

・まちづくり
センターの
賑わいづくり
・子どもとの
交流による
シニア世代
の仲間作り

教育委員
会

中地区公
民館

共催

世代交流！夏
まっさかりフェ
スタ

山の下地区コ
ミュニティ協議
会、桃山校区コ
ミュニティ協議
会、山の下まち
づくりセンター
管理運営委員
会

地域自
治組織
（複数）

まちづくりセンターを中心
としたにぎわいづくり、絆
づくりを目的としたイベント
の開催

新規（単
年度完
結）

企画・運
営

企画・運
営・広報

双方 双方 0
日常
的連
携

5 3 4 3 5 4 5 5

地域住民の
多世代交流

教育委員
会

中地区公
民館

事業協力

大形ぽてっ子
サークル特別
編

大形コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

味噌造りを通して食育の
意識啓発及び地域での多
世代交流を図る。

継続（毎
年度実
施）

運営 企画・運
営・広報

行政 行政 51,200
日常
的連
携

5 4 5 5 4 5 5 4

地域住民同
士の交流、
多世代交流

教育委員
会

中地区公
民館

共催

鏡淵小学校区
コミュニティ協
議会地域活性
化プロジェクト
情報発信チー
ム事業「歩いて
発見かがみふ
ち」

鏡淵小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

鏡淵小学校区活性化の
一環としてＰＲマップを作
成するための、地域住民
を対象としたまち歩き及び
ワークショップ。

新規（次
年度継
続）

・参加者
募集
・まちある
きガイド料
負担

・当日の
進行と消
耗品等の
準備

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 5 3 3 4 5 4

まち歩きを
通して地域
のよさを再
認識してもら
うとともに、
新しい発見
もあり、ＰＲ
マップ製作
に向けた情
報収集がで
きた。

教育委員
会

中央公民
館

共催

学社民融合推
進事業

湊小学校
湊校区コミュニ
ティ協議会

複数種
別

小学生の親子を対象に，
小学校，地域教育コー
ディネーター，コミュニティ
協議会との連携事業を行
うことで，家庭と地域の交
流の場をつくり地域住民
の関係を支援する。

継続（毎
年度実
施）

●学校
企画・広
報，運営
補助
●コミ協
広報・運
営補助

企画立
案，事業
運営，
広報，講
師等の依
頼

行政 行政 4,000
日常
的連
携

4 4 4 4 3 4 0 4

地域，学校
及び地域教
育コーディ
ネーターと
の連携が図
られた。 教育委員

会
中央公民
館

共催

湊小学校出前
講座
「絵手紙体験教
室」

湊小学校

大学等

湊小学校及び地域コー
ディネーターと連携し，出
前講座を開催し，地域の
方が小学校に親しむ機会
にする。

継続（毎
年度実
施）

会場提
供、企画・
広報

企画立
案、事業
運営、広
報、講師
等の依頼

行政 行政 37,000
日常
的連
携

4 4 5 4 3 5 0 5

自主サーク
ル会員数が
増加。

教育委員
会

中央公民
館

共催

うたごえ喫茶in
二葉コミハ

湊地区コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

湊校区コミュニティ協議会
と連携しながら，地域の拠
点となっている二葉コミュ
ニティハウスへ興味を
持ってもらうきっかけづくり
とし，あわせて地域住民
の交流の機会とする。

新規（次
年度継
続）

会場提
供、企画、
広報、事
業運営補
助

企画立
案、事業
運営、広
報、講師
等の依頼

双方 行政 5,200
日常
的連
携

4 4 5 4 3 5 4 4

コミ協や参
加者の好評
の声が多
かった。

教育委員
会

中央公民
館

共催

防犯落語講座
「二葉コミ寄席」

湊地区コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

湊校区コミュニティ協議会
と連携しながら，地域の拠
点となっている二葉コミュ
ニティハウスへ興味を
持ってもらうきっかけづくり
とし，あわせて地域住民
の交流の機会とする。

継続（毎
年度実
施）

会場提
供、企画、
広報、事
業運営補
助

企画立
案、事業
運営、広
報、講師
等の依頼

双方 行政 9,000
日常
的連
携

4 4 5 4 3 5 4 4

防犯につい
て楽しく学
び，意見交
換をする良
い機会と
なった。 教育委員

会
中央公民
館

共催

礎地域カーリン
コン大会＆ロコ
モティブシンド
ローム予防教
室

礎地域コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

礎地域コミュニティ協議会
と共催でニュースポーツを
通した地域交流事業と、
ロコモティブシンドローム
予防教室を行い、健康に
ついて考える機会とする。 継続（毎

年度実
施）

企画、事
業運営、
広報

企画、運
営、広報、
講師等の
依頼

双方 双方 28,400
日常
的連
携

4 3 5 4 3 5 5 5

地域住民の
交流、健康
づくり

教育委員
会

中央公民
館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

おはよう朝ごは
ん料理講習会
＆初心者でも
出来る簡単ヨガ

礎地域コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

生涯学習センターが進め
ている「朝ごはん料理講
習会」と併せて、礎地域コ
ミュニティ協議会と共催
で、地域住民の健康づくり
を支援するため、ヨガを実
施。（健康づくり講習会、ヨ
ガ）

継続（毎
年度実
施）

企画、事
業運営補
助、広報

企画、事
業運営、
広報、講
師等の依
頼

双方 双方 7,600
日常
的連
携

4 3 5 4 3 5 5 5

地域住民の
交流、健康
づくり

教育委員
会

中央公民
館

共催

学社民融合推
進事業

寄居中学校

大学等

中学校、地域教育コー
ディネーター、コミュニティ
協議会との連携事業を行
うことで、家庭と地域の交
流の場をつくり地域住民
の関係を支援する。また、
地域の中学校を会場とす
ることで地域の方が学校
に親しむ機会にする。

継続（毎
年度実
施）

●学校
企画・広
報，運営
補助
●コミ協
広報・運
営補助

企画立
案，事業
運営，
広報，講
師等の依
頼

行政 行政 24,400
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

中学生と地
域住民の交
流、学校と
地域の連携
強化

教育委員
会

中央公民
館

共催

第41回文化祭 中央公民館使
用団体連絡協
議会

NPO

定期利用団体の学習成
果を発表するとともに地
域文化の向上と団体相互
の交流を図る。
○作品展示
○音楽・芸能発表
○各種催し物

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施

会場提
供、広報、
作業協力
等

双方 双方 25,000
日常
的連
携

4 5 5 5 4 5 5 5

活動団体の
成果発表、
団体相互の
交流

新潟市中央
公民館使用
団体連絡協
議会負担額
50,000円

教育委員
会

中央公民
館

共催

「お寺でゴ～
ン！」「学校で
もゴ～ン！」

入舟小学校・豊
照小学校・湊小
学校・栄小学校
コミュニティ協
議会、入舟小
学校ＰＴＡ・チイ
キキョウイク
コーディネー
ター

複数種
別

平成19年度～21年度まで
の3年間モデル事業として
取り組んできた経験を元
に，学校や地域のお寺・
銭湯などを活動場所とし
た，様々な体験学習を実
施。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案，事業
運営，
広報，講
師等の依
頼

企画協力
事業運営
補助

双方 双方 39,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

学校及び地
域の団体や
地域の人と
つながりが
深まった

教育委員
会

中央公民
館

共催

ママ友つくろ
う！プレママ学
校

新潟小学校

大学等

小学校を会場にして，出
産前の親を対象に出産前
後の子育てについて考え
る機会及び仲間づくりの
機会を設けることにより，
安心して出産し子育てが
できる環境づくりを進め
る。また，将来子どもが通
うことになる小学校を知っ
てもらう機会とする。

継続（毎
年度実
施）

企画協
力、事業
運営補
助、会場
の提供

企画立
案、事業
運営、広
報、講師
等の依頼

行政 行政 33,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

学校で開催
することで、
授業に参加
したり、様子
を知る機会
となった 教育委員

会
中央公民
館

共催

第３４回文化祭 鳥屋野地区公
民館利用団体
連絡協議会

その他

定期利用団体の学習成
果を発表するとともに地
域文化の向上と団体相互
の交流を図る。
・作品展示・音楽芸能発
表・各種催し物 継続（毎

年度実
施）

企画･運
営･実施

会場提
供，広報

双方 双方 44,982
日常
的連
携

5 4 4 4 5 4 4 4

団体相互の
交流を図る
ことができた

教育委員
会

鳥屋野地
区公民館

共催

地域コミュニ
ティ活性化支
援事業

上山校区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

高齢者の孤独感，孤立死
防止問題について研修会
開催・高齢者アンケートの
集計，報告，地域の茶の
間

継続（毎
年度実
施）

研修会，
講演の企
画，運営

研修会，
講演の企
画，運営
会議への
参加と助
言

双方 行政 39,757
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 4

地域課題の
理解共有化
が図られた

教育委員
会

鳥屋野地
区公民館

共催

地域の茶の間 大江山地区コミ
協、江南区社
会福祉協議会

複数種
別

大江山地区コミュニテイ協
議会，江南区社会福祉協
議会と連携し，世代間交
流や健康増進を図るため
の事業を実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画
運営

事業の企
画
運営

多様な
主体

双方 35,670
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

大江山地区
コミュニティ
協議会が主
体となって事
業の企画・
運営ができ
ている。

「種別」：地
域自治組織,
社協・社福

教育委員
会

亀田地区
公民館

共催

ご近所だんぎ
「お亀楽縁」

江南区社会福
祉協議会

社協・社
福

話し合い，仲間づくり

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画
運営

事業の企
画
運営

双方 行政 26,909
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域住民同
士が交流で
きる場づくり
ができてい
る。

教育委員
会

亀田地区
公民館

共催

平成２６年度
世代交流会

・曽野木地区在
宅福祉活動推
進委員会
・曽野木七味の
会
・江南区社会福
祉協議会

複数種
別

健康で思いやりのある子
を育てる生きた学習の場
として，お年寄りと触れ合
う機会を提供しようと計
画。子どもたちにはお年
寄りに尊敬といたわりの
心を養い，お年寄りには
可愛い元気な子ども達と
楽しい一時を過ごしてい
く。

継続（毎
年度実
施）

企画運営
と当日の
事業運営
全般

会場提
供，事前
準備と当
日の運営
など

多様な
主体

双方 1,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

子どもたちと
お年寄りが
触れ合うこと
により，相互
理解が深
まった。また
子どもたちに
は尊敬とい
たわりの心，
お年寄りに
は楽しむ心
が養われ
た。

「種別」：社
協・社福,そ
の他（その
他＝地域福
祉団体及び
地域ボラン
ティア団体）

教育委員
会

曽野木地
区公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

平成２６年度歳
末ふれあいお
楽しみ会

・江南区社会福
祉協議会
・曽野木地区自
治連合会
・曽野木七味の
会

複数種
別

子どもたちにはお年寄り
に尊敬といたわりの心を
養い，お年寄りには可愛
い元気な子ども達と楽し
い一時を過ごしていく。
小・中・高校生ボランティ
アの育成を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画運営
と当日の
事業運営
全般

会場確
保，事前
準備と当
日の運営
補助など

多様な
主体

双方 1,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

子どもたちと
お年寄りが
触れ合うこと
により，相互
理解が深
まった。また
子どもたちに
は尊敬とい
たわりの心，
お年寄りに
は楽しむ心
が養われ
た。また，こ
れに従事し
たことによ
り，ボラン
ティアの育
成につな
がった。

「種別」：
3C,6,9（9＝
地域ボラン
ティア団体）

教育委員
会

曽野木地
区公民館

共催

横越地区地域
公民館親善ス
ポーツ大会

・横越地区地域
公民館連絡協
議会
・横越スポーツ
振興会
・横越コミュニ
ティ協議会

複数種
別

９地域公民館対抗４人制
ソフトバレーボール大会。
地域内の親睦を深めると
ともに，他地域の人ともふ
れあい，横越地区が一体
となれる気運を向上する。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画・運営

事業の企
画・運営

双方 双方 79,050
参加
意識

5 5 5 5 4 5 5 5

新旧住民の
交流の場と
してよい機
会であり，
徐々にでは
あるが，回を
重ねること
で，和やか
な雰囲気と
なっている。

「種別」：1,3
スポーツ振
興会負担額
30,000円

教育委員
会

横越地区
公民館

共催

よこごしふれあ
いウォーク

・横越地区地域
公民館連絡協
議会
・横越コミュニ
ティ協議会

複数種
別

ウォーキングによるスタン
プラリーを開催。９地域公
民館が休憩所を設け，地
域の特産品を振舞うなど
工夫を凝らして立寄った
人のおもてなしをし，横越
地区の一体感の向上を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・運営

事業の企
画・運営

双方 双方 73,667
参加
意識

5 5 5 5 4 5 5 5

横越地区全
域を知る良
い機会とな
り，郷土への
愛着の醸成
に寄与して
いる。

「種別」：1,3

教育委員
会

横越地区
公民館

共催

地域コミュニ
ティ活動活性
化支援事業
「しんせき夢
マップ」活用・
実践事業

新関コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

「地域のお宝マップ」づくり
を進めることで，コミ恊の
人材育成，ネットワークづ
くりを図る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

事業実施
全般に係
る補助

双方 行政 133,332
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 5 5

マップのコ
ミュニティに
おける活用
拡大

教育委員
会

新津地区
公民館

企画立案への参画

みんなが集ま
れる居心地の
よい居場所

秋葉区社会福
祉協議会，小
須戸小学校区
コミュニティ協
議会，秋葉区
地域課，健康
福祉課

社協・社
福

地域課題・解決に取り組
む人材を育成し，ネット
ワーク化を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業実施
について
の協力

事業の企
画・運営。
参加者の
募集ＰＲ。

行政 行政 36,980
日常
的連
携

4 4 5 5 5 4 5 4

新しいまち
づくりセン
ターで，「地
域の茶の
間」を立ち上
げようという
動きがある

教育委員
会

小須戸地
区公民館

共催

白根コミ協活性
化事業（白根地
区）

白根コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

幅広い年代の住民に，白
根コミュニティ協議会の活
動を広く周知し活性化を
図る。また，地区の教育
力向上と異年代交流の促
進を図る。 継続（毎

年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
ど

資料作
成，準備，
当日の運
営などの
事業全般
の補助

行政 双方 27,931
日常
的連
携

3 5 4 4 5 5 5 3
教育委員
会

白根地区
公民館

共催

どんど焼き
（茨曽根地区）

コミュニティ茨
曽根，茨曽根
小学校

複数種
別

茨曽根に伝わる「どんと焼
き」は，家内安全，交通安
全，豊作祈願，1年間の無
病息災等を祈願する伝統
行事。これを継承し，住民
の交流を図る。 継続（毎

年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
どの事業
全般

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般

双方 双方 20,000
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

地域の学校
や団体と協
働すること
で、課題や
ニーズが把
握しやすく、
事業の充実
にもつながっ
ている。

教育委員
会

白根地区
公民館

共催

桃の花見茶会 コミュニティ茨
曽根

複数種
別

県内有数の桃の産地であ
る茨曽根で桃の開花時期
に合わせて野点や地元の
神楽舞の鑑賞などを行っ
ている。　　市内外を問わ
ず，多くの人々が集まり，
交流人口を増やしてい
る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
どの事業
全般

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般

双方 双方 27,000
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

地域の団体
と協働するこ
とで、地域の
ニーズが把
握しやすく、
集客にもつ
ながってい
る。

教育委員
会

白根地区
公民館

事業委託

味方ロールプ
ロジェクト

味方ロールプ
ロジェクト実行
委員会

NPO

創作のり巻きで地域作り
として，地域の食材につい
て考えながら，創作のり巻
きを作りながら，普及活動
などを行い地域の交流を
図る。協定にもとづく負担
金による執行。

新規（次
年度継
続）

事業実施 資料作
成・事業
支援

行政 行政 550,000
参加
意識

5 5 5 5 5 4 3 5

南区のイベ
ントで試食
提供や講演
会・講習会
など開催し
ながら，味方
の食を通じ
て地域への
関心を高め
ることができ
た。

教育委員
会

味方地区
公民館

事業協力

地域デザイン
講座

西区社会福祉
協議会

社協・社
福

コミュニティコーディネー
ター養成講座

継続（毎
年度実
施）

企画会議
出席、運
営

会場提
供，広報，
参加者連
絡調整

行政 行政 338,540
サー
ビス
提供

5 5 4 5 5 5 5 5

事業に取り
組んだ企画
委員の役割
は非常に大
きく，受講者
の課題共有
に深く配慮
し，難易度
の高い講座
を的確に運
営し，実践
編につなげ
ることができ
た。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

意見交換・情報交換

黒埼地区校長
会

黒埼地区内の
小・中学校

大学等

黒埼地区の小・中学校
と公民館との連携強化
を図ることを目的に，
毎月１回，意見・情報
交換会を実施。

継続（毎
年度実
施）

会議の参
加

会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域内の学
校との連携
強化

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

こばりっ子新春
かくし芸大会

小針小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

地域でつくるお楽しみ会

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・広報

会場確保

双方 双方 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

第7回目とな
り多数の住
民が参加し
て行われる
行事として
定着してい
る。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

元気いきいき
教室
発達障がいを
考える

小針小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

おとなの発達障がいを理
解し，地域での関わり方
や課題を考える。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 行政 14,600
参加
意識

5 5 5 5 5 5 4 5

テーマへの
関心の高さ
が伺え、地
域での関わ
りや課題を
考えるいい
機会となっ
た。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

地域ふれあい
サロン

地域ふれあい
サロン

NPO

子どもからおとなまで気軽
に集える地域の茶の間。
７月には「七夕まつり」，３
月には「子どもの広場春
祭り」を開催。

新規（次
年度継
続）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 双方 11,492
日常
的連
携

4 4 4 5 4 5 5 4

地域の茶の
間は参加人
数も多くなり
定着してき
ており，春祭
りは大勢の
子どもの参
加があった。

教育委員
会

小針青山
公民館

共催

小針納涼大会 小針小学校区
コミュニティ協
議会ほか

コミュニ
ティ協議
会

屋台・ステージ発表・盆踊
り

継続（毎
年度実
施）

企画，運
営，広報

運営補助

双方 双方 27,486
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

第５回目とな
り多数の住
民が参加し
て行われる
行事として
定着し結束
力が高まっ
ている。

教育委員
会

小針青山
公民館

事業協力

東青山ふれあ
い祭り

東青山ふれあ
い祭り実行委
員会ほか

地域自
治組織
（その
他）

チャリティーバザーの協力

継続（毎
年度実
施）

企画，運
営，広報

運営補助

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

東日本大震
災への募金
活動として，
手作り品の
寄付を公民
館として募っ
た。十数点
集まり協力
することがで
きた。

教育委員
会

小針青山
公民館

企画立案への参画

西蒲区コミュニ
ティコーディ
ネーター育成
講座

コミ協・その他
の地域の活動
団体

コミュニ
ティ協議
会

地域に関心を持ち，地域
課題に取り組み，団体や
住民など地域と行政のつ
なぎ役として，意見や活動
をコーディネートする人材
の育成を目指す。 継続（毎

年度実
施）

事業企画
への参画
と講座の
受講・研
修

基本的な
事業企画
と実施に
よる地域
の啓発活
動

行政 行政 154,400
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 4 4 5

多数の受講
者がまちづく
り実践例の
講座や先進
的ｺﾐ協事例
を学び，ﾜｰｸ
ｼｮｯﾌでﾟ地域
課題解決ｽｷ
ﾙ等を学ん
だ。

教育委員
会

巻地区公
民館

補助

潟東スイーツ 潟東地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域活性化を目指し，オ
リジナルスイーツを考案し
た。地域住民に呼びかけ
スイーツコンテストを実
施。選出したスイーツをか
もん!カモねぎまつりで製
造・販売した。

新規（単
年度完
結）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政
多様な
主体

日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

地域の活性
化が図られ
た。

相手方の負
担額
29,906円

教育委員
会

潟東地区
公民館

実行委員会

潟東親善大運
動会

潟東親善大運
動会実行委員
会

自治連
合会

地域住民交流の場として
全地区での参加を目指
す。親睦と融和を目標に
掲げ地域全体でコミュニ
ティづくりに取り組む。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政 行政 950,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 4

地域のコミュ
ニティづくり
寄与し，活
性化が図ら
れた。

教育委員
会

潟東地区
公民館

事業協力

豊栄図書館支
援事業

豊栄図書館応
援団

NPO

・配架
・読み聞かせ
・広報

継続（毎
年度実
施）

企画
案内
実施ほか

各活動に
対する助
言や実施
への協力

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 5 4 4 5 5 5

配架、読み
聞かせ、広
報等の活動
を通じて、利
用者目線の
情報、ニー
ズの把握に
有効。

団体内で会
費を徴収し
充当

教育委員
会

豊栄図書
館

４　学術，文化，芸術又はスポーツの振興を図る活動（６７７件）

実行委員会

NIIGATAオフィ
ス・アート・スト
リート

NIIGATAオフィ
ス・アート・スト
リート実行委員
会（新潟商工会
議所・柾谷小路
商店街振興組
合・万代シテイ
商店街振興組
合・新潟大学・
新潟日報社）

複数種
別

全国公募によるアート作
品の展示により、魅力的
なメインストリートの創出
に寄与するとともに、新潟
駅と古町地区間の回遊性
の向上を図ることで、まち
なかの活性化を目指す。

継続（毎
年度実
施）

予算負
担、広報
協力、関
連イベント
実施

予算負
担、事務
局

行政 双方 4,104,622
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

本年で6回
目の開催と
なるが本市
の文化イベ
ントとしての
定着化が図
られ、作品
応募数も増
加傾向にあ
る。

地域・魅力
創造部

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

新潟大学法学
部「特殊講義
（新潟市の行
政）」

新潟大学

大学等

行政学の講義において，
行政現場の実情につい
て，市の職員が講義を実
施した。
【開催期間】
H26.10.7～H27.2.3
21所属が1コマ90分（全15
回）の講義を実施

継続（毎
年度実
施）

事務の企
画立案及
び事業の
実施

事務の企
画立案及
び事業の
実施

行政 なし 0
意識
改革

4 5 4 5 5 4 5 4

これからの
新潟市を担
う「学生」に，
本市の取組
について
知ってもら
い，意見を
寄せてもらう
機会を得る
ことができ
た。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

後援

思い出のフラン
ス料理　新潟
発ジャポニズム

新潟県立大学

大学等

本市が農業特区に選定さ
れたことをきっかけに，食
分野における産学連携を
より深めることを目的に講
演会を実施したもの。
【開催日】
平成26年6月8日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

後援

2015サテライト
キャンパスサ
ミットin Niigata

新潟青陵大学

大学等

地方都市の大学がサテラ
イトキャンパスを利用し
て，地域とのつながり方を
考えようと事例発表・シン
ポジウムを実施したもの。
【開催日】
平成27年2月27・28日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

後援

一橋大学移動
講座「地方創生
と地方自治」

一橋大学

大学等

大学の地域貢献のひとつ
として，地方創生と地方自
治を考える講演会を実施
したもの。
【開催日】
平成27年4月12日 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

補助

新潟市民芸術
文化会館事業
費補助金

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

財団自主事業の補助金

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事業補助

多様な
主体

行政 180,551,310
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

質の高い舞
台芸術の鑑
賞機会を市
民に提供し
たり，市民の
文化活動へ
の支援や文
化を支える
人材の育成
を行い，芸
術文化の拠
点としての
役割を果た
した。

文化スポーツ部
文化政策
課

補助

新潟市芸術文
化振興財団運
営費補助金

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

新潟市民の自発的な芸術
文化活動の活性化を図
り，本市の芸術文化活動
の基盤の充実を図る。

継続（毎
年度実
施）

財団運営 運営補助

多様な
主体

行政 22,918,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

主催・共催
事業の実施
や，市民の
行う文化活
動に支援助
成を行うな
ど，本市の
芸術文化活
動の基盤の
充実を図っ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

公の施設管理

新潟市民芸術
文化会館・新潟
市音楽文化会
館の管理運営

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

公の施設の管理

継続（毎
年度実
施）

施設の利
用許可、
閲覧料等
の納付期
日の決定
及び免
除、施設、
設備の維
持管理等

使用料還
付、不払
い使用料
の徴収に
関する業
務等

行政 行政 746,728,431
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

施設の機能
を最大限に
発揮し，より
多くの人々
に快適かつ
安全に利用
してもらうた
めに，適正
な維持管理
を行った。

文化スポーツ部
文化政策
課

公の施設管理

新潟市水族館
の管理運営

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

公の施設の管理

継続（毎
年度実
施）

施設の利
用許可，
観覧料等
の納付期
日の決定
及び免
除，施設･
設備の維
持管理等

設置条例
に定めの
ない減免
処理

行政 行政 620,944,746
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

施設の機能
を最大限に
発揮し，より
多くの人々
に快適かつ
安全に利用
してもらうた
めに，適正
な維持管理
を行った。

文化スポーツ部
文化政策
課

公の施設管理

新潟市會津八
一記念館の管
理運営

公益財団法人
會津八一記念
館

社団・財
団等法
人

公の施設の管理

継続（毎
年度実
施）

施設の利
用許可，
観覧料等
の納付期
日の決定
及び免
除，施設･
設備の維
持管理等

不払観覧
料等の強
制徴収に
関する業
務，観覧
料等の還
付に関す
る業務等

行政 行政 5,969,208
経費
削減

5 4 4 4 4 4 4 4

施設の機能
を発揮し，よ
り多くの人々
に快適かつ
安全に利用
してもらうた
めに，適正
な維持管理
を行った。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

平成26年北日
本書芸院学生
書道コンクール

北日本書芸院

NPO

小学生・中学生・高校生
の書道技術，書道水準の
向上を目的として毎年開
催されているコンクール。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第28回新潟市
伝承芸能保存
会公演「郷芸」

新潟市伝承芸
能保存会

NPO

市内で受け継がれてきた
伝統芸能を発表すること
で，広く市民に親しんでも
らい保存継承していくこと
を目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

第24回ジャズ
ストリート～
デューク・エリ
ントン・メモリア
ル～

NPO法人　新
潟ジャズスト
リート実行委員
会

NPO法
人

「ジャズの街新潟」を目指
して，音楽文化の振興と
市街地活性化を図ること
を目的に開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 4 4 4

音楽文化の
振興と市街
地活性化を
図ることがで
きた。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

ART　MIX
JAPAN　2015

新潟総踊り祭
実行委員会，
新潟商工会議
所

複数種
別

日本独自の表現を学び感
じとる機会，この国で育ま
れてきた魂を受け取る機
会，また敷居が高いとされ
る日本の芸能を身近に感
じる機会として，若者や家
族，年配の方々にも気軽
に楽しんでもらうことを目
的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：NPO,
生協・商工
団体等

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第29回新潟県
書道協会会員
展

新潟県書道協
会

NPO

新潟県書道協会の会員
が日頃の芸術活動の結
集の場として作品を展示
することで，書道を身近に
感じるとともに，多くの芸
術作品に感動する心を育
む機会とすることを目的に
開催するもの。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

ミュージカル
「ジーザス・クラ
イスト=スー
パースター」

四季株式会社
（劇団四季）

企業

ミュージカルの公演を通
じ，“人間の素晴らしさ”と
劇場の感動を届け，文化
発展・高揚の一躍となるこ
とを目指すもの。日本全
国の子どもたちを劇場に
招待する「こころの劇場」
の開催につながり，多くの
子どもたちに，舞台芸術
に触れる機会を与えるこ
とを目的とする。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第24回新潟薪
能

新潟薪能運営
委員会

NPO

白山神社の境内で古典芸
能である能や狂言を披露
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

BASS
GARDEN 第7
回演奏会

BASS
GARDEN

NPO

コントラバスの日頃の練
習成果を発表する機会を
設けることにより演奏技術
の向上を図るとともに，演
奏会を通じて地域の音楽
文化の発展に寄与するこ
とを目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第1回Art of
Child care
成果発表会

学校法人新潟
福祉医療学園
日本こども福祉
専門学校

大学等

保育や教育の枠を超え，
さまざまな文化，芸術，創
作活動に取り組んできた
学生の集大成としての発
表会を通し，新潟市の文
化，芸術，福祉に貢献す
ることを目的に開催。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第7回新潟県写
真芸術協会公
募展

新潟県写真芸
術協会

NPO

新潟県内の写真愛好家よ
り広く作品を公募し，審査
の後展覧会を開催するこ
とで写真文化の技術の向
上，交流を目的に開催さ
れるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学演劇
研究部122回
定期公演「ここ
までがユートピ
ア」

新潟大学演劇
研究部

NPO

大学生により行われるも
ので，大学生という視点で
の演劇を観客に見てもら
うことで，演劇に興味・関
心を持ってもらうことを目
的に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

ステージラボ新
潟セッション

一般財団法人
地域創造

社団・財
団等法
人

公共ホール・劇場、地方
公共団体などの芸術環境
づくりに取り組む職員を対
象とした実践的研修を実
施することにより，地域に
おける創造的な表現活動
の環境づくりに取り組む
人材の育成と，相互交流
の促進を目指し開催す
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 4 4 4

関係機関・
団体及び参
加者同士に
おける，さら
なるネット
ワークの構
築を図ること
ができた。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学管弦
楽団第35回サ
マーコンサート

新潟大学管弦
楽団

NPO

一般の聴衆の方々に，楽
団の日頃の練習の成果を
発表するとともに，今後の
演奏技術の向上を図るこ
とを目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

平成26年度明
和義人祭

明和義人祭実
行委員会

NPO

市民参画型の祭りの開催
を通して，新潟の歴史遺
産・資源に光を当て，まち
の活性化を図るとともに，
義人たちの精神を継承す
ることを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第20回ＮＰＰ新
潟県写真家協
会展

新潟県写真家
協会

NPO

新潟県内の写真愛好家よ
り広く作品を公募し，審査
の後展覧会を開催するこ
とで写真文化の技術の向
上，交流を目的に開催さ
れるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

企画展「伊藤若
沖と京の美術
細見コレクショ
ンの精華」

新潟県立万代
島美術館

その他

京都市・岡崎の細美美術
館のコレクションの中か
ら，奇想の画家・伊藤若
沖の作品をまとめて紹介
するほか，源氏物語など
を題材にした物語絵，桃
山から江戸時代に描かれ
た祭礼図や遊楽図，琳派
の絵図，茶陶・茶の湯釜
などを厳選して展示し，日
本美術の多彩な魅力を紹
介するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

公募　第46回
二科新潟展

二科新潟支部

NPO

絵画・彫刻作品の鑑賞・
出品を通じ美術振興を目
的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

アップビート
ジャズオーケス
トラ38ｔｈコン
サート

アップビート
ジャズオーケス
トラ

NPO

アマチュアビッグバンドと
して，日ごろの活動や練
習の成果を発表すること
を目的にコンサートを開催
する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

「写真力」展
2014

TAIZAN会

NPO

市民の方々に鑑賞しても
らい，写真に興味を持って
もらうとともに，アマチュア
の写真家の日ごろの成果
を発表する場として開催さ
れるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟交響楽団
第94回定期演
奏会

新潟交響楽団

NPO

広く新潟県民にアピール
し，新たなクラシックファン
の裾野を広げることによ
り，県内の音楽文化の振
興を図ることを目的に開
催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

二科会写真部
新潟支部公募
展

一般社団法人
二科会写真部
新潟支部

社団・財
団等法
人

新潟県内の写真愛好家
から広く作品を公募し，審
査の後に展覧会を開催す
ることで，写真技術の向
上や写真文化の発展と向
上を目的に開催されるも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟アートディ
レクターズクラ
ブ　第８回公開
審査会

新潟アートディ
レクターズクラ
ブ

NPO

本市のクリエイタ―がデ
ザインと自らの可能性を
広げ，新潟クリエイティブ
シーンの質を高めること
で，人々に勇気や元気を
もたらす活動を広げていく
ことを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第43回新潟県
芸術美術展

新潟県美術家
連盟

NPO

公募での新人発掘と県美
術展の発展に寄与するこ
とを目的に毎年開催され
る展覧会。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学管弦
楽団第11回佐
渡公演

新潟大学管弦
楽団

NPO

本市を拠点に活動してい
る同楽団が，一般の聴衆
の方々に日ごろの練習の
成果を発表するとともに
今後の演奏技術の向上を
図ることを目的に開催す
るもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

昭和追想―美
術でたどる時
代の風景

新潟県立万代
島美術館

その他

昭和時代の社会や世相を
反映している作品を所蔵
品を中心に紹介します。
平成生まれには新鮮な，
昭和生まれには懐かしい
展示となる。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第37回全日本
おかあさんコー
ラス全国大会

新潟県合唱連
盟

NPO

全国の各支部大会の代
表である合唱団が集ま
り，2日間にわたって開催
される大会。今年は新潟
市内で開催される。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

MOA美術館新
潟児童作品展

MOA美術館新
潟児童作品展

NPO

本市の小学生を対象に絵
画作品を募集し，優秀作
品を表彰するとともに，展
覧会を開催し，絵画を通し
て子どもたちの多彩な表
現に触れる機会を設ける
ことを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

黄金期の浮世
絵　歌麿とその
時代

新潟県立歴史
博物館

その他

歌麿とその弟子たち，東
州斎写楽や歌川豊国な
ど，個性豊かな絵師たち
による華やかな時代の浮
世絵を堪能することがで
きるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

演劇大学 IN
にいがた 2014

日本演出者協
会「演劇 IN に
いがた」実行委
員会

NPO

公演会形式や実技体験
形式での住民参加型の演
劇ワークショップ並びにそ
の成果発表会を開催し，
地域演劇・芸術活動にお
ける人材育成と発掘並び
に普及を目的として開催
されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第20回西関東
吹奏楽コンクー
ル予選　①第
55回新潟県吹
奏楽コンクール
②上越・中越・
下越地区吹奏
楽コンクール

新潟県吹奏楽
連盟

NPO

県内の小学校から大学ま
での学生および社会人団
体が参加し，吹奏楽を通
して音楽の楽しさや喜び
を体験するとともに，お互
いの技術向上および吹奏
楽の発展に努めることを
目的に開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第62回新潟市
芸能まつり

一般財団法人
新潟市音楽芸
能協会

社団・財
団等法
人

音楽芸能に携わる数多く
の市民団体が，日ごろの
研さんの成果を発表する
機会を設けるとともに，音
楽芸能に関する「市民文
化の祭典」として取り組む
ことを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第69回春の院
展　新潟展

新潟日報社

企業

公益財団法人日本美術
院が主催している日本画
の公募展覧会で，日本美
術院同人作家の作品３２
点と一般公募から選ばれ
た入賞・入選作品１１２点
を展示するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

らっくり瞽女宿
（おかげ12回，
13回）

らっくり瞽女宿
の会

NPO

日本の伝統文化である瞽
女唄の伝承を目的に開催
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第15回新潟第
九コンサート
2014

新潟第九コン
サート実行委
員会

NPO

ベートヴェン「第九」のコン
サートを市民運営による
手づくりの事業として行う
ことで，新潟の音楽文化
の発展を目的に開催する
もの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

日中友好記念
作品　舞劇
DANCE
DRAMA「千年
の朱鷺」日本プ
レビュー上映会

一般財団法人
民主音楽協会

NPO

日本と中国との相互理解
と友好促進を図る文化交
流として日中友好のシン
ボルとされる「朱鷺」を題
材にして制作した記念作
品が，両国友好の新時代
への文化交流の第一歩と
なることを目的として開催
されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第2回親守詩新
潟県大会

親守詩新潟県
大会実行委員
会

NPO

子から親へ，親から子へ
変わらぬ思いを短歌形式
の詩として表現し，親守詩
を通して親子や家族のき
ずなを深め，青少年の情
操の向上と心身豊かな育
成を図ることを目的に開
催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

学びへの誘い
「戦国・織豊期
の古文書」

國學院大學

大学等

國學院大學が所蔵する学
術資産のうち，古典籍を
中心に展示会を開催する
ことで，多くの人に学ぶ楽
しさを提供することを目的
に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟県華道連
盟　下越・佐渡
地区展（県立植
物園会場）

新潟県華道連
盟地区展実行
委員会

NPO

新潟県華道連盟が県下
各地区でいけばな文化の
活性化を図り，広く県民に
優れた芸術を鑑賞する機
会や，その地区の会員が
日頃の成果を発表する機
会を提供することを目的
に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟フルートア
ンサンブル・ア
カデミー第15回
演奏会

新潟フルートア
ンサンブル・ア
カデミー

NPO

新潟フルートアンサンブ
ル・アカデミーが様々な種
類のフルートを駆使したフ
ルートアンサンブルの魅
力を広く知らしめることを
目的に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

新潟ジュニア
ジャズオーケス
トラ

NPO法人　新
潟ジャズスト
リート実行委員
会

NPO法
人

ジャズのビッグバンドを通
して，表現の自由さと共に
アンサンブルにおける
ルールを学んでいく中で，
豊かな情操と協調性を養
い，積極的な演奏活動に
よって地域から学び，地
域に役立とうとする郷土
愛の精神を養うことを目
的に開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

年々会場数
や参加者が
増加するな
ど，半年に
一度，ジャズ
によりまちな
かに賑わい
をもたらす非
営利のイベ
ントとして定
着している。

文化スポーツ部
文化政策
課

共催

第65回　新潟
市民茶会

新潟市民茶会
実行委員会

NPO

市民に気軽にお茶を楽し
んでいただくとともに，新
潟市民に根付いた茶道文
化の振興と発展を図るこ
とを目的に流派を超えて，
毎年開催されている茶会
である。全国一と言われ
る規模を誇るとともに，本
市の秋の風物詩となって
いる。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

市内をはじ
め，一体と
なって茶道
文化の普
及・振興を図
ることができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

枝並千花＆須
藤千春デュオ・
コンサート2015

コアコアレコー
ド

NPO

新潟市出身のヴァイオリ
ニスト・枝並千花が温め
続けてきたデュオ・クラ
シックコンサートを，全国
に先駆けて地元・新潟市
で初披露し，市民にクラ
シック音楽の楽しさを味
わってもらうことを目的に
開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

ろうきん山の下
支店開設40周
年記念「水谷
修」文化講演会

ろうきん山の下
支店地区育成
会

企業

テレビ・ラジオへの出演や
全国での講演会で，子ど
もたちが直面している
様々な問題について訴え
ている水谷修氏の講演を
通じて今後の地域社会を
支える若者の健全育成を
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第16回トップ・
マウンテン写真
展

フォトクラブ・
トップマウンテ
ン

NPO

会員の１年間の集大成を
発表し，市民に感動を与
えるとともに，写真技術を
勉強中の学生の発表の
場を提供し，次世代の育
成に寄与することを目的
に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学クラ
シックギター部
第51回定期演
奏会

新潟大学クラ
シックギター部

大学等

日ごろの練習の成果を発
表し，来場された方にギ
ター音楽の素晴らしさを伝
えることを目的に開催す
るもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学吹奏
楽部第50回定
期演奏会

新潟大学吹奏
楽部

大学等

練習の成果を披露し，吹
奏楽の楽しさを知ってもら
う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第13回五期会
写真展『私的な
記録写真＜究
極の自己表現
＞』

五期会写真ク
ラブ

NPO

平成10年開講の写真教
室を受講した修了生が，
その成果を発表の場とす
るとともに，市民に鑑賞し
てもらう事によって写真に
興味を持ってもらうことを
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

平成27年北日
本書芸院学生
書初めコンクー
ル

北日本書芸院

NPO

北日本書芸院発行の「換
鵞」学生部全員参加によ
る書初め作品のうち，新
潟市長賞以下準特選まで
の作品を展示することで，
市民に書道の素晴らしさ
を伝えることを目的に開
催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

Ikenobo
花の甲子園
2014北信越地
区（新潟県）大
会

一般財団法人
池坊華道会

社団・財
団等法
人

いけばなへの学びを誇り
に思うことを目的とした，
いけばなを学ぶ高校生が
全国9地区での予選を経
て全国大会を目指すコン
クール。昨年度から県内
で10校以上エントリーが
あった場合に，各都道府
県単独で地区大会が開催
できることになり，今年度
は全国で唯一新潟県単独
で地区大会を開催する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新春展2015 新潟日報社

企業

“家族で美術鑑賞を”とい
うテーマで新潟のお正月
を彩ってきた新春美術展
をリニューアルし，ファイン
アートだけでなく旬のさま
ざまな展覧会を紹介する
ことを目的に毎年開催さ
れる展覧会。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新春の瞽女宿
ゲスト・竹下玲
子

らっくり瞽女宿
の会

NPO

日本の伝統文化である瞽
女唄の伝承を目的に開催
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学演劇
研究部123回
定期公演「トラ
ンス」

新潟大学演劇
研究部

NPO

大学生により行われるも
ので，大学生という視点で
の演劇を観客に見てもら
うことで，演劇に興味・関
心を持ってもらうことを目
的に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

企画展「生誕
100年　トーベ・
ヤンソン展　－
ムーミンと生き
る」

新潟県立万代
島美術館

その他

トーベ・ヤンソンの代表作
であるムーミン物語の原
画以外にも，初期の風刺
絵など約400点を展示し，
トーベ・ヤンソンの業績の
全貌を振り返ることを目的
とした初の本格的な展覧
会。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

第25回新潟
ジャズストリー
ト

NPO法人　新
潟ジャズスト
リート実行委員
会

NPO法
人

「ジャズの街新潟」を目指
して，音楽文化の振興と
市街地活性化を図ること
を目的に開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 4 4 4

音楽文化の
振興と市街
地活性化を
図ることがで
きた。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

親子のための
クラシックコン
サート「音楽の
絵本」

株式会社新潟
放送

企業

親子向けのクラシックの
演奏会で，未就学児童に
も気軽にクラシック音楽を
楽しんでもらうことを目的
に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

キャトルフルー
トコンサート
ジャポニズム

新潟フルートア
ンサンブルアカ
デミー

NPO

今年は日本音楽とフラン
ス音楽の融合をテーマに
日本音楽のもつ美しさをフ
ルートアンサンブルで表
現し，中学生・高校生のア
ンサンブルコンテストに向
けての参考にもなる演奏
会として，新潟の音楽教
育の発展に貢献すること
を目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第22回アーク
ベル県民アマ
チュア絵画展

アークベル県
民アマチュア絵
画展事務局

NPO

美術を味わう楽しさの普
及。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学管弦
楽団第51回記
念定期演奏会

新潟大学管弦
楽団

NPO

楽団の日頃の練習の成
果を市民に鑑賞してもらう
とともに，演奏技術の向上
を図ることを目的に開催
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

2016年　日本
の心と美の祭
典　全日本きも
の装いコンテス
ト・きものフェス
ティバル北越・
北陸大会

公益社団法人
全日本きものコ
ンサルタント協
会

社団・財
団等法
人

大会を通し着物の良さ，
手軽さ，美しさを継承し伝
統文化を広めていくことを
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

平成27年度
第25回新潟一
陽会（会員）
展，第1回新潟
一陽会（一般公
募）展

新潟一陽会展
実行委員会

NPO

全国組織の美術団体「一
陽会」に所属している県内
に在住する作家の作品と
一般から応募した作品の
うち入選した作品を展示
し，この展覧会を通して会
員の資質向上や，作品を
通して地域の交流を深め
ることを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

湊にいがた　雛
人形　町めぐり

湊にいがた　雛
人形　町めぐり
連絡会

NPO

江戸時代から保存されて
きた湊新潟の貴重な文化
遺産である雛人形を展示
して，広く市民に鑑賞して
もらうことで再評価し，早
春の町に賑わいを呼ぶこ
とを目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催，経
費の一部
負担

多様な
主体

双方 20,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

広く市民に
鑑賞してもら
い，雛人形
や風の館の
周知を図る
ことができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟キルト
ウィーク2015

株式会社
新潟テレビ21

企業

女性が趣味，生きがいと
して取り組んでいるキルト
を多くの方に鑑賞してもら
い，キルト人口の底辺拡
大と生涯教育のきっかけ
を提供することを目的に
開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

ニッセイ名作
オペラ鑑賞教
室「ヘンゼルと
グレーテル」新
潟公演

公益財団法人
新潟県文化振
興財団

社団・財
団等法
人

中高生にオペラ鑑賞をす
る機会を設けることで，若
年層の鑑賞者の増加を図
り，県民文化の振興に寄
与することを目的に開催
されるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

平成27年度
第38回　全国
良寛会新潟大
会

全国良寛会

NPO

良寛を敬慕する全ての人
たち及び関係団体の協調
をはかり，ひろく良寛の遺
徳を顕彰することを目的
に開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第36回新潟県
工芸会展

新潟県工芸会

NPO

ものをつくる作家の自由
志向を尊重し，より質の高
い豊かな工芸の創造を目
指して，本県の文化の向
上と発展に寄与すること
を目的に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

安吾映画祭
2015

新潟・市民映画
館シネ・ウイン
ド

企業

坂口安吾の没後60年を迎
えるにあたり，安吾原作
映画の上映や，坂口安吾
関係者または上映作品関
係者によるトークイベント
を開催することで，市民に
郷土の作家＝坂口安吾
の魅力と現代に通じる時
代観を広く紹介することを
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催，経
費の一部
負担

多様な
主体

双方 64,800
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

市民に坂口
安吾の魅力
と現代に通
じる時代観
を広く紹介
することがで
きた。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

「三月革命」新
潟公演

三月革命実行
委員会

NPO

劇団仙台ローズが東北六
魂祭のプロデュースや復
興活動を通じて，「被災地
の気持ちを，被災者自身
の言葉で全世界に届けな
ければ」という思いから生
まれたもの。様々な人が
舞台を観て，感じてもらう
ことを目的に開催されるも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第3回千の風俳
句大会

千の風・市民の
会

NPO

新潟市が生んだ名曲「千
の風になって」を顕彰する
とともに，完成したモニュメ
ントを広く周知することを
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

JAMフェス2015 学校法人新潟
総合学院　日
本アニメ・マン
ガ専門学校

大学等

日本アニメ・マンガ専門学
校学生の卒業・修了制作
作品展示会を実施し，新
潟が世界に誇る文化・産
業の一つでもあるアニメ・
マンガ文化を支える人材
を育成する当校在校生の
学びの成果を広く市民へ
公開し，アニメ・マンガ文
化に興味を持ってもらうこ
とを目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

イシノマキにい
た時間

「イシノマキに
いた時間」新潟
公演実行委員
会

NPO

東日本大震災を絶対に忘
れてはいけない，考え，伝
え続けなければならない
ということを考える機会
を，舞台を通じて与えるこ
とを目的に開催されるも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第9回北信越
ジュニア・ピアノ
コンクール／ピ
アノ・オーディ
ション

日本ピアノ研究
会

NPO

クラシックピアノ音楽の新
しいジャンル「ラテンアメリ
カン・クラシック」の普及を
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第25回光風会
新潟支部展（第
20回公募）

光風会新潟支
部

NPO

支部会員の資質の向上を
図るとともに新規会員の
発掘を行い，市民の芸
術・文化の向上発展と普
及に寄与することを目的
に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

展覧会「日韓近
代美術家のま
なざし―「朝
鮮」で描く」

新潟県立万代
島美術館

その他

２０世紀前半における日
本と韓国の美術，そして
美術家同士の交流に焦点
を当てた展覧会。アートと
アーティストの力は，時代
や国境や政治的問題によ
る限界を抱えながらも，人
間のもつ可能性の大きさ
を感じさせてくれる。世界
的に社会の現実が厳しい
ものであることを実感する
今，近い過去のアートが
送ってくれる力を受け取
り，現実を直視しつつはる
かな未来へ眼を向けるこ
とを目的に開催するもの

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

「東アジア文
化都市２０１
５　新潟市」
フレンドシッ
プ事業として
周知を図る
ことができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第14回日本美
術家連盟信越
地区会員展
2015

日本美術家連
盟信越地区新
潟県会

NPO

美術界の健全な発展と普
及。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

安野光雄「御所
の花」

新潟日報社

企業

安野光雄が描いた御所に
咲く四季の草花の水彩作
品130点を一堂に展示す
るため，市民が御所の豊
かな自然を堪能できる展
示である。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟古町えん
とつシアター
グランドオープ
ン

創るつながるプ
ロジェクト

NPO

新たにオープンする「新潟
古町えんとつシアター」の
グランドオープンに伴い，
劇場の存在をより多くの
人に知ってもらうことを目
的として様々な催しを行
い，また市民に様々な舞
台芸術に触れてもらう機
会を提供することを目的
に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

假屋崎省吾の
世界展in旧齋
藤家別邸

新潟の自然と
文化と農業を
育む会

NPO

新潟市初・国の名勝に指
定された齋藤家の日本の
様式美と，チューリップを
はじめとする新潟の花々
をふんだんに使った假屋
崎省吾の生け花の絢爛な
美しさの共演を通じ，新潟
の自然と文化と農業の素
晴らしさを多くの人に知っ
てもらうことを目的に開催
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

らっくり瞽女宿
（おかげ14回，
15回）

らっくり瞽女宿
の会

NPO

日本の伝統文化である瞽
女唄の伝承を目的に開催
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

舞劇　Dance
Drama「朱鷺」

一般財団法人
民主音楽協会

社団・財
団等法
人

日本と中国との相互理解
と友好促進を図る文化交
流として日中友好のシン
ボルとされる「朱鷺」を題
材にした作品を記念作品
として上演する文化交流
ステージ。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

NIIGATAフォー
ク・ジャンボリー
in古町

NIIGATAフォー
ク・ジャンボリー
実行委員会

NPO

新潟県内及び県外で活動
するアマチュア・フォーク・
ミュージシャンを一堂に会
して，より質の高いフォー
クソングを人々に気軽に
楽しんでもらうとともに，
フォーク・ミュージシャン同
士の親睦を図ることを目
的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

NIIGATAフォー
ク・ジャンボリー
2015

NIIGATAフォー
ク・ジャンボリー
実行委員会

NPO

新潟県内及び県外で活動
するアマチュア・フォーク・
ミュージシャンを一堂に会
して，より質の高いフォー
クソングを人々に気軽に
楽しんでもらうとともに，
フォーク・ミュージシャン同
士の親睦を図ることを目
的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟市民吹奏
楽団第88回，
三条市吹奏楽
団第39回定期
演奏会

新潟市民吹奏
楽団

NPO

新潟市民吹奏楽団が定
例で主催している演奏会
であり，今回は三条市の
吹奏楽団とのジョイントコ
ンサートとして開催するも
の。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第14回新潟県
大衆音楽祭

新潟県大衆音
楽祭実行委員
会

NPO

カラオケを生活音楽とし
て，県民に参加してもら
い，余暇を楽しむととも
に，参加者のコミュニケー
ションを広めることを目的
に開催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

安吾の会読書
会2015「安吾ア
ラカルト」

安吾の会

NPO

安吾の作品を通じて，
各々の進行役のもと，より
深く安吾の精神を共に学
ぶことを目的に開催する
もの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 4 4

作品を通じ
て，より深く
安吾の精神
を紹介する
ことができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

共催

静思庵市民呈
茶

新潟市茶道連
盟

NPO

原則月一回、新潟市茶道
連盟加入流派の担当によ
り、茶席を開催し、市民に
気軽にお茶を楽しんでい
ただくことを目的に開催さ
れるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

市民に気軽
にお茶を楽
しんでもらう
機会となっ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第29回高齢者
ご招待≪民謡・
舞踊ボランティ
ア≫春の大会

新潟県民謡舞
踊協会

NPO

数多くの愛好団体が民謡
舞踊を披露するとともに，
高齢者を中心に無料招待
して民謡舞踊を楽しんで
もらうことを目的に開催す
るもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟交響楽団
第96回定期演
奏会

新潟交響楽団

NPO

広く新潟県民にアピール
し，新たなクラシックファン
の裾野を広げることによ
り，県内の音楽文化の振
興を図ることを目的に開
催するもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第二十七回ふ
るまち新潟をど
り

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

本市で培われた芸妓の伝
統芸能を広く市民に紹介
することを目的に開催す
るもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

馬場あき子講
演会「源氏物語
中年の恋」

国際ソロプチミ
スト新潟

NPO

源氏の歴史的背景から女
性の生き方を考えることを
目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

2015年　第50
回新潟県音楽
コンクール

新潟県音楽コ
ンクール

NPO

県内外において音楽を勉
強する人々に発表の場を
提供するとともに，音楽活
動の普及と水準向上を図
ることを目的として開催さ
れるもの。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

長年の間，
毎年開催さ
れていること
もあり，市民
への音楽文
化の普及や
振興に貢献
している。

文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第38回全日本
おかあさんコー
ラス新潟県大
会

新潟県合唱連
盟

NPO

新潟県内で活動する女声
合唱団による大会で，関
東大会に出場する新潟県
代表を選抜するために開
催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟スロバキ
ア文化交流会
スロバキア国
立オペラ公演
会

新潟市スロバ
キア協会

NPO

鑑賞する機会の少ない児
童生徒にもオペラ歌手の
生の歌声を聞いてもらい，
欧州の伝統芸術のオペラ
への理解を深めてもらうと
ともに，プロによる発声指
導により生徒の技量向
上，また講演会により市
民のスロバキア共和国へ
の関心を持ってもらうこと
で国際感覚の醸成に寄与
することを目的に開催す
るもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第25回新潟薪
能

新潟薪能運営
委員会

NPO

白山神社の境内で古典芸
能である能や狂言を披露
するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

坂口安吾まつ
りin松之山

松之山安吾の
会

NPO

本市出身の作家・坂口安
吾の作品や生き方につい
て，講演や演目を通じて
広く普及するとともに，坂
口安吾顕彰団体等との連
携を深めることを目的に
開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

金子由香利／
石井佑輔　デュ
オリサイタル

デュオリサイタ
ル実行委員会

NPO

クラシック音楽の名曲を楽
しんでもらうと同時に，馴
染みのない現代音楽の作
品を紹介することを目的
に開催される，フルートと
ピアノによるクラシック音
楽のコンサート。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第63回新潟市
芸能まつり

一般財団法人
新潟市音楽芸
能協会

社団・財
団等法
人

音楽芸能に携わる数多く
の市民団体が，日ごろの
研さんの成果を発表する
機会を設けるとともに，音
楽芸能に関する「市民文
化の祭典」として取り組む
ことを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第12回「にいが
た市民親善将
棋大会」

新潟市将棋普
及協議会

NPO

本市の将棋文化の普及
発展，将棋を通しての世
代間の交流，相互理解を
目的に毎年開催されてい
るもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟アートディ
レクターズクラ
ブ　第9回公開
審査会

新潟アートディ
レクターズクラ
ブ

NPO

本市のクリエイタ―がデ
ザインと自らの可能性を
広げ，新潟のクリエイティ
ブシーンの質を高めること
で，人々に勇気や元気を
もたらす活動を広げていく
ことを目的に開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

新潟大学管弦
楽団第36回サ
マーコンサート

新潟大学管弦
楽団

NPO

一般の聴衆の方々に，楽
団の日頃の練習の成果を
発表するとともに，今後の
演奏技術の向上を図るこ
とを目的に開催するもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

後援

第41回春季創
画展

NST新潟総合
テレビ

企業

創画会による日本画の発
表の場として開催するも
の。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 文化スポーツ部
文化政策
課

共催

にいがたデジコ
ングランプリ
2014

特定非営利活
動法人　にい
がたデジタルコ
ンテンツ推進協
議会

NPO

デジタルコンテンツが変え
る社会は，今後ますます
新たなビジネスを生み出
していく中，これからのIT
産業をリードできる人材・
クリエイターの育成を目的
に開催されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

共催，経
費の一部
負担（協
賛金）

多様な
主体

双方 100,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

にいがた市
お宝部門を
設け，新潟
市の様々な
文化資源の
普及・振興
に向けた取
り組みがで
きた。

文化スポーツ部
文化政策
課

共催

第８回秋艸道
人賞写真コン
テスト

公益財団法人
會津八一記念
館

社団・財
団等法
人

會津八一の歌をモチーフ
に万人の心に響く心象風
景を自在に写真で表現し
てもらうことを目的に開催
されるもの。

新規（単
年度完
結）

事業実施 共催，経
費の一部
を負担
（市長賞
賞金）

多様な
主体

双方 80,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

市長賞を設
けたことで，
写真や會津
八一の業績
の普及につ
ながる取り
組みができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

にいがたマンガ
大賞

にいがたマンガ
大賞実行委員
会（新潟市，ガ
タケット事務
局，JAM日本ア
ニメ専門学校） 複数種

別

マンガ創作の楽しさ，マン
ガの持つ表現の豊かさ
を，新潟から全国に向け
てアピールする。

継続（毎
年度実
施）

運営、企
画等

事務局

行政 行政 3,292,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

企画・運営
にあたり、協
働することに
よってス
ムーズな進
行管理と効
果的な事業
実施につな
がった。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

にいがたアニ
メ・マンガフェス
ティバル

にいがたアニ
メ・マンガフェス
ティバル実行
委員会（新潟
市，JAM日本ア
ニメ専門学校，
にいがたマンガ
大賞実行委員
会，ガタケット
事務局）

複数種
別

新潟市のマンガ・アニメを
活用したまちづくりの取り
組みとして，身近にマン
ガ・アニメに触れる機会を
創出し，マンガ・アニメの
魅力と情報を新潟から発
信する。

継続（毎
年度実
施）

運営、企
画等

事務局

行政 双方 8,672,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

企画・立案・
運営にあた
り、協働する
ことによって
内容の充
実、効果的
な事業実施
が図られ、
来場者数の
増加につな
がった。

文化スポーツ部
文化政策
課

補助

新潟市マンガ・
アニメ出店事業

株式会社　刷
屋
かみごや本店
SIVA　MIND

企業

「マンガ・アニメのまち　に
いがた」としてのイメージ
形成・発信、交流人口の
拡大及びまちの魅力や賑
わいの創出を図るため，
マンガの世界を体感でき
る交流施設「マンガの家」
と相乗効果を発揮する事
業に補助をする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助

多様な
主体

双方 14,946,000
サー
ビス
提供

5 4 5 4 4 4 4 4

補助対象店
舗からマン
ガの家など
への誘導が
あった。ま
た、市の施
策などでも
協力した。

文化スポーツ部
文化政策
課

公の施設管理

新潟市マンガ・
アニメ情報館及
び新潟市マン
ガの家の管理
運営

にいがたアニ
メ・マンガプロ
ジェクト共同体

社団・財
団等法
人

公の施設の管理。

継続（毎
年度実
施）

休館日又
は開館時
間の変更
に関する
業務，観
覧料の免
除に関す
る業務等

減免処理
等

行政 行政 61,714,240
経費
削減

4 4 4 4 4 4 4 3 文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

劇場版魔法少
女まどか☆マ
ギカ展

株式会社新潟
放送

企業

マンガ・アニメ情報館で劇
場版魔法少女まどか☆マ
ギカ展の開催。

新規（単
年度完
結）

広報，負
担金の支
出

事務局，
負担金の
支出

双方 双方 10,000,000
経費
削減

5 5 5 5 4 5 4 5

テレビ局と実
行委員会を
形成。広報
や運営な
ど、各得意
分野で業務
を分担した。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

ハイキュー!!ア
ニメ原画展

株式会社新潟
放送
有限会社銀座
堂
新潟交通株式
会社
ナミックス株式
会社
有限会社新津
清掃社

企業

マンガ・アニメ情報館でハ
イキュー!!アニメ原画展の
開催。

新規（単
年度完
結）

広報，負
担金の支
出

事務局､
負担金の
支出

双方 双方 8,400,000
経費
削減

5 5 5 5 4 5 4 5

テレビ局等と
実行委員会
を形成。広
報や運営な
ど、各得意
分野で業務
を分担した。

文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

思い出のマー
ニー米林宏昌
展

株式会社テレ
ビ新潟放送網

企業

マンガ・アニメ情報館で米
林宏昌展の開催。

新規（次
年度継
続）

広報，負
担金の支
出

事務局､
負担金の
支出

双方 双方 600,000
経費
削減

5 5 5 5 4 5 4 5

テレビ局と実
行委員会を
形成。広報
や運営な
ど、各得意
分野で業務
を分担した。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

東アジア文化都市事業「東アジア文化都市2015新潟市

複数種
別

東アジア文化都市の国内
代表都市に選定されたこ
とを受け，文化イベントや
文化交流などの事業を実
施するもの。

新規（次
年度継
続）

事業企画
運営

事業企画
運営，事
務局

行政 双方 135,498,535 その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

東アジアの
相互理解に
つながる取
組ができた。

種別：企業，
大学等．社
団・財団等
法人，商工
団体等，そ
の他
費用負担：
行政負担の
ほか，外部
収入あり
経緯：広い
分野に事業
実施効果を
もたらし，効
果を高める
ため

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

芸術創造助成
事業

まちなかアー
ト・スタジオ実
行委員会

NPO

芸術家等の創作活動を支
援し、文化活動の推進や
地域活性化などにつなげ
ることを目的にフルマチ・
アートスタジオを運営。
アーティスト・イン・レジデ
ンスや各種アートイベント
などを実施。

新規（次
年度継
続）

企画、運
営

事務局

双方 行政 4,104,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 3 4

アーティス
ト、市民、商
店街との間
に新たな交
流やコミュニ
ティが生ま
れ、文化活
動の推進や
地域活性化
に寄与

種別：大学
等,社団・財
団等法人,生
協・商工団
体等,その他
（アート団
体）

文化スポーツ部
文化政策
課

事業委託

（小・中学校教
員向け）Noism
からだワーク
ショップ

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

Noismで通常行っている
からだワークショップを，
小・中学校教員向けに実
施し，表現運動やダンス
などの指導の一助とす
る。 新規（次

年度継
続）

ワーク
ショップの
実施，参
加者への
指導

全体調
整，小・中
学校への
募集・周
知，参加
者取りま
とめ，施
設使用許
可

行政 行政 44,000
日常
的連
携

4 3 4 3 4 3 4 3 文化スポーツ部
文化政策
課

事業委託

高校ダンス部
員向けワンデ
イスクール

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団
新潟県高等学
校体育連盟

複数種
別

市内高校ダンス部員を対
象にNoismのスクールを
実施し，次代の踊り文化
を担う若者の技術向上を
図る。

新規（次
年度継
続）

[財団]
スクール
の実施，
生徒への
指導
[高体連]
高校ダン
ス部への
募集・周
知，参加
者取りま
とめ

全体調
整，施設
使用許可

行政 行政 45,000
日常
的連
携

4 4 4 3 4 4 4 5

高校生がプ
ロの指導を
受けることで
大きな刺激
となり，参加
者の所属す
る高校が，
その後の全
国大会で優
勝するなど，
人材育成に
寄与した。

文化スポーツ部
文化政策
課

事業委託

にいがた市民
文学

新潟日報事業
社

企業

市民の文芸活動の振興を
図るため，作品を募集し
作品集を発刊する。

継続（毎
年度実
施）

企画提
案，事業
実施

事業実施

双方 行政 3,433,866
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

編集、印刷
製本作業等
で、ノウハウ
を生かした
アドバイスを
受けて事業
を行うことが
できた。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

安吾賞 安吾賞市民交
流事業実行委
員会

NPO

安吾の精神を具現し，さま
ざまな分野で挑戦する人
を応援する都市風土を全
国にアピールする。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事務局，
負担金支
出

多様な
主体

行政 8,463,287
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

実行委員会
の発足によ
り、多様な意
見を踏まえ
て事業を行
うことができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

安吾顕彰事業 坂口安吾生誕
祭実行委員会

NPO

新潟市出身の作家坂口
安吾を顕彰し，安吾の普
及啓発に努める。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事務局

多様な
主体

多様な
主体

5,971,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

実行委員会
の発足によ
り、多様な意
見を踏まえ
て事業を行
うことができ
た．

文化スポーツ部
文化政策
課

事業委託

ふるさとへ贈る
手紙

新潟日報事業
社

企業

「ふるさとへの想い」を広く
全国から受け止め「心の
ふるさと新潟市」といった
温かな都市イメージを発
信していく。

継続（毎
年度実
施）

企画提
案，事業
実施

事業実施

行政 行政 4,443,625
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

記念イベント
の運営等に
ついて、経
験を生かし
た意見を聞く
ことができ、
円滑に事業
が進められ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

新潟市美術展 新潟市美術展
運営委員会

NPO

美術を愛好する市民の創
作活動を発表する場であ
り，また生活のなかに美
術を味わう楽しさを普及し
ていくことを目的に開催。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事務局，
負担金支
出，入賞
者表彰

多様な
主体

双方 1,441,132
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

「新潟市美
術展」の開
催により、市
民に日常の
中に美術を
味わう楽しさ
を普及する
ことができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

共催

新潟市芸術祭
開催費

新潟市華道協
会

NPO

市内14流派の作品を展示
し，いけばな文化の振興
を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施、一部
経費負担

事業の実
施、一部
経費負担

多様な
主体

双方 389,988
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

「古町華展」
の開催によ
り、いけばな
を広く市民に
周知し、いけ
ばな文化の
振興につな
らる取り組み
ができた。

文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

ラ・フォル・ジュ
ルネ音楽祭

ラ・フォル・ジュ
ルネ新潟「熱狂
の日」音楽祭実
行委員会

NPO

文化都市としての創造性
を高めるとともに，交流人
口の拡大と都市の活性化
に貢献する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事務局，
負担金支
出

多様な
主体

双方 56,922,505
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

ラ・フォル。
ジュルネ音
楽祭を開催
し、本市の
創造性を高
め、交流人
口の拡大に
向けた取り
組みができ
た。

文化スポーツ部
文化政策
課

共催

洲之内徹と現
代画廊

NHK新潟放送
局，
NHKプロモー
ション

複数種
別

文学者、画廊主、美術収
集家として知られる洲之
内徹の，没後手許に遺さ
れた作品や著作の中で語
られた作品を展示。

新規（単
年度完
結）

広報 事業の企
画・運営

双方 行政 9,178,159
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 0 2

公共放送と
の共催は珍
しく、放送電
波を通じて
広くアピール
することがで
きたが、集
客実績は必
ずしも捗々し
くなかった。

巡回の企画
展であり、幹
事館の方
で、NHKとの
共催のしくみ
が決定した。
NHKプロ
モーションと
の協働は、
事実上、
NHK新潟放
送局を通し
て行われ
た。
種別：企業，
社団・財団
等法人

文化ス
ポーツ部

美術館

実行委員会

荒木経惟　往
生写集－愛ノ
旅

新潟日報社，
NST

企業

「アラーキー」の名で知ら
れる写真家・荒木経惟
の，妻や愛猫との日々に
始まり、虚実取りまぜた新
潟への旅、そしてひろや
かな人間愛に満ちた最新
作の展示。

新規（単
年度完
結）

広報，運
営補助

事業の企
画・運営
及び事務
局

双方 双方 5,000,000
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 0 2

新聞、放送
電波の両方
を通じて広く
アピールす
ることができ
たが、集客
実績は必ず
しも捗々しく
なかった。

安吾賞の受
賞に関連す
る事業として
実施。
新潟日報社
負担額：
5,000,000円
NST負担額：
5,000,000円

文化ス
ポーツ部

美術館

共催

第10回新潟教
育アート展

下越美術教育
研究会

NPO

主として下越地区の幼稚
園、保育園、小・中学校、
高校、特別支援学校、中
等教育学校の園児、児
童、生徒による公募作品
展。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

会場の提
供、施設
使用料の
免除（一
部）

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

5 5 5 5 4 5 4 5

例年2週間
展度の期間
で5,000人程
度の入館者
があり、市民
に親しまれ
る展覧会と
なっている。

事業主催者
より共催申
請があり、芸
術文化の交
流の推進に
寄与するも
のと認めら
れたため。

文化ス
ポーツ部

新津美術
館

実行委員会

川島小鳥写真
展「未来ちゃ
ん」

BSN新潟放送

企業

写真家・川島小鳥が、佐
渡島に住む女の子の一年
を四季折々の美しい情景
とともに追いかけた写真を
展示。

新規（単
年度完
結）

広報、運
営補助

事業の企
画、運営
及び事務
局

双方 双方 5,000,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

相手方の報
道機関の強
みを生かし
た広報展開
ができた。

BSN新潟放
送負担額：
1,000,000円

文化ス
ポーツ部

新津美術
館

実行委員会

絵本原画展
きかんしゃトー
マスとなかまた
ち

TeNYテレビ新
潟

企業

世界185の国や地域で放
送されている「きかんしゃ
トーマス」の絵本原野がテ
レビシリーズで使用された
機関車車両などを展示。

新規（単
年度完
結）

広報、運
営補助

事業の企
画、運営
及び事務
局

双方 双方 6,000,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

相手方であ
る報道機関
の強みを生
かした広報
展開ができ
た。

TeNYテレビ
新潟負担
額：
6,000,000円

文化ス
ポーツ部

新津美術
館

実行委員会

メタルズ！-変
容する金属の
美-

高岡市美術
館、碧南市藤
井達吉現代美
術館、北九州
市立自然史・歴
史博物館

その他

古代から中世、近現代に
至るさまざまな出土品か
ら、金属造形、金属工芸
の名品を展示。あわせて
新潟県内作家の近現代
の作品や燕三条の金属
産業・工業デザインなど
の優品も展示。

新規（単
年度完
結）

事業の企
画、開催
館におけ
る運営及
び事務局
（高岡市
美術館）

事業の企
画、開催
館におけ
る運営

双方 双方 6,000,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

金属とゆか
りのある地
域に立地し
ている館の
特徴を活か
した展覧会
を企画・実施
できた。

各館
6,000,000円
の負担で実
行委員会を
組織（地域
創造補助事
業）

文化ス
ポーツ部

新津美術
館

公の施設管理

新潟市歴史博
物館・旧新潟税
関庁舎等の管
理運営

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

新潟市域の歴史的特性を
明らかにし，市民の歴史
に対する理解を深めると
ともに，歴史を媒介とした
市民交流を行うことによ
り，市民の社会的活動及
び文化的活動に寄与する
ことを目的に，歴史資料
の収集，整理及び保存並
びに調査及び研究をおこ
ない，その成果を展示な
どを通じて公開する。

継続（毎
年度実
施）

指定管理
業務の実
施
施設の利
用許可
観覧料等
の徴収，
減免など

指定管理
業務の指
導，評価
観覧料等
の還付に
関する業
務など

多様な
主体

行政 210,120,630
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

26年度は開
館10周年を
迎え，地域
の歴史等に
焦点を向け
た企画展(新
潟地震展，
沼垂展)を開
催し，多くの
方から来館
して頂いた。

文化ス
ポーツ部

歴史文化
課

公の施設管理

新潟市文化財
旧小澤家住宅
の管理運営

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

市指定文化財旧小澤家
住宅を活用し，みなとまち
新潟の歴史，生活文化，
観光資源等に関する情報
の提供等を行うことによ
り，みなとまち新潟に対す
る市民の理解を深め，市
民相互の交流を推進し，
市民文化の向上及び地
域の活性化を図るため施
設を公開する。

継続（毎
年度実
施）

指定管理
業務の実
施
施設の利
用許可
観覧料等
の徴収，
減免など

指定管理
業務の指
導，評価
観覧料等
の還付に
関する業
務など

多様な
主体

行政 26,157,959
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

多種多様な
企画展やイ
ベントを数多
く開催し，き
めの細かい
サービスを
実施してお
り，来館者か
ら好評を得
ており，リ
ピーターを
増やしてい

文化ス
ポーツ部

歴史文化
課

実行委員会

にいつ鉄道商
店街実行委員
会

新津商店街協
同組合連合会
秋葉区産業振
興課
新津観光協会

生協，商
工団体
等

鉄道の街にいつをキー
ワードで実施する鉄道関
連事業である。
・新津鉄道フェスタ

新規（次
年度継
続）

企画立案
準備
広報・宣
伝
担当事業
実施
後片付け

企画立案
広報・宣
伝
担当事業
実施
後片付け

双方 双方 850,000
日常
的連
携

5 5 4 3 3 4 4 5

・広報宣伝
が一元化で
きた。
・官商民が
連携し「鉄道
の街にいつ」
として事業
実施できた。

文化・ス
ポーツ部

歴史文化
課

後援

第７回　親子で
学ぶ歴史勉強
会

親子で学ぶ歴
史勉強会

その他

歴史の中で活躍した「先
人・偉人の生き方」を通じ
て、親と子がともに日本の
歴史を学ぶ場を提供す
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

（経緯の具
体的内容）
文化の普及
振興に寄与
するもので、
その趣旨に
賛同し開催
を援助する
ために名義
使用を認め
ることとし
た。

文化ス
ポーツ部

歴史文化
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

大江山縄文市
(第8回)

大江山地区コ
ミュニティ協議
会

コミュニ
ティ協議
会

大江山地区笹山の縄文
遺跡について、住民の理
解と文化遺産を大切にす
る気持ちを育てる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

（経緯の具
体的内容）
文化の普及
振興に寄与
するもので、
その趣旨に
賛同し開催
を援助する
ために名義
使用を認め
ることとし
た。

文化ス
ポーツ部

歴史文化
課

後援

牡丹山諏訪神
社古墳発掘調
査

牡丹山諏訪神
社古墳発掘調
査団

大学等

牡丹山諏訪神社古墳の
実態解明のため、トレンチ
発掘による調査の実施。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

県内唯一の
円筒埴輪を
持つ古墳の
実態と遺存
状況など、
埋蔵文化財
保護を行う
上で貴重な
調査成果を
共有すること
ができた。ま
た東区の地
域活性化に
も協力でき
た。

（経緯の具
体的内容）
文化の普及
振興に寄与
するもので、
その趣旨に
賛同し開催
を援助する
ために名義
使用を認め
ることとし
た。
調査団・新
潟県文化行
政課・新潟
市歴史文化
課・東区地
域課・諏訪
神社・地元
市民などが
計画段階か
ら密に連携
を図った。

文化スポーツ部
歴史文化
課

公の施設管理

体育施設の管
理運営

（公財）新潟市
開発公社
新潟市開発公
社・アルビレッ
クス新潟ＲＣ

複数種
別

指定管理者制度により，
所管する体育施設（新潟
市体育館，新潟市陸上競
技場，新潟市トレーニング
センター）の維持管理・運
営を行う。
※新潟市アイスアリーナ
は利用料金制であり費用
負担が異なるため別項目
として記載。

継続（毎
年度実
施）

施設の維
持管理運
営

施設設
置，モニタ
リング等
を通じた
管理運営
状況の把
握と指導

多様な
主体

双方 160,635,796
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

役割分担に
よりそれぞ
れの得意分
野を事業展
開に結びつ
けることがで
きた。

「種別」：企
業,社団・財
団等法人

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

公の施設管理

新潟市アイスア
リーナの管理
運営

（株）新潟パ
ティネレジャー

企業

指定管理者制度により新
潟市アイスアリーナの維
持管理運営を行う。また，
教室の開催等を通じた氷
上スポーツの普及振興に
貢献する。 継続（毎

年度実
施）

施設の維
持管理運
営

施設設
置，モニタ
リング等
を通じた
管理運営
状況の把
握と指導

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

役割分担に
よりそれぞ
れの得意分
野を事業展
開に結びつ
けることがで
きた。

利用料金制
により，市か
らの費用負
担なし

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

事業協力

新潟アサヒア
レックスアイス
アリーナフィ
ギュアスケート
クリニック

（株）新潟パ
ティネレジャー

企業

フィギュアスケートの指導
者と選手を対象に，国内
トップクラスの振付師を講
師に招き，選手への技術
指導を行いながら，競技
者向け基礎技術の指導方
法及び練習方法を学ぶ講
習会を実施。

新規（次
年度継
続）

講習会の
企画運営
実施

講習会の
企画運営
実施

双方 双方 150,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

役割分担に
よりそれぞ
れの得意分
野を事業展
開に結びつ
けることがで
きた。

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

実行委員会

新潟アサヒア
レックスアイス
アリーナオープ
ン一周年イベン
ト

アイスアリーナ
イベント実行委
員会
(株)新潟放送

企業

国内のトップスケーターや
県内選手によるフィギュア
演技発表会，氷上スポー
ツ体験教室等のイベント
を開催。

新規（次
年度継
続）

負担金の
支出，イ
ベントの
企画，実
施

負担金の
支出，イ
ベントの
運営支
援，協力

双方 双方 1,250,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

役割分担に
よりそれぞ
れの得意分
野を事業展
開に結びつ
けることがで
きた。

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

補助

(公財）新潟市
体育協会補助
金

(公財）新潟市
体育協会

社団・財
団等法
人

加盟団体の強化発展と相
互融和を図り，学童も含
めた市民の体力向上並び
にスポーツの普及推進の
強化に努めるために補助
を行っている。
○スポーツ指導者育成事
業
○市民サッカー大会
○市民綱引き大会
○区体育協会補助金
○ジュニア強化事業
○「体育の日」事業

継続（毎
年度実
施）

各事業の
企画，実
施

補助金の
支出，事
業運営の
支援，協
力

双方 双方 18,874,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

ジュニア選
手などの競
技力向上や
スポーツイ
ベントの開
催，区体育
協会への支
援，競技団
体の育成な
どを行ってお
り，市民ス
ポーツ活動
の普及振興
に効果が
あった。

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

共催

新潟県縦断駅
伝競走大会

新潟陸上競技
協会
（株）新潟日報
社
（株）新潟放送
（長岡市、三条
市）

複数種
別

県内を縦断する駅伝大会
の開催。

継続（毎
年度実
施）

企画，運
営，実施

補助金の
支出

双方 双方 50,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

市内をはじ
め県内が一
体となってス
ポーツ振興
を図ることが
できた。

「種別」：
NPO,企業

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

実行委員会

新潟市早起き
野球大会

新潟市早起き
野球大会実行
委員会
新潟市野球連
盟
（公財）新潟市
体育協会

複数種
別

新潟市早起き野球大会の
運営を行っている。

継続（毎
年度実
施）

申込受
付・大会
及び各試
合の運営
管理等事
務局とし
ての作業
全般

会場の確
保，特別
協賛の依
頼等

双方 双方 2,058,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

市民が積極
的にスポー
ツに親しみ，
スポーツ振
興と相互の
親睦，健康
増進を図る
ことができ
た。

「協働形
態」：実行委
員会,共催
「種別」：
NPO,社団・
財団等法人 文化ス

ポーツ部
スポーツ
振興課

実行委員会

少年少女ス
ポーツ大会

少年少女ス
ポーツ大会実
行委員会
（公財）新潟市
体育協会

複数種
別

小学生を対象に，野球・
サッカー・ミニバスケット
ボール・バレーボールの4
種目を市内の体育施設を
利用し，7月の最後の土日
と8月初めの
土日で開催している。

継続（毎
年度実
施）

開催内容
の検討及
び当日の
主要部分
の運営

開催内容
の検討及
び参加
チームの
募集。当
日の運営
補助 双方 双方 867,000

ニー
ズ反
映

4 5 5 5 4 4 5 5

競技を通じ
互いに協力
し目標に向
かって努力
する事や他
校生徒との
交流・親睦を
大いに深め
られた。

「協働形
態」：実行委
員会,共催
「種別」：
NPO,社団・
財団等法人 文化ス

ポーツ部
スポーツ
振興課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

企画立案への参画

国際ユース
サッカーｉｎ新潟

（財）日本サッ
カー協会
（社）新潟県
サッカー協会
（株）新潟日報
社
（新潟県・新発
田市・聖籠町）

複数種
別

国際サッカーイベントを通
したスポーツ交流により，
青少年の競技力の向上を
図るとともに，相互理解と
国際友好を深める。また，
｢日本海交流時代｣の拠点
としての新潟を大きくア
ピールする。

継続（毎
年度実
施）

大会の企
画運営，
実施

委員会の
委員とし
て大会実
施に向け
職務を遂
行

双方 双方 4,056,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 4 4 5

新潟県サッ
カー競技力
の向上や青
少年の国際
交流に効果
があった。

「種別」：企
業,社団・財
団等法人,そ
の他

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

事業協力

日韓交流少年
サッカー親善
試合

新潟市サッ
カー協会

NPO

韓国ウルサン市と少年
サッカーの交流会を行うこ
とにより青少年の国際感
覚を養うとともに両国の友
好と交流の進展を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画運営，
実施

事業の企
画運営，
実施

双方 双方 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

ウルサン市
との交流発
展を図るとこ
ができた。

新潟が会場
となる年の
ため，旅費
等の経費な
し。

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

実行委員会

新潟シティマラ
ソン

新潟シティマラ
ソン実行委員
会
新潟市陸上競
技協会

複数種
別

市役所本館脇公道スター
ト，陸上競技場をゴールと
した公認マラソンコースで
フルマラソン・ハーフマラ
ソン・10kmの3種目を開
催。 継続（毎

年度実
施）

競技部門
の企画，
運営，実
施

大会全体
の統括，
企画，運
営，実施

双方 双方 26,401,000
日常
的連
携

5 5 5 4 5 4 4 4

マラソン大会
運営に関す
る多様な主
体の専門的
知見をいた
だくことで、
安全かつ円
滑な運営を
実現した

「協働形
態」：実行委
員会,共催
「種別」：
NPO,社団・
財団等法人 文化ス

ポーツ部
スポーツ
振興課

実行委員会

新潟シティライ
ド

新潟シティライ
ド実行委員会
（公財）新潟市
体育協会

複数種
別

新潟市陸上競技場を発着
とし，市内に設置したロン
グコース（120キロ）と
ショートコース（33キロ）を
自転車で巡るサイクリング
のイベント。 継続（毎

年度実
施）

大会の企
画運営，
実施

大会全体
の統括，
企画，運
営，実施

双方 双方 772,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

自転車を有
効に活用す
ることで市民
の健康維
持・増進が
図れる。

「協働形
態」：実行委
員会,共催
「種別」：
NPO,社団・
財団等法人 文化ス

ポーツ部
スポーツ
振興課

実行委員会

新潟ヒルクライ
ム

新潟ヒルクライ
ム実行委員会

NPO

弥彦山スカイランの麓か
ら山頂までの5.2キロを自
転車で登りタイムを競うイ
ベント。

新規（次
年度継
続）

競技部門
の企画，
運営，実
施

大会全体
の統括，
企画，運
営，実施

双方 双方 2,160,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

自転車を有
効に活用す
ることで市民
の健康維
持・増進が
図れる。ま
た。サイクル
スポーツの
普及・発展・
強化が図れ
る。

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

夏巡業　大相
撲新潟場所

NST

企業

相撲

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

福島潟菜の花・
SAKURAマラソ
ン＆ウォーク

新潟アルビレッ
クスランニング
クラブ
藏の宿菱風荘

企業

マラソン＆ウォーク

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟ロードレー
ス大会

新潟ロードレー
ス大会

NPO

ロードレース大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟市信濃川
駅伝大会

新潟市マラソン
協会

NPO

駅伝大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

ファンタジーオ
ンアイス 2014
in NIIGATA

NST
(株)CIC

企業

アイスショー

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県ダンス
スポーツ大会

新潟県ダンス
スポーツ連盟

NPO

ダンス大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

トリットボール
事業

トリットボール
協会

NPO

トリットボール大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟県バウンド
テニス大会兼
全日本バウンド
テニス選手権
大会予選

新潟県バウンド
テニス協会

NPO

バウンドテニス大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県スポー
ツダンス選手
権大会

JBDF東部総局
新潟県支局

NPO

ダンス大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟社会人バ
ドミントンリーグ
戦

新潟支部バドミ
ントン協会・新
潟新聞社

複数種
別

バドミントン大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

「種別」：
NPO,企業

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

日本リトルリー
グ野球協会信
越連盟新潟ブ
ロック主催６大
会

日本リトルリー
グ野球協会信
越連盟新潟ブ
ロック

社団・財
団等法
人

硬式少年野球大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

東日本グロー
ブ空手道選手
権大会

日本実践剛柔
流空手道協会

NPO

グローブ空手大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

北信越地区高
等学校野球新
潟大会

新潟県高等学
校野球連盟
新潟日報社

複数種
別

高等学校野球大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

全国小学生バ
ドミントン選手
権大会

新潟県バドミン
トン協会

NPO

全国小学生バドミントン大
会

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

全日本中学生
バドミントン選
手権大会

新潟県バドミン
トン協会

NPO

全国中学生バドミントン大
会

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

にいがたキッズ
テニスフェス
ティバル

新潟市テニス
協会

NPO

テニス教室

新規（次
年度継
続）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

２０１４J-1ジュ
ニア朱鷺ＣＵＰ
空手道選手権
大会

新国際空手拳
法道士衛塾

NPO

空手大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

にいがた湊ま
ち歴史ウォーク

新潟県ウォー
キング協会

NPO

ウォーキング大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟市ママさ
んﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ主
催５事業

新潟市家庭婦
人バレーボー
ル連盟

NPO

９人制バレーボール大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

北地区スポー
ツｾﾝﾀｰバウン
ドテニス大会

(公財)新潟市
開発公社

社団・財
団等法
人

バウンドテニス大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

スポーツを通じ
た地域コミュニ
ティー活性化促
進事業

(一社)新潟県レ
クリェーション
協会

社団・財
団等法
人

幼児の体力・運動能力向
上と遊びの習慣化支援事
業

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

ファミリーマラソ
ン大会

新潟市マラソン
協会

NPO

マラソン大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県中学校
総合体育大会

新潟県中学校
体育連盟

大学等

新潟県中学校体育大会
(４競技)

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

オープントーナ
メント全北陸空
手道選手権大
会

新極真会 新潟
支部

NPO法
人

空手大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟ラグビー
フェスティバル

新潟県ラグ
ビー協会

NPO

ラグビー教室

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟市婦人硬
式テニス主催２
事業

新潟市婦人硬
式テニス連絡
協議会

NPO

テニス大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟市レディー
スバドミントン
連盟主催３事
業

新潟市レディー
スバドミントン
連盟

NPO

バドミントン大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

オールにいが
たインディアカ
親善大会

新潟県インディ
アカ協会

NPO

インディアカ大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

読売学童野球
新潟市大会

読売新聞社新
潟支局

企業

学童野球大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

鳥屋野潟ス
ポーツ公園フェ
スタ

(公財)新潟県
都市緑化セン
ター

社団・財
団等法
人

スポーツイベト

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

親子ふれあい
マラソン大会

新潟アルビレッ
クスランニング
クラブ

企業

マラソン大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

若返り運動＆
健康ウォーキ
ング

新潟アルビレッ
クスランニング
クラブ

企業

健康教室

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県女子体
育連盟 夏期研
修会

新潟県女子体
育連盟

NPO

指導者研修会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

ＢＳＮスケート
フェスティバル

新潟放送

企業

スケート教室

新規（次
年度継
続）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

全国中学生空
手道選手権大
会新潟県予選

新潟県空手道
連盟

NPO

空手大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県少年少
女空手道選手
権大会兼全日
本少年少女空
手道選手権大
会新潟県予選
兼北信越小中
学生空手道大
会新潟県予選

新潟県空手道
連盟

NPO

空手大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

全国高等学校
野球選手権新
潟大会

新潟県高等学
校野球連盟

NPO

高校野球

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟地区学童
軟式野球新人
戦

ＮＰＯ新潟野球
人

NPO法
人

学童野球大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

ピースラン２０１
４

ピースランジャ
パン

NPO

多国籍ランナーチームに
よるピースランニング

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟市区対抗
ゲートボール大
会

ＮＰＯ新潟市
ゲートボール協
会

NPO法
人

ゲートボール大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

げんき間瀬マ
マチャリ８時間
耐久レース大
会

げんき間瀬マ
マチャリ９時間
耐久レース大
会実行委員会

企業

自転車レース

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

全日本フィギア
スケートジュニ
ア選手権大会

(公財)日本ス
ケート連盟

社団・財
団等法
人

フィギュアスケート大会

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

ＢＳＮ旗争奪新
潟市少年野球
大会

新潟放送

企業

少年野球大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

リレーフルマラ
ソンin新潟市陸
上競技場

(公財）新潟市
開発公社

社団・財
団等法
人

リレーマラソン

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

日本海マラソン 新潟マラソン協
会

NPO

マラソン大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

劇場で踊ろうダ
ンスキッズ大集
合

ダンスキッズ実
行委員会

NPO

ダンス発表会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

世界ゲートボー
ル選手権大会

世界ゲートボー
ル連合

NPO

ゲートボール世界大会

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟市民親善
秋季ゴルフ大
会

(公財)新潟市
体育協会

社団・財
団等法
人

ゴルフ大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県カーリン
コン大会

新潟県カーリン
コン協会

NPO

カーリンコン大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟ラグビー
フェスタ

新潟県ラグ
ビー協会

NPO

ジャパントップリーグの試
合

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

新潟県空手道
選手権大会

新潟県空手道
連盟

NPO

空手大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

北信越総合男
女選手権大会
(ソフトボール)

新潟市ソフト
ボール協会

NPO

ソフトボール大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

バトンコンテス
ト新潟県大会

新潟県バトン協
会

NPO

バトン競技会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

ＢＳＮスケート
フェスティバル

新潟放送

企業

スケート教室他

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

デンカビッグス
ワンスタジアム
オータムフェス
タ

(公財)新潟県
都市緑化セン
ター

社団・財
団等法
人

スポーツイベト

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

デンカビッグス
ワンスタジアム
新春フェスタ

(公財)新潟県
都市緑化セン
ター

社団・財
団等法
人

スポーツイベト

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

スローエアロ
ビック普及員養
成講習会

新潟県エフロ
ビック連盟

NPO

エアロビック指導者講習
会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

スポーツ・レク
リェーション指
導者養成講習
会

新潟県レク
リェーション協
会

NPO法
人

レクリェーション指導者講
習会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

カルチャーが紡
ぐ未来の新潟

新潟青年会議
所

社団・財
団等法
人

講演会

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

全国高等学校
選抜レスリング
大会

新潟県レスリン
グ協会

NPO

レスリング大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

北信越クラブバ
レーボール９人
制選手権大会

新潟県クラブバ
レーボール協
会

地域自
治組織
（その
他）

９人制バレーボール大会

継続（毎
年度実
施）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

後援

日本陸上選手
権大会開催記
念キッズアス
リートプロジェ
クト

新潟陸上競技
協会

社団・財
団等法
人

子供対象スポーツ教室

新規（単
年度完
結）

事業実施 名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

ｽﾎﾟｰﾂの振
興

文化ス
ポーツ部

スポーツ
振興課

補助

新潟総踊り祭
開催補助金

新潟総踊り祭
実行委員会

NPO

新しい踊りによるイベント
を実施することにより街に
活力と賑わいの交流空間
を創出する。
・2014にいがた総おどり
（9/19～21） 継続（毎

年度実
施）

実行委員
会事業全
般

補助金交
付等

多様な
主体

双方 5,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

街に活力と
賑わいの交
流空間を創
出することが
できた。

観光・国際
交流部

観光政策
課

補助

新潟市民謡連
盟補助金

新潟市民謡連
盟

NPO

郷土芸能の健全な発展普
及のため、種々の行事を
開催運営し、市民レクリ
エーション並びに観光の
一助とし、新潟の繁栄と
市民の健康福祉の増進に
寄与する。
・春の民謡まつり
・新潟まつり大民謡流し
・民謡踊り講習会

継続（毎
年度実
施）

連盟事業
全般

補助金交
付等

多様な
主体

双方 200,000
サー
ビス
提供

4 4 5 3 3 4 4 4

新潟まつり
等での民謡
の披露や，
講習会での
人材育成に
より，民謡の
発展普及に
貢献した。

観光・国際
交流部

観光政策
課

補助

新潟万代太鼓
振興会補助金

新潟万代太鼓
振興会

NPO

新潟市の郷土芸能とし
て、普及振興を図るととも
に、技芸の向上に寄与す
る。
・指導育成及び研修会
・新潟まつりへの参加
・万代太鼓フェスティバル
の開催

継続（毎
年度実
施）

連盟事業
全般

補助金交
付等

多様な
主体

双方 450,000
サー
ビス
提供

4 4 5 3 3 4 4 4

新潟まつり
等での新潟
万代太鼓の
普及宣伝活
動や本市の
観光ＰＲ活
動のほか，
後継者の育
成指導に貢
献している。

観光・国際
交流部

観光政策
課

後援

新潟テルサ文
化芸術公演事
業
結成55周年ベ
ンチャーズ
ジャパン・ツ
アー　2014

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

コンサート
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

新潟テルサ文
化芸術公演事
業
仮面ライダー
スーパーライブ
2015

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

コンサート，演劇
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟テルサ文
化芸術公演事
業
ハピネスチャー
ジプリキュア！
ミュージカル
ショー

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

ミュージカル
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

新潟テルサ人
材育成事業
社会人のため
のビジネスマ
ナースキルアッ
プ研修

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

研修
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

新潟テルサ人
材育成事業
新社会人のた
めのビジネスマ
ナースキルアッ
プ研修

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

研修
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

新潟テルサ人
材育成事業
前期文化講座

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

文化講座
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

新潟テルサ人
材育成事業
後期文化講座

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

文化講座
（新潟における勤労者福
祉の向上に寄与するも
の。）

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

新潟テルサ市
民舞踊・ダンス
発表会

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

市民が余暇活動での成果
を発表する場。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

公の施設管理

新潟勤労者総
合福祉センター
の管理運営

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

勤労者の教養・文化の向
上，健康の増進を図るた
め，新潟勤労者総合福祉
センター（新潟テルサ）の
新潟テルサの管理運営を
行う。 継続（毎

年度実
施）

施設の管
理運営全
般

指定管理
者の管理
運営事業
計画の承
認及び指
示，助言

双方 行政 206,025,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

勤労者の教
養・文化の
向上，健康
の増進につ
ながった。

「種別」：企
業,社団・財
団等法人

経済部
雇用政策
課

事業委託

アグリクラフト にいがたアグリ
クラフト

NPO

地域資源を活用し米どこ
ろ新潟の特徴を生かした
アグリクラフトを通じて、多
方面で広く交流を図り、地
域の活性化に繋げるた
め、市民講座及びインスト
ラクタースキルアップ講座
を実施。

継続（毎
年度実
施）

講座の企
画・実施

講座の補
助、参加
募集及び
取りまと
め

多様な
主体

行政 341,632
サー
ビス
提供

4 4 4 5 4 4 3 4

アグリクラフ
トの認知度
が向上し、
参加する市
民への新潟
市のPRが効
果的に行え
た。

農林水産
部

食と花の
推進課

共催

園芸展示会 新潟山野草友
の会　外12団
体

NPO

山野草，ばら，らん等の園
芸に関する愛好会や生産
者団体と共催による展示
会を開催し，園芸の普及
や花き産業の活性化を図
る。 継続（毎

年度実
施）

展示植物
の育成，
展示，展
示会当日
の来園者
対応

開催日程
の調整，
会場の手
配，備品
の準備，
広報

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 4 5

展示会を通
じて，セン
ター主催の
園芸講座の
新たな講師
や内容の充
実につな
がった。

農林水産
部

食育・花育
センター

補助

新潟港海岸
ビーチふれあ
い補助金

・新潟市バレー
ボール協会
・Mid SUMMER
FESTA実行委
員会
・ビーチライフＩ
Ｎ新潟実行委
員会
・Niigata Open
Tournament実
行委員会
・夕焼けコン
サート実行委
員会

複数種
別

砂浜の復元が進んだ新潟
西海岸と松浜海岸を市民
等に周知し利用を促進す
るため，両海岸で開催さ
れる事業・イベント等の開
催を支援している。
＜対象となる事業＞
・海岸の利用促進が見込
まれる事業
※特定の団体の利益や
宗教・政治・選挙活動を目
的とする事業、公序良俗
に反する事業、参加対象
が限定される事業、本市
並びに関係団体から支援
を受けている事業は対象
外

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・開催
及び開催
に当たり
必要とな
る行政機
関への手
続き

事業に係
る経費の
一部補助
及び実施
事業に関
する広報

多様な
主体

双方 891,794
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

継続イベント
に加え、新
規イベントも
開催された
ことでイベン
ト参加者数
が増加し、
新潟西海岸
および松浜
海岸の周知
及び利用促
進につな
がった。

【分野】（他）
環境の保全
を図る活動
【種別】
NPO、社団・
財団等法人
【協働形態】
（他）後援
【相手方の
費用負担】
2,076,150円

都市政策
部

港湾課

後援

第３回市民招
待セーリング”
クルーザーヨッ
トで新潟港・日
本海を体験しよ
う”

新潟オフショア
セーリングクラ
ブ

NPO

市民に外洋ヨットや水に
親しむ機会を提供し，「水
の都・新潟」を体験しても
らうため，外洋ヨットの試
乗会を開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
都市政策
部

港湾課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

地区スポーツ
振興会活動助
成

各地区スポー
ツ振興会

地域自
治組織
（その
他）

地域に根ざした生涯ス
ポーツの振興を図るた
め，身近なスポーツ・レク
リェーション活動を推進し
地域におけるスポーツ振
興及び健康維持増進と親
睦に寄与する活動を実施
している団体に対して，必
要な事業経費を助成する
もの。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画立案・
実施

補助金支
出

多様な
主体

双方 1,300,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 3 4

地域に根ざ
した身近な
スポーツ・レ
クリェーショ
ン活動を推
進することで
地域におけ
るスポーツ
振興及び健
康維持増進
と親睦に寄
与することが
できた。 北区役所 地域課

後援

福島潟駅伝競
走大会の後援

北区体育協会

NPO

福島潟放水路周回コース
を1チーム5人でリレーす
る駅伝競走大会を開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」：地
域のスポー
ツ振興に寄
与するものと
認められる
こと。また北
区地域課が
事務局と
なっている。

北区役所 地域課

共催

北区公共施設
スポーツ事業

NPO法人ハピ
スカとよさか

NPO法
人

市民のスポーツ活動の推
進と市民の健康保持・増
進を図る目的でスポーツ
教室，大会事業を実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画立案・
実施

施設使用
料免除

双方
多様な
主体

0
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 3 5

スポーツ教
室，大会事
業を実施す
ることで，市
民のスポー
ツ活動の推
進と市民の
健康保持・
増進寄与す
ることができ
た。

北区役所 地域課

公の施設管理

<北区>スポー
ツ施設管理運
営

（公財）新潟市
開発公社

社団・財
団等法
人

北区体育施設の管理運
営
・北地区スポーツセンター
・濁川運動広場
・太夫浜運動公園球技場
・南浜運動広場
・阿賀野川ふれあい公園
（野球場，多目的広場，テ
ニスコート，ゲートボール
場）

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者（管
理運営事
業計画の
承認，必
要に応じ
た指示・
調整，費
用の負
担）

双方 行政 103,972,000
その
他

5 5 5 5 4 5 3 5

施設利用者
増のため、
指定管理者
独自にス
ポーツ教室
やイベントを
実施し、目
標値より約
13％増の約
15万人の方
に利用して
いただいた。

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

北区役所 地域課

公の施設管理

<北区>スポー
ツ施設管理運
営

ハピスカとよさ
か＆アイビス技
建共同事業体

社団・財
団等法
人

北区体育施設の管理運
営
・豊栄総合体育館
・豊栄武道館
・豊栄木崎野球場
・豊栄南運動公園（野球
場，多目的広場，屋内
ゲートボール場）
・阿賀野川公園（野球場，
多目的広場，ゲートボー
ル場）
・遊水館

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者（管
理運営事
業計画の
承認，必
要に応じ
た指示・
調整，費
用の負
担）

双方 行政 176,078,352
その
他

5 5 5 5 4 5 3 5

施設利用者
増のため、
指定管理者
独自にス
ポーツ教室
やイベントを
実施し、目
標値より約
8％増の約
26万人の方
に利用して
いただいた。

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

北区役所 地域課

共催

第４回新潟・写
真交流会

日本写真家連
盟（ＰＦＪ）

その他

「四季の彩り」写真展の開
催に合わせ、清水重蔵プ
ロによる写真談義・作品
解説を実施。

継続（毎
年度実
施）

解説会の
企画・運
営

会場の提
供、指導。
助言

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 5 4 5 3 4 4 5

ビュー福島潟
で毎年開催さ
れる当写真展
がより栄える
ものにつな
がった。また、
福島潟が市
内の写真文
化地としてよ
り活気づくきっ
かけとなっ
た。

北区役所 地域課

共催

福島潟　菜の
花・ＳＡＫURAマ
ラソン＆ウォー
ク

新潟アルビレッ
クスランニング
クラブ
蔵の宿菱風荘

企業

桜や菜の花の開花時期に
あわせ、福島潟周辺を
コースに、マラソンや
ウォーキングを実施。

継続（毎
年度実
施）

イベントの
企画・運
営

会場の提
供、指導。
助言

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 5 5 4 4 4 4 5

当日は約
1,000人が集
まり、様々な
百選に選ば
れている福
島潟の魅力
を発信する
ことが出来
た。

北区役所 地域課

共催

「日本の自然」
３０回記念イベ
ント

全日本写真連
盟

その他

「日本の自然」作品展の
30回目を記念し、写真家
の吉野信による写真談
義・作品解説を実施。

新規（単
年度完
結）

イベントの
企画・運
営

会場の提
供、指導。
助言

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 4 4 5 3 4 4 4

ビュー福島
潟で毎年開
催される当
写真展がよ
り栄えるもの
につながっ
た。また、福
島潟が市内
の写真文化
地としてより
活気づくきっ
かけとなっ

北区役所 地域課

公の施設管理

北区文化会館
の運営管理

NKS・ハピスカ
とよさか・コンベ
ンションリン
ケージ共同事
業体

複数種
別

音楽，演劇等の鑑賞又は
創作活動の機会を提供
し，もって市民の芸術文化
活動の発展に資するとい
う設置目的により効果的・
効率的に達成するため指
定管理者制度を導入。

継続（毎
年度実
施）

文化会館
の管理運
営（自主
事業を含
む）

指定管理
料の支
出，施設
運営の助
言・協議

双方 行政 93,466,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 5

北区地域文
化発信拠点
として、市民
が芸術文化
に触れる機
会を提供し
た。 北区役所 地域課

共催

菱湖展 菱湖会

NPO

書道グループ菱湖会の作
品発表会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

会場貸
し，館前
看板
作成設
置，会場
設営，PR
業務

多様な
主体

双方 3,000
日常
的連
携

4 4 4 4 3 4 3 3 北区役所
地域課
北区郷土
博物館

後援

新潟市北区美
術協会会員展

新潟市北区美
術協会

NPO

北区美術協会会員の作
品発表会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

0 0 0 0 0 0 0 0 北区役所
地域課
北区郷土
博物館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

<東区>スポー
ツ施設管理運
営

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

東区体育施設の管理運
営
・東総合スポーツセンター
・市庭球場
・下山スポーツセンター
・中地区運動広場（野球
場、テニスコート、ゲート
ボール場）
・津島屋公園運動広場
（野球場）
・阿賀野川河川公園（野
球場，多目的広場，テニ

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者（管
理運営事
業計画の
承認，必
要に応じ
た指示・
調整，費
用の負
担）

双方 行政 305,030,238
その
他

5 5 5 5 4 5 5 5

施設利用者
増のため、指
定管理者独
自にスポーツ
教室やイベン
トを実施し、
目標値より
15％以上増
の約57万人
の方に利用し
ていただい
た。

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

東区役所 地域課

補助

地区スポーツ
振興会活動助
成

各地区スポー
ツ振興会

地域自
治組織
（その
他）

地域に根ざした生涯ス
ポーツの振興を図るた
め，
身近なスポーツ・レク
リェーション活動を推進し
地域におけるスポーツ振
興及び健康維持増進と親
睦に寄与する活動を実施
している団体に対して，必
要な事業経費を助成する
もの。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画立案・
実施

補助金支
出

多様な
主体

双方 1,200,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 5

補助金を活
用し、各振
興会でス
ポーツ大会
や教室、ラジ
オ体操に取
り組み、
5,700人あま
りの参加者
があり、ス
ポーツ振興
や健康維持
増進に効果
が見られた。

東区役所 地域課

公の施設管理

<中央区>ス
ポーツ施設管
理運営

（公財）新潟市
開発公社

社団・財
団等法
人

下記体育施設の管理運
営
・鳥屋野総合体育館
・西海岸公園（市営プー
ル・少年野球広場）
・鳥屋野運動公園（野球
場・球技場）

継続（毎
年度実
施）

　施設の
管理運営
全般

　施設の
設置者
（管理運
営事業計
画の承
認，必要
に応じた
指示・調
整，費用
の負担）

双方 行政 388,247,558
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

　民間事業
者のノウハ
ウを活用し
管理・運営を
行うことによ
り、市民サー
ビスの向上
や経費の節
減を図ること
ができた。

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

中央区役
所

地域課

公の施設管理

<中央区>ス
ポーツ施設管
理運営

姥ヶ山自治会

自治会，
町内会

山二ツ運動広場の指定管
理業務委託

継続（毎
年度実
施）

　施設の
管理運営
全般

　施設の
設置者
（管理運
営事業計
画の承
認，必要
に応じた
指示・調
整，費用
の負担）

双方 行政 5,300,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

　地元の自
治会が管
理・運営を行
うことによ
り、施設に対
する愛着心
が芽生えた
ようだ。

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

中央区役
所

地域課

公の施設管理

<中央区>ス
ポーツ施設管
理運営

新潟市馬術協
会

NPO

・鳥屋野運動公園（馬場）
の指定管理業務委託

継続（毎
年度実
施）

　施設の
管理運営
全般

　施設の
設置者
（管理運
営事業計
画の承
認，必要
に応じた
指示・調
整，費用
の負担）

双方 行政 2,300,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

　実際に使
用している
団体が管
理・運営を行
うことによ
り、利用者目
線で施設改
修等をして
いる。

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

中央区役
所

地域課

公の施設管理

新潟市旧齋藤
家別邸の管理
運営

要松園・新潟ビ
ルサービス共
同企業体

企業

近代の新潟を代表する豪
商の別荘である旧齋藤家
別邸をみなとまちで育ま
れたもてなしの文化を体
験できる場として活用し，
かつて柳都と呼ばれたに
いがたの繁栄ぶりを市内
外に発信することにより，
市民文化の向上，観光交
流の推進及び地域の活
性化に寄与することを目
的として施設を公開する。 継続（毎

年度実
施）

指定管理
業務の実
施
施設の利
用許可
観覧料等
の徴収，
減免など

指定管理
業務の指
導，評価
観覧料等
の還付に
関する業
務など

双方 双方 36,260,000
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

民間事業者
のノウハウ
を活用し管
理・運営を行
うことによ
り、市民サー
ビスの向上
や経費の節
減を図ること
ができた。

費用額
36,260,000
円（指定管
理料・工事
費：市支出
額）
3,260,963円
（自主事業
費：指定管
理者の独自
財源）
計
39,520,963
円
経緯：8（指
定管理者公
募により選
定された）

中央区役
所

地域課

事業委託

伝統文化ＰＲ事
業

西大畑旭町文
化施設協議会

NPO

みなとまち新潟で生まれ，
育まれてきた歴史や文化
を再認識してもらうととも
に，地域文化の活性化を
図ることを目的とし，中央
区の文化施設を会場とし
て伝統文化ＰＲ事業を推
進する。

新規（次
年度継
続）

事業の企
画・運営
全般

費用負担

多様な
主体

行政 999,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

公設・民設
施設が協働
して事業実
施することに
より、施設の
回遊性がで
き、市民満
足度が向上
した。

中央区役
所

地域課

公の施設管理

旧日本銀行新
潟支店長役宅
の管理運営

新潟絵屋・新潟
ビルサービス
特定共同企業
体

複数種
別

中央区，ひいては新潟市
の芸術・文化のさらなる発
展を目的に，旧日本銀行
新潟支店長役宅の管理
運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般（自主
事業を含
む）

施設の設
置者（管
理運営事
業計画の
承認，必
要に応じ
指示・調
整）

双方 双方 12,403,000
経費
削減

5 5 5 4 4 5 4 5

民間事業者
のノウハウ
を活用し管
理・運営を行
うことによ
り、市民サー
ビスの向上
や経費の節
減を図ること
ができた。

種別：NPO
法人,企業
費用額：
3,272,385円
（自主事業
費）
経緯：その
他（指定管
理者公募に
より選定され
た）

中央区役
所

地域課

公の施設管理

新潟市民プラ
ザの管理運営

新潟ビルサー
ビス

企業

中央区民，ひいては新潟
市民のさらなる文化の向
上及び地域の発展を目的
に，新潟市民プラザの管
理運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般（自主
事業を含
む）

施設の設
置者（管
理運営事
業計画の
承認，必
要に応じ
指示・調
整）

双方 双方 85,025,644
経費
削減

5 5 5 4 4 4 4 5

民間事業者
のノウハウ
を活用し管
理・運営を行
うことによ
り、市民サー
ビスの向上
や経費の節
減を図ること
ができた。

経緯：その
他（指定管
理者公募に
より選定され
た）

中央区役
所

地域課

補助

新潟市スポー
ツ振興会補助
金

中央区内地区
スポーツ振興
会

地域自
治組織
（その
他）

地域のスポーツ振興と活
性化を推進する地区ス
ポーツ振興会または校区
スポーツ振興会に対して
補助金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

地域にお
けるス
ポーツ振
興事業等
のの企
画・実施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 2,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

地域に密着
した活動が
行われ，市
民サービス
の向上を図
ることができ
た。

中央区役
所

地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

夕日ウオーク 新潟市スポー
ツ推進委員連
盟中央区協議
会

NPO

健康増進並びに参加者相
互の親睦を図るとともに，
地域スポーツの振興に寄
与するため，誰もが気軽
に参加しやすいウオーキ
ングイベントを実施する。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画・運営

事業の企
画・運営

双方 行政 359,738
サー
ビス
提供

5 5 4 5 5 5 5 5

団体の人材
を活用する
ことにより，
事業内容の
充実を図る
ことができ
た。

中央区役
所

地域課

事業協力

中央区まち歩
き「えんでこ」

新潟シティガイ
ド

NPO

区の魅力・宝物への関心
を深めてもらうとともに，
「まち歩き」ファンを増やす
ことで市街地の活性化を
図るため，中央区の見ど
ころについて市内外の
方々から「まち歩き」を体
験してもらう。

継続（毎
年度実
施）

まち歩き
のガイド

事業の実
施

行政 行政 2,164,051
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

団体の人材
を活用する
ことにより，
事業内容の
充実を図る
ことができ
た。

中央区役
所

地域課

補助

料亭の味と芸
妓の舞

新潟三業協同
組合

生協，商
工団体
等

みなとまち新潟の芸妓文
化・料亭文化を再認識し
てもらうとともに，活性化
を図るため，古町芸妓の
舞や唄の鑑賞と老舗料亭
での食事をセットにした事
業への支援を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金の
交付，広
報

多様な
主体

双方 1,062,148
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 4

団体のノウ
ハウを活か
し，効率的に
事業を実施
することがで
きた。

費用額：
852,210円
（芸妓派遣
代から補助
金額を除い
た額） 中央区役

所
地域課

共催

万代市民会館
グループ展

グループ展実
行委員会

NPO

万代市民会館で活動して
いる団体の合同作品展

継続（毎
年度実
施）

企画・設
営・運営

場所・ス
タッフを提
供

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 3
中央区役
所

地域課

共催

万代市民会館
芸能交歓会

芸能交歓会実
行委員会

NPO

万代市民会館で活動して
いる団体の合同公演会

継続（毎
年度実
施）

企画・設
営・運営

場所・ス
タッフを提
供

双方 双方 76,464
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 3
中央区役
所

地域課

共催

万代市民会館
カラオケ交歓会

カラオケ交歓会
実行委員会

NPO

万代市民会館で活動して
いるカラオケ団体の合同
公演会

継続（毎
年度実
施）

企画・設
営・運営

場所・ス
タッフを提
供

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 3
中央区役
所

地域課

補助

地区スポーツ
振興会補助金

東亀田地区ス
ポーツ振興会
他７団体

地域自
治組織
（その
他）

地域に根ざした各種ス
ポーツ活動を通し、市民
の健康維持増進と地域の
つながり・連携を図るた
め、小学校区単位でス
ポーツ振興会を設立し，
その活動に対し、補助を
行うもの。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施

補助金交
付

多様な
主体

双方 1,000,000
日常
的連
携

5 5 4 4 4 4 4 4

各地区にお
いてスポー
ツを通しての
市民の健康
維持・連携
が図られた。 江南区役

所
地域課

公の施設管理

江南区亀田地
区体育施設指
定管理

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

スポーツの普及振興を図
り、市民の心身の健全な
市民生活に寄与するとい
う設置目的をより効果的・
効率的に達成するため指
定管理者制度を導入。 継続（毎

年度実
施）

体育施設
等の管理
運営（自
主事業を
含む）

指定管理
料の支
出，施設
運営の助
言・協議

双方 行政 204,541,744
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
のノウハウ
により、施設
の効率化が
図られ、利
用者数・使
用料の増加
に繋がった。

江南区役
所

地域課

公の施設管理

横越総合体育
館指定管理

新潟市開発公
社グループ
（公益財団法人
新潟市開発公
社・愛宕商事株
式会社共同企
業体）

複数種
別

スポーツの普及振興を図
り、市民の心身の健全な
市民生活に寄与するとい
う設置目的をより効果的・
効率的に達成するため指
定管理者制度を導入。 継続（毎

年度実
施）

体育施設
等の管理
運営（自
主事業を
含む）

指定管理
料の支
出，施設
運営の助
言・協議

双方 行政 47,385,400
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
のノウハウ
により、施設
の効率化が
図られ、利
用者数・使
用料の増加
に繋がった。

江南区役
所

地域課

実行委員会

アスパークまつ
り

複数種
別

亀田総合運動公園におい
て、亀田総合体育館と江
南区文化会館の魅力を広
くＰＲするとともに、地元団
体による農産物の直販や
飲食売店を設けることに
より、地域の活性化・区の
一体感醸成に繋げるも
の。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施

事業の企
画・実施

双方 双方 400,000
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

家族連れを
中心に3,000
人以上の来
場者があり、
亀田総合運
動公園の周
知効果が
あったととも
に、地域活
性化に繋
がった。

江南区役
所

地域課

事業委託

大学と地域の
連携による多
様なコンサート
の実施におけ
る効果

新潟県立大学

大学等

文化会館の利用促進を図
る目的と市民への音楽文
化享受の機会の増大を図
るため，年間を通して様々
な年齢層へ向けた多様な
コンサートを開催する。 新規（次

年度継
続）

演奏会の
企画，公
演当日ス
テージ業
務，印刷

企画，運
営，連絡，
広報，チ
ケット販
売，受付

双方 行政 891,288
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

様々な年代
の、多くの方
から会館へ
足を運んで
もらい、コン
サートを楽し
んでいただ
いた。

江南区役
所

地域課
江南区文
化会館

事業委託

虹のピアノコン
サート

株式会社　北
越楽器新潟店

企業

文化会館の利用促進を図
る目的と市民の方にピア
ノを活用してもらうための
機会として，市民参加型
の演奏会を開催する。

新規（単
年度完
結）

演奏会の
企画，公
演当日ス
テージ業
務，印刷

企画，運
営，連絡，
広報

双方 双方 216,800
日常
的連
携

5 4 5 5 5 5 4 4

一般の市民
の方がス
テージに立
つ、ピアノに
触れる良い
機会となった
一方で、参
加者が想定
より少なかっ
たのが残念
だった。

協働の相手
方費用負担
額：203,297
円

江南区役
所

地域課
江南区文
化会館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

東日本大震災
復興支援チャリ
ティコンサート

復興支援チャリ
ティコンサート
実行委員会

NPO

東日本大震災の被災地
への復興と福島からの避
難者への激励の意味を込
めて、「みやぎびっきの
会」と「Classic for Japan」
の協力によりチャリティコ
ンサートを開催する。

新規（次
年度継
続）

企画，公
演当日ス
テージ業
務，印刷，
公演当日
の運営，
チケット販
売

広報，公
演当日の
運営，チ
ケット販
売

双方 双方 1,000,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

チケットも完
売となり観
客からは感
動の涙も見
られ、有意
義なコン
サートだっ
た。

協働の相手
方費用負担
額：100,000
円

江南区役
所

地域課
江南区文
化会館

実行委員会

シルクロードを
旅するコンサー
ト

シルクロードコ
ンサート実行委
員会

NPO

文化会館の利用促進を図
る目的と市民の方に中国
や東南アジアの楽器やダ
ンス等、普段あまり触れる
機会の少ない文化を楽し
んでいただくコンサートを
開催する。

継続（毎
年度実
施）

企画，公
演当日ス
テージ業
務，印刷，
チケット販
売

広報，公
演当日の
運営，チ
ケット販
売

双方 行政 500,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

チケットも完
売となり、市
民の方も
様々な文化
に触れられ
るコンサート
だった。

江南区役
所

地域課
江南区文
化会館

実行委員会

全国社会人落
語祭り

全国社会人落
語祭り実行委
員会

NPO

文化会館の利用促進を図
り、市民の方へ演芸を楽
しんでもらう目的で、江南
区文化会館二周年を記念
し，全国で活躍中のメン
バーを揃え社会人落語祭
りを開催する。

継続（毎
年度実
施）

企画，公
演当日ス
テージ業
務，印刷，
チケット販
売

広報，公
演当日の
運営，チ
ケット販
売

双方 双方 395,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

チケットも完
売となり、市
民の方から
は大いに落
語を楽しん
でいただい
た。

協働の相手
方費用負担
額：21,330円

江南区役
所

地域課
江南区文
化会館

事業委託

トルヴェール・
クヮルテットコン
サート

(株）コンサート
サービス

企業

文化会館の利用促進を図
る目的と市民への音楽文
化享受の機会の増大を図
るため，サックスアンサン
ブルコンサートを開催す
る。 継続（毎

年度実
施）

演奏会の
企画，公
演当日ス
テージ業
務

企画，運
営，連絡，
広報，チ
ケット販
売，受付，
印刷

双方 行政 1,222,961
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

中・高校生
へのクリニッ
クとステージ
発表も同時
に行い、サッ
クスを通して
音楽の裾野
が広がるコ
ンサートと
なった。

江南区役
所

地域課
江南区文
化会館

事業協力

秋葉区文化会
館オープニング
イベント

秋葉区文化会
館オープニング
イベント企画・
運営委員会

その他

文化会館オープニングイ
ベントの企画・運営を主体
的に行う区民とともに，そ
の多様な意見を調整し，
イベントのプランニングを
行う。 継続（毎

年度実
施）

オープニ
ングイベ
ントの企
画・運営

オープニ
ングイベ
ントの企
画・運営

行政 行政 89,652
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 0 5
秋葉区役
所

地域課

補助

吉田文庫資料
調査事業

吉田文庫

NPO

地域文化資源の掘り起こ
しと適切な保存を通して
文化の振興を図るため，
歴史地理学者吉田東伍
父子等の資料である吉田
文庫の調査を行う。 継続（毎

年度実
施）

調査・出
版

補助金交
付

多様な
主体

双方 570,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 4

ブックレット
出版に向け
て調査研究
を行い，地
域文化の振
興に寄与し
た。

秋葉区役
所

地域課

事業委託

新津地区森林
文化・植物分布
調査事業

にいつ丘陵里
山文化・自然調
査研究会

NPO

市に寄託されている植物
標本の分類整理作業を進
め，県内の植物分布の様
子を明らかにするととも
に，新津地区の植物分布
の特徴をまとめる。 継続（毎

年度実
施）

調査・報
告

資金協
力・広報

双方 双方 1,752,608
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 5

標本の分類
整理を進め
るとともに，
植物観察
会・報告会
等を行い，
地域文化の
振興に寄与
した。

秋葉区役
所

地域課

事業委託

秋葉区レクリ
エーション事業

新津レクリエー
ション協会

NPO

市民と共にレクリエーショ
ン活動を行い，レクリエー
ションの輪を広げると共に
レクリエーション関係団体
相互の連絡協調を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

資金協
力・広報

双方 双方 391,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 5

レクリエー
ション活動を
通して，健康
スポーツの
普及を推進
した。 秋葉区役

所
地域課

事業協力

石油文化普及
啓発事業

石油の世界館
友の会

NPO

石油に関する講演会や野
外見学会を実施し，石油
文化の普及啓発を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

資料作
成・広報・
資金協力
（講師謝
礼等）

双方 双方 338,303
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

講演会や見
学会，石油
に係る出前
講座を実施
し，石油文
化の普及啓
発に寄与し
た。

秋葉区役
所

地域課

補助

地区スポーツ
振興会補助金

荻川地区ス
ポーツ振興会
ほか計10団体

地域自
治組織
（その
他）

地域に根ざした各種ス
ポーツ活動を通し，市民
の健康維持・増進と地域
のつながり・連携を図るた
め，小学校区単位でス
ポーツ振興会を設立し，
その活動に対し補助を行
う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

補助金交
付

多様な
主体

双方 1,300,000
ニー
ズ反
映

4 5 4 4 4 4 4 4

地域に根ざ
した各種ス
ポーツを実
施し，市民
の健康維
持・増進に
寄与した。

秋葉区役
所

地域課

事業委託

地域文化施設
の活用

小須戸小学校
区コミュニティ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

小須戸町屋「薩摩屋」を拠
点とし，小須戸特有の地
域文化の交流と啓発を図
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

資金協
力・広報

多様な
主体

双方 998,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 5

町屋の開館
や展示事業
等を行い，
地域文化の
振興に寄与
した。 秋葉区役

所
地域課

実行委員会

新潟市花の写
真コンテスト

新潟市花の写
真コンテスト実
行委員会

NPO

「食と花の政令市」新潟を
広く県内外にアピールす
ると共に，秋葉区の特産
である花卉・花木を広く紹
介し，花の写真を通じて
花の新しい魅力を創造す
る。

継続（毎
年度実
施）

専門的立
場からの
意見・提
言

事務局業
務，負担
金支出

行政 双方 1,403,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

秋葉区の花
産業の周知
が，写真コン
テストという
メディアを通
じて効果的
に行われ
た。

秋葉区役
所

産業振興
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

トレイルランニ
ング

トレイルラン
ナーズ・新潟ト
レラン普及員会

その他

にいつ丘陵（菩提寺山・高
立山等）の豊かな自然の
中を，一般市民などを対
象にトレイルランニングを
通じて，健康増進を図り，
併せて自然の大切さや
ルール・マナーを学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

にいつ丘陵
のＰＲに繋
がった

秋葉区役
所

産業振興
課

事業委託

第８回南区美
術展覧会

新潟市南区美
術協会

NPO

南区及び近隣の美術愛
好家の創作作品発表の
場と鑑賞の機会を提供す
る。（日本画・洋画等７部
門）

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，申込
受付，会
期中の運
営など

企画，準
備，申込
受付，会
期中の運
営補助，
イベント案
内，施設
提供

双方 双方 618,000
サー
ビス
提供

4 3 3 3 2 3 3 3

地域の美術
愛好者の作
品発表の
場，また身
近な芸術鑑
賞の場の提
供となってい
る。

南区美術協
会負担
（2,459円）
出品料収入
（246,000円）

南区役所 地域課

共催

芸術文化事業
開催事業

ラスペック応援
団

NPO

白根学習館ラスペック
ホールの活性化を図るた
め同施設を活用した芸術
文化事業を市民団体と共
催で開催。
平成２６年度事業「第６回
座・楽芸会」出演：三流亭
楽々など

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，チケッ
ト販売，当
日の運営
など

施設提
供，負担
金の支払
い

多様な
主体

双方 60,000
日常
的連
携

3 3 4 3 2 3 3 3

南区内の施
設を使用し，
身近なところ
で文化に触
れる機会を
提供できた。

入場料収入
（143,000円）

南区役所 地域課

共催

特色ある区づく
り事業「オペラ
夕鶴」

南区音楽祭プ
ロジェクト実行
委員会

NPO

特色ある区づくり事業とし
て，白根学習館ラスペック
ホールを会場に，区民参
加によるクラシックオペラ
を上演。これにより区の音
楽・芸能活動の活性化を
目指す。

継続（毎
年度実
施）

企画，出
演者等募
集，公演
までの準
備，チケッ
ト販売，当
日の運営
など

施設提
供，負担
金の支払
い，公演
まで準備
補助，当
日運営補
助

双方 双方 1,800,000
その
他

4 3 3 3 3 3 3 3

経緯につい
ては，市民
の要望によ
る。
入場料収入
（854,200円）

南区役所 地域課

補助

地区スポーツ
振興会補助金

南区内地区ス
ポーツ振興会

地域自
治組織
（その
他）

地域のスポーツ振興と活
性化を推進する地区ス
ポーツ振興会や小学校区
スポーツ振興会に対して
補助金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

スポーツ
事業の企
画・実施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 1,100,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

南区内の各
地区におい
て，身近なと
ころで気軽
にスポーツ
をできる機
会を提供で
きた。

南区役所 地域課

補助

指定文化財保
護事業

・サークルしろ
ね絞り
・魚町神楽連
・茨曽根太々神
楽保存会
・臼井棒踊り振
興会
・郷土芸能保存
会

NPO

市指定文化財や地域に伝
わる伝統芸能の後継者育
成と保護を行う。

新規（単
年度完
結）

伝統文
化・芸能
の後継者
育成・保
護

報償費の
支払い

多様な
主体

行政 116,000
サー
ビス
提供

4 4 4 3 4 4 3 4

伝統文化・
伝統芸能の
担い手が高
齢化していく
中，後継者
の育成は重
要課題であ
る。

後継者育成
と保護の観
点より，評価
が難しい

南区役所 地域課

公の施設管理

体育施設の指
定管理業務

新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

区内体育施設（白根野球
場を除く）の指定管理業
務委託

継続（毎
年度実
施）

施設の維
持管理，
施設使用
許可及び
使用料徴
収

施設設置
者・財産
管理

双方 双方 195,019,308
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

これまでの
施設維持管
理実績から
なるノウハウ
を活かし，施
設維持管
理，利用者
サービスの
向上に努め
た。

南区役所 地域課

公の施設管理

体育施設の指
定管理業務

南区スポーツ
フィールド運営
グループ（きら
めき，丸富）

企業

白根野球場の指定管理
業務委託

継続（毎
年度実
施）

施設の維
持管理，
施設使用
許可及び
使用料徴
収

施設設置
者・財産
管理

双方 双方 14,510,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

これまでの
施設維持管
理実績から
なるノウハウ
を活かし，施
設維持管
理，利用者
サービスの
向上に努め
た。

南区役所 地域課

共催

西区アクティブ
スポーツプロ
ジェクト「プロ野
球ＯＢ野球教
室」

新潟県野球協
議会

NPO

プロ野球OBを講師に迎
え、中学生を対象とした野
球教室

継続（毎
年度実
施）

企画、広
報、運営
全般

全体統
括、企画、
運営

行政 行政 350,000
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

プロの指導
を受け，児
童生徒の健
全育成を図
ることができ
た。

西区役所 地域課

実行委員会

西区アクティブ
スポーツプロ
ジェクト「西区
CUP」

西区CUP運営
実行委員会

NPO

学童軟式野球大会、U-8
ミニサッカーフェスタ、girls
サッカーの開催

継続（毎
年度実
施）

運営業務
全般（事
務局）

負担金の
支出、運
営協力

行政 行政 400,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

西区関係団
体や保護者
が協力して
イベントを企
画運営し，
交流の場を
提供すること
ができた。

西区役所 地域課

事業協力

西区アクティブ
スポーツプロ
ジェクト「４色の
運動教室」

新潟大学

大学等

運動不足解消や適切な運
動習慣の確立等を目的と
した運動教室を実施

継続（毎
年度実
施）

企画、講
師

運営業務
全般

行政 行政 134,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

区民のス
ポーツを普
及させ，健
康増進を図
ることができ
た。

西区役所 地域課

事業委託

西区アクティブ
スポーツプロ
ジェクト「親子
いきいきエン
ジョイスポー
ツ」

(株)新潟アルビ
レックスランニ
ングクラブ

企業

親子での運動習慣の動機
づけや健康づくりを目的と
した運動教室

継続（毎
年度実
施）

企画、講
師、印刷
物作成

運営業務
全般

行政 行政 201,020
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

区民のス
ポーツを普
及させ，健
康増進を図
ることができ
た。

西区役所 地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

西区アクティブ
スポーツプロ
ジェクト「アルビ
レックスＢＢバ
スケットボール
教室」

(株)新潟プロバ
スケットボール

企業

小学生を対象としたバス
ケットボール教室

継続（毎
年度実
施）

企画、講
師

運営業務
全般

行政 行政 411,900
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

プロの指導
を受け，児
童生徒の健
全育成を図
ることができ
た。

西区役所 地域課

公の施設管理

西総合スポー
ツセンターの管
理運営

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

公の施設の管理（西総合
スポーツセンター指定管
理業務）

新規（次
年度継
続）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者(指定
管理者の
事業計画
の承認及
び必要に
応じ、指
示・助言）

双方 行政 169,856,044
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
制度導入に
よりサービス
向上，経費
の削減を図
ることができ
た。 西区役所 地域課

公の施設管理

みどりと森の運
動公園体育施
設等の管理運
営

みどりと森体育
施設運営グ
ループ

企業

公の施設の管理（みどりと
森の運動公園体育施設
指定管理業務）

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者(指定
管理者の
事業計画
の承認及
び必要に
応じ、指
示・助言）

双方 行政 35,141,000
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
制度導入に
よりサービス
向上，経費
の削減を図
ることができ
た。 西区役所 地域課

公の施設管理

黒埼地区総合
体育館の管理
運営

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

公の施設の管理（黒埼地
区総合体育館ほか体育
施設指定管理業務）

新規（次
年度継
続）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者(指定
管理者の
事業計画
の承認及
び必要に
応じ、指
示・助言）

双方 行政 46,899,571
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
制度導入に
よりサービス
向上，経費
の削減を図
ることができ
た。 西区役所 地域課

公の施設管理

小針野球場の
管理運営

㈱新潟ビル
サービス

企業

公の施設の管理（小針野
球場指定管理業務）

新規（次
年度継
続）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者(指定
管理者の
事業計画
の承認及
び必要に
応じ、指
示・助言）

双方 行政 23,479,800
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
制度導入に
よりサービス
向上，経費
の削減を図
ることができ
た。 西区役所 地域課

事業協力

西区アクティブ
スポーツプロ
ジェクト「かけっ
こ教室」

(株)新潟アルビ
レックスランニ
ングクラブ

企業

小学生を対象としたか
けっこ教室

新規（次
年度継
続）

企画、講
師

運営業務
全般

行政 行政 101,020
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

児童生徒の
健全育成を
図ることがで
きた。

西区役所 地域課

事業協力

西区ウォーク (株)新潟アルビ
レックスランニ
ングクラブ

企業

25年度までの西区リバー
サイドウォークを拡充実施

継続（毎
年度実
施）

企画、講
師

運営業務
全般

行政 行政 154,585
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

区民のス
ポーツを普
及させ，健
康増進を図
ることができ
た。

西区役所 地域課

実行委員会

地域と大学連
携プロジェクト
in西区暮らしっ
く広場２０１４

新潟大学教育
学部「音楽学・
音楽マネジメン
ト」研究室

大学等

西区の一体感を醸成する
ため，音楽を通して，区民
の地域交流を深めるとと
もに，区内外へ芸術文化
を発信することを目的とし
て、市民会館を会場にコ
ンサートを開催したり、小
学校での音楽ワークショッ
プをおこなった。

継続（毎
年度実
施）

各種コン
サート・
ワーク
ショップの
企画、運
営
広報活
動、
実行委員
会の運営

広報協
力、コン
サートの
企画・運
営、広報
協力、小
学校へ協
力依頼

双方 行政 2,300,195
サー
ビス
提供

5 4 5 5 4 5 5 5

区の方針で
ある大学連
携を実践し，
芸術文化を
区内外へ発
信できた。

西区役所 地域課

実行委員会

アートクロッシ
ングにいがた２
０１４
うちのＤＥあい

新潟大学教育
学部環境芸術
講座、夢アート
うちの

複数種
別

芸術の新たな可能性の模
索と地域の活性化、広く
芸術文化を発信すること
を目的として、内野地区
の空き店舗などを利用し
て造形ワークショップや作
品の展示といった造形イ
ベントを開催

継続（毎
年度実
施）

ワーク
ショップ・
作品展示
の企画、
運営、広
報活動、
実行委員
会の運営

広報協
力、公共
団体への
許可手続
き

双方 行政 2,029,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

区の方針で
ある大学と
の連携を実
践できた。実
行委員会形
式で、行政
だけでは難
しい事業を
実施できた。

西区役所 地域課

補助

西蒲区スポー
ツ振興会補助
金

西蒲区内地区
スポーツ振興
会

地域自
治組織
（その
他）

地域のスポーツ振興と活
性化を推進する地区ス
ポーツ振興会に対して補
助金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

地域にお
けるス
ポーツ振
興事業等
の企画・
運営

補助金の
交付

多様な
主体

双方 1,500,000
経費
削減

5 4 4 4 4 4 3 3
西蒲区役
所

地域課

公の施設管理

西川総合体育
館指定管理

西蒲スポーツ
振興グループ

企業

公の施設の管理（西川総
合体育館指定管理業務）

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者(指定
管理者の
事業計画
の承認及
び必要に
応じ，指
示・助言）

双方 行政 41,788,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

指定管理者
の自主事業
により利用
者の増加が
みられる

「経緯」：指
定管理者制
度導入によ
る

西蒲区役
所

地域課

実行委員会

西蒲区展 西蒲区展実行
委員会

NPO

芸術分野に関わりのある
区民等で実行委員会を立
ち上げ、区自治協議会提
案事業で西蒲区展を実施
した。

新規（次
年度継
続）

事業の企
画・運営

事業の実
施

行政 行政 708,208
ニー
ズ反
映

3 3 3 2 4 2 3 3
西蒲区役
所

地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 91 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

岩室観光施設
管理運営業務

ＮＰＯ法人いわ
むろや

NPO法
人

新潟市岩室観光施設「い
わむろや」を適正かつ円
滑に管理運営するため以
下の事業を行っている。

継続（毎
年度実
施）

施設管理
全般

指定管理
料の支出

多様な
主体

行政 25,300,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

交流人口の
拡大と地域
振興が図ら
れた。

西蒲区役
所

産業観光
課

事業委託

 学校開放事業 スポーツ振興
会

地域自
治組織
（その
他）

学校教育に支障のない範
囲内で，学校施設を市民
に開放し，市民の体育活
動，文化活動，地域活動
の普及・推進並びに幼
児，児童及び生徒の健全
な育成を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の運
営

施設の維
持管理，
施設使用
許可及び
使用料徴
収

行政 行政 7,993,334
参加
意識

5 5 5 5 4 5 5 5

利用団体同
士で話合っ
て運営する
ことで，誤解
のない適正
な運営がで
きた。

教育委員
会

地域教育
推進課

後援

第３０回わん
ぱく相撲全国
大会　予選

社団法人
青年会議所

社団・財
団等法
人

日本の国技である「相撲」
を通じて心身の鍛練と健
康の増進をはかる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

（財）日本リト
ルリーグ野球
協会
信越連盟
新潟ブロック
主催６大会

（公財）日本リ
トルリーグ
野球協会
信越連盟
新潟ブロック 社団・財

団等法
人

野球を愛する子供達の夢
を育み，硬式野球を通じ
明朗にして思いやりのあ
る有能な社会人に育成す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

挑戦ボルダリ
ング

にいがた北青
年会議所

社団・財
団等法
人

ボルタリングというスポー
ツを通して子供たちに運
動能力の向上や困難に立
ち向かう精神力，自ら考え
成功のイメージを描く力を
育む。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

職業教育の日
記念

県専修学校各
種学校協会

社団・財
団等法
人

７月１１日の「職業教育の
日」に，今日の日本の社
会に強く要請されている
職業意識の涵養をはか
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第２３回全国
小学生バドミ
ントン大会

県バドミントン
協会

社団・財
団等法
人

ジュニア選手の育成を目
的として，全国から約１２
００名のジュニア選手が出
場する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１５回　全
日本中学生バ
ドミントン選手
権大会

県バドミントン
協会

社団・財
団等法
人

近年の国際的なバドミント
ン界の状況に対応するた
め，全国都道府県の優秀
なバドミントン選手が一堂
に会して，相互に技能研
修する機会とする。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

にいがた
キッズテニス
フェスティバル

新潟市テニス
協会

その他

各区の園児，児童にテニ
スを通じスポーツする楽し
さを伝える。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

教員のための
金融教育セミ
ナー

新潟県金融広
報委員会

その他

学校における金融教育の
必要性を認識してもらうと
ともに，金融教育研究校
での実践報告や学部講師
による講演により教員に
対する情報提供を行い，
金融教育の指導力を高め
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２６年度
新潟県合唱講
習会

新潟県合唱連
盟

その他

県外より講師を招き，合
唱団員と指導者を対象と
し，ＮＨＫ全国学校音楽コ
ンクール課題曲講習，指
導者講習，全日本合唱コ
ンクール課題曲練習，一
般の部講習を開催する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第3８回親と子
の名曲なかよ
しコンサート

アンサンブル
アルモニカ

NPO

音楽を通して創造性豊か
な人間教育の一助とす
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟県養護教
員研究協議会
研修会並びに
総会

新潟県養護教
員研究協議会

その他

養護教諭の専門職として
の資質の向上を図り，会
員相互の研修の機会とす
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１３回日本
ピア・サポート
学会総会研究
大会

日本ピア・サ
ポート学会

その他

年１回の学会運営に関わ
る総会及び研究大会での
会員の資質の向上と新た
な知見の習得，さらに会
員でない方々への普及

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

平成26年度
新潟県高等学
校春季地区体
育大会

新潟県高等学
校体育連盟

その他

高等学校教育の一環とし
て，高等学校生徒に広く
スポーツ実践の機会を与
え，技能の向上とスポー
ツ精神の高揚を図り，心
身ともに健全な高等学校
生徒を育成する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

平成26年度
北信越高等学
校体育大会

新潟県高等学
校体育連盟

その他

高等学校教育の一環とし
て，高等学校生徒に広く
スポーツ実践の機会を与
え，技能の向上とスポー
ツ精神の高揚を図り，心
身ともに健全な高等学校
生徒を育成する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟県養護教
員研究協議会
「救急法講習
会」

新潟県養護教
員研究協議会

その他

救急法の知識及び技術
の習得と養護教諭の専門
性を高める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第58回
北陸地区
聾学校体育大
会

県立新潟聾学
校

大学等

北陸地区の聾学校の生
徒が，スポーツを通じて体
力・技術の向上を図るとと
もに，明朗な性格と強調
の精神を養い，併せて各
校の親睦を深める。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

ＪＩＣＡ国際協
力中学生・高
校生エッセイ
コンテスト

独立行政法人
国際協力機構
東京国際セン
ター

社団・財
団等法
人

次世代を担う中学生・高
校生に対して，エッセイを
書くという行為を通じて，
国際協力について考えて
もらうきっかけを提供し，
開発課題や国際協力へ
の興味・関心を高めてもら
う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

第４5回新潟
地区中学校総
合体育大会

新潟地区中学
校体育連盟

その他

新潟地区中学生のスポー
ツの祭典として，技能を高
め，友情を深める。さらに
新潟県大会出場険を得る
ための予選会を兼ねる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

第４5回新潟
県中学校総合
体育大会 (2)

新潟県中学校
体育連盟

その他

新潟県中学生のスポーツ
の祭典として，技能を高
め，友情を深める。さらに
北信越ブロック大会，全国
大会の新潟県予選会を兼
ねる。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

第35回北信越
中学校総合体
育大会

新潟県中学校
体育連盟

その他

北信越５県のスポーツの
祭典として，技能を高め，
友情を深める。さらに全国
大会出場権をかけた予選
会を兼ねる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟市ジュニ
ア邦楽合奏団
第19回定期演
奏会

新潟市民芸術
文化会館

社団・財
団等法
人

新潟市が設立し，当該財
団が運営する「新潟市
ジュニア邦楽合奏団」の
団員による演奏会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第9回新潟
ジュニア囲碁
大会

新潟少年少女
囲碁育成会

その他

新潟市の少年少女に囲碁
の普及を図るとともに，日
本の伝統文化を継承し，
少年少女の健全な心身の
育成・発達を促進する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第30回新潟県
少年少女空手
道選手権大会

新潟県空手道
連盟

その他

第２２回全国中学生空手
道大会新潟県選手選考。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第２２回全国
中学生空手道
選手権大会

新潟県空手道
連盟

その他

第１４回日本少年少女空
手道選手権大会の新潟
県選手選考並びに第１４
回北信越小中学生空手
道選手権大会の新潟県
選手選考 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第８回新潟
ジュニア俳句
大会

新潟万代ライ
オンズクラブ

地域自
治組織
（その
他）

青少年育成のため，中央
区中学校を対象とし，俳
句大会参加を呼びかけ
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟市ジュニ
ア合唱団
第24回定期演
奏会

新潟市芸術文
化振興財団
新潟市民芸術
文化会館

社団・財
団等法
人

新潟市が設立し，当該財
団が運営する「新潟市
ジュニア合唱団」の団員に
よる演奏会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

北陸教育オー
ディオロジー
研究会

北陸教育オー
ディオロジー
研究協議会

その他

聴覚障がい教育に携わる
教職員の専門性を高め
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

日本ストリート
ダンス指導認
定研修大会

一般社団法人
日本ストリート
ダンス認定協
議会

社団・財
団等法
人

全ての中学生が武道及び
ダンスを学習することに
なったため，学習指導要
領に基づき，安全対策も
加味した，指導者認定の
研修大会を開催する。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

２０１４年
第３２回読売
学童野球新潟
市大会

読売新聞東京
本社
新潟支局

企業

野球への興味・関心を高
め，スポーツを通じて地域
交流の輪を広げる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

親子おかね教
室

新潟県金融広
報委員会

その他

銀行券の偽造防止につい
ての学習など，お札につ
いて理解を深めてもらうほ
か，「おこづかいゲーム」
を通じてお金の有効な使
い方について考える力を
養う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第9回新潟地
区学童軟式野
球新人戦

特定非営利活
動法人
新潟野球人

NPO法
人

５年生以下の学童を対象
とした軟式野球大会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第２1回ＮＩＥ新
聞記事感想文
コンクール

新潟県新聞活
用教育
（NIE）推進協
議会

その他

小・中・高校生から新聞記
事を読んだ感想文を募集
し，表現能力の向上に寄
与する。優れた作品を表
彰し新聞記事に掲載する
ことを通して，文字メディ
アに対する関心を高め
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第40回小中高
家庭科合同研
究会

新潟県家庭科
研究会

その他

小・中・高等学校家庭科
教育の充実と振興を図る
ため，研究発表，講演会
を行う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

日本デジタル
教科書学会

日本デジタル
教科書学会

その他

学会員のみでなく小中学
校教員にも広く参加を呼
びかけ，タブレット端末の
有効な活用方法やデジタ
ル教科書・教材等の活用
方法に関する研究発表を
行う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第9回新潟県
数学選手権中
学生大会

株式会社新潟
放送事業局

企業

県民の数学への関心を高
め，中学生の学習意欲向
上のきっかけとする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

第６０回全日
本中学校通信
陸上競技大会
新潟県大会

新潟県中学校
体育連盟

その他

新潟県中学生のスポーツ
の祭典として，技能を高
め，友情を深める。さらに
全国大会の出場権を得る
ための記録会を兼ねる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟算数教研
究会第3２回Ａ
ＳＧ夏期公開
セミナー

新潟算数教育
研究会（ＡＳ
Ｇ）

その他

主題「数学的な考え方を
育てる授業の創造」につ
いて，会員の実践発表を
中心に，算数科の授業改
善について意見を交流す
ると共に，「数学的な考え
方」に詳しい研究者を招
聘し，これからの算数教
育について研修を深め
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

授業づくりネッ
トワーク2014ｉ
ｎ新潟

特定非営利活
動法人
 「授業づくり
ネットワーク」

NPO法
人

広く一般市民を対象に，
子供たちの地域や学校で
の実態に応じ，相違工夫
を生かした交流による授
業づくりに関する調査・研
究事業。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３７回新潟
県少年少女合
唱団合同演奏
会

新潟市民芸術
文化会館

社団・財
団等法
人

新潟市・三条市・見附市・
長岡市で活動する少年少
女合唱団４団体による合
同演奏会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

夏休み自由研
究スィングロ
ボを作ろう

新潟県電気工
事工業組合
新潟支部

生協，商
工団体
等

小学生の親子を対象に，
工作を通じて，電気の働
きを学び，さらに電気を安
全に使用するための知識
を普及する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟まつり花
火の絵コンテ
スト

エボリューショ
ン
打ち上げ実行
委員会

その他

花火の絵コンテストで，家
族の絆を深めると同時
に，次代を担う子供たちに
ふるさとへの愛着を誇りを
もってもらうきっかけを創
出する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２6年度
前期音楽科特
別講座」

音楽教育推進
協議会

その他

教育改革の課題等を中心
とした講演や，音楽の基
礎基本の充実を図る指導
や技能面の伸長を考えた
ワークショップ等，多岐に
わたった内容で開催し，
楽しい音楽活動を通して
音楽の素晴らしさや感動
する心を育て，生涯にわ
たり音楽を愛好する子供
たちを育む学校教育の推
進に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

りゅーとぴあ
演劇スタジオ
キッズ・コース
APRICOT２０
１4夏季公演
星の王子さま

（公財）新潟市
芸術文化振興
財団
新潟市民芸術
文化会館 社団・財

団等法
人

当該財団が運営する「演
劇スタジオ キッズ・コース
APRICOT」の団員による
演劇公演

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟市ジュニ
アオーケスト
ラ教室
第３３回定期
演奏会

 （公財）新潟市
芸術文化振興
財団
新潟市民芸術
文化会館 社団・財

団等法
人

新潟市が設立し，当該財
団が主宰する「新潟市
ジュニアオーケストラ教
室」のメンバーによる演奏
会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

北区キッズ
チャレンジトラ
イアスロン

 一般社団法
人
にいがた北青
年会議所

社団・財
団等法
人

子供たちに，トライアスロ
ンを通じて自己への挑戦
を体験してもらい，完走し
た時の達成感，感動，喜
びを感じ，努力することに
よって，自分の意志で自
分の目指すものをあきら
めず，やり遂げる力を身
につけてもらう。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第２7回下越
生徒指導研究
大会

下越生徒指導
研究協議会

その他

下越地区教員の生徒指
導における課題解決への
資質向上に資する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第20回西関東
吹奏楽コン
クール予選

新潟県吹奏楽
連盟

その他

県内の小学校，中学校，
高等学校，大学，職場・一
般の各団体が参加し，吹
奏楽をとおして音楽の楽
しさや喜びを体験し，お互
いの技術向上を図るとと
もに，吹奏楽の発展に努
める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３９回新潟
県少年少女剣
道大会

新潟県剣道連
盟

その他

新潟県内の各地区代表
選手による剣道の試合を
通して，ジュニア選手の育
成強化，健康で健全な成
長を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第20回
日本ポニー
ベースボール
協会新潟大会

新潟ポニー
ベースボール
クラブ

その他

硬式野球大会を通じ，小・
中学生の交流，健全育成
を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

ＭＯＡ美術館
新潟児童作品
展

ＭＯＡ美術館
新潟児童作品
展実行委員会

その他

優れた美術品の展観をは
じめ，日本の伝統芸能の
振興など「芸術の社会化」
を目指した活動を推進し，
２１世紀を担う児童の情操
教育と創造活動を奨励す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１０回しきな
み子供短歌コ
ンクール

社団法人倫理
研究所
家庭倫理の会
新潟市

その他

短歌づくりを通して，子供
たちの国語力を培い，生
きる力の核となる豊かな
人間性を育成し，わが国
の伝統文化の継承に貢献
する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３０回ＮＳＴ
新潟県小学生
選手権水泳競
技大会

株式会社新潟
総合テレビ

企業

県内小学生の健全育成を
目指し，体力増強の基と
なるスポーツの振興を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３４回
新潟県スポー
ツ少年団
総合体育大会
第４６回
卓球大会

公益財団法人
新潟県体育協
会
新潟県スポー
ツ少年団 社団・財

団等法
人

スポーツを愛好する団員
が一堂に集い，日頃鍛え
た技を競いながらお互い
の交流を深めるとともに，
団員の能力開発を目指
す。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２６年度
第９回新潟県
特別支援学校
スポーツ大会

新潟県特別支
援学校体育連
盟

その他

新潟県内の特別支援学
校の生徒が一堂に会し，
スポーツ活動を通して，体
を動かすことの楽しさや競
技スポーツに対する関心
を高め，体力の向上を図
るとともに，生徒間の交流
を深める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

ウイナーズ
カップキッズ
トーナメント

新潟市西部地
区野球連盟

その他

野球を通じての学童の人
間形成と地域ぐるみでの
成長の応援

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

わくわくキッズ
コンサート
特別演奏会
りゅーとぴあ
特割コンサー
ト
東京交響楽団
名曲コンサー
ト

新潟市芸術文
化振興財団
新潟市民芸術
文化会館

社団・財
団等法
人

「わくわくキッズコンサー
ト」の一環として行われる
東京交響楽団による，一
般向けの演奏会

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２６年度
下越地区学校
合唱大会兼Ｎ
ＨＫ全国音楽
コンクール
下越地区予選
会

新潟県下越音
楽教育研究会

その他

新潟県下越地区の小・中
学校を対象に，合唱発表
の機会を提供するととも
に，ＮＨＫ全国学校音楽コ
ンクールの下越地区の代
表校を選定する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第５０回夏季
音楽教育講習
会

新潟県下越音
楽教育研究会

その他

新潟県下越地区の小・中
学校教員を対象に，合
唱・音楽教育講座を提供
し，実践に役立つ講習会
を設ける。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第50回新潟県
小中学校教頭
会研究大会

新潟県小中学
校教頭会

大学等

教頭としての資質を高め，
新潟県の教育課題解決に
寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第７回ｄｏｃｏｍ
ｏｃｕｐ新潟地
区中学軟式野
球新人戦一年
生大会

特定非営利活
動法人新潟野
球人

NPO法
人

野球を通じて，人を思い
やる心，自身に耐えうる心
を育成することと，参加選
手に夢と希望を与える，
更に参加選手の競技力と
参加関係者の協力体制
の向上を図り，全てを全
国レベルに引き上げる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

未来の科学者
を育成する新
潟プログラム

新潟大学
理学部

大学等

小中学生及びその保護者
を対象とする公開講座
「目指せ！未来の科学
者」を実施し，修了生の中
から，意欲のある優秀な
生徒に対して「選択課題
研究指導プログラム」の
参加者として個別指導す
る。また，ＳＳＨ参加校な
どと連携し，意欲のある優
秀な生徒の指導を「選択
型課題研究指導プログラ
ム」参加者として受け入れ
る。これにより，将来的に
優秀な若い人材を輩出で
きる基盤を構築する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

第２８回新潟
県高等学校総
合文化祭

新潟県高等学
校文化連盟

その他

新潟県内高校生の文化
活動の成果を発表する場
を提供し，高等学校教育
における文化活動の充実
を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２６年度
新潟県小学校
長会研究集会
新潟大会

新潟県小学校
長会

大学等

「新たな知を拓き，人間性
豊かな社会を築く，日本
人の育成を目指す小学校
教育の推進」を主題のも
と，県下全小学校長によ
る研究集会を開催する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第67回関東甲
信越地区小学
校長研究協議
会新潟大会

新潟県小学校
長会

大学等

関東甲信越地区小学校
長が一堂に会し､教育諸
課題を協議や情報交換を
多岐視点で行い，また共
通の研究協議題により，２
６分科会で提案・協議す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３４回新潟
県スポーツ少
年団総合体育
大会

公益財団法人
新潟県体育協
会
新潟県スポー
ツ少年団 社団・財

団等法
人

スポーツを愛好する団員
が一堂に集い，日頃鍛え
た技を競いながらお互い
の交流を深めるとともに，
団員の能力開発を目指
す。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

囃子ワーク
ショップ

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団
新潟市民芸術
文化会館 社団・財

団等法
人

子供たちに日本の伝統文
化である能楽を身近に感
じてもらうことを目的に能
楽師による体験型のワー
クショップを実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第４8回新潟
県空手道選手
権大会

新潟県空手道
連盟

その他

各種大会の新潟県代表
選手の選考

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１1回五色
百人一首新潟
県大会

TOSS五色百
人一首協会
新潟県支部

その他

日本文化の伝統文化に触
れると共に，協議を通じて
他地域の子供たちとの交
流の場とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第44回新潟県
高等学校選抜
陸上競技大会

新潟県立新潟
工業高等学校

大学等

高等学校競技者の健全な
体育スポーツ活動の推進
をはかる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

第１４回創造
ものづくり教
育フェアｉｎえ
ちご

新潟県技術・
家庭科研究会

その他

新潟県内の中学生が，工
夫・創造して製作した作品
を収集して，生徒が「もの
づくり」への意欲を高揚す
る機会として発表会を行
う。関東甲信越地区大会
千葉大会及び第１５回全
国中学生「創造ものづくり
教育フェア」の県予選会と
位置づけている。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１４回セント
ラルライオン
ズカップ小学
生バレーボー
ル大会

新潟セントラ
ルライオンズ
クラブ

その他

青少年少女健全育成事
業

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

高等学校教員
専門学校視察
会

新潟県専修学
校各種学校協
会

社団・財
団等法
人

県内高等学校の先生方
に，新潟県内専門学校を
直接視察してもらい，多様
化の進む専門学校の実
態を正しく把握して，高校
生の個に応じた適切な進
路指導・進路選択にに役
立ててもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

心の教育研究
会
道徳授業づく
りワークショッ
プ

公益財団法人
上廣倫理財団
内
心の教育研究
会 社団・財

団等法
人

県内の小・中・高等学校
及び特別支援学校の教
員を対象に，研究会会員
の研究成果に基づいた具
体的な道徳授業づくりの
実際を通して，体験的・具
体的に道徳の授業づくり
に関する能力向上に寄与
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１１回新潟
教育アート展

下越美術教育
研究会

その他

下越の幼稚園，小・中学
校，高等学校，中等教育
学校の園児，児童，生徒
による公募作品展を開催
し，図工・美術教育の発展
に寄与する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第２３回全国
高等学校文化
連盟将棋新人
大会

新潟県高等学
校文化連盟

その他

日本古来の伝統文化であ
る将棋の普及と高校生の
棋力向上，並びに全国の
交流を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第２７回新潟
県学生書道展

東京学館新潟
高等学校

大学等

児童生徒の書写力・創造
力・表現力向上と，健全で
個性豊かな人材の育成に
資する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

体力向上校内
研究会表現運
動ＩＮ月潟小
学校

新潟市立月潟
小学校

大学等

体力向上のための課題を
解決し，教員の資質と技
能の向上を図る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３８回下越
音楽教育研究
大会

 新潟県下越
音楽教育研究
会

その他

音楽の授業を参観し，義
務教育９か年を通した音
楽教育の在り方を考え
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第４５回全国
高等学校バス
ケットボール
選抜優勝大会
新潟県予選会

新潟県バス
ケットボール
協会

その他

第６７回新潟県高等学校
総合体育大会バスケット
ボール競技の男女各ベス
ト１６以上のチームを対象
として行い，この大会の優
勝チームを第４５回全国
高等学校バスケットボー
ル選抜優勝大会に推薦す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１4回日本
群読教育の会
全国研究集会
新潟大会

日本群読教育
の会全国研究
集会
新潟大会実行
委員会

その他

群読の意義や技法を学
び，学校教育の様々な場
面で活用するスキルを習
得することをねらいとし
て，小中高大の教職員，
児童・生徒・学生，音読・
朗読，群読に関心をもっ
ている一般の方を対象に
研究集会を実施する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成26年度第
19回北信越高
等学校新人陸
上競技大会

 一般財団法
人新潟陸上競
技協会

社団・財
団等法
人

心身の健全な発育・向上
並びに陸上競技の普及発
展を図る。各県代表各種
目４名ずつの参加で，北
信越地区１・２年生が集ま
り，８位入賞を目指して協
議を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

第４５回新潟
県ジュニア美
術展覧会

新潟県ジュニ
ア美術展覧会

その他

県内の学校（幼稚園，保
育園，小・中学校，特別支
援学校）等の美術教育の
振興と発展を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新潟県体育学
会平成２６年
度大会

新潟県体育学
会

その他

学校・地域・家庭等の体
育，スポーツ及び健康に
関わる研究発表及びシン
ポジウムを開催し，これら
に関する研究，教育，活
動の発展と指導者，教育
者，及び研究者の育成に
貢献する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成26年度後
期音楽科特別
講座

音楽教育推進
協議会

その他

教育改革の課題等を中心
とした講演や，音楽の基
礎基本の充実を図る指導
や技能面の伸長を考えた
ワークショップ等，多岐に
わたった内容で開催し，
楽しい音楽活動を通して
音楽の素晴らしさや感動
する心を育て，生涯にわ
たり音楽を愛好する子供
たちを育む学校教育の推
進に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

新１年生ご入
学おめでとう
大会

新潟日報社

企業

新１年生が新入学の心得
や学校生活に対する正し
い理解を得，希望に満ち
た門出を迎えてもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

キッズイング
リッシュクリス
マスパー
ティー

新潟日米協会

その他

外国人講師や専門学校
生とゲームや音楽を通し
て英語に触れ，楽しさを体
感してもらうことで英語へ
の興味を深める機会，ま
た，異文化の理解や受容
する素地を養う機会とす
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第六回体育実
践力向上研修
会

新潟県体育実
践協議会

その他

教員養成系大学教員と小
中学校教員との連携によ
る授業実践の研究成果を
教育現場に還元し，県内
の教員の体育実技実践
力の向上を図る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第６５回新潟
県学校器楽合
奏大会

新潟県学校器
楽合奏連盟

その他

新潟県小・中学校の器楽
教育の向上と，県芸術文
化の発展に資するため，
全県規模で大会を実施す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

にいがたジュ
ニアコーラス
フェスティバル
２０１5

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

合唱を愛好する少年少女
たちが一堂に会し，互い
に演奏しあい聴き合うこと
を通して，合唱することの
喜びを分かち合う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１０回ジュニ
アスキー教室

新潟スキーク
ラブ

その他

生涯スポーツの基礎とな
るスキー技術とマナー，
楽しさを指導する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第４3回ＢＳＮ
杯新潟県高等
学校バスケッ
トボール大会

新潟県バス
ケットボール
協会

その他

県内高等学校バスケット
ボール部の活動成果の発
表とバスケットボールを通
じて生徒相互の親睦を深
め，技術の向上と心身共
に健全な高等学校生徒の
育成に寄与する。この大
会の上位４チームを北信
越高校新人バスケット
ボール大会に推薦する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

星と望遠鏡工
作教室

ＮＰＯ法人
星空ファクト
リー

NPO法
人

４月４日２０時５４分から２
１時０６分終了の皆既月
食に会わせ，皆既月食の
様子や仕組みを説明す
る。望遠鏡を製作し見方
使い方や，時々の惑星・
星座・天文現象など解説
を交え，宇宙科学に親し
む心を育てる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

教師の専門職
化フォーラム

国立大学法人
上越教育大学

大学等

「教師の専門職化をフォ
ローする研修体制の構
築」の取組や成果を発表
し，今後の実りある事業
運営に向けた情報を収集
するとともに，専門家より
助言を受ける場として，関
係する教育委員会及び大
学とフォーラムを行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟市ジュニ
ア音楽教室第
１1回スプリン
グコンサート

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団
新潟市民芸術
文化会館

社団・財
団等法
人

新潟市が主宰し，当該財
団が運営する「新潟市
ジュニア音楽教室」３教室
合同スプリングコンサー
ト。日頃の練習の成果を
教室に所属する約２５０名
の団員が，市民の皆様へ
発表する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２６年度
第1３回新潟
県ヴォーカル
アンサンブル
コンテスト

新潟県合唱連
盟

その他

県内の団体による合唱ア
ンサンブルのコンテストを
行い，アンサンブル能力
の向上に資する。各部門
（小・中学校，高等学校，
一般）別に金銀銅賞を授
与し，第４回関東ヴォーカ
ルアンサンブルコンテスト
へ，全部門を通じて５団体
推薦する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

家庭で短時間
でできるお子
さまの学力
アップ方法

新潟日報会

その他

家庭で短時間にできる学
力アップ方法を分かりや
すく伝え，家庭教育を支
援する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３回TOSS
全国1000会場
教え方セミ
ナー新潟県

TOSS　新潟

その他

教職員の指導力・授業力
を高め，日々の実践に役
立つ研修をする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

英語授業力向
上セミナー

新潟県高等学
校教育研究会
英語部会

その他

自律した学習者を育成す
る英語授業づくり　～授業
を変える，授業をつくる～
をテーマに，講演・実践発
表・グループディスカッショ
ン等を通して生徒のコミュ
ニケーション能力を高める
授業づくりを学ぶ。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第４４回全国
小学校国語教
育研究会新潟
大会

新潟県国語教
育学会

その他

新潟市及び新潟県の小
学校国語教育の充実・発
展

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２６年度
第５８回全国
高等学校選抜
レスリング大
会

新潟県レスリ
ング協会

その他

大会を通して競技力の向
上と強健な身体を育み，
心身ともに健全な高校生
を育成するとともに，あわ
せてアマチュアレスリング
の普及発展に寄与する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

ニチバンＰｒｅｓ
ｅｎｔｓＪＢＡバ
スケキッズ
フェスティバル

ゼビオスポー
ツエクスプレ
ス
新潟駅店

企業

公益財団法人日本バス
ケットボール協会との共
同普及活動プログラムの
一環として実施する。（子
供たちの健全なバスケット
ボールライフをサポート，
新潟市内のバスケット
ボールの普及）

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２7年度
新潟市ジュニ
ア陸上競技教
室

新潟中央陸上
競技協会

その他

ジュニア陸上教室を通し
て，子供の身体づくり，動
きづくり，仲間づくりを図
り，その中から陸上競技
の楽しさを知ってもらい，
されにジュニア強化を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

普及育成事業
新潟地区初心
者のため及び
中学生のラグ
ビー教室

新潟市ラグ
ビーフットボー
ル協会

その他

「ボールを持って走る」
「ボールをパスする」
「ボールを蹴る」「相手に
当たる」「相手を倒す」など
様々な動作で構成される
ラグビーに触れる機会を
設け，ラグビー独特の精
神(「One For All, All For
One」「ノーサイド」）やチー
ムプレーの大切さも体験
することにより，児童・生
徒の健全な育成を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

日本陸上競技
選手権大会開
催記念夢の陸
上キャラバン
隊

一般財団法人
新潟陸上競技
協会

その他

トップアスリートとの交流
を通じ，新潟県の次世代
を担う子供たちに，陸上競
技の魅力，楽しさを伝える
ため，また子供たちにス
ポーツへの関心を喚起す
るため実施する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第３１回わん
ぱく相撲全国
大会新潟地区
大会

一般社団法人
新潟青年会議
所

社団・財
団等法
人

「わんぱく相撲」の大会や
稽古を通じて，わんぱく相
撲参加者に健全な精神と
身体を鍛えてもらいなが
ら，礼儀作法や勝負の厳
しさを楽しく学ぶことがで
きる相撲の魅力を知って
もらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

北区フィルハー
モニー管弦楽
団第３回定期
演奏会

北区フィルハー
モニー管弦楽
団

NPO

市民オーケストラとしての
練習の成果発表

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６８回新潟県
珠算選手権大
会

新潟県商工会
議所連合会

生協，商
工団体
等

珠算振興と技能の向上

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２８回新潟市
伝承芸能保存
会公演「郷土芸
能公演」

新潟市伝承芸
能保存会

NPO

伝統芸能の鑑賞と普及を
市民にＰＲするとともに，
後継者の育成

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

武士道
SPIRIT2014第
８回東日本グ
ローブ空手道
選手権大会

日本実践剛柔
流空手道協会

NPO

グローブ空手の普及と，
人格を深め広く社会の貢
献できる人材の育成

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２４回新潟
ジャズストリー
ト～デユーク・
エリントン・メモ
リアル～

ＮＰＯ法人新潟
ジャズストリー
ト実行委員会

NPO法
人

音楽文化の振興と市街地
活性化

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ミュージカル
「ジーザス・クラ
イスト＝スー
パースター」
（エルサレム
バージョン）

四季株式会社

企業

”人間の素晴らしさ”感動
を伝える

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１３０回北信
越地区高等学
校野球新潟県
大会

新潟県高等学
校野球連盟

NPO

教育の一環とスポーツ振
興

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２４回新潟薪
能

新潟薪能運営
委員会

NPO

白山神社境内で開催され
る古典芸能

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１４回新潟県
デジタルコンテ
ンツコンテスト
「にいがたデジ
コングランプリ
２０１４」

特定非営利活
動法人　にい
がたデジタルコ
ンテンツ推進協
議会

NPO法
人

新潟のデジタルコンテンツ
に関わる人材の育成と地
域の活性化，地域文化へ
の貢献

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ＢＡＳＳ　ＧＡＲ
ＤＥＮ　第７回
演奏会

ＢＡＳＳ　ＧＡＲ
ＤＥＮ

NPO

地域社会の音楽文化の
発展

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

明治大学公開
講演会

明治大学校友
会新潟県支部

大学等

明治大学の研究実績を広
く社会に還元するととも
に，大学の認知をさらに
高める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ミュージックセ
ラピーを活用し
た放課後支援
活動・世代間交
流活動

ＭＵＳＩＣ　ＲＯＯ
Ｍ　ＧＯＴＯ

NPO

放課後の子どもの居場所
作りと家族以外の地域の
人たちとの交流で社会性
の向上を目指す。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第７回新潟県
写真芸術協会
公募展

新潟県写真芸
術協会

NPO

展覧会を開催し，写真文
化と技術の向上，交流を
目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１回　Ａｒｔ　ｏｆ
Ｃｈｉｌｄ　ｃａｒｅ
成果発表会

日本こども福祉
専門学校

大学等

新潟市の文化芸術活動
の発展向上，市民への福
祉理解，向上に寄与す
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１回オープン
トーナメント全
北陸空手道選
手権大会

新極真会　新
潟支部

NPO

青少年の健全な心の育成
と，チャリティにおける積
極的な社会貢献活動を目
指す。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

レッドくんのもく
ようび

新潟西おやこ
劇場

NPO

未来を担う子供たちに，感
性豊かに育ってもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

２０１４Ｊ－１
ジュニア朱鷺Ｃ
ＵＰ空手道選手
権大会

新國際空手拳
法道　士衛塾

NPO

国際親善，青少年の交流
を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６０回新潟県
母親大会

新潟県母親大
会実行委員会

NPO

県内の母親，女性たちが
子育てや教育，くらしのこ
と，環境のこと，平和のこ
となど学習し，交流し，話
し合う場とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

講演会　講師
武蔵野大学教
授　榎田二三
子氏

新潟県友の会

NPO

子どもの発達に即した理
解を深めより楽しい育児
よりよい育児を伝える。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

スズキジャパン
カップ２０１４
「第３１回全日
本エアロビック
選手権大会新
潟県大会」

新潟県エアロ
ビック連盟

NPO

更なるエアロビックの普及
に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６３回関東甲
信越大学体育
大会

関東甲信越大
学体育大会協
議会

大学等

学生スポーツの健全な発
達及び普及を図り，併せ
て相互の親睦に資する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２０回福島潟
駅伝競走大会

新潟市北区体
育協会

NPO

スポーツの振興

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

シティブラス越
後　第２０回定
期演奏会

シティブラス越
後第２０回定期
演奏会実行委
員会

NPO

日頃の成果発表の場とし
て，また地域の人々と音
楽の楽しみを共有する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度新
潟大学公開講
座

国立大学法人
新潟大学　研
究企画推進部
産学連携課

大学等

地域社会に生涯学習の機
会を提供する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

企画展「伊藤若
冲と京の美術
細見コレクショ
ンの精華」

新潟県立万代
島美術館

NPO

日本美術の多彩な魅力を
紹介する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

幸せの種コン
サート　コン
チェルタンテⅡ

株式会社　新
潟放送

企業

たくさんの素晴らしい音楽
をオーケストラの生演奏
で幅広い世代に楽しんで
もらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度ス
ポーツリーダー
養成講習会兼
スポーツ少年
団認定員養成
講習会（新潟
①・②会場）

公益財団法人
新潟県体育協
会
新潟県スポー
ツ少年団

社団・財
団等法
人

「スポーツリーダー」と「ス
ポーツ少年団認定員」の
養成

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟ラグビー
フェスタ２０１４

新潟県ラグ
ビーフットボー
ル協会

NPO

スポーツをすることの素晴
らしさ，楽しさを経験する
機会の提供，心身ともに
健全で活力にあふれる，
たくましい子どもたちの育
成に寄与する 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟ドリーム・
プレゼンテー
ション２０１４

新潟ドリーム・
プレゼンテー
ション実行委員
会

NPO

「みんなが生きるために，
助け合うまち」「一人ひとり
が大切にされ，いかされる
まち」「市民が共に育つ，
教育文化都市」の創造に
寄与する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟県印刷工
業組合６０周年
記念事業　み
んなのＩＮＳＡＴ
Ｕ

新潟県印刷工
業組合

生協，商
工団体
等

印刷文化の発展を担う組
合の活動の周知と，印刷
文化に触れ，親しみを
持っていただくことで，新
しい人材の発掘や，印刷
業の発展に寄与する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１６回ピアノ
アンサンブルに
よる
Ｆｉｏｒｉ　ｍｕｓｉｃａ
ｌｉ「連弾の楽し
み」

ピアノ音楽教育
セミナー

NPO

家庭音楽の好ましいあり
方について，優れた連弾
音楽を紹介し，その普及
に資する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

親と子の都市
と建築講座

「親と子の都市
と建築講座」実
行委員会

NPO

都市や建築，それを支え
る技術について理解す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ひらめき☆とき
めきサイエンス
～ようこそ大学
の研究室へ～

新潟薬科大学

大学等

科学の楽しさを身近で感
じてもらい，心の豊かさと
知的創造性を育んでもら
う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

企画展示「新潟
のジオパーク
展　－糸魚川と
佐渡の魅力－」

新潟大学学術
情報基盤機構
旭町学術資料
展示館

大学等

新潟のジオパークの魅力
ならびに新潟大学が行っ
ているさまざまな取り組み
を紹介する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１８回教美展
（新潟教育会美
術展）

公益財団法人
新潟教育会

社団・財
団等法
人

美術に対する関心を高め
るとともに，生涯学習の視
点から広く県民に鑑賞し
てもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

シネリテラシー
フェスタ２０１４

新潟大学教育
学部

大学等

映画メディアによる教育の
可能性や方法論を探ると
ともに映画文化の活性化
を目指す。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第２２回アーク
ベル県民アマ
チュア絵画展

アークベル県
民アマチュア絵
画展事務局

企業

美術を味わう楽しさの普
及，新潟県美術文化の向
上・発展，県民アマチュア
絵画作家の創作作品を発
表する場

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

柿喰う客　こど
もと観る演劇プ
ロジェクト２０１
４
「へんてこレス
トラン」　新潟公
演

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団
りゅーとぴあ
新潟市民芸術
文化会館 社団・財

団等法
人

大人と子供が，同空間で
ひとつのものを鑑賞し体
験を共有することを目的と
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１８回国際
ユースサッカー
ｉｎ新潟

国際ユース
サッカーｉｎ新潟
実行委員会

NPO

サッカー技術の向上，県
内スポーツ愛好者の高
揚，外国選手との交流に
よる国際交換

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ＦＰミニセミナー ＮＰＯ法人日本
ファイナンシャ
ル・プランナー
ズ協会　　新潟
支部

NPO法
人

ファイナンシャル・プランニ
ングに関する知識の啓発
と普及，情報の提供

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第９６回全国高
等学校野球選
手権新潟大会

新潟県高等学
校野球連盟

NPO

教育の一環とスポーツの
振興

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第七回茶の湯
文化にふれあ
う市民講座

一般社団法人
表千家同門会
新潟県支部

社団・財
団等法
人

日本の伝統文化について
より広く・深く理解してもら
う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１回ＢＳＮス
ケートフェス
ティバル

株式会社新潟
放送事業局

企業

県民の氷上スポーツへの
関心を高め，競技人口の
裾野を広げる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第３７回全日本
おかあさんコー
ラス全国大会

新潟県合唱連
盟

NPO

各地域の支部大会の代
表が集まる全国大会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

毛糸・レース編
物技能検定支
援

公益財団法人
日本編物検定
協会

社団・財
団等法
人

編物技術者の知識や技
能の程度を文部科学省の
基準により審査する

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

にいがた・技の
にぎわいフェス
タ２０１４

にいがた・技の
にぎわいフェス
タ２０１４実行委
員会

NPO

技能の重要性・必要性を
周知することにより，技能
尊重機運の熟成を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第３６回全国少
年少女躰道優
勝大会
並びに第３３回
全国高校生躰
道優勝大会

新潟県躰道協
会

NPO

青少年の健全育成

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟セントラル
フィルハーモ
ニー管弦楽団
演奏会

新潟セントラル
フィルハーモ
ニー管弦楽団

NPO

オーケストラ演奏

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

「２０１４年ＪＢＤ
Ｆプロフェッショ
ナルダンス選
手権大会　文
部大臣杯６４回
全日本アマチュ
アダンス選手
権大会」

公益財団法人
日本ボール
ルームダンス
連盟

社団・財
団等法
人

プロのダンス選手権大会

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２６回　和楽
器講習会

和楽器に楽し
む会

NPO

音楽担当教諭を対象に日
本の伝統音楽や和楽器
講習を行い，授業に取り
入れる際の指導方法を実
践を通じて学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

昭和追想－美
術でたどる時
代の風景

新潟県立万代
島美術館

NPO

昭和時代の社会や世相を
反映している作品を展示

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２１回小中高
校生剣道競技
力向上夏期特
別講習会

新潟市剣道連
盟

NPO

小中高校生の心身の鍛
練並びに剣道技術の向上
を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

２０１４にいが
た総おどり

新潟総踊り祭
実行委員会

NPO

誘客による商店街の活性
化と，魅力ある観光コンテ
ンツの創造。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

青山学術文化
講演会

青山同窓会

NPO

各界で活躍されている
方々から，有意義なお話
をいただき，市民に学術
文化に触れる場を提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ファシリテー
ター型教師養
成セミナー
「子どもが主
役！の授業づ
くり」

にいがたファシ
リテーション授
業研究会

NPO

子どもの思考力・判断力・
表現力を育てるファシリ
テーションの心得や技術
を学ぶことを通じて，子ど
もが主役の授業作りを目
指す。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６２回新潟市
芸能まつり

一般財団法人
新潟市音楽芸
能協会

社団・財
団等法
人

会員が日頃の研鑚の成
果を発表するとともに，市
民の音楽芸能に対する関
心を高める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

アートクロッシ
ングにいがた２
０１４「うちのＤ
Ｅあい」

アートクロッシ
ングにいがた
実行委員会

NPO

学校・地域・芸能の連携
による地域活性

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

２０１４（第９回）
新大なんでもス
ポーツ・プロ
ジェクト

新潟大学教育
学部保健体育・
スポーツ科学
講座
新大なんでもス
ポーツ・プロ
ジェクト実行委
員会

大学等

楽しいスポーツの普及，
大学と地域との交流，学
生の力量形成，大学の研
究教育成果の地域社会
への還元

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

映画「何のため
に」上映会

国際映像メディ
ア専門学校

大学等

未来を担う子どもたちにこ
の映画を広く紹介する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度新
潟市小中学校
ＰＴＡ研究大会
東区大会

新潟市小中学
校ＰＴＡ連合会

NPO

PTAが抱える現代の課題
について，実践発表や講
演を聴いて自校PTA活動
に資する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第３３回祥琳会
仏像美術展

新潟祥琳会

NPO

作品を発表し広く市民へ
の芸術の普及・向上に寄
与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

佐々木和子室
内楽シリーズ
ⅩⅢ
ザ・フルート・カ
ルテット＋佐々
木和子

カンマームジー
クフェラインに
いがた

NPO

新潟では聴く機会のほと
んどないフルート族の数
種類の楽器によるフルー
ト・カルテットの透明感あ
る響きの世界を紹介す
る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟県出身
東京藝術大学
音楽学部邦楽
科卒業生によ
る　雪椿会演奏
会

雪椿会

NPO

若手・中堅の邦楽演奏を
広く市民に提供し，新潟
市の伝統文化の発展に寄
与する

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

櫻井綾ソプラノ
リサイタル恋歌
ｖｏｌ．１

Ｓｔｕｄｉｏ　Ｐｒｉｍ
ａｖｅｒａ

NPO

研究の成果発表と，新た
な音楽文化の出会い，集
いの場とする。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６回リレーフ
ルマラソンｉｎ新
潟市陸上競技
場

新潟市開発公
社・新潟アルビ
レックスＲＣ

複数種
別

健康増進と自己への挑
戦，地域の連帯感や活力
の増進など，地域社会の
活性化を目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

日本マーチン
グバンド協会第
２６回新潟県大
会

新潟県マーチ
ングバンド協会

NPO

日頃の練習の成果を発表
し合い，互いに鑑賞，交歓
し合う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「中浦村の軌跡
に学ぶ」　第一
回郷土史講演
会

中浦村郷土史
研究会

NPO

農地改革を担った人材に
焦点をあてて「歴史的価
値」を確認し，農地改革の
意義を確認する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第３１回ピアノ
オーディション
課題曲による
公開レッスン

公益財団法人
日本ピアノ教育
連盟新潟地区

社団・財
団等法
人

ピアノオーディション課題
曲についての公開レッス
ンを行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１５回新潟第
九コンサート２
０１４

新潟第九コン
サート実行委
員会

NPO

「第九」のコンサートを市
民参加，市民運営による
手作りで行い，新潟の音
楽文化発展に資する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

学びへの誘い
「戦国・織豊期
の古文書」

國學院大學

大学等

学術資産を多くの人に還
元し，学ぶ楽しさを提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１７回　日・
朝文化交流市
民の集い「ミレ
フェスティバル
２０１４」

ミレフェスティバ
ル２０１４実行
委員会

NPO

地域における日朝友好親
善を促進し，朝鮮学校を
正しく理解してもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第５回新潟県
カーリンコン大
会

新潟県カーリン
コン協会

NPO

生涯にわたるスポーツ活
動の普及と競技力の発表
の場とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第３４回　北信
越総合男女選
手権大会（ソフ
トボール大会）
第９回北信越
ハイシニアソフ
トボール大会

新潟市ソフト
ボール協会

NPO

北信越５県の友情と親睦
を深め，ソフトボール競技
の普及振興に努める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「ダウン症の天
才書家金澤翔
子の世界展開
催記念　金沢
翔子席上揮毫」

（一財）北方文
化博物館

社団・財
団等法
人

金沢翔子さんの活動や作
品をより多くの方に紹介
する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

”創ろう健康文
化”シンポジウ
ム

ＮＰＯ法人健康
寿命・リヴィン
グ－ウィル

NPO法
人

地域から健康問題を文化
という概念まで高めるよう
な風土作りを目指す，家
族や地域で健康問題を老
いも若きも語り合い実行
するような地域を目指す。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

田中幸治ｐｌａｙｓ
シューマンｖｏｌ．
４

ダヴィッドの会

NPO

トークをしながらシューマ
ンの作品をより身近に感
じてもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第９９回日本陸
上競技選手権
大会

公益財団法人
日本陸上競技
連盟

社団・財
団等法
人

国内トップアスリートを身
近に見る機会を提供，ス
ポーツ機運の熟成を図
り，スポーツ振興に大きく
寄与する，また，スポーツ
を通じ，子ども達へ夢と希
望を与える

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟ラグビー
フェスタ２０１４

新潟県ラグ
ビーフットボー
ル協会

NPO

公式戦ならではの熱戦を
提供し，県外のラグビー
ファンを誘致し，新潟の良
さ・素晴らしさ発信する

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ピティナ・ピアノ
ステップ　新潟
冬季地区

社団法人　全
日本ピアノ指導
者協会

社団・財
団等法
人

音楽を楽しみながら演奏
能力の向上をはかり，学
習効果の確認をする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「ケロポリスわく
わくファミリーコ
ンサート」

コンサート実行
委員会「はっ
ぴぃスマイル」

NPO

親子でとびきり楽しい時
間を共有してもらう，保育
士・幼稚園教諭やそれを
目指す学生には保育ネタ
のポケットを増やす。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

全国統一「ＦＰ
フォーラム２０１
４」

ＮＰＯ法人日本
ファイナンシャ
ル・プランナー
ズ協会　新潟
支部

NPO法
人

知識の伝播者としての
ファイナンシャルプラン
ナーの存在を知ってもら
う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１回ムーブメ
ント教育・療法
ワークショップＩ
Ｎにいがた

ムーブメント教
育・療法ワーク
ショップＩＮにい
がた

NPO

内容を紹介し，支援の質
の向上と，各分野関係者
とのネットワークを構築す
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

枝並千花（ヴァ
イオリン）＆須
藤千晴（ピアノ）
デュオ・コン
サート２０１５

コアコアレコー
ド

企業

クラッシック音楽の楽しさ
を味わってもらう。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第３３回体操発
表会

新潟県体操研
究会

NPO

研究と練習の成果の発表
と，体操の普及と交流

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

都美会吟の舞
発表会

都美会

NPO

伝統芸能の剣詩舞を市民
に理解していただき，普及
に努め，次世代につなげ
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ハピネスチャー
ジ　プリキュ
ア！ミュージカ
ルショー

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

勤労者福祉の向上。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：企業,
社団・財団
等法人

教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１３１回北信
越地区高等学
校野球新潟県
大会

新潟県高等学
校野球連盟

NPO

教育の一環とスポーツの
振興。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

体育の日　健
康体力づくりの
つどい２０１４

（公財）新潟市
体育協会

社団・財
団等法
人

健康で元気に，いつでも，
どこでも，いつまでも，気
軽にスポーツに親しみ楽
しむことができる生涯ス
ポーツ社会の実現

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第７回リレーフ
ルマラソンｉｎ白
根

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

「スポーツの楽しさを」を
味わうとともに，参加する
仲間や親子，世代間の交
流を通じて地域の活性化
に寄与する

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第４回池坊新
潟県連合支部
花展

池坊新潟県連
合支部

社団・財
団等法
人

池坊いけばなの向上と普
及を図る

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第４回東北放
射線医療技術
学術大会　市
民公開講座

日本診療放射
線技師会東北
地域診療放射
線技師会

NPO

放射線脱毛を含めた脱毛
症全般について分かりや
すく解説する，医療と音楽
との心の関係を話してもら
う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１６回トップ・
マウンテン写真
展

フォトクラブ・
トップマウンテ
ン

NPO

会員の成果の発表，及び
写真技術を勉強中の学生
に発表の場の提供し，次
世代の育成に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６回全国共
通規定演技バ
トンコンテスト
新潟県大会

新潟県バトン協
会

NPO

バトントワリングの普及
と，文化の振興に貢献す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「田んぼで生ま
れた文化を後
世に伝えるプロ
ジェクト」

（一財）北方文
化博物館

社団・財
団等法
人

かつての新潟における農
業や伝統，地域の生活風
習について周知し再認識
してもらい，その継承を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟大学吹奏
楽部　第５０回
定期演奏会

新潟大学吹奏
楽部

大学等

練習の成果を披露し，多く
の方々に音楽の楽しさを
知ってもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「第１３回五期
会写真展」
テーマ『私的な
記録写真＜究
極の自己表現
＞』

五期会写真ク
ラブ

NPO

文化教室を終了した生徒
たちの成果発表

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

平成２６年度
新潟実践倫理
講演会

一般社団法人
実践倫理宏正
会新潟ブロック

社団・財
団等法
人

家庭の教育力を見直し，
より善き家族の在り方・役
割を考え，愛和家庭を構
築する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟大学医学
部合唱団　第７
９回定期演奏
会

新潟大学医学
部合唱団

大学等

定期演奏会

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

Ｉｋｅｎｏｂｏ花の
甲子園２０１４
北信越地区（新
潟県）大会

一般財団法人
池坊華道会

社団・財
団等法
人

文科系の生徒が活躍の
場を見出し，地域の代表
として，いけばな発祥の
地，京都・六角堂で花を生
ける喜びを感じ，日本の
伝統文化・いけばなへの
学びを誇りに思う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

越の風Ｖｏｌ．４
－室内楽作品
展－

越の風実行委
員会

NPO

多くの市民に聴いていた
だき，現代に生きる表現
者との交流をはかり，新
潟県の演奏家との相互の
音楽的交流，又，環日本
海に各国との交流を目的
とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

家事家計講習
会

新潟友の会

NPO

家計簿記帳の大切さを社
会に伝える。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「新春展２０１
５」

新潟日報社

企業

”家族で美術鑑賞を”テー
マに新潟のお正月を彩
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１６回新津音
楽祭

新津音楽協会

NPO

市内のアマチュア音楽団
体の発表の場

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

シティブラス越
後　第１６回ふ
れあいコンサー
ト

シティブラス越
後第１６回ふれ
あいコンサート
実行委員会

NPO

「小さなお子さんからお年
寄りまで，より近くで音楽
を感じたり，触ったりでき
る」ように，身近に音楽を
触れていただく。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６７回新潟県
珠算競技大会

（一社）新潟県
商工会議所連
合会

社団・財
団等法
人

珠算振興と技能の向上

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

無料公開講座
女性文化大学

一般財団法人
民族衣裳文化
普及協会

社団・財
団等法
人

日本の民族衣裳である”
きもの”の良さを伝え広め
る

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟少年合唱
団第１３回演奏
会

新潟少年合唱
団

NPO

練習の成果を発表し，合
唱を愛好する少年たちの
励みにすると共に，清澄
で美しいハーモニーを広く
市民に聴いてもらい，音
楽文化の向上に寄与す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

2015にいがた
ジュニアスキー
フェスティバル
第５０回新潟市
民総合体育祭
第３２回新潟市
スキー＆スノー
ボード選手権
大会

新潟市スキー
協会

NPO

新潟の冬をより楽しくする
ために，ウィンタースポー
ツの普及・振興ならびに
相互の親睦を深める，地
域スポーツ活動との連携
を図る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

Ｑｕａｔｒｅ　Ｆｌｕｔｅ
Ｃｏｎｃｅｒｔ　ｖｏｌ．
３　キャトル・フ
ルート・コン
サート　ｖｏｌ．３
－ジャポニスム
－

新潟フルートア
ンサンブルアカ
デミー

NPO

多くの中学生・高校生にア
ンサンブルのすばらしさや
楽しさを伝え，吹奏楽を愛
好する生徒たちに，アンア
サンブルを学ぶ上での参
考にしてもらう。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

アフリカンビー
トｔｏジャズハー
トフルコンサー
ト

Ｂｏｋｕ国際交
流音楽倶楽部

NPO

音楽の特性を活かし心身
のサポートをする音楽療
法と，分け隔てなく人の心
を繋ぐアフリカンリズムに
よって，連携や共生を創
生する。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

農学部フォーラ
ム

新潟大学　農
学部

大学等

人と自然が真に調和しう
る農業のあり方を考える
機会とする。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２５回新潟
ジャズストリー
ト

ＮＰＯ法人　新
潟ジャズスト
リート実行委員
会

NPO法
人

ジャズの街新潟を目指し
て，音楽文化の振興と市
街地活性化を計る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

企画展「生誕１
００年　トーベ・
ヤンソン展－
ムーミンと生き
る」

新潟県立万代
島美術館

NPO

「ムーミン」シリーズを生ん
だフィンランドの作家トー
ベ・ヤンソンの大規模な回
顧展

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

親子のための
クラシックコン
サート「音楽の
絵本」おとぎの
くにの音楽会

株式会社新潟
放送

企業

小さい子どもから家族み
んなで，クラッシック音楽
を絵本のように楽しんでも
らい，音楽に親しむことで
子どもたちに成長してもら
う。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１７回新潟県
学生ウインドア
ンサンブル演
奏会

新潟県学生ウ
インドアンサン
ブル

NPO

地域社会の方々との交流
を図る，各大学間の交流
を深め，それぞれの演奏
技術の向上を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

公益財団法人
新潟市開発公
社
コスポダンス
フェスティバル
２０１４

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

新潟で活動しているダン
スサークルの方々に発表
の場やワークショップを設
けることにより，ダンスの
レベルアップを図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

Ｗｏｒｌｄ　Ｎｏｗ
（ワールド・ナ
ウ）

英会話スピー
クアップ

NPO

イスラム武装勢力に銃撃
されたパキスタン出身の
マララさんを取り上げ教育
の大切さを考える，新潟
市における食のセーフティ
ネットを支える団体と協力
して新潟市内の恵まれな
い子供たちを支援する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

６ｔｈ　Ｔ・Ａ・Ｙ－
Ｃダンス部ＯＢ・
ＯＧと仲間達

Ｔ・Ａ・Ｙ－Ｃ実
行委員会

NPO

県内高校のダンス部OB・
OGに地元での発表の場
を設け，現役高校生との
交流を図り，相互の研鑚
の場とする，ダンスの普及
と活性化を目指す。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

仮面ライダー
スーパーライブ
２０１５

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

勤労者福祉の向上に寄与
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

初心者向け
健康ボウリング
教室

公益社団法人
日本プロボウリ
ング協会

社団・財
団等法
人

市民の健康維持とボウリ
ングを普及する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 110 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

日本の心と美
の祭典（２０１６
年）北越・北陸
大会

公益社団法人
全日本きものコ
ンサルタント協
会

社団・財
団等法
人

着物の良さ，手軽さ，美し
さを継承し伝統文化を広
めていく

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２７年度第
２５回新潟一陽
会（会員）展
　　　　　　　　第
１回新潟一陽
会（一般公募）
展

新潟一陽会展
実行委員会

NPO

美術活動を通じ地域との
交流を深め，振興と普及
を図る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

えちごコラリ
アーズホワイト
デーコンサート
２０１５

えちごコラリ
アーズ

NPO

男声合唱の演奏

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第４３回建国記
念剣道大会

新潟市剣道連
盟

NPO

次の時代を担う青少年の
健全育成を図る，剣道を
通して友好と技術の向上
をはかる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ニッセイ名作オ
ペラ鑑賞教室
「ヘンゼルとグ
レーテル」新潟
公演

公益財団法人
新潟県文化振
興財団

社団・財
団等法
人

中高生にオペラ鑑賞の機
会を設け，若年層の鑑賞
者の増加を図り，県民文
化の振興に寄与する

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２７年度
第３８回全国良
寛会新潟大会

全国良寛会

NPO

良寛を敬慕する関係団体
の協調をはかり，ひろく良
寛の遺徳を顕彰する

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

文部科学省選
定（平成２６年
２月１９日，少
年・青年・成人
向け）ドキュメン
タリー映画「日
本一幸せな従
業員をつく
る！」上映会＆
柴田秋雄氏・岩
崎監督講演会

「傍を楽にする
プロジェクト新
潟」実行委員会

NPO

「働くことの意味」と「一人
一人のそのままでの素晴
らしさ」等を知り，今後の
生き方の参考にしてもらう

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟大学医学
部学外講義２０
１５

新潟大学医学
部

大学等

研究の最先端を一般市民
に紹介する

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２回新潟医
療福祉大学ダ
ンス部公演

新潟医療福祉
大学ダンス部

大学等

全国大会受賞作品をはじ
め，様々なダンス作品を
地域住民の方々に披露
し，創作ダンスの感動や
魅力を伝える

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

スタジオジブリ
「思い出のマー
ニー」監督　米
林宏昌原画展

米林宏昌原画
展新潟展実行
委員会

NPO

米林監督が自ら描きため
ていた未公開の作品等を
展示し，繊細で優美，セン
スと気品にあふれた米林
監督独自の世界を堪能い
ただく 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１３回池坊新
潟支部花展

華道家元池坊
新潟支部

NPO

”春・花・心ときめいて”を
テーマに池坊いけばなの
向上と普及をはかる

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第４４回光陽会
新潟支部展

光陽会新潟支
部

NPO

会員の資質向上および地
域の美術文化に貢献

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第１９回榎本正
一フルート・リ
サイタル

新潟フルートア
ンサンブル・ア
カデミー

NPO

音楽愛好家にフルート，
ヴィオラ，ハーブという珍
しい組み合わせの楽曲を
楽しんでいただく。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ラ・フォル・ジュ
ルネ新潟「熱狂
の日」音楽祭２
０１５

ラ・フォル・ジュ
ルネ新潟「熱狂
の日」音楽祭実
行委員会

NPO

テーマ：パシオン～恋する
作曲家たち～，東アジア
文化都市のの一環として
中国と韓国の文化要素が
加わり，今まで以上に国
際色豊かなプログラムと
なる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

国士舘大学男
子新体操部演
技発表会

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

「見るスポーツ」の楽しさ
を提供し，スポーツの素
晴らしさ・楽しさを味わっ
ていただくとともに，ス
ポーツ振興を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

映画「ひまわ
り」の上映会

映画「ひまわ
り」を観る会

NPO

映画「ひまわり」を多くの
新潟市民に鑑賞してもらう
ことで戦争の悲惨さ，平和
の尊さ，平和憲法の大切
さを多くの市民と共感・共
有したい。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟テルサ市
民舞踊・ダンス
発表会

公益財団法人
新潟市開発公
社

社団・財
団等法
人

新潟における勤労者福祉
の向上に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

男声アンサンブ
ルＧｒｏｗｔｈ　Ｅｃ
ｈｏ＆沼垂の森
混声合唱団Ｃｈ
ｉｌｄ　Ａｇａｉｎ合同
演奏会（Ｆｒｉｅｎ
ｄ’ｓ　Ｃｏｎｃｅｒ
ｔ）

男声アンサンブ
ルグロースエ
コー

NPO

交流を深めてきた両合唱
団の特色を生かした演奏
会を持ち，それぞれの合
唱表現の力を伸ばすと共
に，活動への関心ｊ理解を
高める。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

SKJベーシック
セミナー２０１５
（指導者編）
（保護者編）

一般社団法人
スポーツフォー
キッズジャパン

社団・財
団等法
人

スポーツ指導者や保護者
に子どもの自主性や自発
性を引き出し，創造的な
活動を支える「これからの
時代」に必要とされる指導
力や支援力を身につけ
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

地域公演「こま
のおっちゃんの
こまのサーカ
ス」

新潟中央おや
こ劇場

NPO

地域の身近な会場で，親
子を対象とした観劇の提
供，体験活動，伝承遊び
を通じた異年齢交流

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６回新潟県
カーリンコン大
会

新潟県カーリン
コン協会

NPO

生涯にわたるスポーツ活
動の普及と競技力の発表
の場

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟３０歳成人
式　三十路人
式

新潟３０歳成人
式　三十路人
式実行委員会

NPO

市内在住の満３０歳にな
る男女を対象とした地域
活性化文化イベント

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「２０１５年福島
を忘れない！」
企画
福島県立相馬
高校放送局制
作「今伝えたい
こと（仮）」ほか
ＤＶＤ上映と相
馬高校放送局
顧問渡部義弘
先生のお話

福島を忘れな
い！実行委員
会

NPO

未曾有うの被害をもたらし
た東日本大震災の実態を
市民の世代をつないで，
見聞きして，忘れず，何を
すべきかを考える。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度公
益財団法人新
潟市体育協会
指導者研修会

公益財団法人
新潟市体育協
会

社団・財
団等法
人

スポーツ指導者の資質向
上，女性アスリートの競技
力向上

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第４回ＪＰＴＡ新
潟地区ピアノフ
レッシュコン
サート

公益財団法人
日本ピアノ教育
連盟
　関東甲信越
支部新潟地区

社団・財
団等法
人

地区オーディションの受賞
者の中からの希望者が実
力を披露し研鑚を重ね，
その演奏を市民に聴いて
いただく。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第９回北信越
ジュニア・ピアノ
コンクール
第９回北信越
ピアノ・オーディ
ション

日本ピアノ研究
会

NPO

ピアノコンクール及びピア
ノオーディションともにピア
ノを通じて地域の音楽文
化向上に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟経済同友
会成長戦略委
員会シンポジウ
ム

新潟経済同友
会

生協，商
工団体
等

子どもたちの未来を通し
て，更に伸展する魅力的
な新潟を考える。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ミュージックセ
ラピーを活用し
た放課後支援
活動・世代間交
流活動

ＭＵＳＩＣ　ＲＯＯ
Ｍ　ＧＯＴＯ

NPO

ミュージックセラピーの専
門的視野から放課後の子
どもの心の居場所づくりと
家族以外の地域の人たち
との交流活動で，社会性
の向上を図る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

浅利守宏・根津
要・田中幸治ト
リオコンサートｖ
ｏｌ．１

新潟三重奏団

NPO

フルート・チェロ・ピアノの
珍しい楽器の組み合わせ
のトリオ演奏のだいご味を
市民の皆さんにお聞かせ
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２５回光風会
新潟支部展（第
２０回公募）

光風会新潟支
部

NPO

支部会員の資質の向上と
新規会員の発掘を行い県
民芸術文化発展に寄与す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

展覧会「日韓近
代美術家のま
なざし－「朝
鮮」で描く」

新潟県立万代
島美術館

NPO

２０世紀前半おける日本と
韓国の美術，そして美術
家同士の交流に焦点を当
てて展覧会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ＮＣＡキャンプ
カウンセラー養
成講座

新潟キャンピン
グ協会

NPO

初めてキャンプをする参
加者の不安を取り除き，
サポートすることで安全，
安心，楽しさをわ地合える
指導者をキャンプディレク
ター指導によるボランティ
アの養成

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

妙高ウィンター
プログラム２０１
５

新潟キャンピン
グ協会

NPO

豪雪体験を経験豊富な指
導者の下実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

いけばな小原
流新潟支部展
「花の輪・人の
輪－みんなの
花展」

一般財団法人
小原流新潟支
部

社団・財
団等法
人

いけばな展を契機に芸
術・文化の向上に努める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２７年度
家庭倫理講演
会「いく抜く力」

家庭倫理の会
新潟市

NPO

荒廃の続く現代社会の中
で家庭における教育力の
向上を高める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第３２回大正琴
新潟友の会演
奏会

大正琴新潟友
の会

NPO

大正琴新潟友の会演奏
会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

北区フィルハー
モニー管弦楽
団第４回定期
演奏会

北区フィルハー
モニー管弦楽
団

NPO

オーケストラの演奏

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２７年度日
本語検定

特定非営利活
動法人日本語
検定委員会

NPO法
人

自分自身の日本語をとら
えなおす機会を提供し，
日本語に関する知識と日
本語を正しく使うための能
力を身につけることを促
す。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟ウインド
オーケストラ第
５５回定期演奏
会

新潟ウインド
オーケストラ

NPO

音楽性の向上と地域に根
ざした音楽活動を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟ウインド
オーケストラ第
５６回定期演奏
会

新潟ウインド
オーケストラ

NPO

音楽性の向上と地域に根
ざした音楽活動を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第５０回新潟県
音楽コンクール

新潟県音楽コ
ンクール

NPO

本県音楽会のレベルアッ
プと演奏家の育成に寄与
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ＮＩＩＧＡＴＡ
フォーク・ジャン
ボリーｉｎ古町

ＮＩＩＧＡＴＡ
フォーク・ジャン
ボリー実行委
員会

NPO

相互交流を通して演奏の
技術向上を目指す。震災
直後より継続している東
日本大震災チャリティコン
サートとして，募金を「あし
なが育英会」へ寄付する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ＮＩＩＧＡＴＡ
フォーク・ジャン
ボリー２０１５

ＮＩＩＧＡＴＡ
フォーク・ジャン
ボリー実行委
員会

NPO

相互交流を通して演奏の
技術向上を目指す。震災
直後より継続している東
日本大震災チャリティコン
サートとして，募金を「あし
なが育英会」へ寄付する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟市民吹奏
楽団第８８会定
期演奏会
三条市吹奏楽
団第３９回定期
演奏会

新潟市民吹奏
楽団

NPO

定例演奏会，今回は三条
市の吹奏楽団とジュントコ
ンサート

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第５回新潟クラ
シックストリート
～ラ・フォル・
ジュルネ新潟２
０１５　関連イベ
ント～

ＮＰＯ法人　新
潟ジャズスト
リート実行委員
会

NPO法
人

クラシック音楽を身近で楽
しく事により，音楽文化の
振興と普及を計り，地域
文化の活性化の一助とす
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第５８回内閣総
理大臣杯・文部
科学大臣杯全
国空手道選手
権大会新潟県
予選会
兼第３７回新潟
県空手道選手
権大会

公益社団法人
日本空手協会
新潟県本部

社団・財
団等法
人

空手道の普及推進

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第１２回日本語
スピーチコンテ
スト　情熱
～夢をかなえ
る力－ここから
未来～

ＮＳＧカレッジ
リーグ国際事
業推進部

大学等

県内に様々な業種に就労
する又は就労しようとする
外国人にフューチャーし，
日本語のスピーチコンテ
ストを行う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟大学美術
教育研究会・美
術科教育学会
共催シンポジウ
ム　「多様化す
る社会におけ
る”映像メディ
アによる表現”
の可能性～
オーストラリア
の多文化主義
政策に学ぶ～」

新潟大学　教
育学部

大学等

映像メディアによる表現と
の教育的な可能性を明ら
かにすると共に，新しい時
代に求められるリテラシー
の構築に迫る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

馬場あき子講
演会　「源氏物
語　中年の恋」

国際ソロプチミ
スト新潟

NPO

源氏の時代の歴史的背
景から女性の生き方を考
える。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第２５回　新潟
薪能

新潟薪能運営
委員会

NPO

古典芸能「能楽」のすばら
しさを啓発し，文化向上に
寄与する

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

リトミック春季
特別講習会

特定非営利活
動法人リトミッ
ク研究センター

NPO法
人

保育・教育に携わる市民
の皆様に子どもたちえの
指導力向上機会を広く知
らしめたい。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟スロバキ
ア文化交流会
スロバキア国
立オペラ公演
会

新潟市スロバ
キア協会

NPO

県民のスロバキア共和国
への関心を持ってもらうこ
とで国際感覚の醸成に寄
与する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第３８回全日本
おかあさん
オーケストラ新
潟県大会

新潟県合唱連
盟

NPO

新潟県内で活動する８名
以上の女声合唱団による
大会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ディズニー・ラ
イブ！新潟公
演ﾐｯキー
「ミッキー＆ミ
ニーのスターを
さがせ！！」

株式会社テレ
ビ新潟放送網

企業

全世界で愛されている
「ディズニー」のミッキーマ
ウスたちが客席と一緒に
なって歌ったり，踊ったり
と，観客参加性の高い
ミュージカルの開催で乳
幼児や児童の情操向上と
健全育成のため。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第６３回新潟市
芸能まつり

一般財団法人
新潟市音楽芸
能協会

社団・財
団等法
人

協会に加盟する各部門の
会員が日ごろの研鑚の成
果を発表するとともに，市
民の音楽芸能に対する関
心を高める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

共催

北区市民茶会 北区市民茶会
実行委員会

NPO

4月に市民茶会を実施し，
多くの市民から参加して
頂いています。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営及びお
茶券の販
売

会議日
程・会場
の調整・
備品等の
準備・広
報

双方 双方 1,032,454
サー
ビス
提供

5 4 4 4 5 4 4 4

定着してお
り，北区の一
体感醸成に
役立ってい
る。

教育委員
会

豊栄地区
公民館

共催

新潟市北区美
術展覧会

北区美術協会
豊栄文化協会
北区美術展覧
会運営委員会

NPO

北区美術展覧会を開催

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営及び準
備等

会議日
程，会場
調整，備
品の準
備，広報
等

双方 行政 933,711
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 5 4 4 4

定着してお
り，北区の一
体感醸成に
役立ってい
る。

教育委員
会

豊栄地区
公民館

共催

文化祭 北地区公民館
利用団体協議
会

NPO

公民館利用団体の展示・
発表・交流の場として開
催する。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案、運営、
事業経費
負担

企画、運
営、広報、
会場確保

双方
多様な
主体

0
ニー
ズ反
映

4 4 3 4 3 4 3 3
教育委員
会

北地区公
民館

企画立案への参画

南浜地区「未来
への遺産プロ
ジェクト」

南浜地区「未来
への遺産プロ
ジェクト」実行
委員会

NPO

南浜地区の歴史や文化を
調査発掘し，その成果を
教育のための普及と，地
域の活性化に還元する。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案、事業
運営

事務局

双方 行政 0
ニー
ズ反
映

3 3 3 3 3 3 3 3
教育委員
会

北地区公
民館

事業協力

森のコンサート 中央区老人ク
ラブ連合会，念
仏寺

複数種
別

地域のお寺の境内で音楽
サークル，関屋中学校合
唱部，セミプロの音楽グ
ループが一緒になり一つ
のステージを作り上げる。
観客は音楽を楽しみなが
ら交流し，地域の絆を深
める。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
補助

企画，事
業運営

行政 行政 46,000
日常
的連
携

5 4 5 4 3 5 4 5

協働の相手
方から会場
を提供しても
らうことで，
地域住民が
より参加しや
すいイベント
になってい
る。

教育委員
会

関屋地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

世代間交流の
つどい

関屋卓友会

NPO

関屋中学校卓球部と関屋
地区公民館の卓球サーク
ル卓友会による卓球大
会。
卓球を通して，地域の中
学生と高齢者の交流を深
める場になっている。

継続（毎
年度実
施）

企画，事
業運営

会場提
供，運営
補助

多様な
主体

行政 10,400
日常
的連
携

5 4 5 4 3 5 4 5

協働の相手
が事業実施
主体になる
ことで，より
スムーズな
事業実施が
可能となって
いる。

教育委員
会

関屋地区
公民館

共催

初級登山教室 ゆきみ山の会

NPO

初心者のための登山の知
識，技術の習得を目指し，
安全で楽しい登山ができ
るようにする。
講義を５回，実地登山を１
回開催。 継続（毎

年度実
施）

企画，広
報，事業
運営

企画，広
報，会場
提供，運
営補助

双方 行政 9,247
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 4 5

協働の相手
方が講師と
なることで，
必要最小限
の費用で事
業を実施で
きた。

教育委員
会

関屋地区
公民館

共催

第２５回文化祭 関屋地区公民
館利用団体連
絡協議会

NPO

定期利用団体の学習成
果を発表するとともに地
域文化の向上と団体相互
の交流を図る。
・作品展示
・音楽芸能発表
・各種催し物

継続（毎
年度実
施）

企画，広
報，事業
運営

企画，広
報，会場
提供，事
業運営

双方 双方 25,410
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

協働の相手
が事業実施
主体になる
ことで，より
スムーズな
事業実施が
可能となって
いる。

教育委員
会

関屋地区
公民館

実行委員会

２０１4かめだ音
楽祭

かめだ音楽祭
実行委員会

NPO

亀田地区で音楽活動を
行っている団体が一堂に
会し，日頃の活動成果を
披露することにより，音と
の出会い，心のふれあい
を深め，音楽を通して活
力あるまちづくりを目的と
する。
○内容　合唱の部　合奏
の部　合同合唱

継続（毎
年度実
施）

企画，会
場　準備・
片付け，
ステージ
運営

企画・立
案，会場
確保，　連
絡，広報，
事前準
備，　事業
運営全般
など

双方 行政 38,117
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

日頃の活動
成果の発表
の場として
地元に密着
した事業で
ある。 教育委員

会
亀田地区
公民館

実行委員会

大江山地区文
化とスポーツの
祭典

大江山地区文
化とスポーツの
祭典実行委員
会

NPO

地域住民の親睦を深め，
コミュニティづくりを促進す
るもの。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画
運営

事業の企
画運営

双方
多様な
主体

0
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

実行委員会
で実施し、地
元のイベント
として定着し
ている。

教育委員
会

亀田地区
公民館

共催

平成２６年度
曽野木地区文
化祭

・曽野木地区文
化祭実行委員
会
・曽野木地区公
民館利用団体
連絡協議会
・曽野木自治連
合会
・曽野木団地自
治連合協議会

複数種
別

曽野木地区の文化活動
の発表の場として，また地
域の活性化を図り各グ
ループ間の交流を促し，
地域における文化の向上
を目指して以下の事業を
行っている。
○作品展示
○曽野木地区保険委員
会健康チェック（骨密度検
査，血圧測定，健康相談）
○チャリティバザー
○曽野木地区音楽芸能
発表会
○レクダンスパーティー

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
ど

企画・立
案と準
備，団体
のとりまと
め，当日
の事業運
営全般

双方 双方 8,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 4 5 5

曽野木地区
での文化活
動及び各グ
ループ間の
交流を促進
し，地域にお
ける文化の
向上が見ら
れた。

「種別」：3
Ｃ,9(9＝曽野
木地区文化
祭実行委員
会，曽野木
地区公民館
利用団体連
絡協議会）
曽野木地区
文化祭実行
委員会
82,196円 教育委員

会
曽野木地
区公民館

共催

平成２６年度
両川地区文化
祭

・両川地区文化
祭実行委員会
・両川地区公民
館利用団体連
絡協議会
・両川地区自治
会連絡協議会

複数種
別

両川地区の文化活動の
発表の場として，また地域
の活性化を図り各グルー
プ間の交流を促し，地域
における文化の向上を目
指して以下の事業を行っ
ている。
○作品展示
○体験コーナー
○チャリティバザー
○福祉施設の自主製品
即売
○来館者との交流コー
ナー

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
ど

企画・立
案と準
備，団体
のとりまと
め，当日
の事業運
営全般

双方 双方 8,000
日常
的連
携

5 5 5 4 5 4 5 5

両川地区で
の文化活動
及び各グ
ループ間の
交流を促進
し，地域にお
ける文化の
向上が見ら
れた。

「種別」：そ
の他（=両川
地区文化祭
実行委員
会，両川地
区公民館利
用団体連絡
協議会，両
川地区自治
会連絡協議
会）
両川地区自
治会連絡協
議会協賛金
60,000円

教育委員
会

曽野木地
区公民館

事業協力

第８号「文芸あ
きは」発行

新津文芸協会

NPO

地域における文芸創作活
動の活性化をはかるとと
もに、創造性豊かな潤い
ある心を養い、地域文化
の向上を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，発刊
などの事
業全般

企画，準
備，発刊
などの事
業全般

双方 双方 330,000
サー
ビス
提供

5 4 4 4 5 4 3 5

事業の周知

教育委員
会

新津地区
公民館

補助

第８回秋葉区
美術展覧会

秋葉区美術展
覧会運営委員
会

NPO

美術を愛好する区民の創
作作品を発表する場であ
り，また，生活の中に美術
を味わう楽しさを普及して
いくことを目的に開催す
る。 継続（毎

年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

事業実施
全般に係
る補助

双方 行政 800,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 5 5 4 5

事業の周知

教育委員
会

新津地区
公民館

後援

沼澤茂美講演
会＆天体観望
会

株式会社ケイ
ミックス

企業

公演と観望会を行うこと
で，宇宙についての夢を
育み，将来を担う人材育
成につなげる。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第27回わんぱ
く相撲あきは場
所

一般社団法人
秋葉青年会議
所

社団・財
団等法
人

わんぱく相撲をつうじて特
に精神面における子ども
たちの成長を促す。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

シーズン直
前！！花火を
知って，花火を
楽しむための”
花火鑑賞講座”

株式会社ケイ
ミックス

企業

花火への理解を深め，親
しみを増す機会とすること
で，今後も花火が地域風
土と密接して大切に育ま
れる環境づくりを推進す
る。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

新津吹奏楽団
創立35周年記
念
第20回定期演
奏会

新津吹奏楽団

NPO

音楽を通じた明るい地域
社会づくりと地域の音楽
文化の振興に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

高嶋ちさ子＆
加羽沢美濃
カジュアルクラ
シックス

株式会社ケイ
ミックス

企業

気軽に音楽に触れる機会
を設け，芸術性に富んだ
感受性豊かな人材を育て
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

映画「ペコロス
の母に会いに
行く」を見る会

新日本婦人の
会
新津支部映画
実行委員会

NPO

優れた映画を鑑賞しても
らい，映画の面白みを実
感して，生活を豊かにす
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

秋葉の舞台で
遊ぼう!公演
vol.1～舞台で
あそぼう!あき
はの民話とわ
らべうた～

株式会社ケイ
ミックス

企業

新津に昔から伝わる民話
や童謡を素材に身体を
使って遊んだり，歌ったり
舞台上でのパフォーマン
スを行う。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

新津吹奏楽団
第8回
秋風コンサート

新津吹奏楽団

NPO

音楽を通じた交流を深
め，明るい社会づくりに貢
献する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

5才になったら
ホールで音楽
会
vol.2

株式会社ケイ
ミックス

企業

幼少時に上質な音楽体験
の場を提供する。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

平成26年度新
津菊まつり
菊花大展覧会

新津菊まつり
菊花大展覧会

NPO

菊づくり，伝統文化の普
及と継承につなげる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

第２回うたとお
どりと郷土芸能
の祭典

うたとおどりと
郷土芸能の祭
典実行委員会

NPO

民謡舞踊および郷土芸能
の健全な普及を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

共催

新津南高等学
校開放講座

新潟県立新津
南高等学校

大学等

新津南高校の現役教諭
から一般教養講座や実技
を学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

プログラ
ムの立案
や当日の
指導，会
場の提供
など

事業全般
の補助。
会場の提
供など

行政 行政 41,900
サー
ビス
提供

4 5 5 5 4 5 4 5

いきいき県
民カレッジの
認定講座

教育委員
会

小須戸地
区公民館

共催

小須戸地区
市民展

小須戸文化協
会

NPO

日頃の練習の成果を発表
する地元住民による展覧
会

継続（毎
年度実
施）

会場準備
と後片付
け

出品者や
来場者へ
のＰＲ。出
品作品の
受付窓
口。プロ
グラムの
作成。

双方 双方 184,379
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 4 5 5

公民館の館
を使って最
後の市民展
を実施した

教育委員
会

小須戸地
区公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

小須戸地区
芸能祭

小須戸文化協
会

NPO

日頃の練習の成果を披露
する地元の出演者による
芸能発表会

継続（毎
年度実
施）

会場準備
と後片付
け

出演者や
来場者へ
のＰＲ。出
演の受付
窓口。プ
ログラム
の作成。
会場の提
供

双方 双方 27,559
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 4 5 5

公民館の館
を使って最
後の芸能祭
を実施した

教育委員
会

小須戸地
区公民館

事業協力

にいがたボケ１
スリッパ卓球大
会

小須戸小学校
区コミュニティ
協議会，山の
手コミュニティ
協議会,小須戸
地区スポーツ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

珍スポーツ「スリッパ卓
球」の大会

継続（毎
年度実
施）

大会の運
営補助

参加者募
集ＰＲと申
込み受付
窓口。会
場の予
約。大会
運営 行政 双方 54,167

参加
意識

4 4 4 5 5 4 4 4

次年度に実
行委員会で
大会運営と
いう方向性
が出来た

教育委員
会

小須戸地
区公民館

事業協力

子ども大凧合
戦大会

白根凧合戦協
会

NPO

子どもたちに凧の原理と
凧上げの方法を教え，伝
統行事を継承する。

継続（毎
年度実
施）

企画，当
日の運
営，技術
指導など

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般

双方 双方 879,565
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

お互いの得
意分野を活
かせた事業
内容になっ
た。

教育委員
会

白根地区
公民館

事業協力

文芸みなみ風
の発刊

白根文化協会

NPO

豊かな暮らしを築くための
創造性を養い，文化と潤
いのある市民生活を目指
すため，文芸作品を広く
一般から募集し，市民の
創作意欲を高め文芸活動
の活発化を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，発刊
などの事
業全般

企画，準
備，発刊
などの事
業全般

双方 双方 300,000
ニー
ズ反
映

4 4 3 3 5 4 3 3
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

第6回　座・楽
芸会

ラスペック応援
団

NPO

演芸や音楽などの催しを
通してラスペックホールの
新しい使い方を提案し，一
人でも多くの方に足を運
んでもらうことを目的とす
る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

アイヌ古式舞
踊新潟公演

味方文化協会

NPO

新潟市内で一般市民を対
象にアイヌ古式舞踊と口
承文芸の公演を開催しア
イヌ文化に触れる機会を
提供し，市民へのアイヌ
文化についての理解の促
進を図る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

南区音楽祭プ
ロジェクト「オペ
ラ　夕鶴」

南区音楽祭プ
ロジェクト実行
委員会

地域自
治組織
（その
他）

南区内の音楽活動の拠
点であるラスペックホール
で区民参加型のクラシック
オペラ上演を行い区の音
楽・芸術活動の活性化を
目指す。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

新潟県民話語
り

月潟おはなし
の会

NPO

人へのやさしさ，生きる勇
気の詰まった民話の語り
でゆたかな心を育てる。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

共催

南区ハーモ
ニーネット　ジョ
イントコンサー
トvol.8

南区ハーモ
ニーネット

NPO

区内の合唱団体が集い，
それぞれに合唱を披露す
るほか，同一曲の合唱を
通して区民の交流と一体
感を醸成する。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画運営

会場提
供，広報，
印刷物作
成，連絡
調整，当
日運営補
助

多様な
主体

双方 0
ニー
ズ反
映

4 4 5 5 4 5 4 3
教育委員
会

白根地区
公民館

事業協力

白根学習館ま
つり
（展示・芸能）

白根文化協会

NPO

区民の文化活動の振興を
図るため，サークル活動
の成果発表の場を設け，
区民に鑑賞の場を提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・立
案・当日
の運営補
助

企画・立
案，団体
の取りま
とめと準
備，事業
運営全般

双方 双方 70,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 5 4 4 4

生涯学習発
表の機会を
区民に提供
することがで
きている。

教育委員
会

白根地区
公民館

補助

味方文化協会
補助金

味方文化協会

NPO

地域の文化，芸術，加盟
団体の支援及び発表の
場を提供している団体に
経費を補助する。

継続（毎
年度実
施）

会の活動
運営

補助金申
請受付・
審査・交
付

双方 双方 139,000
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 3 5

地域の文化
活動の活性
化のため活
動し，行政と
の共催事業
を協働して
いる。

教育委員
会

味方地区
公民館

補助

伝統文化保存
事業補助金

西白根神楽舞
保存会・味方穀
倉太鼓

NPO

伝統芸能の保存，後継者
育成を目標として郷土の
文化の振興に寄与し，活
動している団体に経費を
補助する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金申
請受付・
審査・交
付

多様な
主体

双方 227,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 3 5

伝統文化の
保存のた
め，育成及
び地域事業
に参加し貢
献ている。 教育委員

会
味方地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

企画立案への参画

味方地区芸能
祭

味方文化協会

NPO

地域の芸能サークルの活
動発表の場と高齢者の交
流を図り，芸能文化を振
興するため開催する。

継続（毎
年度実
施）

企画・準
備・司会

資料作
成・当日
準備・事
業全般の
補助

双方 双方 108,797
参加
意識

5 5 5 5 5 5 3 5

味方地区の
芸能祭とし
て定着して
いる。

教育委員
会

味方地区
公民館

企画立案への参画

味方地区文化
祭

味方文化協会

NPO

地域の文化団体の活動
発表の場と地域の交流を
図り，創作活動等を振興
するため開催する。

継続（毎
年度実
施）

準備・当
日の作品
解説・会
場設営

資料作
成・当日
準備・事
業全般の
補助

双方 双方 65,405
参加
意識

5 5 5 5 5 5 3 5

味方地区の
文化祭とし
て定着して
いる。

教育委員
会

味方地区
公民館

事業協力

ゲートボール大
会

味方ゲートボー
ル連盟

NPO

地域交流の場として，高
齢者の生きがい，練習の
成果を発揮することによ
り，充実した健康生活を過
ごすため開催

継続（毎
年度実
施）

会場準
備・当日
の運営

資料作
成・事業
補助

多様な
主体

双方 15,228
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 3 5

団体が主管
し，公民館
が事務的補
助を行い，
分担して健
康事業を実
施している。

教育委員
会

味方地区
公民館

共催

フロアカーリン
グ大会

味方スポーツ
振興会

地域自
治組織
（その
他）

大人から子どもまでカーリ
ングを楽しみながら地域
交流し，勝負の厳しさと
チーム間の和を図る。

継続（毎
年度実
施）

会場準
備・当日
の運営

資料作
成・事業
補助

双方 行政 52,388
日常
的連
携

5 4 5 5 5 5 3 4

南区の推進
スポーツで
あるフロア
カーリングの
普及

教育委員
会

味方地区
公民館

共催

綱引き大会 味方スポーツ
振興会

地域自
治組織
（その
他）

大人と子どもと分け，綱引
きの厳しさを味わいながら
地域交流し，地位コミュニ
ティの活性化を図る。

継続（毎
年度実
施）

会場準
備・当日
の運営

資料作
成・事業
補助

双方 行政 51,300
日常
的連
携

4 4 5 5 4 5 3 5

冬期におい
て，健康増
進の機会を
提供してい
る。恒例事
業として定
着している。

教育委員
会

味方地区
公民館

企画立案への参画

味方ふれあい
ギャラリー

味方文化協会

NPO

味方出張所２階をギャラ
リートして開催，文化協会
加盟団体を中心に作品を
展示，訪れる人に感銘を
与える。

継続（毎
年度実
施）

作品展
示・運営

資料作
成・連絡
調整

行政 行政 0
参加
意識

4 4 5 5 4 5 3 5

文化団体の
作品を展
示。
団体と連携
し負担無く実
施できた。 教育委員

会
味方地区
公民館

事業協力

菊花展 味方菊花愛好
会

NPO

笹川邸の前庭に日ごろ丹
精込めた菊花を入場者に
鑑賞してもらい，造る意欲
を感じてもらう。

継続（毎
年度実
施）

会場準
備・展示
全般

資料作
成・事業
支援

多様な
主体

双方 84,536
参加
意識

5 5 5 5 5 5 3 5

団体が主管
し，公民館
が事務的補
助をして分
担して実施
できている。
発表の場，
笹川邸の事
業として定
着している。

教育委員
会

味方地区
公民館

事業協力

さつき展 味方さつき会

NPO

白根凧合戦開催中，笹川
邸の前庭に日ごろ丹精込
めたさつきを入場者に鑑
賞してもらい，造る意欲を
感じてもらう。

継続（毎
年度実
施）

会場準
備・展示
全般

資料作
成・事業
支援

多様な
主体

双方 38,596
参加
意識

5 5 5 5 5 5 3 5

団体が主管
し，公民館
が事務的補
助をして分
担して実施
できている。
発表の場，
笹川邸の事
業として定
着している。

教育委員
会

味方地区
公民館

共催

月潟地区駅伝
大会

南区体育協会

NPO

６区間（月潟地区内）によ
り駅伝を通し健康づくりと
交流を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
ど

資料作
成，準備，
当日の運
営などの
事業全般

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 3 3 4 4 4

運営のアド
バイスをもら
えた。任務
の一部を
担ってもらっ
た。

南区体育協
会50,000円

教育委員
会

月潟地区
公民館

共催

月潟地区元旦
マラソン

南区体育協会

NPO

２Ｋｍ／４Ｋｍのマラソン
を通し健康づくりと交流を
図る。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
ど

資料作
成，準備，
当日の運
営などの
事業全般

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 3 3 4 4 4

運営のアド
バイスをもら
えた。任務
の一部を
担ってもらっ
た。

南区体育協
会50,000円

教育委員
会

月潟地区
公民館

補助

月潟地区文化
協会補助金

月潟地区文化
協会

NPO

月潟地区の文化の向上を
図るため、各団体と連携し
学術・芸術・技術の習得
に努め、生きがいのある
地域社会環境の醸成と維
持を目的としている。 継続（毎

年度実
施）

事業実施 イベントの
案内、申
込み、事
業全般の
補助

双方 双方 117,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

文化祭や芸
能祭などの
行事の事前
準備・当日
運営の任務
分担が行え
た。

教育委員
会

月潟地区
公民館

共催

囲碁将棋大会 月潟地区文化
協会

NPO

8月　大会を開催し参加者
の技術向上に質する。

継続（毎
年度実
施）

企画、準
備、当日
の運営な
ど

資料作
成、準備、
当日の運
営など事
業全般

行政 双方 9,240
日常
的連
携

4 4 4 4 3 4 4 4

参加の呼び
かけをしても
らった。当日
運営の任務
分担が行え
た。企画の
意見交換が
できた。

教育委員
会

月潟地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

坂井輪地区公
民館文化祭

坂井輪地区公
民館利用団体
連絡協議会

NPO

公民館利用団体による作
品展示，音楽・芸能ステー
ジ，健康まつりなどの開
催。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，会場
設営，運
営

会場の提
供，会場
設営・運
営の協力

双方 双方 60,147
日常
的連
携

5 4 5 4 4 5 5 5

公民館を利
用している
団体の活
動，成果発
表の場とし
て文化祭は
大いに生か
されている。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

共催

坂井輪4地区芸
能大会

坂井輪地区老
人クラブ

地域自
治組織
（その
他）

坂井輪地区老人クラブの
芸能発表

継続（毎
年度実
施）

資金、企
画実施

会場提
供、広報

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 5 3 4 4 4

高齢者の生
きがいづくり
の場として
必要とされる
事業である。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

共催

西地区公民館
文化祭

西地区公民館
定期利用団体
協議会

NPO

公民館利用団体・グルー
プによる作品展示・芸能
発表・学習成果の発表を
通して地域の住民へ文化
意識の昂揚と交流を図
る。 継続（毎

年度実
施）

運営全般 運営補
助，施設
提供

双方 双方 65,991
日常
的連
携

4 4 5 4 4 5 4 4

相互に連
携，役割分
担をしながら
運営できた。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

黒埼地区公民
館文化祭

黒埼地区公民
館利用団体連
絡協議会

NPO

地域における文化活動の
向上を目指し，公民館や
地域で活動する文化系
サークルの作品展示会や
関連イベントを開催

継続（毎
年度実
施）

作品出
展，展示
作業，撤
去

事業の企
画，運営

双方 行政 62,077
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

黒埼北部公民
館文化祭

黒埼北部公民
館利用団体連
絡協議会

NPO

地域における文化活動の
向上を目指し、公民館や
地域で活動する文科系
サークルの作品展示や音
楽芸能発表等を開催。

継続（毎
年度実
施）

作品展
示，撤去
作業，音
楽芸能発
表の会場
設営

事業の企
画，運営

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼北部
公民館

共催

黒埼地区公民
館音楽芸能発
表会

黒埼地区公民
館利用団体連
絡協議会

NPO

地域における文化活動の
向上を目指し，公民館や
地域で活動する音楽・芸
能系サークルのステージ
発表会を開催

継続（毎
年度実
施）

参加団体
の事前調
整，当日
スタッフ

事業の企
画，運営

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

黒埼地区公民
館ダンス交流
会

黒埼地区公民
館利用団体連
絡協議会

NPO

地域における文化活動の
向上を目指し，公民館や
地域で活動する社交ダン
スサークルの交流会を開
催

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

会場準
備，備品・
消耗品の
貸与

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

鳥原地区音楽
芸防祭

大野校区ふれ
あい協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域における文化活動の
向上を目指し，鳥原地区
住民による音楽・芸能ス
テージ発表会を開催

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

会場準
備，備品・
消耗品の
貸与

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 4 4 4 5 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

黒鳥地区心ふ
れあう芸能芸
術発表会

黒埼南ふれあ
い協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域における文化活動の
向上を目指し，黒鳥地区
住民による音楽・芸能ス
テージ発表会を開催

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

会場準
備，備品・
消耗品の
貸与

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 4 4 4 5 5

協働による
横断的な連
携の推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

地域の伝統芸
能支援

大野甚句保存
会

NPO

黒埼地域の中心部・大野
地区で江戸時代から続く
大野甚句の存続・発展に
向けて，各種支援を実施

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

練習会
場・発表
の場の提
供。広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 5 5

情報発信力
や活動機会
の拡大

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

大人のための
おはなし会

立仏校区ふれ
あい協議会，
立仏小学校

複数種
別

地域の大人と高学年児童
を対象として，小学校で朗
読会を開催

新規（次
年度継
続）

事業の企
画，運営，
会場提
供，広報

講師の選
定・各種
調整，広
報

多様な
主体

行政 7,600
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 5 5

地域・学校と
連携強化

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

巻地区カーリン
コン大会

巻まちづくり協
議会
地域教育コー
ディネーター

複数種
別

子どもから高齢者まで楽
しめるニュースポーツを通
して世代間交流の場と地
域の活性化に寄与する。

新規（単
年度完
結）

事業の企
画・運営

会場確
保，事業
の運営補
助

双方 なし 0
ニー
ズ反
映

4 5 3 4 4 3 3 4

協働の相手
方との準備
段階からの
連絡不足等
があったが，
老若男女が
楽しめる事
業となった。

教育委員
会

巻地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

漆山地区ス
ポーツ大会

漆山地区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

地区住民の親睦と健康増
進を図り，老若男女が参
加できるグラウンドゴルフ
とソフトバレーボール大会
を実施。

継続（毎
年度実
施）

大会役員 会場確
保，事業
の企画・
運営

双方 双方 0
日常
的連
携

4 5 4 4 4 5 5 5

スポーツ大
会を通じて，
地域の連帯
性の向上効
果が得られ
た。 教育委員

会
巻地区公
民館

共催

峰岡地区ジュ
ニアドッヂボー
ル大会

峰岡地区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

スポーツを通じて，峰岡地
区の小学生の交流を図
る。

継続（毎
年度実
施）

大会役員 会場確
保，事業
の企画・
運営

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 3 5

保護者同士
による事業
企画・実施
により，児
童・保護者
の交流や地
域との交流
の場となっ
た。

教育委員
会

巻地区公
民館

共催

峰岡地区ジュ
ニア野球大会

峰岡地区コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

スポーツを通じて，峰岡地
区の小学生の交流を図
る。

継続（毎
年度実
施）

大会役員 会場確
保，事業
の企画・
運営

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 3 5

保護者同士
による事業
企画・実施
により，児
童・保護者
の交流や地
域との交流
の場となっ
た。

教育委員
会

巻地区公
民館

共催

岩室地区芸能
発表会

岩室文化協会

NPO

岩室文化協会の芸能部
門団体による文化活動の
成果発表と，地域住民の
交流の場とする。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

双方 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

文化協会の
芸術団体の
成果発表の
場となってお
り，役員と企
画会議を行
い準備，当
日の運営を
行っている。

○「経緯」：
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

教育委員
会

岩室地区
公民館

共催

岩室地区文化
祭

岩室文化協会

NPO

岩室文化協会の芸術部
門団体による文化活動の
成果発表と，地域住民の
交流の場とする。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

双方 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

文化協会の
芸能団体の
成果発表の
場となってお
り，役員と企
画会議を行
い準備，当
日の運営を
行っている。

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

教育委員
会

岩室地区
公民館

共催

岩室茶会 岩室茶道連盟

NPO

岩室地区文化祭の関連
事業として，宗 流，石州
流，裏千家の三席と点心
席を設け，地域文化向上
に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

３５回を数え
る岩室茶会
は長い歴史
がある。市
内外から大
勢の参加が
あり，文化振
興に一役
かっている。

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

教育委員
会

岩室地区
公民館

補助

西川文化協会 西川文化協会

NPO

地域の文化振興を図るた
めに，地域の文化活動団
体で組織する文化協会へ
の補助

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・事業
全般

事業費補
助

多様な
主体

双方 750,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

公民館事業
に協力いた
だいている。

教育委員
会

西川地区
公民館

後援

芸術・芸能の秋
祭り

西川文化協会

NPO

文化協会会員による芸
術・芸能の発表会を開催
し，市民の文化活動の活
性化と普及･振興を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

西川地区
公民館

後援

ハーラウ　プア
アロアロ　チャ
リティー　フラ

西川文化協会

NPO

文化協会加盟団体による
フラダンスの発表会で、文
化活動の活性化と普及･
振興を図る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

西川地区
公民館

後援

西蒲・曽根郷ゆ
かりのﾌ文人展

西蒲・曽根郷ゆ
かりのﾌ文人展
実行委員会

NPO

地域文化の継承を図るた
め、郷土の文人の書画を
展示し、歴史学者の講演
会を開催する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

西川地区
公民館

後援

チャリティーカ
ラオケ発表会

西川文化協会

NPO

文化協会会員による芸
術・芸能の発表会を開催
し，市民の文化活動の活
性化と普及･振興を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

西川地区
公民館

企画立案への参画

まちのお宝ガイ
ド養成講座

潟東文化振興
会

地域自
治組織
（その
他）

地域の文化財などをガイ
ドする人材を育成し，地域
の活性化を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政 行政 91,827
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

講座により
地域の文化
財に対する
知識を深め
ることができ
た。 教育委員

会
潟東地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

潟東総合文化
祭

潟東総合文化
祭実行委員会

地域自
治組織
（その
他）

文化活動の振興，地域活
性化を目指す。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政 行政 154,058
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

地域の文化
活動の活性
化に寄与し
た。

教育委員
会

潟東地区
公民館

実行委員会

潟東芸能祭 潟東地区文化
団体連絡協議
会

地域自
治組織
（その
他）

文化芸能活動の振興，地
域活性化を目指す。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政 行政 70,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 4

地域の文化
芸能活動の
活性化に寄
与した。

教育委員
会

潟東地区
公民館

事業協力

潟東地区駅伝・
マラソン大会

潟東地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

スポーツを通した地域づく
り。全１５地区を訪問する
２１ｋｍ駅伝と２．４ｋｍの
マラソン大会を同時開催
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政
多様な
主体

ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 4 4

スポーツを
通した地域
づくりに寄与
した。

相手方の負
担額
639,4896円

教育委員
会

潟東地区
公民館

実行委員会

中之口地区運
動会

中之口地区運
動会運営協議
会・
中之口コミ協

地域自
治組織
（複数）

地区12チーム対抗の運動
会

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りま
とめ 双方

多様な
主体

0
日常
的連
携

2 3 1 2 1 1 2 2

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

実行委員会

中之口芸能祭 中之口芸能祭
実行委員会・中
之口コミ協・中
之口芸術文化
協会

複数種
別

中之口芸術文化協会加
盟団体及び公民館利用
意団体による芸能発表会

継続（毎
年度実
施）

経費負担 事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りま
とめ 行政

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 3 3 3 4 3 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

実行委員会

中之口地区総
合文化祭

中之口地区総
合文化祭実行
委員会・中之口
コミ協・中之口
芸術文化協会

複数種
別

中之口芸術文化協会加
盟団体及び公民館利用
意団体による作品展示会

継続（毎
年度実
施）

経費負担 事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りま
とめ 行政

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 3 3 3 4 3 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

共催

Ｎｏｉｓｍ「柳都
会」

新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

Noisｍの金森譲氏と新潟
市ゆかりのゲストとの対
談とゲストに関する所蔵
本の紹介

新規（次
年度継
続）

企画・運
営・広報
活動

会場提
供・会場
運営

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

3 5 4 4 4 4 3 4

普段は，中
央図書館を
利用しない
市民にも，来
館してもらえ
た。また，新
潟の文化芸
術に関する
資料を紹介
できた。

教育委員
会

中央図書
館
企画管理
課

共催

新潟地域図書
館ネットワーク
「めぐるくん」

新潟大学附属
図書館（新潟県
立図書館）

大学等

新潟市立図書館・新潟県
立図書館・新潟大学附属
図書館３館で配本車を運
行し，資料の相互利用を
行うもの。

継続（毎
年度実
施）

新潟市立
図書館内
から，各
図書館ま
での配本
車の運行
(費用負
担）

新潟市立
図書館内
の配本車
の運行

双方 双方 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

それぞれの
館の役割を
ふまえ資料
の相互利用
ができてお
り，効果的・
効率的な事
業となってい
る。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

共催

めぐるくん講演
会「映像で読む
にいがた～地
域映像アーカイ
ブとは何か～」

新潟大学附属
図書館（新潟県
立図書館）

大学等

新潟地域図書館ネット
ワーク「めぐるくん」の講
演会を開催。

継続（毎
年度実
施）

講演会の
企画・運
営，会場
準備，広
報

広報

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 3 5

図書館の
ネットワーク
について
知ってもら
い、また、郷
土に関する
知識を得る
機会となって
いる。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

共催

新潟ゆかりの
文学

文学サクラ会

NPO

毎月１回，講師を迎え新
潟ゆかりの文学講座を開
催。

継続（毎
年度実
施）

講座の運
営（受付）
講師連絡

会場提供
と準備
広報

多様な
主体

多様な
主体

0
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 4 5 5 4

図書館の資
料を活用し
てもらう機会
となってい
る。

資料代とし
て参加費
（500円）を
徴収

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

共催

地域携講座「沼
垂ゆかりの文
人・長井雲坪」

万代コミ協，長
嶺コミ協，沼垂
コミ協，沼垂の
今昔を語る会

複数種
別

沼垂ゆかりの文人・画家
である長井雲坪を取り上
げ、講演会を開催。また，
ゆかりの土地をめぐるま
ちあるきを実施。

継続（毎
年度実
施）

講師連絡
会場準備
広報

講演会の
企画・運
営
会場提供
と準備
広報

双方 行政 14,600
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地元の方た
ちと協力し，
中央図書館
周辺地域の
歴史等を知
ることができ
るよい機会
となってい
る。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

事業協力

新にいがた市
紀行上映会

新にいがた市
紀行制作実行
委員会

NPO

政令市にいがたの各地域
の自然やまちづくりを紹介
したDVDの上映会を開
催。

継続（毎
年度実
施）

事項企画
運営全般
チラシ等
の作成
DVD制作

会場提供
と準備
広報

多様な
主体

なし 0
参加
意識

5 5 5 5 5 5 3 5

作製された
DVDは図書
館の資料と
なり，参加者
に市内各地
域の自然や
まちづくりを
紹介する機
会となってい
る。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

白根図書館支
援事業

しろね図書館
友の会

NPO

○読書会共催
○講演会共催
○読書週間事業への協
力
○市内図書館友の会との
交流 継続（毎

年度実
施）

各活動に
対する助
言や実施
への協力

企画・案
内・実施
ほか

行政 双方 250,000
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 5 4

読書推進や
図書館の利
用拡大に繋
がる事業を
実施できた。

相手方費用
額：講師昼
食代750円

教育委員
会

白根図書
館

共催

読書会 坂井輪読書会

その他

読書会

継続（毎
年度実
施）

企画運営 会場提
供・広報・
企画

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 4 5 5 5 5 4

自立した市
民団体とし
て対等に事
業を実施で
きた。

教育委員
会

坂井輪図
書館

共催

本の森コン
サート

「本の森コン
サート」準備会

NPO

地域の演奏家によるギ
ター等の演奏と読み聞か
せを鑑賞する会

継続（毎
年度実
施）

企画
会の実施

企画
広報
会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 5 4 5

音楽を楽し
むことを通し
て，地域へ
の愛着や図
書館への親
近感を深め
ることができ
た。

教育委員
会

巻図書館

共催

鯛車復活プロ
ジェクトの１０年
～講演とワーク
ショップ～

「鯛車復活プロ
ジェクトの10
年」準備会

NPO

鯛車復活プロジェクトの10
年の歩みについて講演と
ペーパークラフトのミニ鯛
車製作の会

継続（毎
年度実
施）

企画
会の実施

企画
広報
会場提供
経費負担

双方 行政 5,200
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 5

事業を通し
て，地域の
歴史や魅力
を再発見し，
参加者相互
の交流を持
つことができ
た。準備会
が発展的に
図書館との
協働グルー
プとして継続
する機会と
なった。

教育委員
会

巻図書館

事業協力

教職12年経験
者研修

新潟大学教育
学部

大学等

総合教育センターで実施
する「教職12年経験者研
修」の「教科指導研修」に
おいて，センター指導主
事と新大教育学部の教員
がチームを組んで指導に
あたっている。

継続（毎
年度実
施）

教科の専
門性を生
かした指
導・助言

研修の企
画・運営，
受講者へ
の指導・
助言

行政 なし 0
日常
的連
携

5 4 5 5 5 5 5 5
教育委員
会

総合教育
センター

事業協力

教員養成実地
指導

新潟大学教育
学部

大学等

新大教育学部で実施する
「教員養成実地指導」にお
いて，センターの一部指
導主事が講師として４講
座指導にあたる。

継続（毎
年度実
施）

教員養成 教員養成
に係る実
地指導

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5
教育委員
会

総合教育
センター

５　環境の保全を図る活動（８２件）

事業協力

じゅんさい池公
園の生きもの
観察と外来生
物対策

生物多様性保
全ネットワーク
新潟

NPO

じゅんさい池公園内の動
植物の採集・観察を通し
て，自然環境，環境保全
への理解を深める。

新規（単
年度完
結）

事業の企
画，運営

協力（指
導者の一
員として
参加）

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 4 3 3 3 3 4 4

子どもへの
教育機会を
提供すること
に協力でき
た。

地域・魅力
創造部

潟環境研
究所

事業委託

研究委託 新潟大学

大学等

・田んぼダムによる潟の
水質改善に関する研究
・福島潟の植生の現状と
埋土種子集団の構成

新規（次
年度継
続）

受託研究 内容協
議・経費
負担

行政 行政 1,788,480
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 4 4 5

専門機関な
らではの高
度な技術や
知識を用い
ながら，より
高いレベル
の研究が可
能になった。

地域・魅力
創造部

潟環境研
究所

共催

環境フェア にいがた市民
環境会議，新
潟市地球温暖
化対策地域推
進協議会，新
潟地区環境保
全連絡協議会

複数種
別

持続可能な社会を構築す
るため，行政・市民団体・
事業者の環境保全の紹
介などにより，市民の環
境保全意識の向上を図る
もの。 継続（毎

年度実
施）

啓発コー
ナーでの
ブース出
展

その他す
べて

行政 行政 4,516,957
日常
的連
携

5 5 5 4 3 4 5 5

協働先のPR
を市民に広く
実施すること
ができた。

「種別」：
NPO,NPO法
人,企業,大学
等,社団・財
団等法人,生
協・商工団
体等 環境部

環境政策
課

事業協力

にいがた市民
環境会議事業

にいがた市民
環境会議
（H26年度32団
体）

複数種
別

市民・事業者・行政の
パートナーシップのもと，
各種環境情報を収集・発
信することを通じ，参加団
体の自主的な環境保全活
動を推進するもの。 継続（毎

年度実
施）

環境保全
活動の実
践，関連
情報の共
有

事務局の
運営，会
報の作成
などに対
する支援

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 3 5

新潟市が目
指すべき都市
像について話
し合うワーク
ショップを開
催し，話し
合った結果
を，当時改定
中の，新潟市
環境基本計
画の目指す都
市像へ反映さ
せた。

環境部
環境政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

万代アースフェ
スタ

万代アースフェ
スタ実行委員
会

NPO

地球と明日を元気にする
ために，参加者が何がで
きるかを考えるきっかけの
場づくりを目的に，万代シ
テイ通りを会場としてブー
ス出展や音楽イベントを
実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催
道路占用
許可申請
ブース啓
発

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

後援

新潟日報環境
フォーラム

新潟日報社

企業

環境に優しい企業を目指
す「環境宣言」発表を契機
に環境やエネルギー問題
を考える講演会を実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

事業協力

新潟市地球温
暖化対策地域
推進協議会事
業

新潟市地球温
暖化対策地域
推進協議会
（H26年度62団
体・個人）

複数種
別

温対法第26条に基づき，
実行計画の目標達成を目
的に，本市における日常
生活に係る温室効果ガス
削減のための具体策を各
主体協働で実行するため
の組織。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施，
意見提案

事務局の
運営，事
業の実施

双方 行政 484,276
日常
的連
携

5 4 4 5 5 4 5 5

市民啓発用
の省エネ
リーフレット
を作成し，次
年度以降の
活用の道筋
を検討でき
た。

環境部
環境政策
課

補助

バイオマス利
活用事業

葛塚中央コミュ
ニティ協議会
他

地域自
治組織
（複数）

家庭から排出される廃天
ぷら油の回収を実施。
その実施に対する支援金
の補助。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施補助

事業の実
施

行政 行政 5,433,280
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 3 4 5 5

近所で廃天
ぷら油を出
すことができ
る市民メリッ
トとその油は
再生燃料と
して活用で
きるメリット。

環境部
環境政策
課

共催

新潟メガソー
ラー　親子エネ
ルギー教室

昭和シェル石
油株式会社

企業

メガソーラー施設の見学と
ソーラーカー教室を通し
て，エネルギーの大切さ
について子どもたちに学
んでもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・運営

広報，企
画協力

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

再生可能エ
ネルギーを
学んでもらう
場として活
用された。

環境部
環境政策
課

後援

みどり育むエネ
ルギー広場

東北電力株式
会社新潟営業
所

企業

市内の小中学校に対し
「出前電気教室」及び「植
物の植栽支援」を通してエ
ネルギー・環境問題により
深く関心を持ってもらうこ
とを狙いとした取り組み。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

意見交換・情報交換

佐潟周辺自然
環境保全計画
の進行管理

佐潟周辺自然
環境保全連絡
協議会（(潟主，
赤塚漁協，赤
塚商工会，コ
ミュニティ佐
潟，赤塚地区
自治連絡協議
会，赤塚中学
校，ＪＡ新潟み
らい赤塚支店，
佐潟と歩む赤
塚の会，赤塚
郷土研究会，
佐潟環境ﾈｯﾄ
ﾜｰｸ，佐潟ﾎﾞﾗﾝ
ﾃｨｱ解説員の
会，新潟水辺
の会，事業創
造大学院大
学，新潟大学，
新津植物資料
室，日本歯科
大学，新潟国
際情報大学，
新潟県都市緑
化センター，環
境省，新潟県）

複数種
別

「佐潟周辺自然環境保全
計画」の具体的取組を推
進するため，必要な協議
及び情報交換などを行う
もの。

継続（毎
年度実
施）

意見・情
報の提供

協議会開
催に係る
関連資料
の取りま
とめ，会
場設営，
議事概要
の作成

行政 行政 76,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 4 5 5 5

佐潟の保全
に向けて，
人の手を加
えて保全す
る方法の意
思統一が図
れた。また
ゾーニング
を用いた保
全方法の理
解が図れ
た。

「種別」：
NPO,NPO法
人,コミ協,大
学等,社団・
財団等法人,
生協・商工
団体等,その
他

環境部
環境政策
課

企画立案への参画

新潟市の鳥制
定事業

市の鳥制定検
討委員会（にい
がた野鳥の
会，日本歯科
大学新潟生命
歯学部，新潟
県野鳥愛護会)

複数種
別

本市が広域合併をしてか
ら１０周年を迎えたことを
記念し、市民の皆さまが
本市の自然に想いを巡ら
せ、郷土愛を育むことが
できるシンボルとして、「市
の鳥」の制定した。

新規（単
年度完
結）

意見・情
報の提供

委員会開
催に係る
関連資料
の取りま
とめ，会
場設営，
議事概要
の作成

行政 行政 630,519
その
他

5 5 5 5 4 5 5 5

市の鳥ハク
チョウを見る
ツアーや関連
シンポジウム
を開催し，市
民が本市の
河川や里潟
などの自然
の豊かさにつ
いて再認識
する機会と
なった。

「種別」：NPO,
大学等,社団・
財団等法人
「経緯」：専門
性の高い研
究者や団体
から，対象鳥
類の選定や
制定に関す
る意見をもら
うため。

環境部
環境政策
課

事業委託

鳥屋野潟の水
深探査及び水
質調査

NPO法人　新
潟水辺の会

NPO法
人

鳥屋野潟全域の水深探
査及び潟の水質調査を協
力団体と協働で実施し，
鳥屋野潟の水面下の湖
底を立体的に３次元化し
た図を作成する。また水
深探査にあわせて，湖沼
のCOD水質調査も河川全
体で面的調査として実施
する。

新規（単
年度完
結）

事業実施 事業の委
託

多様な
主体

行政 500,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

鳥屋野潟の
水深が明ら
かとなり，今
後の利活用
の基礎資料
となったた
め。

「経緯」：専
門性の高い
研究者，団
体から研究
成果をまと
めてもらうた
め。 環境部

環境政策
課

事業委託

新潟市内にお
けるオオヒシク
イの好適採餌
適地の抽出

新潟大学

大学等

オオヒシクイの保全策を
進めるために，潜在的な
好適採餌環境を予測する
統計モデルの構築と，そ
れを用いて潜在的生息適
地マップを作成する。この
ことから，本種の越冬に
不可欠な地域を可視化・
抽出するとともに本市の
潟の環境を考えた上で，
将来的に本種の越冬保全
計画を立案する。

新規（単
年度完
結）

事業実施 事業の委
託

多様な
主体

行政 500,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

国の天然記
念物である
オオヒシクイ
を保全する
ための基礎
資料となっ
た。

「経緯」：専
門性の高い
研究者，団
体から研究
成果をまと
めてもらうた
め。 環境部

環境政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

市民探鳥会 にいがた野鳥
の会

日本野鳥の会
新潟県

複数種
別

市民の自然保護意識を醸
成するため，年３回（４会
場）の探鳥会を開催する
もの。

継続（毎
年度実
施）

一般参加
者への探
鳥指導

「市報に
いがた」そ
の他各種
広報，公
園使用許
可申請な
どの各種
手続き

双方 双方 74,400
サー
ビス
提供

5 5 5 4 5 5 5 5

分かりやす
い指導の
下，参加者
の野生鳥獣
に関する知
識や関心を
深め，自然
に親しむ機
運を醸成す
ることができ
た。

「種別」：
NPO,社団・
財団等法人
全３回のう
ち，鳥屋野
潟市民探鳥
会は共催事
業
西海岸公園
（含む青山
海岸保安
林）は昭和５
６年度から，
鳥屋野潟は
平成１１年度
から，佐潟
は平成８年
度から。

環境部
環境政策
課

共催

生物多様性シ
ンポジウム

福島潟みらい
連合，新潟県
水鳥湖沼ネット
ワーク

NPO

新潟県水鳥湖沼ネット
ワークと連携し新潟市及
び周辺に生息する雁や白
鳥の生息概況を情報交換
し保全とその活動に向け
た啓発を目的として開催
する。

新規（単
年度完
結）

事業実施 事業の共
催，開催
の連携

双方 双方 60,000
日常
的連
携

5 4 4 3 3 4 4 4

様々な団体
が協働で実
施することが
でき，内容
の濃いシン
ポジウムを
開催すること
ができた。

環境部
環境政策
課

後援

ジャパンバード
フェスティバル
2014

ジャパンバード
フェスティバル
実行委員会

その他

自然のシンボルである鳥
たちの魅力を題材とした
芸術的・文化的な事業を
はじめ，科学的な鳥類知
識の普及及び教育的・環
境的視点にたった事業の
実施を通して，新しい地域
文化の創造と人と鳥が共
存する豊かな生活を目指
していく。併せて日本各地
にその情報を発信し，芸
術文化の素晴らしさや身
近な取り組みから自然環
境の大切さをアピールし
ていく。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

後援

じゅんさい池公
園の生きもの
観察と外来生
物対策

生物多様性保
全ネットワーク
新潟

NPO

新潟市民の憩いの場であ
る「じゅんさい池公園」に
は，市街地の中にありなが
ら貴重な自然が残されてい
る。しかし，近年，外来生物
が定着，繁殖しており，在
来の動植物にとって大きな
脅威となっている。今回の
催し物では，公園内にどの
ような動植物が生息してい
るのか，実際に採集，観察
して調査を行う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

後援

2014年度　日
本標識協会全
国大会-新潟大
会-

日本鳥類標識
協会新潟グ
ループ

NPO

日本における鳥類標識調
査事業(環境省)の発展と
知識・技術の進歩を図る
ために，定期的な研究会
を開催し情報交換を進め
る。その一環としての新潟
大会を開催する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

後援

新潟市の鳥(白
鳥)制定記念白
鳥写真公募展

日本白鳥の会
新潟支部

NPO

ハクチョウが新潟市の鳥
として制定されたことを記
念し，全国の白鳥写真家
から公募を行い，写真展
を開催する。また開催に
あたっては市内の児童生
徒にも参加いただき自然
保護思想を啓蒙する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

後援

第12回生物多
様性シンポジウ
ム
「在来生物に新
たな脅威…県
境を越える侵
略的外来種」

生物多様性保
全ネットワーク
新潟

NPO

地域在来の多くの生きも
のたちが，外来生物に
よって，生存が脅かされて
いる。福島県裏磐梯に持
ち込まれた侵略的外来種
ウチダザリガニは，阿賀
野川を下って新潟県側ま
で侵入し，新潟市横雲橋
まで達したとの情報もあ
る。このように次々と持ち
込まれる新たな外来種，
追い詰められる在来生
物，対策が追い付かない
現状に対して，私たちに
何ができるのかを考える。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

事業委託

市民発電を進
める主体となる
団体立ち上げ
に係る支援

認定ＮＰＯ法人
環境エネル
ギー政策研究
所

NPO法
人

再生可能エネルギーの導
入促進と、分散型エネル
ギーの地産地消をめざ
し、市民が主体となり太陽
光発電等を行う市民発電
事業を立ち上げるため、ノ
ウハウを有する団体にア
ドバイザー業務を委託。

新規（単
年度完
結）

アドバイ
ザー

アドバイ
スを受け
て、市民
団体へ助
言、支援
を実施

行政 行政 993,522
サー
ビス
提供

4 4 3 4 3 4 5 5

早期の市民
発電の立ち
上げに繋
がった、

環境部
環境政策
課

後援

再生可能エネ
ルギーによる
市民発電事業
の周知イベント
「おらっての電
気をつくろ」の
開催

「おらって」にい
がた市民エネ
ルギー準備会

NPO

再生可能エネルギーによ
る市民発電事業の実現を
目指し、広く市民の協力を
呼びかけるためのイベント
を開催。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 環境部
環境政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

再生可能エネ
ルギーによる
市民発電事業
の実施

一般社団法人
おらってにいが
た市民エネル
ギー協議会

社団・財
団等法
人

再生可能エネルギーによ
る市民発電事業の実現を
目指し設立した団体に対
し、市は支援を行うととも
に、発電事業における役
割について協議。 新規（次

年度継
続）

発電事業
や地域活
動の実施
主体

団体の
バート
ナーとし
て、人的
支援や市
施設の発
電事業場
所として
の提供

多様な
主体

双方 723,600
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

平成27年度
には事業会
社が設立さ
れ、市施設
を含む複数
の場所で市
民発電が開
始された。

環境部
環境政策
課

実行委員会

環境保全に関
する研修会等
の事業

新潟地区環境
保全連絡協議
会

NPO

環境保全のための知識や
情報の交換，会員相互の
交流等を図り，事業等を
行っている。
○先進事業所の視察研
修会（年１回）
○法令等机上研修会（年
１回）
○環境保全対策などの情
報発信（年１回機関紙の
発行）

継続（毎
年度実
施）

環境保全
等に係る
事業活動
への参加

事務局の
運営，会
報の作成
等に対す
る支援

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 4 5 4 4 5

研修等を通
じて会員相
互の交流が
深まり，事業
所の環境保
全活動の充
実がみられ
た

環境部
環境対策
課

事業協力

マイボトルキャ
ンペーンによる
リデュース意識
啓発事業

マイボトルに飲
料を提供できる
飲食店、マイボ
トルを販売して
いる小売店

企業

マイボトル等を利用・販売
している店舗をマップ化し
たガイドを作成して，マイ
ボトルキャンペーンを実施
し，市民・事業者双方のご
み減量意識の向上を図る
取り組み。

継続（毎
年度実
施）

マイボト
ルへの飲
料の提
供、マイ
ボトルの
販売、マ
イボトル
普及にか
かる広報

キャン
ペーン実
施にかか
る物品等
の提供、
広報 多様な

主体
行政 3,669,429

サー
ビス
提供

4 4 5 4 5 5 4 4

応募者数
1,100人は
キャンペーン
開始以来最
多となり、マ
イボトルの
普及に効果
があった。

環境部
廃棄物政
策課

事業協力

生ごみ減量運
動推進事業

新潟気軽に省
エネくらぶ

NPO

風乾容器「生ごみカラット」
による「生ごみ水切り講
座」を開催（2回）。

継続（毎
年度実
施）

講師 広報、募
集、講座
の準備全
般

多様な
主体

行政 145,330
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 4 4

家庭で取り
組める生ご
み減量の一
つである「水
切り」の大切
さを周知でき
た。 環境部

廃棄物政
策課

事業委託

地域における
生ごみ堆肥化
事業

亀田地区生ご
み堆肥化モデ
ル事業実行委
員会

その他

家庭からでる生ごみを堆
肥化し、出来た堆肥を地
域内で活用する取組。

継続（毎
年度実
施）

生ごみの
水切り、
堆肥化、
堆肥利用

事業の委
託、コー
ディネート

多様な
主体

行政 1,555,200
参加
意識

5 4 5 4 4 4 4 4

生ごみを約
2,200kg回収
し、堆肥化す
ることで、生
ごみの地域
循環ループ
が構築でき
た。

環境部
廃棄物政
策課

公の施設管理

新潟市資源再
生センターの管
理運営

環境をサポート
する株式会社
きらめき

企業

新潟市資源再生センター
の管理運営
①大研修室等の利用の
許可に関する業務
②センター条例第３条に
規定する事業の実施に関
する業務
③退去等の命令に関する
業務
④センターの施設及び設
備の維持管理に関する業
務
⑤その他センターの管理
上，市長が必要と認める
業務

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の設
置者（指
定管理者
の管理運
営事業計
画の承認
及び必要
に応じ、
指示、助
言）

多様な
主体

行政 24,070,629
経費
削減

5 5 5 5 5 5 4 4

施設来館者
数（施設見
学・抽選申
込・主催事
業参加）が
H25年度
19,331人か
らH26年度
21,514人に
増加した。

年間指定管
理料
24,070,629
円

環境部
廃棄物対
策課

事業協力

新入生歓迎・地
域キャンパス
合同クリーン
デー

新潟大学

大学等

毎年５月中旬に，新潟大
学の学生・職員及び地域
住民，市が協働で大学周
辺（五十嵐ｷｬﾝﾊﾟｽ）の清
掃活動を実施。例年200
～300人程度参加。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画・運営

スタッフと
して，運
営に協力

多様な
主体

なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

大学，地元
自治会，行
政が連携す
ることによ
り，学生への
ごみマナー
の啓発が図
られ，地域
全体の美化
意識の向上
につながっ
ている。

環境部
廃棄物対
策課

公の施設管理

青山斎場の管
理
(指定管理)

施設工業・新潟
斎場サービス
共同企業体

企業

新潟市青山斎場を適正か
つ円滑に管理するため指
定管理者制度を導入。

継続（毎
年度実
施）

指定管理
業務実施

業務管理
及び経費
支払

行政 行政 154,864,548
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

業種の専門
性を生かし，
特殊な施設
である火葬
場の維持運
営を行って
いる。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課

事業協力

森で遊ぼうin青
山

近隣自治会・町
内会
有明児童セン
ター
新潟市造園建
設業協会
青山保安林ま
もり隊

複数種
別

市民の生活を飛砂・強風・
潮などから守り，かつ憩い
の場ともなっている身近な
森である海岸保安林を，
大切に守り育て次の世代
に引き継ぐことを目的とし
て，森林整備を行う。

継続（毎
年度実
施）

イベント運
営補助

広報，企
画，予算
負担，イ
ベント運
営

行政 行政 76,481
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域市民や
ボランティア
等，多数の
参加による
森林整備が
実施され，
大切な海岸
保安林の保
全に対する
意識啓発が
行われた。

種別：自治
会・町内会，
社団・財団
等法人，そ
の他

農林水産
部

水産林務
課

事業協力

海の森の集い
in西内野

近隣自治会・町
内会
海岸松林ボラ
の会

複数種
別

市民の生活を飛砂・強風・
潮などから守り，かつ憩い
の場ともなっている身近な
森である海岸保安林を，
大切に守り育て次の世代
に引き継ぐことを目的とし
て，森林整備を行う。

継続（毎
年度実
施）

イベント運
営補助

広報，予
算負担，
イベント運
営

行政 行政 4,096
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域市民や
ボランティア
等，多数の
参加による
森林整備が
実施され，
大切な海岸
保安林の保
全に対する
意識啓発が
行われた。

種別：自治
会・町内会，
その他

農林水産
部

水産林務
課

事業協力

海の森の集い
in南浜

近隣自治会・町
内会
海辺の森周辺
整備協議会
新潟県治山ボ
ランティアセン
ター
海辺の森愛護
会

複数種
別

市民の生活を飛砂・強風・
潮などから守り，かつ憩い
の場ともなっている身近な
森である海岸保安林を，
大切に守り育て次の世代
に引き継ぐことを目的とし
て，森林整備を行う。

継続（毎
年度実
施）

イベント運
営補助

広報，予
算負担，
イベント運
営

行政 行政 28,020
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域市民や
ボランティア
等，多数の
参加による
森林整備が
実施され，
大切な海岸
保安林の保
全に対する
意識啓発が
行われた。

種別：自治
会・町内会，
その他

農林水産
部

水産林務
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

鮭種苗生産事
業費補助金

信濃川漁業協
同組合

生協，商
工団体
等

鮭資源の維持のため，種
苗生産・放流事業に対し
て補助を行った。

継続（毎
年度実
施）

種苗生
産・放流
の実施

予算補助

多様な
主体

双方 2,500,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

親鮭の採捕
により，採卵
を確保し，稚
魚を生産・放
流することが
できた。 農林水産

部
水産林務
課

共催

水産資源増殖
事業

信濃川漁業協
同組合，赤塚
漁業協同組
合，鳥屋野潟
漁業協同組
合，松浜内水
面漁業協同組
合，濁川漁業
協同組合，新
潟市大形地区
漁業協同組
合，福島潟・新
郷川漁業協同
組合，加茂川
漁業協同組合

生協，商
工団体
等

内水面水産資源の維持・
増大を図るため，新潟市
内の８つの内水面漁業協
同組合が行う義務放流に
併せて，市も特に増殖を
図る必要のある重要魚種
の放流を行った。

継続（毎
年度実
施）

種苗放流
の実施

種苗放流
の実施

双方 双方 1,053,622
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

5魚種を5ヵ
所に放流し，
内水面水産
資源の維持
が図られた。

農林水産
部

水産林務
課

事業協力

公園里親制度
（レッツ・アダプ
ト・ア・パーク！
新潟市）

任意団体、小
学校

複数種
別

公園の美化，維持管理に
意欲を持ち，専門的な知
識や技術を有している市
民が，ボランティアとして
積極的に参加し，公園の
里親として清掃や樹木の
剪定，遊具の改修などそ
れぞれの得意分野で活動
を行う。

継続（毎
年度実
施）

公園の美
化，植栽，
植生管
理，遊具
改修など

ボランティ
ア保険加
入，団体
名入り看
板作成・
設置，消
耗資材の
貸与

多様な
主体

双方 23,680
サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 4 4 4

活動箇所数
及び活動団
体数は微増
にとどまって
いる。

「種
別」:NPO,NP
O法人,地域
自治組織,企
業,大学等,社
協・社福,社
団・財団等法
人,生協・商工
団体等,その
他
窓口は各区
建設課

土木部
公園水辺
課

事業協力

信濃川やすら
ぎ堤緑地
チューリップ植
栽事業

小中学校
自治会・町内会

複数種
別

信濃川やすらぎ堤緑地の
周辺の小中学生および自
治会・町内会から，市の
花チューリップを植栽して
もらう。

継続（毎
年度実
施）

チューリッ
プ球根の
植栽

資材調
達，花壇
の準備，
植栽時の
補助

行政 行政 10,305,275
参加
意識

5 5 5 4 4 5 5 5

参加校の増
加や、新た
に自治会等
の参加もあ
り、事業にお
ける協働部
分の割合が
増加した。

○「新規・継
続」：自治
会・町内会
の事業参加
はH26から
で，次年度
以降継続予
定。

土木部
公園水辺
課

事業協力

公園愛護会 各自治会、町
内会

自治会，
町内会

自治会，町内会による地
域の公園美化活動などを
行う。

継続（毎
年度実
施）

公園の美
化活動な
ど

活動に対
する報償
費の支払
い

双方 行政 66,934,500
サー
ビス
提供

5 4 5 4 4 4 5 5

団体数は増
加しており、
地域住民に
よる活動が
定着してき
ている。

窓口は各区
建設課

土木部
公園水辺
課

実行委員会

信濃川クリーン
作戦

信濃川をきれ
いにする会（行
政、企業、係船
組合、自治連
合会、ライオン
ズクラブ、マリ
ンクラブ、漁業
協同組合、土
地改良区、コ
ミュニティ協議
会 等）

複数種
別

「信濃川をきれいにする
会」の事業の一環として、
信濃川の河川敷を一斉清
掃することにより、良好な
河川環境を創造し、環境
美化への啓発を図ること
を目的とする。

継続（毎
年度実
施）

清掃活動 清掃活
動、ごみ
袋等の準
備、ごみ
の処分

双方 双方 0
参加
意識

4 4 4 4 4 4 4 4

良好な河川
環境の創造
と市民の河
川愛護精神
の醸成に寄
与している。

[協働の相手
方]
NPO、コミ
協、自治連、
企業、生協・
商工団体
等、その他
[費用額]
各団体が必
要に応じ個
別に負担
[経緯]
参加意識、
経費削減

土木部
土木総務
課

補助

サケが遡上で
きる信濃川・千
曲川の復活運
動

NPO法人 新潟
水辺の会

NPO法
人

本来的に豊かな水量を持
ちながら、魚が往き来でき
ないという不自然な状態
を改善して、千曲川、信濃
川を「普通の川」に近づけ
ることを目的に、その一環
として、2007年春から“鮭
稚魚の市民環境放流”を
行っている。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

資金援助

多様な
主体

双方 300,000
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 5 5

鮭稚魚の人
工ふ化による
放流を上田
市浦野川、長
野市裾花川
の河床に発
眼卵3万粒の
直まきを行っ
た。2013年の
鮭の回帰状
況は、約400
尾。

土木部
土木総務
課

公の施設管理

水の駅「ビュー
福島潟」等の管
理運営

福島潟みらい
連合（ＮＰＯ法
人ねっとわーく
福島潟、中越ク
リーンサービス
株式会社、株
式会社新潟フ
ジカラー）

企業

水の公園福島潟内にある
情報発信施設水の駅
「ビュー福島潟」やキャン
プ場、潟来亭等について
指定管理によって民間が
管理運営する。

新規（次
年度継
続）

施設の管
理運営全
般

指導・助
言

多様な
主体

行政 67,331,000
サー
ビス
提供

4 5 4 5 4 4 5 4

市民と指定
管理者そし
て行政が協
働・連携し
て、福島潟
を保全・復元
し、自然保
護を行い、
市民のふれ
あいの場、
学習の場そ
して活動の
場を提供す
ることで、地
域文化の伝
承と新たな
文化を創造
する「自然文
化」を推進し
た。

水の駅
「ビュー福島
潟」等指定
管理料

北区役所 地域課

事業委託

観察実験池維
持管理・オニバ
ス自生池草刈

ＮＰＯ法人ねっ
とわーく福島潟

NPO法
人

観察実験池を市民団体が
維持管理することにより、
希少種を増やしたり、環境
研究に寄与したりする。ま
た観察実験池及びオニバ
ス自生池の草刈を行う。 継続（毎

年度実
施）

委託業務
の実行

指導・助
言

多様な
主体

行政 946,330
サー
ビス
提供

4 3 5 3 3 4 4 4

園地や池の
環境維持管
理と共に、希
少種の栽培
等も行うこと
で、福島潟
の保全・魅
力発信につ
ながった。

オニバス池
　439,930円
観察実験池
　506,400円

北区役所 地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 127 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

遊潟広場維持
管理

新鼻甲一自治
会

自治会，
町内会

遊潟広場の維持管理を地
元自治会と協働で維持管
理する。

継続（毎
年度実
施）

委託業務
の実行

指導・助
言

多様な
主体

行政 1,376,400
サー
ビス
提供

5 4 5 4 3 4 4 5

広場の草刈
や池の水位
調節を地元
自治会で行
うことで、福
島潟の保全
を市民参画
で行えた。

北区役所 地域課

事業委託

オニバス自生
池維持管理

オニバス６３会

その他

希少水生植物オニバスの
管理（水の管理や間引き
など）を地元住民のノウハ
ウを生かして行う。

継続（毎
年度実
施）

委託業務
の実行

指導・助
言

多様な
主体

行政 171,353
サー
ビス
提供

4 5 5 4 4 4 4 5

持っている
知識や技術
を生かし、福
島潟の魅力
の一つであ
る希少水生
植物オニバ
スの保護管
理を行えた。

北区役所 地域課

事業委託

国指定福島潟
鳥獣保護区管
理棟「雁晴れ
舎」管理

福島潟みらい
連合（ＮＰＯ法
人ねっとわーく
福島潟、中越ク
リーンサービス
株式会社、株
式会社新潟フ
ジカラー）

企業

水の公園福島潟および関
連施設の管理運営に精通
している団体に、清掃や
草刈等の施設管理を委託
するもの。

新規（次
年度継
続）

委託業務
の実行

指導・助
言

多様な
主体

行政 117,000
サー
ビス
提供

4 5 4 5 3 4 4 4

施設の開閉
や清掃等の
施設管理を
問題なく行
えた。

平成26年9
月より管理
開始

北区役所 地域課

後援

福島潟交流会 ＮＰＯ法人ねっ
とわーく福島潟

NPO法
人

これまで福島潟にかか
わってきた個人や団体を
呼び、活動報告や集団討
議を行うことで、福島潟の
あり方を若者たちと考える
場をひらいた。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0 北区役所 地域課

後援

東京海上日動
ＧｒｅｅｎＧｉｆｔ福
島潟自然保護
プロジェクト

ＮＰＯ法人ねっ
とわーく福島潟

NPO法
人

生き物の豊かな福島潟を
このまま維持するために、
次代を担う子供たちに福
島潟を知ってもらうため、
バスツアー等を実施。

新規（次
年度継
続）

イベントの
企画・運
営

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0 北区役所 地域課

後援

「感謝の桜」植
樹祭とタイムカ
プセル事業

一般社団法人
にいがた北青
年会議所

社団・財
団等法
人

地域の方々への感謝とし
て福島潟に３９本の桜を
植樹した。また、地域の
方々から手紙を預かり、１
０年後に発送するタイムカ
プセル事業を開催した。 新規（単

年度完
結）

イベントの
企画・運
営

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0 北区役所 地域課

共催

福島潟「ブラン
ド米」ふくまる
みの試食販売

ＮＰＯ法人ねっ
とわーく福島潟

NPO法
人

北区で福島潟ブランド米
「ふくまるみ」を生産する
農家などと連携し、福島
潟と周辺の環境保全及び
環境保全型農業活動の
普及啓発を行う。 新規（次

年度継
続）

イベントの
企画・運
営

会場の提
供、指導。
助言

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 4 4 5 3 4 4 4

北区が区づ
くり事業のホ
タル復元事
業として取り
組んできた，
ブランド米
「ふくまるみ」
の啓発を行
えた。

北区役所 地域課

補助

雁晴れ活動助
成金（外来植物
除去及び在来
種保護）

ＮＰＯ法人ねっ
とわーく福島潟

NPO法
人

セイタカアワダチソウを除
去し、その除去地に在来
貴重種（サワオグルマ、ヤ
ブカンゾウ、ノハナショウ
ブ）と普通種（春の七草、
秋の七草）を移植。 新規（次

年度継
続）

事業内容
の企画、
実施と活
動の報告

事業内容
の精査，
活動資金
の提供

多様な
主体

双方 120,000
サー
ビス
提供

5 5 4 5 4 4 4 4

昨年度行っ
た場所につ
いては、除
草等の維持
管理作業を
行った。今年
度は増殖を
目指し株分
け・移植を行
い、種によっ
ては定着に
成功した。

北区役所 地域課

補助

雁晴れ活動助
成金（「奇跡の
リンゴ」上映会）

NKS・ハピスカ
とよさか・コンベ
ンションリン
ケージ共同事
業体

複数種
別

翌日に開催される加藤登
紀子氏の自然と農業を
テーマにしたトークイベン
トのプレイベントとして木
村秋則氏原作映画「奇跡
のリンゴ」を上映した。 新規（単

年度完
結）

事業内容
の企画、
実施と活
動の報告

事業内容
の精査，
活動資金
の提供

多様な
主体

双方 648,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 4 5 5

チケットは完
売し、翌日
のトークイベ
ントの宣伝
効果を発揮
したと共に、
福島潟の文
化の発展と
自然保護意
識の高揚を
図れた。

北区役所 地域課

事業協力

水の駅「ビュー
福島潟」名誉館
長事業

ときことピクニッ
ク隊
福島潟自然文
化祭実行委員
会

その他

第1回：加藤登紀子名誉
館長と農家の木村秋則氏
らによる、自然と農業を
テーマとしたトークイベント
を行った。
第2回：自然文化祭と共同
開催し、加藤登紀子名誉
館長の足跡振り返りとミニ
コンサート行った。

継続（毎
年度実
施）

イベントの
運営等

イベント会
場の提供
等

双方 行政 2,200,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

第1回：環境
保全型農業
の実態等を
普及できた。
第2回：会場
が人で埋ま
るほど来場
し、福島潟
の観光振興
にも大きく寄
与した。

総経費
　2,200,000
円
第1回
　1,000,000
円
第2回
　1,200,000
円

北区役所 地域課

共催

北区環境まつ
り

ＮＰＯ法人エコ
ネットにいがた

NPO法
人

家族で楽しみながらエコを
体験・参加することをコン
セプトに開催。
エコをテーマとしたクイズ
ラリー，廃食用油や使用
済み割りばし回収等。 継続（毎

年度実
施）

（事業の
主催）事
業の企
画・立案・
全体運営
など

（事業の
共催）会
場確保・
チラシ配
布・事業
費の支援
など 双方 双方 299,992

日常
的連
携

4 5 4 4 5 5 5 5

一般市民
2,500人が来
場し，広く環
境資源の大
切さを啓発
できた

北区役所
区民生活
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

鳥屋野潟一斉
清掃

鳥屋野潟一斉
清掃実行委員
会（笹口校区・
女池校区・上所
校区・山潟校
区・紫竹山校
区・鳥屋野校
区・上山校区コ
ミュニティ協議
会・新潟市鳥屋
野潟漁業協同
組合・新潟県） 複数種

別

春と秋の年2回，鳥屋野潟
周辺を清掃している。

継続（毎
年度実
施）

清掃活動 清掃に係
る道具の
準備，チ
ラシ作
成，当日
の進行，
ごみの処
分，ボラン
ティア保
険料の支
払い

双方 行政 461,091
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

一斉清掃を
通じ，鳥屋
野潟の自然
環境の保
護，市民の
環境保全や
ゴミ減量化
に対する意
識の向上，
自治会や町
内会等のま
とまりの強
化，ボラン
ティア意識
の向上など
に貢献して
いる。

「種別」：コ
ミュニティ協
議会,生協・
商工団体等,
その他

中央区役
所

区民生活
課

事業協力

日和山海岸一
斉清掃

日和山海岸一
斉清掃実行委
員会（入舟小学
校区・湊校区・
栄小学校区・新
潟地区コミュニ
ティ協議会）

コミュニ
ティ協議
会

新潟市内の各海岸（２１
会場）を「海の日」に一斉
清掃を行う内の一つ。中
央区は日和山浜を清掃し
ている。

継続（毎
年度実
施）

清掃活動 清掃に係
る道具の
準備，チ
ラシ作
成，当日
の進行，
ごみの処
分，ボラン
ティア保
険料の支
払い

双方 行政 11,200
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

一斉清掃を
通じ，自然
環境の保
護，市民の
環境保全や
ゴミ減量化
に対する意
識の向上，
自治会や町
内会等のま
とまりの強
化，ボラン
ティア意識
の向上など
に貢献して
いる。

中央区役
所

区民生活
課

事業協力

関屋浜一斉清
掃

関屋小学校区
青少年育成協
議会，関屋小
学校区コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

にぎわった海水浴場をき
れいな海岸に戻すため
に，関屋浜と周辺公園の
清掃を行う。

継続（毎
年度実
施）

清掃活動 清掃に係
る道具の
準備，チ
ラシ作
成，ごみ
の処分，
ボランティ
ア保険料
の支払い

多様な
主体

行政 8,000
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

一斉清掃を
通じ，自然
環境の保
護，市民の
環境保全や
ゴミ減量化
に対する意
識の向上，
自治会や町
内会等のま
とまりの強
化，ボラン
ティア意識
の向上など
に貢献して
いる。

中央区役
所

区民生活
課

実行委員会

とやの物語
2014

とやの物語実
行委員会（新潟
市南商工振興
会，山潟地区・
鳥屋野校区・女
池校区・紫竹山
校区・笹口校
区・上所校区・
上山校区コミュ
ニティ協議会，
山潟中学校区・
鳥屋野中学校
区・上山中学校
区青少年育成
協議会，鳥屋
野小学校・鳥屋
野中学校・上山
小学校・上山中
学校PTA，亀田
郷土地改良区）

複数種
別

ウォーキングや環境講演
会，鳥屋野潟水上観察な
どの鳥屋野潟の環境啓発
を目的とした事業を実施。

継続（毎
年度実
施）

各ブース
の運営等

運営全般
（会場借
用・後援
申請，広
報，契約
事務など）

双方 双方 3,000,000
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

鳥屋野潟に
関する講演
会や，鳥屋
野潟をテー
マにした小・
中・高校生
が作製した
かるたの発
表展示を
行ったほか，
鳥屋野潟の
自然を肌で
感じ取れる
体験型メ
ニューを中
心としたプロ
グラムを行っ
た事で鳥屋
野潟の自
然・環境等
に対する関
心を高める
事ができた。

「種別」：コ
ミュニティ協
議会,生協・
商工団体等,
その他
「費用額」：
協働の相手
方（亀田郷
土地改良
区）の負担
額400,000円

中央区役
所

区民生活
課

事業協力

区民協働森づ
くりモデル事業

浜浦小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

区民協働による継続的な
松の植樹を行うことによ
り，区民の海岸林への関
心を高め，区民による松
林の管理，利活用の促進
を図る。 継続（毎

年度実
施）

植樹イベ
ントへの
参加，地
域の意見
集約・啓
発活動

植樹イベ
ント企画・
運営，植
樹後の維
持管理

行政 行政 1,355,040
日常
的連
携

4 4 4 4 5 4 4 4

植樹イベント
開催にあた
り，浜浦コミ
協を通じて
小学生や地
域住民が多
く参加し，区
民の海岸林
への関心を
高めることが
できた。

中央区役
所

建設課

事業協力

横越地区春の
空き缶等一斉
回収

横越地区自治・
町内会

自治会，
町内会

毎年４月の第２日曜日を
横越地区の一斉清掃日と
定め生活道路を中心に清
掃を行っている。

継続（毎
年度実
施）

清掃活動 ごみ袋配
付，収集
車両の手
配，ごみ
の処分，
ボランティ
ア保険加
入

多様な
主体

行政 80,920
参加
意識

3 3 5 3 4 5 4 5

区民協働で
の美しいま
ちづくりを実
施すること
で，地域力・
市民力の向
上を図り，環
境美化に対
する意識を
高めることが
できた。

江南区役
所

区民生活
課

事業協力

春の亀田一斉
クリーン作戦

亀田地区自治・
町内会，新潟
市住みよい郷
土協議会江南
支部，ボイスカ
ウト，ガールス
カウト，江南地
区交通安全協
会，（有）山崎
銅鉄店，（有）
五十嵐商店

複数種
別

毎年５月の第２日曜日を
亀田地区の一斉清掃日と
定め生活道路を中心に清
掃を行っている。

継続（毎
年度実
施）

清掃活動 ごみ袋配
付，収集
車両の手
配，ごみ
の処分，
ボランティ
ア保険加
入

多様な
主体

行政 235,875
参加
意識

3 3 5 3 4 5 4 5

区民協働で
の美しいま
ちづくりを実
施すること
で，地域力・
市民力の向
上を図り，環
境美化に対
する意識を
高めることが
できた。

「種別」：
NPO,自治会,
企業,社団・
財団等法人,
その他

江南区役
所

区民生活
課

事業協力

江南区一斉清
掃みんな集ま
れクリーン作戦

江南区内の自
治・町内会，新
潟市住みよい
郷土協議会江
南支部，ボイス
カウト，ガール
スカウト，江南
地区交通安全
協会，（有）山
崎銅鉄店，
（有）五十嵐商
店

複数種
別

江南区一斉環境美化活
動として，毎年10月の第３
日曜日を江南区の一斉清
掃日と定め，生活道路を
中心に清掃を行ってい
る。 継続（毎

年度実
施）

清掃活動 ごみ袋配
付，収集
車両の手
配，ごみ
の処分，
ボランティ
ア保険加
入

多様な
主体

行政 576,387
参加
意識

3 3 5 3 4 5 4 5

区民協働で
の美しいま
ちづくりを実
施すること
で，地域力・
市民力の向
上を図り，環
境美化に対
する意識を
高めることが
できた。

「種別」：
NPO,自治会,
企業,社団・
財団等法人,
その他

江南区役
所

区民生活
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

学ぼう・育てよ
う「環境林・保
健休養林」事業

朝日の森の会・
NPO法人にい
がた森林の仲
間の会ほか

複数種
別

「秋葉つる切り隊」・「市民
の森づくりプロジェクト」と
称し森林整備活動を始め
るきっかけづくりとするた
めの森林づくり体験会を
実施。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

企画・立
案～当日
の指導・
運営

行政 行政 106,652
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

里山保全に
ついて共通
認識を深め
ることができ
た

種
別:NPO,NPO
法人

秋葉区役
所

産業振興
課

事業協力

環境美化・清掃
活動

白根へら鮒釣
研究会

NPO

桜の名所で，かつ県内で
も有数なへら鮒釣り場の
清掃活動を実施。参加者
は，白根へら鮒釣研究
会，地元自治会，区役所
職員。 継続（毎

年度実
施）

事業の計
画・運営

地元自治
会等への
協力依
頼，活動
への参加

多様な
主体

なし 0
その
他

4 4 4 4 4 5 5 5

関連団体、
地域、行政
が協力しな
がら地域の
環境維持に
取り組むこと
で、それぞ
れの環境美
化への意識
の醸成に寄
与できた。

「経緯」：以
前からへら
鮒釣研究会
が独自で清
掃活動を実
施していた
が，平成１２
年度から地
元自治会，
行政も関わ
ることとなっ
た。

南区役所
区民生活
課

事業協力

エコライフ・フェ
ア２０１４

実行委員会
（「湿地の恵み
展～ラムサー
ル条約湿地の
観光と物産」

NPO

環境省などが主催するエ
コライフ・フェア２０１４の１
ブースである「湿地の恵
み展」に出展し，佐潟の
PRを行った。

継続（毎
年度実
施）

ブースの
管理・設
営・展示・
ＰＲ

パンフレッ
ト等提供

多様な
主体

双方 930
日常
的連
携

4 5 5 5 4 4 4 5

環境省など
と連携し，佐
潟や佐潟の
自然環境に
ついてＰＲす
ることができ
た。 西区役所 地域課

共催

佐潟企画展の
開催

佐潟と歩む赤
塚の会

NPO

佐潟の自然や生物、文化
といった様々なアプローチ
から体験講座を行った。
賢明な利用の考え方を五
感で感じられる催しを開
催した。 新規（次

年度継
続）

当日のイ
ベント運
営

イベント企
画・運営
全般

双方 行政 39,800
日常
的連
携

3 5 3 4 4 3 4 5

ラムサール
条約の考え
方の普及啓
発に がっ
た。

西区役所 地域課

事業協力

地域一斉清掃
活動

西蒲区各コミ協
各種，企業
ボランティア団
体

複数種
別

地域環境の保全や環境
美化の推進を図ることを
目的とし、西蒲区５地区で
実施した「一斉クリーン作
戦」

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施主体

ごみ袋の
支給及び
収集した
ごみの処
分

双方 行政 597,176
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

自分たちの
住んでる地
域をきれい
にしようとい
う意識が高
まる。 西蒲区役

所
区民生活
課

事業協力

海岸一斉清掃 海岸部コミ協
海岸部自治会
ボランティア団
体
各種企業
住みよい郷土
推進協議会

複数種
別

毎年、海の日に全市一斉
海岸清掃を実施し、海岸
環境の保全に寄与してい
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施主体

ごみ袋の
支給及び
収集した
ごみの処
分

双方 行政 276,768
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

自分たちの
住んでる地
域をきれい
にしようとい
う意識が高
まる。 西蒲区役

所
区民生活
課

事業協力

森林保全活動推進事業巻森林ボランティア

その他

ボランティア団体による西
蒲区福井地区の里山整
備を図るとともに，地域林
業の振興に寄与する。
年10回程度の活動を行
い，間伐・下刈り等の整備
を行っている。

継続（毎
年度実
施）

人員
企画・立
案

資材等の
援助
事務局運
営

双方 双方 165,738 参加
意識

4 4 4 5 5 3 0 0 西蒲区役所産業観光
課

後援

新潟市資源再
生センター
夏休み体験教
室

新環境を
サポートする
株式会社
きらめき

企業

夏休み体験教室を通し
て，資源を大切に活用し
子供たちの創造性を育
む。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

こどもエコ
絵画展

新環境を
サポートする
株式会社
きらめき

企業

子供たちが現在行ってい
るエコ活動を絵に描いて
もらうことにより，地球環
境を守る意識を高める。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

土木の日記念
行事親子工事
見学会

公益社団法人
土木学会関東
支部新潟会

社団・財
団等法
人

社会資本整備への理解を
深めてもらうことを目的と
し，夏休みに開催する小
学校高学年を対象にした
工事施設見学会。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

じゅんさい池
公園の生きも
の観察と外来
生物対策

生物多様性保
全ネットワー
ク新潟

その他

じゅんさい池公園内にど
のような動植物が生息し
ているのか，実際に採
集，観察して調べる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第１６回
新潟水俣環境
賞作文コン
クール

新潟水俣病
被害者の会

その他

子供の時から環境問題に
関心をもち，理解し，行動
することが重要であるとい
う観点から，「身の回りの
環境や新潟水俣病」を題
材に作文を広く募る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

東北電力みど
り育むエネル
ギーひろば

東北電力株式
会社新潟営業
所

企業

「エネルギーについて考
え，環境に優しく生きる」
をテーマに，出前教室や
植栽活動を通じて，未来
を担う子供たちが，より電
気を身近に「感じ」，将来
のエネルギー・環境につ
いて「考える」場を提供す
るとともに，自然との共存
を意識し，地域社会の一
員として主体的に「行動す
る」力を養う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

東北電力次世
代支援プロ
ジェクト放課
後ひろば

東北電力株式
会社新潟営業
所

企業

地域の子供たちに，身近
な電気・エネルギーの学
習を通して，地球環境や
エネルギー資源などの将
来の問題について考えて
もらう。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

よみがえる”み
ず”わくわくフェ
スタｉｎにいがた

公益財団法人
新潟県下水道
公社

社団・財
団等法
人

下水道の果たす役割や重
要性・必要性について一
層の理解と関心を得，身
近で親しまれる「浄化セン
ター」となる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

エコープラザ
環境フェスティ
バルｉｎ２０１４

環境をサポート
する株式会社
きらめき

企業

資源を有効活用した「循
環型社会」の実現への意
識を深める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

事業委託

里山啓発教室 NPOにいがた
森林（もり）の
仲間（とも）の
会

NPO法
人

都市近郊に広がる貴重な
自然である里山に関する
必要な情報を市民に提供
し，また里山を啓発するた
めの体験教室や各種講
座，イベントを実施する。 継続（毎

年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

企画補
助・運営
補助・実
施補助・
広報

双方 行政 134,696
サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 4 4 5

団体ノウハ
ウの有効活
用

教育委員
会

新津地区
公民館

共催

ふれあいキャン
ドルナイト こ
すど

小須戸小学校
区コミュニティ
協議会，山の
手コミュニティ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

環境問題を題材に「エコ
実験」や「エコ遊び」等を
通してＣＯ２削減やエコに
ついて考えるきっかけづく
り。

継続（毎
年度実
施）

イベントの
運営主体

参加者募
集ＰＲ。会
場の提
供。イベン
トの運営
補助 多様な

主体
多様な
主体

0
参加
意識

4 5 5 5 4 5 4 4

エコについ
て考えるきっ
かけになっ
た

教育委員
会

小須戸地
区公民館

補助

新潟市連合婦
人会補助金

婦人会（２地
区）

地域自
治組織
（その
他）

伝統行事「白根大凧合
戦」開催中，堤防のゴミ拾
い，地域内外の私設ボラ
ンティア活動している団体
に経費を補助する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金申
請受付・
審査・交
付

多様な
主体

双方 42,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 3 5

地域課題に
取り組み，交
通安全や環
境美化，老
人世帯の見
守り等広く行
政とも連携し
ている。

教育委員
会

味方地区
公民館

共催

佐潟クリーン
アップ活動

コミュニティ佐
潟，佐潟と歩む
赤塚の会

地域自
治組織
（複数）

地域の団体や住民，学
校，企業が参加し，佐潟
のヨシ刈り，泥上げを実
施。

継続（毎
年度実
施）

運営全般 運営補助

多様な
主体

双方 0
日常
的連
携

4 5 5 4 5 4 4 4

地域住民が
主体となって
清掃活動を
行うことで地
域全体で佐
潟を守る動
きになってい
る。

教育委員
会

西地区公
民館

６　災害救援活動（７件）

後援

第7回 東日本
大震災チャリ
ティダンスイベ
ント「百花繚乱
2014夏」

新潟恩返しプロ
ジェクト実行委
員会

NPO

東日本大震災の被害に
あった東北地方へ義捐金
を提供すること及び震災
復興への関心を風化させ
ないことを目的とした，ダ
ンス発表を主としたチャリ
ティイベント。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
危機管理
防災局

防災課

後援

第8回 東日本
大震災チャリ
ティダンスイベ
ント「百花繚乱
2014冬」

新潟恩返しプロ
ジェクト実行委
員会

NPO

東日本大震災の被害に
あった東北地方へ義捐金
を提供すること及び震災
復興への関心を風化させ
ないことを目的とした，ダ
ンス発表を主としたチャリ
ティイベント。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
危機管理
防災局

防災課

事業委託

避難所運営体
制検討会

・公益社団法人
中越防災安全
推進機構
・NPO法人日本
防災士会
・地域コミュニ
ティ協議会
・自主防災組織

複数種
別

災害時に避難所を円滑に
運営するために不可欠な
三者（地域住民，施設管
理者，行政）が集まり，避
難所ごとの運営マニュア
ルの作成を通じて共通認
識を形成するとともに，三
者の顔の見える関係を築
く。

新規（次
年度継
続）

検討会の
運営、事
業の実施

実施事務

双方 行政 3,454,797
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

市内すべて
の避難所
（369カ所）
で、三者が
顔を合わせ
て検討する
会が開催で
きた。

危機管理
防災局

防災課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 131 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

水難救済事業
補助金

・NPO法人新潟
海難救助隊
・新潟県水難救
済会　新潟五
十嵐救難所
・新潟西蒲救難
所
・新潟西蒲救難
所巻支所

複数種
別

市域沿岸部における海難
事故対策を実質的に補完
している団体に対し補助
を行う。

新規（次
年度継
続）

市域沿岸
部におけ
る海難事
故対策。

補助金支
出

行政 双方 380,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

新潟市域沿
岸において、
水難事故が
発生した場
合、100％救
助されるよう
活動が実施
された。

危機管理
防災局

防災課

後援

第７回東日本
大震災チャリ
ティダンスイベ
ント「百花繚乱
２０１４夏」

ＮＰＯ法人新潟
恩返しプロジェ
クト

NPO法
人

地域における心のつなが
り，人と人の絆の大切さを
学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

第８回東日本
大震災チャリ
ティダンスイベ
ント「百花繚乱
２０１４冬」

ＮＰＯ法人新潟
恩返しプロジェ
クト

NPO法
人

地域における心のつなが
り，人と人との絆の大切さ
を学ぶ

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「イシノマキに
いた時間」新潟
公演

「イシノマキに
いた時間」新潟
公演実行委員
会

NPO

東日本大震災復興支援

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

７　地域安全活動（３１件）

補助

校区交通安全
推進協議会補
助金

校区交通安全
推進協議会

地域自
治組織
（その
他）

小学校区を活動単位と
し，主に児童の交通安全
の推進を図るため，小学
校，自治会，PTA等により
構成される校区交通安全
推進協議会の設立を促
し，その活動を支援するた
め補助金を交付するもの
※平成２６年度対象団体：
１０６団体（１１２校区）

継続（毎
年度実
施）

・交通安
全の街頭
指導
・危険箇
所点検

・補助金
交付

双方 双方 12,181,400
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 4 5

学校区内の
各団体が校
区交通安全
推進協議会
として，一丸
となった交通
安全啓発活
動を行うこと
で，団体単
体で活用す
るよりも効率
的で高い広
報効果を得
られました。

市民生活
部

市民生活
課

補助

交通安全協会
補助金

・(一財)新潟北
交通安全協会
・(一財)東新潟
交通安全協会
・(一財)新潟中
央交通安全協
会
・(一財)江南地
区交通安全協
会
・(一財))秋葉区
交通安全協会
・(一財)新潟南
区交通安全協
会
・(一財)新潟西
交通安全協会
・(公財)西蒲地
区交通安全協
会

社団・財
団等法
人

主として運転者への交通
安全啓発活動を行う交通
安全協会に対し活動支援
として補助金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

・運転者
講習会の
開催等

・補助金
交付

双方 双方 2,400,000
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 5 4 5

行政が関わ
る機会の少
ない，運転
者を中心に
交通安全啓
発活動を
行ってもら
い，高い交
通事故抑止
効果が得ら
れました。

市民生活
部

市民生活
課

補助

交通安全母の
会補助金

新潟市交通安
全母の会連合
会

NPO

家庭を中心とした草の根
的な交通安全啓発活動を
行う交通安全母の会に対
し，活動支援として補助金
を交付する。

継続（毎
年度実
施）

・交通安
全の街頭
指導
・各種交
通安全教
室の開催

・補助金
交付
・研修会
等への協
力

双方 双方 111,660
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 5 4 4

交通事故防
止のために
は，継続した
交通安全啓
発が求めら
れており，家
庭を中心とし
た地域にお
ける交通安
全教育を継
続実施して
もらいまし

市民生活
部

市民生活
課

後援

産業安全講演
会

ＮＰＯ法人　交
通新時代・新潟
一般財団法人
新潟県自動車
標板協会

複数種
別

公共交通機関の効果的な
事故防止対策等について
関係各位に学んでもらう
機会として開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：NPO
法人，社団・
財団等法人

市民生活
部

市民生活
課

後援

親と子の交通
安全教室

ＮＰＯ法人　交
通新時代・新潟
一般財団法人
新潟県自動車
標板協会

複数種
別

子どもたちの交通事故被
害が懸念されているな
か，親子が一緒に交通
ルールを学ぶ機会として
開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

種別：NPO
法人，社団・
財団等法人

市民生活
部

市民生活
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

防犯業務補助
事業

・新潟北地区防
犯組合連合会
・新潟東地区防
犯組合連合会
・新潟中央防犯
協会連合会
・江南地区防犯
組合連合会
・秋葉区防犯組
合連合会
・新潟南区防犯
組合協会
・新潟西地区防
犯組合連合会
・西蒲地区連合
防犯組合協会

地域自
治組織
（その
他）

犯罪のない明るいまちづ
くりを目的とした地域住民
の自主的な防犯活動を促
進するため，各地域（警察
署単位）の防犯協会連合
会の活動を支援する。

継続（毎
年度実
施）

・地域に
おける防
犯活動

・補助金
交付
・研修会
等への協
力

双方 双方 10,263,459
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 4 5

地域住民の
自主的な防
犯活動が促
進され刑法
犯認知件数
がH15をピー
クに減少し
続けている。

市民生活
部

市民生活
課

事業協力

古町地区環境
健全化パトロー
ル

古町環境健全
化実行委員会

NPO

・新潟古町周辺地区環境
健全化実行委員会の活
動支援と協働活動の推進
・セーフティゾーン広報活
動
・定期的なパトロール活動
の実施（客引き禁止呼び
かけ・ごみ拾い）

継続（毎
年度実
施）

・パトロー
ル活動
・防犯カメ
ラ運用

・パトロー
ル活動
・事務補
助

双方 双方 13,250
その
他

4 4 5 4 4 4 4 4

地域・行政・
警察が協働
で活動を行
うことっでピ
ンクビラや客
引き防止を
呼び掛ける
ことで環境
健全化に貢
献している。

新潟市犯罪
のない安心・
安全なまち
づくり条例第
13条の規定
に基づき平
成19年度に
モデル地区
に指定され
た。

市民生活
部

市民生活
課

事業協力

新潟駅前地区
境健全化パト
ロール

新潟駅前地区
セーフティゾー
ン活動委員会

NPO

新潟駅前環境健全化実
行委員会の活動支援と協
働活動の推進
・セーフティゾーン広報活
動
・定期的なパトロール活動
の実施（客引き禁止呼び
かけ・ごみ拾い）

継続（毎
年度実
施）

・パトロー
ル活動
・防犯カメ
ラ運用

・パトロー
ル活動
・活動の
拠点施設
提供
・事務補
助 双方 行政 45,650

その
他

5 4 4 4 4 4 4 4

地域・行政・
警察が協働
で活動を行
うことっでピ
ンクビラや客
引き防止を
呼び掛ける
ことで環境
健全化に貢
献している。

新潟市犯罪
のない安心・
安全なまち
づくり条例第
13条の規定
に基づき平
成19年度に
モデル地区
に指定され
た。

市民生活
部

市民生活
課

事業協力

新潟東港周辺
区域安全パト
ロール

新潟市東港
セーフティ・ネッ
トワーク

NPO

新潟東港周辺地域におけ
る青色回転灯装備車によ
る防犯パトロール，外国
人に対するマナーアップ
広報活動。

継続（毎
年度実
施）

・パトロー
ル活動

・パトロー
ル活動
・事務補
助

双方 双方 243,738
その
他

5 4 4 4 4 4 4 4

防犯パト
ロールやマ
ナーアップ
広報活動を
行うことで、
地域の環境
健全化に貢
献している。

新潟市犯罪
のない安心・
安全なまち
づくり条例第
13条の規定
に基づき平
成19年度に
モデル地区
に指定され
た。

市民生活
部

市民生活
課

後援

働く女性と家族
のための防災
ワークショップ

NPO法人ワー
キングウィメン
ズアソシエー
ション

NPO法
人

女性の視点を取り入れた
防災講座を開催すること
で、防災体制に男共同参
画の視点を取り入れる。
また、防災活動への女性
の積極的な参画を推進す
る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
危機管理
防災局

防災課

事業委託

「防災教育」学
校・地域連携事
業

公益社団法人
中越防災安全
推進機構

社団・財
団等法
人

地域の災害特性を踏ま
え、地域と連携した防災
教育を実施する。

新規（次
年度継
続）

防災教育
のノウハ
ウ

地域の災
害特性等
資料・情
報の提供

多様な
主体

双方 2,920,040
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

モデル校８
校において、
学校と地域
が連携した
防災教育が
実施された。 危機管理

防災局
防災課

事業協力

一般県道曽野
木一日市線自
転車利用推進
計画

NPO法人アライ
アンス2002
㈱アルビレック
ス新潟

複数種
別

3者が協働し，㈱アルビ
レックス新潟が開催する
サッカーイベント参加者の
歩行者及び自転車利用
者の交通安全を図る。

新規（次
年度継
続）

サッカー
イベント参
加者に対
する自転
車の交通
安全啓発
活動等

自転車通
行や歩行
者の安全
に関する
路面表示
設置

双方 双方 180,360
日常
的連
携

4 4 4 4 4 5 4 4

サポーターが
ボランティア
でチラシ配布
等を行うこと
で，多くの人
に自転車左側
通行をアピー
ルできた。ま
た，公園線の
逆走が減少し
た。

[協働の相手
方]：NPO法
人，企業
費用額は，
啓発チラシ
印刷製本費
のみ 土木部

土木総務
課

事業協力

交通安全運動
交通事故防止
運動

（一財）東新潟
交通安全協会
（一財）新潟中
央交通安全協
会
（一財）江南地
区交通安全協
会

社団・財
団等法
人

春・秋の全国交通安全運
動及び夏・冬の県交通事
故防止運動期間中，市民
に啓発品等を配布し，交
通事故防止を呼び掛け
る。 継続（毎

年度実
施）

事業への
参加、啓
発品の提
供・配布

事業の企
画，啓発
品の購入

双方 双方 110,820
日常
的連
携

4 5 4 4 4 5 3 5

啓発活動で
あるため，引
続き実施し
ていく必要
がある。

中央区総務
課の費用負
担は啓発品
の購入。
啓発品は3
協会共通 中央区役

所
総務課

事業協力

交通安全運動
交通事故防止
運動

（一財）江南地
区交通安全協
会
亀田地区交通
安全母の会

複数種
別

春・秋の全国交通安全運
動及び夏・冬の県交通事
故防止運動期間中，市民
に啓発品等を配布し，交
通事故防止を呼び掛け
る。 継続（毎

年度実
施）

事業活動
の企画、
参加及び
啓発品提
供

事業活動
の企画、
参加及び
啓発品提
供

双方 双方 233,339
日常
的連
携

4 5 4 4 4 4 5 5

Ｈ25年度より
交通事故発
生件数、負
傷者数が減
少している。
江南区管内
では平成24
年12月10日
から死亡交
通事故「０」
が継続中.

江南区総務
課の費用負
担は一部啓
発品の購
入。

江南区役
所

総務課

事業協力

江南区交通安
全大会

（一財）江南地
区交通安全協
会
亀田地区交通
安全母の会
亀田福寿大学 複数種

別

交通安全功労者の表彰、
交通安全講話。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，参加、
用品の提
供

事業の企
画，参加、
用品の提
供

双方 双方 68,670
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 5 4

Ｈ25年度より
交通事故発
生件数、負
傷者数が減
少している。
江南区管内
では平成24
年12月10日
から死亡交
通事故「０」
が継続中.

福寿大学の
種別はNPO

江南区役
所

総務課

事業協力

交通安全運動
交通事故防止
運動

（一財）秋葉地
区交通安全協
会

社団・財
団等法
人

春・秋の全国交通安全運
動及び夏・冬の県交通事
故防止運動期間中，市民
に啓発品等を配布し，交
通事故防止を呼び掛け
る。 継続（毎

年度実
施）

事業への
参加，啓
発品の提
供・配布

事業の企
画，啓発
品の購入

双方 双方 209,664
日常
的連
携

4 5 4 4 4 5 5 5

春・秋の全
国交通安全
運動及び
夏・冬の県
交通事故防
止運動期間
中，交通事
故防止を呼
び掛けた。

秋葉区総務
課の費用負
担は啓発品
の購入。

秋葉区役
所

総務課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

高齢者自動車
安全運転研修
会

（一財）秋葉地
区交通安全協
会

社団・財
団等法
人

高齢者の安全運転及び
運転技術向上のための研
修会を開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営，
費用負担

事業の企
画，運営，
費用負担

双方 双方 250,000
日常
的連
携

4 5 4 4 4 5 5 5

参加した高
齢者の，安
全運転及び
運転技術向
上が図られ
た。

相手負担額

110,000円

秋葉区役
所

総務課

事業協力

防犯運動 新潟南区防犯
協会

NPO

南区の防犯に関する情報
交換や警察による防犯指
導を行い，地域主体となっ
たパトロール活動の実施
など，防犯意識を共有し
地域の繋がりをつくる。 継続（毎

年度実
施）

事業への
参加，啓
発品の提
供・配布

事業の企
画，啓発
品の購入

双方 双方 202,392
日常
的連
携

5 5 5 4 4 4 5 5

防犯啓発活
動に係る啓
発品等の提
供及び活動
の推進

南区役所 総務課

事業協力

交通安全運動
交通事故防止
運動

（財）新潟南区
交通安全協会

社団・財
団等法
人

春・秋全交通安全運動お
よび夏・冬の交通事故防
止運動期間中，市民に啓
発品等を配布し，交通事
故防止を呼び掛ける。

継続（毎
年度実
施）

事業への
参加，啓
発品の提
供・配布

事業の企
画，啓発
品の購入

双方 双方 226,756
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 5 5

通年を通し、
交通事故防
止活動にて
積極的に共
同で活動し
ている。

南区役所 総務課

事業協力

交通安全母の
会補助金

新飯地区交通
安全母の会・臼
井地区交通安
全母の会・味方
交通安全母の
会・月潟地区交
通安全母の会 NPO

家庭を中心とした草の根
的な交通安全啓発活動を
行う交通安全母の会に対
し，活動支援をする。

継続（毎
年度実
施）

事業へ参
加，指導

活動の補
助、啓発
品の購入

双方 双方 53,233
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 5 5

交通安全運
動，交通事
故防止運
動，その他，
交通安全に
関する事業
に積極的に
参加・協力を
いただいて
いる。

南区役所 総務課

事業協力

新潟市西区私
道等歩道除雪
奨励金交付モ
デル事業

自治会やボラ
ンティア団体な
ど

複数種
別

児童・生徒が安全に安心
して登校できるよう，市と
市民がそれぞれ役割分担
を行い協働して，早期に
冬季道路（西区内の私道
等）の歩行空間を確保す
るもの。

継続（毎
年度実
施）

西区内の
私道等の
除雪

奨励金の
交付

双方 双方 46,020
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 4 5

狭隘道路に
おける通学
路の確保

「種別」
：ＮＰＯ，ＮＰ
Ｏ法人，地
域自治組
織，大学等，
その他
・「新潟市歩
道除雪奨励
金交付モデ
ル事業」を西
区内の私
道・法定外
道路へも拡
大。
・Ｈ24年度か
ら西区独自
事業として
実施。

西区役所 建設課

事業協力

新潟市除雪要
援護世帯助成
金交付モデル
事業

自治会やボラ
ンティア団体な
ど

複数種
別

市が機械除雪した後の玄
関前の置き雪など，高齢
者や障害者など自力では
除雪が困難な世帯の玄関
前を，市民団体が除雪し
た場合に，当該団体に対
し助成金を交付すること
で，冬季の安心安全な暮
らしを確保する。

継続（毎
年度実
施）

西区内の
高齢者等
で自力で
除雪が困
難な世帯
の玄関前
の除雪

助成金の
交付

双方 双方 81,000
サー
ビス
提供

5 3 5 4 4 5 4 3

高齢者等の
安心安全な
暮らしの確
保

「種別」
：ＮＰＯ，ＮＰ
Ｏ法人，地
域自治組
織，大学等，
その他
・Ｈ24年度か
ら西区独自
事業として
実施。

西区役所 建設課

事業協力

新潟市防火連
合協議会

新潟市防火連
合協議会

NPO

新潟市消防局と協力し，
防火思想の普及，啓発と
災害の未然防止に努め，
無火災都市の実現を目指
す。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
の全般

防火指導
教育に関
すること

多様な
主体

双方 2,800,000
ニー
ズ反
映

5 5 4 4 4 4 4 5

平成26年中
火災が160
件で、出火
率が2.0と
なった。政令
市中、京都
市に次いで
火災が少な
い都市とな
り、一定の成
果をあげた。

全体決算額

9,281,912円
（行政負担
280万円含
む）

消防局 予防課

事業協力

新潟市防火管
理者連絡協議
会

新潟市防火管
理者連絡協議
会

NPO

会員相互の連携を密に
し，防火管理技術及び知
識の向上発展に寄与する
とともに，新潟市消防局と
協力して事業所の安心・
安全を目指す。 継続（毎

年度実
施）

事業運営
の全般

事業の支
援・指導

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

5 5 4 5 5 4 4 5

平成26年中
火災が160
件で、出火
率が2.0と
なった。政令
市中、京都
市に次いで
火災が少な
い都市とな
り、一定の成
果をあげた。

全体決算額

3,014,434円

消防局 予防課

事業協力

新潟市消防設
備業連絡協議
会

新潟市消防設
備業連絡協議
会

NPO

消防用設備等業務の進
歩，改善，普及を図って，
火災の未然防止又は被
害を軽減することにより社
会公共の安全向上を図
る。 継続（毎

年度実
施）

事業運営
の全般

消防用設
備等の研
修等

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

消防用設備
等の適正な
維持管理に
より、火災の
未然防止及
び被害の軽
減に貢献し
た。

全体決済額

994,260円

消防局 予防課

事業協力

新潟県危険物
安全協会新潟
地区支会

新潟県危険物
安全協会新潟
地区支会

NPO

（公財）新潟県危険物安
全協会の目的及び事業
の遂行を推進し、会の円
滑な運営と会員相互の親
睦発展を図るとともに危
険物災害を未然に防止
し、以って公共の安全に
寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
の全般

危険物法
令及び事
故防止に
関する研
修等

双方
多様な
主体

4,034,674
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

消防局で
「危険物施
設の審査基
準」を改訂
し、冊子版を
各会員へ配
付するととも
に、希望す
る消防職員
へも斡旋し
た。

消防局
危険物保
安課

事業協力

消防出初式に
おける一斉放
水時の協力

ＮＰＯ法人
新潟海難救助
隊

NPO法
人

新年を迎え消防伝統の出
初式を実施することによ
り，市民と消防機関の連
携を促進し，併せて消防
関係者は使命達成の決
意を新たにして「安心安全
都市にいがた」を目指すも
の。

継続（毎
年度実
施）

消防出初
式におけ
る一斉放
水時の協
力

消防出初
式を主催
する。

行政
多様な
主体

0
参加
意識

5 5 5 5 4 4 5 5

防火・防災
意識の高揚
を市民に対
しアピール
する良い機
会となってい
る。 消防局 警防課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

消防出初式に
おける木遣り・
纏振り・はしご
乗りの披露

ＮＰＯ法人
消防記念新潟
保存会

NPO法
人

 新年を迎え消防伝統の
出初式を実施することに
より、市民と消防機関の
連携を促進し、併せて消
防関係者は使命達成の
決意を新たにして「安心安
全都市にいがた」を目指
すもの。

※古町通りにおいて木遣
り・纏振り・はしご乗りの技
を披露していただく。

継続（毎
年度実
施）

消防出初
式におけ
る木遣り・
纏振り・は
しご乗り
の披露

消防出初
式を主催
する。

行政
多様な
主体

0
参加
意識

5 5 5 5 4 4 5 5

防火・防災
意識の高揚
を市民に対
しアピール
する良い機
会となってい
る。 消防局 警防課

共催

長寿を祝う会
（庄瀬地区）

庄瀬コミュニ
ティ協議会，庄
瀬地区社会福
祉協議会，庄
瀬地区防犯協
会 複数種

別

健康・交通安全・防犯教
室を通じて，高齢者が元
気に生活できるよう祝う会
を開催。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
どの事業
全般

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般

行政 双方 13,500
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 4 5 4 5

地域の団体
と協働するこ
とで、地域の
ニーズが把
握しやすく、
集客にもつ
ながってい
る。

教育委員
会

白根地区
公民館

共催

旧電車線と新
ロードの融合に
向けた機運醸
成事業

新潟西交通安
全協会黒埼北
地区支部，山
田校区ふれあ
い協議会，立
仏校区ふれあ
い協議会

複数種
別

旧電車線跡地に自歩道の
整備が始まったことから，
一部供用開始部分での自
転車利用についてのマ
ナー向上を図るため講
演・実技指導を開催。 継続（毎

年度実
施）

広報，情
報提供

事業の企
画，運営

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 4 4 4 5 4 4

地域での交
通安全意識
の向上を図
ることができ
た。

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

あそぼうさい 立仏校区ふれ
あい協議会，
立仏小学校

複数種
別

地域の子どもたちを主な
対象として，多様なメ
ニューを揃えた防災イベ
ントを開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営，
会場提
供，広報

関係機関
との連絡
調整，備
品・消耗
品の準
備，広報

双方 双方 13,500
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 4 5

地域・学校と
連携を図り，
日ごろの防
災意識の向
上を図ること
ができた。 教育委員

会
黒埼地区
公民館

８　人権の擁護又は平和の推進を図る活動（２０件）

事業委託

新潟市配偶者
暴力相談支援
センター夜間電
話相談

NPO法人女の
スペース・にい
がた

NPO法
人

市役所閉庁後の電話相
談を開設し，配偶者暴力
相談支援センター開設時
間に相談できない配偶者
等からの暴力による被害
者の利便性を図り，支援
につなぐことを目的とする
事業。

継続（毎
年度実
施）

夜間電話
相談の実
施

事業にか
かる経費
の負担

行政 行政 986,340
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

市役所閉庁
時間後も相
談を受けた
ことで，ＤＶ
被害者への
迅速な支援
を行うことが
できた。

市民生活
部

男女共同
参画課

補助

女性緊急一時
保護等事業

NPO法人女の
スペース・にい
がた
NPO法人ウィメ
ンズサポートセ
ンターにいがた

NPO法
人

配偶者等の暴力から逃れ
るための，緊急一時保護
事業や自立支援事業を行
う民間団体の保護施設運
営費に対して補助を行う。

継続（毎
年度実
施）

緊急一時
保護施設
の管理・
運営

施設運営
費の補助

多様な
主体

双方 1,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

ＤＶ被害女
性やその子
どもの保護
と自立支援
のため，民
間団体が行
う事業が円
滑に行われ
た。

事業費は保
護施設運営
費
ＮＰＯ法人女
のスペース・
にいがた負
担額：
1,112,027円
ＮＰＯ法人
ウィメンズサ
ポートセン
ターにいが
た負担額：
1,108,952円

市民生活
部

男女共同
参画課

事業委託

新潟市見守り・
同行支援員研
修会

NPO法人女の
スペース・にい
がた

NPO法
人

新潟市見守り・同行支援
事業の支援員を対象とし
た研修を行い，ＤＶ被害者
支援について理解を深め
る。

新規（次
年度継
続）

支援員の
スキル
アップ研
修の実施

事業にか
かる経費
の負担

行政 行政 43,200
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

効果的な内
容で研修を
実施すること
ができ，支
援員の理解
が深まった。 市民生活

部
男女共同
参画課

補助

新潟人権擁護
委員協議会負
担金

新津人権擁護
委員協議会負
担金

新潟人権擁護
委員協議会

新津人権擁護
委員協議会

その他

新潟における人権擁護・
人権啓発に関する活動を
行っている。
○人権擁護委員の職務に
関する連絡調整・情報収
集・研究
○人権啓発に関する業務
の国・県・市との連携
○人権相談

継続（毎
年度実
施）

協議会と
して活動
及び市が
行う事業
への協力

負担金交
付による
支援及び
協議会が
行う事業
への協力 多様な

主体
行政 2,568,287

その
他

4 5 4 4 5 4 4 4

人権擁護委
員（無報酬）
が活動する
ための活動
運営費を安
定させること
で，地域の
人権擁護活
動に貢献。

○「種別」：
人権擁護委
員法に定め
られている
組織
○「経緯」：
各人権擁護
委員協議会
からの協力
依頼による

市民生活
部

広聴相談
課
市民相談
室

事業委託

Ola!aga!!(命の
阿賀)～新潟水
俣病をみて･ふ
れて～「親子で
いく阿賀野川
流域"ほんもの
体験"ツアー」

一般社団法人
あがのがわ環
境学舎

社団・財
団等法
人

小学校５・６年生の親子を
対象に，阿賀野川流域を
めぐり，水俣病について理
解を深めてもらうととも
に，現地の風土や産業を
体験し，環境や人と人と
の絆の大切さを感じてもら
う。

継続（毎
年度実
施）

ツアーの
企画・運
営

事業の企
画・参加
者募集

行政 行政 153,380
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 4 4

阿賀野川流
域にて水俣
病の学習や
産業体験を
行う親子ツ
アーを実施。
参加者から
のアンケート
では親子と
もに好評を
得た。

開催日：8月
3日
参加者：22
名

保健衛生
部

保健衛生
総務課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

新潟水俣病・新
潟大学公開講
座

新潟大学医学
部保健学科

大学等

大学の授業の１コマを利
用して，学生及び一般市
民に対し，水俣病につい
ての公開講座を実施す
る。
また，水俣病に関するパ
ネルを展示する。

継続（毎
年度実
施）

授業の実
施

講師の手
配 ・広
報・パネ
ル展示

双方 行政 126,400
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

新潟大学医
学部保健学
科の講義に
おいて新潟
水俣病を題
材に講義を
実施。一般
市民の講聴
も可とした。

開催日：11
月4日
参加者：220
名

保健衛生
部

保健衛生
総務課

後援

第15回新潟水
俣病環境賞作
文コンクール

新潟水俣病被
害者の会

NPO

新潟水俣病についての学
習成果から環境について
考える小中学生の作文コ
ンクール。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健衛生
総務課

共催

原爆犠牲者追
悼式

新潟県原爆被
害者の会
新潟市職員労
働組合

複数種
別

原爆犠牲者の追悼のため
毎年８月６日，９日に行っ
ている。またこの期間に原
爆被害のパネルの展示を
併せて行っている。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・準備
当日進行

広報・会
場管理
準備

双方 双方 84,240
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

【参加者数】
8月6日追悼
式　約130名
8月9日追悼
式　約50名

総務部 総務課

共催

「平和」と声に
出して集まりま
しょう！

灯の会
新潟県原爆被
害者の会

複数種
別

平和の尊さについて考え
てもらうため毎年開催して
いる。
・コカリナの演奏
・原爆被害者のお話
・詩の朗読
・高校生の発言

継続（毎
年度実
施）

企画
出演者手
配
準備
当日進行

出演者手
配
広報
準備

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

【参加者数】
約８０名

総務部 総務課

補助

遺族会補助金 小須戸地区遺
族会

その他

戦没者の英霊を顕彰し，
戦没者遺族の福祉の増
進を図るとともに，平和日
本の建設に貢献すること
を目的に活動を行ってい
る。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 50,000
サー
ビス
提供

5 5 4 4 5 5 4 4

補助金を交
付すること
で，戦没者
の英霊を顕
彰し，平和
日本持続の
祈りに寄与
した。

秋葉区役
所

健康福祉
課

事業協力

人権啓発活動 新津人権擁護
委員協議会白
根部会

NPO

市民から人権意識を深め
てもらうため，以下の事業
を行っている。
・中学生を一日人権擁護
委員に任命し，南区のイ
ベント大凧合戦お祭り広
場で，啓発活動を実施
・人権週間に合わせ，市
街地で啓発活動の実施及
び人権パネルの展示

継続（毎
年度実
施）

事業の計
画・運営

会場等の
使用許
可，活動
への参加

多様な
主体

双方 15,594
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

中学生が人
権の啓発活
動を行うこと
は，中学生
及び一般市
民の人権意
識の高揚の
ために効果
的と考える。

南区役所
区民生活
課

事業協力

人権啓発活動 新潟人権擁護
委員協議会

NPO

中学生及び一般市民が
「いじめ」について考える
機会として講演会を実施
した。

継続（毎
年度実
施）

事業実施
について
の協力

運営、事
業実施

双方 行政 198,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 5 4

人権擁護委
員と顔を合
わせる機会
を設けたこと
により相談し
やすい環境
を醸成した。

西蒲区役
所

区民生活
課

後援

高校生平和大
使派遣事業

高校生平和大
使派遣新潟委
員会

その他

新潟県内の高校生をスイ
スジュネーブにある国連
欧州本部に派遣し，核兵
器廃絶を訴える。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

（一社）新潟ユ
ネスコ協会
「平和の鐘を鳴
らそう！コン
サート２０１４」

一般社団法人
新潟市ユネス
コ協会

社団・財
団等法
人

平和の祈り，平和を考え
る機会を社会に投げかけ
る

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

シュリチンモイ・
ワンネスホー
ム・ピースラン
２０１４

ピース・ラン
ジャパン

NPO

「人類はひとつ」という純
粋な一体感と喜びを実感
していただき，皆で「平和
な世界」への願いを共有
する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟市ユネス
コ協会２０１５
新年の集い
高橋道映氏講
演会「花開け！
越後・佐渡の文
化」

一社　新潟市
ユネスコ協会

社団・財
団等法
人

一般市民の皆様にユネス
コ及び世界遺産活動への
理解を広げるとともにユネ
スコの理念である「平和の
文化」の構築を啓発する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

秋葉区青少年
健全育成・人権
啓発推進大会

秋葉区青少年
育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

区民に対し青少年の健全
育成と人権を考える機会
の提供を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

事業実施
全般に係
る補助

多様な
主体

行政 128,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

市民の参加
意識の向上

教育委員
会

新津地区
公民館

共催

ＧＩＰ集会 新津第五中学
校

大学等

中学校での「いじめ問題」
に対する集会に地域住民
からも参加してもらうこと
で，地域の活性化，世代
間交流を図る。

継続（毎
年度実
施）

会場提
供・企画・
運営・実
施

広報・運
営・実施

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 4 3 5 5 4 5

いじめ問題
に対する関
心を学校，
地域へ拡大

教育委員
会

新津地区
公民館

共催

家庭教育出前
講座「地域で守
る子どもの人
権」

コミュニティ中
野小屋，笠木
小学校，中野
小屋地区三校
連絡協議会，
新潟市人権擁
護委員協議会

複数種
別

子どもの人権をとおして，
大人の人権，地域の人権
を一緒に考える研修会。

新規（単
年度完
結）

運営補助 運営全般

行政 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 5

学校と地域
が一体となっ
て子どもの人
権について考
えることで，
平成27年度
の「にじいろ
防災キャンプ
～笠木あそ
ぼうさい」の
開催につな
がった。

教育委員
会

西地区公
民館

事業協力

人権講座（現代
的課題）

人権啓発活動
地域ネットワー
ク協議会・新潟
人権擁護委員
協議会

NPO

～豊かな高齢化社会の実
現に向けて～と題し、現
代的な課題の人権講座を
開催。

継続（毎
年度実
施）

人権啓発
資料の配
布と説明

事業の企
画運営

行政 行政 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 4 4 5

協働による
連携強化

教育委員
会

黒埼北部
公民館

９　国際協力の活動（４件）

後援

第39回（2014）
海洋開発シン
ポジウム

公益社団法人
土木学会
海洋開発委員
会

社団・財
団等法
人

土木工学の最新の研究
や施工に関する討議を行
う海洋開発シンポジウム
の開催。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
都市政策
部

港湾課

後援

平成２６年度
ＪＩＣＡ教師海
外研修

独立行政法人
国際協力機構
東京国際セン
ター

社団・財
団等法
人

開発教育（国際理解教
育）を学校現場で実践す
る教員を育成する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第７回国際教
育研究会ＪＩＣ
Ａ教師海外研
修授業実践報
告会

ＪＩＣＡ新潟デ
スク

その他

ＪＩＣＡ教師海外研修参加
者の授業実践報告を行
い，県内における国際理
解教育の裾野の拡大を図
る。また，意見交換を通
じ，参加者及び実践者同
士のネットワークの構築を
推進する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

たいけん日本
語教室

国際交流をす
すめる市民の
会

NPO

市内に在住する外国人の
日常生活の自立のための
日本語の能力の向上を図
り地域行事や日本文化へ
の理解を進める。
3学期制
毎週火曜日10：00～12：
00

継続（毎
年度実
施）

運営全
般，日本
語指導

運営補
助，施設
提供

多様な
主体

双方 11,142
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 4 5 5

国際交流を
すすめる市
民の会の主
体的な運営
のもと長年
続いていお
り，継続した
取組として
連携が図ら
れた。

教育委員
会

西地区公
民館

１０　男女共同参画社会の形成の促進を図る活動（６件）

事業委託

男性の育児休
業取得促進事
業

一般社団法人
クラウドライフ
ズ・ジャパン

社団・財
団等法
人

男性の育児休業取得に向
けたさらなる意識啓発と
企業がワーク・ライフ・バ
ランスの推進に積極的に
取り組める仕組みづくりを
行う。

新規（単
年度完
結）

男性の育
児休業取
得促進シ
ンポジウ
ムの開
催，ワー
ク・ライフ・
バランス
推進のた
めの企業
コンサル
ティング
の実施

事業にか
かる経費
の負担

行政 行政 1,996,612
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

シンポジウ
ムでは多く
の方から参
加いただき、
男性の育児
休業につい
て意識啓発
を図ることが
できた。

市民生活
部

男女共同
参画課

後援

知っています
か？明るい未
来の働き方

一般社団法人
クラウドライフ
ズ・ジャパン

社団・財
団等法
人

広く一般市民に対し，ワー
ク・ライフ・バランス及び在
宅ワークなどを知って頂
き，より良い働き方を考え
るきっかけを作る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
市民生活
部

男女共同
参画課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

アルザフォーラ
ム

アルザフォーラ
ム実行委員会

NPO

市と市民による実行委員
会の主催により，男女共
同参画について広く啓発
を行うとともに，問題解決
に取り組む多くの市民の
活動を紹介する。 継続（毎

年度実
施）

フォーラ
ムの企
画・実施

フォーラ
ムの企
画・実施，
経費の一
部負担

双方 双方 1,400,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

多くの方から
参加してい
ただき、男女
共同参画を
広く市民に
啓発するとと
もに、アルザ
にいがたの
認知度をよ
り高めること
ができた。

市民生活
部

男女共同
参画課

事業委託

男女共同参画
推進センター相
談事業「こころ
の相談」

ＮＰＯ法人新潟
フェミニストカウ
ンセリングセン
ターまど

NPO法
人

生き方，対人関係，ＤＶ被
害，こころとからだなど主
に女性の悩みについて，
カウンセリングを中心に自
立を支援するための相談
事業。
電話及び面接による相
談。

継続（毎
年度実
施）

相談事業
の実施

事業にか
かる経費
の負担

行政 行政 4,950,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

相談により、
女性が抱え
ている問題
を社会構造
の中で考え
解決の道を
探し、自立
への支援を
行った。

市民生活
部

男女共同
参画課

事業協力

男女共同参画
推進センター相
談事業「女性の
こころとからだ
専門相談」

新潟大学

大学等

新潟大学医学部保健学
科教授など看護職の専門
相談員による女性のから
だや性に関する悩みの相
談事業。

継続（毎
年度実
施）

相談事業
の実施

相談ス
ペースの
提供，広
報

行政 なし 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

相談により、
女性が抱え
ている問題
を社会構造
の中で考え
解決の道を
探し、自立
への支援を
行った。

市民生活
部

男女共同
参画課

事業委託

男女共同参画
市民団体協働
事業

新潟ワーク・ラ
イフ・バランス
研究会

NPO

男女共同参画推進の活
動を行っている民間団体
と市が協働し，男女共同
参画の啓発事業を行う。
3回連続講座で、ワーク・
ライフ・バランスについて
学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・実施

事業企画
の助言
会場・保
育の提供

双方 双方 114,000
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 4

企業経営
者、管理職、
人事担当者
等の参加を
得て、事業
所に男女共
同参画の意
識啓発を行
うことができ
た。

新潟ワーク・
ライフ・バラ
ンス研究会
負担額：
26,106円

市民生活
部

男女共同
参画課

１１　子どもの健全育成を図る活動（１６４件）

公の施設管理

新潟市ひまわ
りクラブの管理
運営

（福）新潟市社
会福祉協議
会、山の下地
区コミュニティ
協議会、NPO
法人新潟市木
戸地域コミュニ
ティ協議会木
戸ひまわりクラ
ブ運営委員会

複数種
別

就労等により昼間保護者
がいない家庭の小学生の
健全育成を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 施設の維
持管理，
利用料徴
収等

双方 行政 1,142,517,218
日常
的連
携

5 4 5 5 4 5 5 5

放課後児童
クラブを円滑
に運営し、コ
ミ協による運
営では地域
力、市民力
を発揮した
地域で子育
てを支援す
る環境が育
まれた。

福祉部
こども未来
課

補助

放課後児童健
全育成緊急対
策事業補助金

(学)聖母学園、
(学)愛心学園、
(学)藤見学園、
(学)恵光学園、
(学)神宮学院、
(学)金鵄有明
学園、(福)健生
会、(福)新潟南
福祉会、(社)常
明会、(社)みつ
ばち福祉会、角
田地区コミュニ
ティ協議会、各
保護者会、新
潟医療生活協
同組合、(株)み
のり

複数種
別

民設の放課後児童クラブ
を運営する実施主体に対
し、補助金を交付する。

継続（毎
年度実
施）

クラブの
運営

補助金交
付等

多様な
主体

双方 47,493,110
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 4 5 5 5

民間による
特色ある運
営を行うとと
もに、公設ひ
まわりクラブ
の未設置対
策や狭あい
化対策にお
いて重要な
役割を果た
している。

福祉部
こども未来
課

事業委託

放課後児童健
全育成事業（委
託）

（福）新潟市社
会事業協会

社協・社
福

ひまわりクラブ未設置校
区において放課後児童ク
ラブの運営を委託する。

継続（毎
年度実
施）

クラブの
運営

委託料の
支払い等

多様な
主体

双方 5,579,500
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 5 5

民間による
特色ある運
営を行うとと
もに、公設ひ
まわりクラブ
の未設置対
策において
重要な役割
を果たしてい
る。

福祉部
こども未来
課

事業協力

にいがたっ子
すこやかパス
ポート事業

（事業協力）
市内に事業所
を有する法人
や個人商店（協
賛企業）

（事業委託）
グローカルマー
ケティング
(株)(株)第一印
刷所共同企業
体

(株)第一印刷
所

企業

企業の協力を基に、保護
者の子育てを応援すると
ともに、「子育て支援は社
会全体で取り組むもので
ある」という認識を地域全
体で共有しようとするも
の。
事業内容：小学生以下の
子どもがいる保護者及び
妊婦に対しパスポートを
発行し、協賛する企業を
利用する際にパスポート
を提示することで、さまざ
まなサービスを受けること
ができる。

継続（毎
年度実
施）

サービス
の提供，
協賛企業
への営業
活動、
カード等
印刷、発
送

サービス
の提供以
外の事業
実施全
般。市民
体操。協
賛企業の
サービス
内容のHP
への掲載
および冊
子の発
行。 双方 行政 11,020,092

その
他

5 4 5 4 4 5 5 5

協賛店舗数
も年々増加
し、子育て家
庭の経済的
負担軽減を
図っている。

企業と一緒
に取り組む
子育て支援
策の一つと
して、他都市
の状況をみ
ながら開始。

福祉部
こども未来
課

補助

子育てワンス
トップサービス
事業
（子育てなんで
も相談センター
の運営）

新潟市社会福
祉協議会

社協・社
福

子育てに関するワンストッ
プ型総合相談窓口「子育
てなんでも相談センター
きらきら」の運営を通し，
子育て支援団体，関係機
関のネットワークを拡充・
強化する。

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般

経費の補
助，アドバ
イザー

多様な
主体

行政 9,105,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

ワンストップ
で対応する
身近な相談
窓口として
認知率が向
上し，相談
件数が増加
している。

福祉部
こども未来
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 138 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業

(福)新潟市社
会福祉協議会

社協・社
福

子育てに関する援助を受
けたい人（依頼会員）と，
援助を行いたい人（提供
会員）を結びつけること
で，社会全体で子育てを
支え合う環境づくりを進め
る。

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営

事業実施
経費負担

双方 行政 14,100,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

会員同士を
結び付ける
ことで，地域
の子育ての
助け合いに
大きく貢献し
ている。 福祉部

こども未来
課

公の施設管理

新潟市こども創
造センターの管
理運営

にいがた未来
協働事業体

企業

豊かな環境を活かしなが
ら、多くの人々との交流や
様々な創作活動・体験活
動を通して、子どもたちの
「生きる力」を伸ばし・育む
ための機会と場を提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の運
営経費負
担

双方 行政 105,158,683
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

ボランティア
や地域団体
等との連携
事業を行うこ
とで，より充
実した体験
活動等を提
供している。

福祉部
こども未来
課

後援

日本子ども家
庭福祉学会第
15回全国大会

日本子ども家
庭福祉学会

その他

子ども家庭福祉に関する
研究および実践の交流と
協力を促進し，子どもと仮
定の福祉に寄与するシン
ポジウムを開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

親子関係セミ
ナーＳＭＩＬＥ

マザーズフレン
ドくらぶ

NPO

養育者が自分の子育てを
振り返り，勇気づけの親
子関係を学ぶことにより
子育てに自信を持つこと
を目的とするセミナーを開
催。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

NIIGATA JOB
WORLD

一般社団法人
新潟県専修学
校各種学校協
会

社団・財
団等法
人

職業教育の振興に資する
ため，記念事業を実施。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

第60回新潟県
母親大会

第60回新潟県
母親大会実行
委員会

NPO

県内の母親，女性たちが
子育てや教育，暮らしのこ
となどについて学習，交
流するための話し合いの
場を開くもの。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

万代ファミリー
フェスタ２０１４

万代ファミリー
フェスタ実行委
員会

NPO

親子に優しく楽しいイベン
トを発信し，子どもたちが
街中で遊べるコンテンツ，
学べるブース展開を2日
間にわたり開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

新潟県私立幼
稚園ＰＴＡ連合
会

新潟市市立幼
稚園協会

大学等

子育てをするうえで子ども
と向き合う歳にヒントとな
る研修会を開催。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

新潟日報assh
フェスタ

新潟日報社

企業

asshのメインの読者層で
ある子育て世代に向けて
ブース出展やセミナーを
開催し，子育て世代を応
援する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

児童虐待防止
月間イベント
「アニソンは家
族を救う」

株式会社新潟
放送

企業

親子で楽しい時間を過ご
すとともに，影響力のある
アニメ・ヒーローコンテンツ
を活用し，オレンジリボン
を通じて親子の絆につい
て考えるきっかけを提供
する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

地域講演「こま
のおっちゃんの
こまのサーカ
ス」

新潟中央おや
こ劇場

NPO

地域の身近な会場で，親
子を対象とした観劇の場
を提供し，伝承遊びを通じ
た異年齢交流を行うもの。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

後援

にいがたキッズ
プロジェクト

株式会社新潟
放送

企業

ラジオテレビの放送，自然
体験学習他イベント，支援
活動などを通じ，子どもた
ちの健全育成と郷土愛の
醸成をはかる活動。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
こども未来
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

地域によるこど
もの居場所づく
り支援事業
（にいがたっ子
☆スペースくろ
さきの運営）

にいがたっ子
☆スペースくろ
さき運営協議
会

NPO

・子どもと保護者が安心し
て集うことのできる居場所
や，地域の子育てネット
ワークを創ることを目的
に，既存施設や空きス
ペースを活用し，地域の
方々が主体となって運営
するモデル的取り組み。

継続（毎
年度実
施）

居場所の
運営

会場利用
申請関
連，事業
に関する
電話での
問い合わ
せへの対
応

双方 行政 309,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 5 5 3 5 福祉部
こども未来
課

事業協力

子育て支援サ
イト「にいが
たっ子ひろば」
（HP，携帯サイ
ト）の運営

にいがたっ子
ひろば運営協
議会

NPO

行政情報に限らず，子育
て中の方が求めている
様々な情報を収集し，イ
ベント情報，くちコミ情報，
メールマガジンとして発信
している子育て情報交流
サイト「にいがたっ子ひろ
ば」の運営。

継続（毎
年度実
施）

情報収
集・発信
全般

サイト保
守に係る
費用の支
出，行政
情報の提
供，広報

双方 行政 313,467
ニー
ズ反
映

5 4 4 5 5 4 3 5 福祉部
こども未来
課

共催

薬物乱用防止
講演会

新潟国際情報
大学、国際こど
も・福祉カレッ
ジ、アップルス
ポーツカレッ
ジ、新潟医療
福祉大学、新
潟薬科大学、
国際ビューティ
モード専門学
校、新潟看護
医療専門学校

大学等

携帯電話やインターネット
の普及、薬物への抵抗感
の希薄化など、若者をとり
まく環境が変化するなか、
薬物乱用防止のために
は、ひとりひとりの「危険
な薬物には手を出しては
ならない」という意識の醸
成が大切。
これからの社会を担って
いく若者に薬物乱用の恐
ろしさや薬物に関する正し
い知識を啓発する目的
で、本講演会を実施して
いる。（講師は薬物依存
症の当事者及び家族会）

継続（毎
年度実
施）

会場設
定、会場
設営

講師の依
頼及び派
遣、謝礼
及び旅費
の負担

行政 行政 137,238
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

講演会を開
催すること
で、行政とし
ては青少年
に対する啓
発を効果的
に行うことが
でき、学校
側は学生に
対し薬物乱
用防止啓発
ができた。ま
た、聴講者
にアンケート
を行うこと
で、行政は
次年度以降
の事業の参
考とし、学校
側は学生を
とりまく薬物
の現状に対
し認識を新
たにした。

保健衛生
部

保健管理
課

補助

学校教育田設
置事業

市内の農業協
同組合

生協，商
工団体
等

学校教育田の設置に係る
費用を助成することで，田
植えから稲刈りまで年間
の米作り体験を通して，郷
土の食文化や農業への
理解を深める食育を推進
する。

継続（毎
年度実
施）

学校教育
田の設
置，運営，
指導補助

補助金の
交付

多様な
主体

行政 10,499,984
サー
ビス
提供

5 4 4 4 4 4 5 4

市内の小学
校113校中
79校が同事
業を利用し，
結果，農業
体験を教育
に結びつけ
る教育ファー
ムの全小学
校での実施
につながり，
農業に対す
る理解を深
めてもらう，
米を中心とし
た日本型食
生活の普
及・定着化を
図る，といっ
た機会を確
保することが
できた。

農林水産
部

食育・花育
センター

事業委託

にいがた流食
生活推進事業
（料理教室及び
食育体験等）

新潟キッズキッ
チン協会等

複数種
別

食育・花育センターにおい
て料理教室や食育体験プ
ログラムなどを実施し，
「にいがた流 食生活」の
実践に向けた取組を推進
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業の企
画・運営，
広報，
経費負担

行政 行政 4,674,136
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

優れた専門
性とノウハウ
を持つ団体
の力により，
子どもに対
する食育体
験が充実
し，子どもを
はじめとし
て，市民の
健全な心と
身体が培わ
れ，豊かな
人間性が育
まれた。

「種別」：
NPO，生協・
商工団体等

農林水産
部

食育・花育
センター

事業協力

子育て応援事
業

子育て応援隊
ほっとタイム

NPO

新潟市主催の親子あそび
指導者養成講座を終了し
たメンバーで結成された
自主グループ。親子あそ
びを中心に，軽快な音楽
とダンス，絵本の読み聞
かせなど次々とプログラ
ムを提供して，区の事業
に協力。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

広報・募
集

多様な
主体

行政 450,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

参加者が親
子遊びを習
得できるほ
か，同世代
の子を持つ
親の交流も
できるため，
親育ての場
にもなってい
る。

東区役所
健康福祉
課

事業委託

人権教育プロ
グラムの実施

子ども・人権
ネットＣＡＰにい
がた

NPO法
人

東区の小学校に児童虐待
を防止する人権教育プロ
グラムを実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

広報・募
集

多様な
主体

行政 468,100
サー
ビス
提供

4 4 4 5 5 4 5 4

虐待の被害
者・加害者・
発見者とな
り得るそれ
ぞれの立場
で講習を受
けられるた
め，虐待防
止に繋がっ
ている。

東区役所
健康福祉
課

企画立案への参画

子育てガイド
ブック「ままっ
ぷ」発行

ままっぷ編集
委員会

その他

子育て応援冊子を作成
し，区民に子育てに関す
る身近な情報を提供す
る。

継続（毎
年度実
施）

内容の企
画

印刷発行

双方 行政 736,200
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

現在子育て
中の親が編
集委員に
なっており，
冊子にもそ
のような視
点が生かさ
れ，読者か
ら好評を博
している。

東区役所
健康福祉
課

事業委託

東区プラザフ
リースペ－ス運
営等委託事業

ワーカーズコー
プ

NPO法
人

東区プラザ内に設置され
た東区プラザフリースペー
ス「わいわいひろば」の管
理運営及び託児保育等を
実施する。

継続（毎
年度実
施）

フリース
ペースの
管理及び
事業実施

施設の維
持管理，
及び使用
料徴収

行政 行政 16,851,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

他区で複数
の児童館を
請け負って
いるNPOで
あるためノウ
ハウが活か
され，親子で
遊べる場所
として高く評
価されてい
る。

東区役所
健康福祉
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

江南区都市交
流事業

亀田ミニバスス
ポーツ少年団，
亀田商工会議
所青年部，
横越商工会青
年部，
横越美浦交流
協会

複数種
別

・亀田地区の団体が石川
県旧鶴来地区で開催のミ
ニバスケットボール大会
への参加することにより鶴
亀交流を図る。
・亀田商工会議所が石川
県旧鶴来町イベントに鶴
来青年クラブとともに参加
することにより地域活性化
の手法を学ぶ。
・横越商工会及びNPOが
茨城県美浦村の産業文
化フェスティバルに出展参
加し，横越地区産の農産
物のＰＲと販売を通じ美浦
村民と交流を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，実施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 636,478
参加
意識

3 4 5 5 4 5 4 4

合併前から
交流のある
団体同士が
この事業を
通じて都市
交流を円滑
に行えた。

分野：その
他：経済活
動の活性
化，農山漁
村又は中山
間地域の振
興

江南区役
所

地域課

公の施設管理

亀田東児童館
の管理運営

特定非営利活
動法人　ワー
カーズコープ

NPO法
人

新潟市児童館条例１６条に
規定する業務のうち
　条例第２条第２項に規
定する事業の実施に関する
業務
　児童館の利用の許可に
関する業務
　条例第１３条に規定す
る退去等の命令に関する業
務
　児童館の施設及び設
備の維持管理に関する業
務

継続（毎
年度実
施）

亀田東児
童館運営
事業全
般，施設
管理

施設目標
設定及び
評価指標
の設定・
モニタリン
グ・評価，
目的外使
用許可等

行政 行政 20,826,732
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

魅力的な事
業となるよう
全国展開し
ている組織
力を生かし
た人材育成
等により法
人がバック
アップしてい
るため，利用
者数が増加
している。

○「経緯」：
（その他：
「公の施設
にかかる指
定管理者制
度に関する
指針」）

江南区役
所

健康福祉
課

実行委員会

江南区親子ふ
れあいまつり

江南区親子ふ
れあいまつり実
行委員会

NPO

　子どもたち自身の育つ
力を育み、子どもたちが
健やかに育つまちづくりの
推進するため、区づくり事
業として親子ふれあいま
つり（カプラ遊びのイベン
ト）を実施する。

新規（次
年度継
続）

企画・準
備・事業
実施

企画・準
備・運営

双方 行政 400,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

イベント運営
を通し，地域
の児童福祉
関連機関等
のネットワー
クづくりにつ
ながった。

江南区役
所

健康福祉
課

事業委託

学ぼう・育てよ
う「環境林・保
健休養林」事業

NPO法人アキ
ハロハスアク
ション

NPO法
人

「アキハツリー＆アドベン
チャー」と称し，市内小中
学校の児童・生徒を対象
に里山での自然体験や冒
険体験を通じて，自然へ
の理解を深めるとともに
仲間との協力や信頼する
ことの大切さを学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業委
託・委託
料支出

行政 行政 1,269,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

継続事業に
なり，常連校
が参加する
ようになった

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

児童館管理運
営費

特定非営利活
動法人　ワー
カーズコープ

NPO法
人

白根児童センター，味方
児童館，白根北児童館，
白根南児童館の管理運
営

継続（毎
年度実
施）

白根児童
センター，
味方児童
館，白根
北児童
館，白根
南児童館
の管理運
営業務

包括的管
理責任

行政 行政 61,161,600
その
他

5 5 5 4 4 5 5 5

きめ細やか
な施設管
理・運営を
行っており，
利用者から
も高い評価
をいただい
ている。

「経緯」：（そ
の他：指定
管理者制度
を積極的に
導入すること
とされた後に
供用開始し
たため）

南区役所
健康福祉
課

事業委託

放課後児童健
全育成事業

社会福祉法人
育樹会

社協・社
福

大通小学校区で放課後児
童クラブを運営し，昼間保
護者のいない家庭の小学
校1～3年生の児童の健
全な育成を図る。

継続（毎
年度実
施）

放課後児
童クラブ
の運営と
利用料の
徴収

委託料の
支出

多様な
主体

双方 5,306,500
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 4 5 5 5

放課後の児
童の健全育
成が図られ
た。

南区役所
健康福祉
課

事業委託

放課後児童ク
ラブ地域主体
運営モデル事
業

小林コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

小林小学校区で，昼間保
護者のいない家庭の小学
校低学年の児童の健全な
育成を図るため，地域が
主体となって放課後児童
クラブを運営する。 新規（次

年度継
続）

放課後児
童クラブ
の運営と
利用料の
徴収

委託料の
支出

多様な
主体

双方 8,018,000
ニー
ズ反
映

5 4 4 4 4 5 5 5

放課後の児
童の健全育
成が図られ
た。

南区役所
健康福祉
課

共催

ふれあい親子
まつり

大通学童クラブ
母親クラブ

NPO

会員や子育て中の親子の
交流を通し，子育てに関
する情報交換を行いなが
ら，親子の世代間交流を
図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

けが人の
救護
事業の企
画助言
イベント補
助 多様な

主体
多様な
主体

0
その
他

3 4 5 4 1 4 3 3

「経緯」：（そ
の他：行事
の際にけが
人が出た場
合の救護及
びイベントの
補助の役割
を依頼され
たため，共
催として参
加した。）

南区役所
健康福祉
課

補助

地域組織活動
育成事業

きたもんクラブ
大通学童クラブ
母親クラブ

NPO

母親など地域住民の積極
的な参加による母親クラ
ブ等の地域組織活動の促
進を図るため補助金を交
付。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金の
交付

多様な
主体

多様な
主体

370,000
サー
ビス
提供

5 4 5 4 3 4 4 4

母親クラブ
等の地域組
織活動の促
進が図られ
た。

南区役所
健康福祉
課

実行委員会

にいがた西っ
子ふゆまつり

にいがた西っ
子ふゆまつり
実行委員会

NPO

外で遊べない冬の新潟
で，屋内で親子一緒に楽
しんでもらい子どもの健全
育成と子育て支援を図
る。地域住民が事業の準
備から開催まで主体的に
関わることで，地域で子育
てを支援する意識の醸成
を図る。

継続（毎
年度実
施）

まつり事
業の実施

事業実施
のための
支援

双方 行政 900,000
日常
的連
携

5 5 4 5 5 4 5 5

地域で子育
てを支援す
る意識の醸
成が図られ
ている。

西区役所
健康福祉
課

事業協力

ＮＰプログラム
の実施

アシステーショ
ン

NPO

自分らしい子育てを見出
すための親支援プログラ
ムを実施し、母親の孤立・
児童虐待防止に結び付け
る。

継続（毎
年度実
施）

プログラ
ムの進
行、企画
提案

事業運
営・準備、
参加者募
集

双方 行政 157,384
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 4

職員にファシ
リテータ資格
を有する者
がおらず、協
働は必須で
ある。参加
者アンケート
では高評可
を得た。

9月から101
月にかけて
開催。10人
の参加を得
た。

西蒲区役
所

健康福祉
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

意見交換・情報交換

区教育ミーティ
ング
中学校区教育
ミーティング

区自治協議会
コミュニティ協
議会
PTA

地域自
治組織
（複数）

自治協議会委員や中学
校区内のPTA，コミュニ
ティ協議会などと，区担当
教育委員との懇談・意見
交換を行う。
区MT：各区年２回開催
中学校区MT：各区１中学
校区で年１回

継続（毎
年度実
施）

意見交換 運営，情
報提供，
意見交換

双方 なし 0
ニー
ズ反
映

5 5 5 4 4 5 5 4

全市的な教
育情報など
を互いに共
有するととも
に，地域に
おける教育
の実状や区
の特性など
を把握する
ことができ
た。

教育委員
会

教育総務
課

後援

食に関する指
導研究会

新潟県学校栄
養士会協議会

NPO

学校における食育の中核
となる栄養教諭・学校栄
養職員の指導力を向上さ
せ，児童生徒の食に対す
る正しい知識の習得とそ
の実践を図り，学校にお
ける食育の充実を目指
す。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

衛生管理研究
会

新潟県学校栄
養士会協議会

NPO

「学校給食衛生管理基
準」に基づき，栄養教諭・
学校栄養職員等が学校
給食調理場における施
設・設備，食品の取扱い，
調理作業，衛生管理体制
等の現状把握とその改善
方策の協議を行い，衛生
管理の徹底を期すること
を目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

平成26年度
新潟県学校栄
養士協議会
第1回全体研修
会

新潟県学校栄
養士会協議会

NPO

学校給食の円滑な運営と
給食の向上を目指し，栄
養教諭・学校栄養職員と
しての専門知識を身につ
け，資質の向上と相互の
連携を深める。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

平成26年度
新潟県学校栄
養士協議会
第2回全体研修
会

新潟県学校栄
養士会協議会

NPO

学校給食の円滑な運営と
給食の向上を目指し，栄
養教諭・学校栄養職員と
しての専門知識を身につ
け，資質の向上と相互の
連携を深める。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

キッズキッチン
教室

キッズキッチン
協会新潟支部

NPO

料理という五感体験を通
じて子供のたくましく生き
る力を育てる体験プログ
ラム。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

食育セミナー
親子で挑戦！
県内産トマトを
使ったアイスク
リーム

新潟県総合生
活協同組合

生協，商
工団体
等

家庭であまり作ることのな
いアイスクリームを親子で
協力し食べることにより楽
しい食育を体験できる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

夏休み親子
クッキング

㈱日本フードリ
ンク

企業

黒埼学校給食センター受
配校の児童と保護者対象
に黒埼で収穫される食材
を使用し給食を作る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

総合生協フェス
タ「食と暮らし
の博覧会
2014」

新潟県総合生
協協同組合

企業

新潟市の取り組み課題で
ある「食料自給率の向
上、地産地消、食育・子育
て支援・環境活動」などに
関連した総合生協の支援
事業内容を広く県民に紹
介し、安全で安心して暮ら
せる活動の普及を目指
す。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

第9期アレル
ギー大学

特定非営利活
動法人アレル
ギー支援ネット
ワーク

NPO法
人

食物アレルギーに関する
講習会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

後援

学校給食
フォーラム～今
こそ考えよう！
子ども達の食と
学校給食の役
割～

新潟県酪農業
協同組合連合
会

生協，商
工団体
等

学校給食フォーラム
学校給食のあり方や役割
について考える機会を提
供し，食に対する正しい理
解と適切な判断力を養う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

保健給食
課

共催

子どもふれあ
いスクール事
業

市内66小学校
のPTA等で組
織された運営
委員会

大学等

小学校の体育館や余裕
教室などを活用し，子ども
たちに安心安全な遊び場
を提供し，地域の大人な
どとのふれあいを通して，
地域の教育力の向上を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・運営

事業の企
画・運営
等の補助

双方 行政 36,896,190
サー
ビス
提供

5 5 4 4 5 5 5 5

地域ボラン
ティアの参
加やイベント
内容の多様
化につな
がった。 教育委員

会
地域教育
推進課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 142 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

新潟市青少年
三川自然の森
の管理運営

環境をサポート
する㈱きらめ
き・谷沢生産森
林組合特定共
同企業体

企業

青少年が野外活動と集団
活動を通して、社会性や
協調性を培う場として新
潟市青少年三川自然の
森を開設する。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般・自主
事業の実
施

委託料の
支出・施
設の大規
模修繕

双方 行政 8,042,488
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

地元と良好
な関係を築
きながら、行
政では取り
組むことが
難しいサー
ビスを提供
できた。

教育委員
会

地域教育
推進課

後援

ＹＥＳ，Ｉ，ＣＡ
Ｎ！　ＩＮ　信濃
川　２０１４

国立青少年教
育振興機構
国立妙高青少
年自然の家

社団・財
団等法
人

信濃川源流から河口まで
１２泊１３日のキャンプを
通して，困難に立ち向かう
「実行力」を育む。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第31回小学生
作文コンクー
ル

トーア株式会
社

企業

子供たちにおじいちゃん，
おばあちゃんのことを作
文に書いてもらい，年上
の人を敬う心や感謝の心
を育てる機会とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

少年少女自然
体験教室

新潟県少年少
女自然体験研
究会

その他

自然体験学習を通し，小・
中学生に「自立心」「協調
性」「たくましさ」を身につ
けてもらう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

事例検討会
個別指導画作
成評価

新潟いなほの
会― 発達障
害児者親の会
―

NPO

学校や家庭で問題行動や
学習困難を示す対象者に
対して，当事者と保護者
や担任など支援者が同席
し，スーパーバイザーの
長澤正樹教授から助言を
もらい，個別支援計画を
作成・実施・評価を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

小学生向け金
銭教育めざせ
おこづかいマ
スター

ＮＰＯ法人日
本ファイナン
シャル・プラン
ナーズ協会
新潟支部

企業

夏休み中の子供たちに
ゲームを楽しみながらお
小遣い（お金）を管理し計
画的に使うことの大切さを
学んでもらう。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

興味シンシン
体験プログラ
ム

新潟キャンピ
ング協会

その他

小学校１年生からの子供
だけで参加できる野外体
験活動を日本キャンプ協
会公認指導者による安全
を配慮したプログラムと大
学生ボランティアのサポー
トにより実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

気分爽海佐渡
チャレンジ
キャンプ

新潟キャンピ
ング協会

その他

新潟県民にとって近くて遠
い島，佐渡において経験
豊富な指導者のもとで，
透きとおった海，真っ青な
空，満天の星，島人との
交流を通して，心豊かな
人を育てる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

木崎中学校区
三校合同食育
研修会

新潟市立木崎
小学校

大学等

健やかな体をつくるもとと
なる「食育と健全育成」に
ついて，木崎中学校区の
職員と保護者が参加して
講演を聴く。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

小中学生キャ
ンプスクール
ＮＯＥＳ

新潟県野外教
育研究会〈Ｎ
ＯＥＳ〉

その他

新潟県内在住の子供たち
に対し，自然に恵まれた
新潟県の青少年宿泊施
設を活用して，豊かな人
間性を培い，社会性を身
につけさせるために集団
宿泊体験を味わわせる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

夢ワークショッ
プ2015新潟

こどもサミット
プロジェクト実
行委員会

その他

夢を引き出すワークショッ
プ，夢発表会を通じて，子
供たちに夢の種を見つけ
てもらい，多くの子供たち
が，未来に向かって生き
生きとした人生を過ごして
もらう。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

実行委員会

新潟市いじめ
防止市民
フォーラム

新潟市いじめ
防止市民連絡
協議会

その他

いじめ防止への市民の意
識啓発を図ることを目的と
して，学校職員に加え，保
護者，地域住民など一般
市民を対象に，フォーラム
を開催。

新規（次
年度継
続）

フォーラ
ムの概要
について
の計画

事務局と
して，詳
細の計
画・準備
及び当日
の運営

行政 行政 14,600
その
他

5 5 3 2 5 3 4 4

参加者の9
割以上で，
いじめ防止
に向けた意
識の向上が
見られた（ア
ンケートよ
り）

新潟市いじ
め防止基本
方針におい
て，協議会
の設置及び
目的が記さ
れており，そ
れに従って
昨年度組織
を立ち上げ，
目的達成に
向けた取組
を進めてい
る。

教育委員
会

学校支援
課

共催

早寝早起き朝
ごはん推進事
業「おはよう朝
ごはん料理講
習会」

新潟市内３３か
所の地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域コミュニティ協議会と
の協働により実施してい
る。食生活改善推進委員
の協力のもと，調理実習
や，朝食の重要性等基本
的生活習慣の形成の大
切さを伝えるミニ講話など
を実施。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案，事業
運営，広
報

企画協
力，事業
運営補
助，講師
等の依頼

双方 双方 698,781
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

コミ協との協
働で実施す
ることによ
り，地域社会
全体での家
庭の教育力
向上が図ら
れるととも
に，地域コ
ミュニティの
強化にもつ
ながってい
る。

※費用額に
は，コミュニ
ティ協議会と
は協働せず
に実施した
特別企画講
座分（１箇
所）を含む。

教育委員
会

生涯学習
センター

事業協力

家庭教育
フォーラム

新潟市小中学
校ＰＴＡ連合会

NPO

家庭教育の大切さを再認
識してもらうと共に，家庭・
学校・地域が連携しての
家庭の教育力の向上を目
指すことを目的に，専門
の講師を招聘のうえ講演
会を実施。

継続（毎
年度実
施）

広報 企画立
案，事業
運営，広
報，参加
者募集受
付

行政 行政 204,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

家庭教育の
大切さや「家
庭・学校・地
域」が連携し
あうことで，
社会全体で
子どもの成
長を支え合
うことの重要
性について，
保護者や教
育関係者，
地域の人々
等に再認識
してもらう機
会となった。

教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ゴールドリボ
ン・小児がん
チャリティー「生
きる」を楽しむ
語りべ

株式会社　新
潟日報社

企業

小児がん患者や経験者
への理解を深め，支援の
一助とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

日本子ども家
庭福祉学会第
１５回全国大会

日本子ども家
庭福祉学会

NPO

子ども家庭福祉に関する
研究および実践の交流と
協力を促進し，子どもと家
庭の福祉に寄与する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

長編アニメ映画
「プレーンズ」
上映会

新潟信用金庫

企業

映画を通して，どんなに苦
しくても夢をかなえるため
の気持ちを大切にするこ
とを訴える。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

「未成年者喫煙
防止」キャン
ペーンと新聞
広告の掲載

日本たばこ産
業（株）新潟支
店

企業

未成年者喫煙防止の啓
蒙

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

新潟県私立幼
稚園ＰＴＡ連合
会・新潟市私立
幼稚園協会研
修会

新潟市私立幼
稚園協会

NPO

幼稚園児保護者に教育に
関する研修の場を提供

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ろうきん山の下
支店開設４０周
年記念「水谷
修」文化講演会

ろうきん山の下
支店地区育成
会

NPO

今後の地域社会を支える
若者の健全育成

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第６２回「クリス
マスこども大
会」

株式会社新潟
日報社

企業

子どもたちとともに，クリス
マスを祝い，冬の一日を
楽しく過ごす。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

平成２６年度
秋葉区青少年
健全育成・人権
啓発推進大会

秋葉区青少年
育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

青少年の健全育成のため
に，区民の人権意識を高
め，互いに優しくできる環
境をつくる。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

リトミック春季
特別講習会

特定非営利活
動法人リトミッ
ク研究センター

NPO法
人

幼稚園，保育園などの教
育現場ですぐ役立てられ
る具体的な指導法の実習
など，子どもたちの教育充
実と発展に寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

子どもが変わ
る，子どもを変
える～あそび
活用研究
フォーラム２０１
５～

公益財団法人
日本レクリエー
ション協会

社団・財
団等法
人

実践研究者の研究実績を
交えながら，レクリエー
ション支援の意義や効果
について再確認する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

キッズフェスタ
２０１５ｉｎニコッ
ト

新潟市市民活
動支援センター
運営協議会

NPO

市民活動支援センターの
利用団体が，子どもたち
が楽しく市民活動を体験
できる場を提供する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

プラレール博ｉｎ
ＮＩＩＧＡＴＡ

株式会社テレ
ビ新潟放送網

企業

親子で楽しめる参加型の
ファミリーイベントで，幼
児・児童の情操の向上と
健全育成を目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

不登校・引きこ
もりの子どもの
ためのミュー
ジックセラピー
を活用した心
の居場所づくり
と世代間交流
活動

ＭＵＳＩＣ　ＲＯＯ
Ｍ　ＧＯＴＯ

NPO

不登校・引きこもりで苦し
んでいる子どもと保護者
の心の居場所づくりと異
年齢交流活動。高齢者と
の世代間交流で社会復帰
への支援をする。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

後援

ゴールドリボ
ン・小児がん
チャリティー「秋
川雅史＆二期
会＋Ｎ響メン
バーの贅沢競
演」

株式会社　新
潟日報社

企業

「千の風になって」が大
ヒットとなった秋川雅史さ
んの人気公演により，収
益金の一部を小児がん経
験者のサポート団体「ＮＰ
Ｏ法人ハートリンクワーキ
ングプロジェクト」へ寄付
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

企画立案への参画

一休さん 新潟医療福祉
大学「レクア。コ
ム部」、松浜地
区民生・児童委
員協議会他

複数種
別

北区内の小学生を対象
に，遊びをとおして様々な
活動を行う。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案、運営

企画、運
営、広報、
会場確保

行政 行政 72,164
日常
的連
携

4 4 4 4 3 4 5 5
教育委員
会

北地区公
民館

事業協力

ちいきキッズ
ワークショップ

陶遊会（陶芸グ
ループ）

NPO

公民館利用団体のグルー
プを指導者として，南浜小
学校４年生を対象に陶芸
教室を開催し，学校の文
化祭で展示をする。

継続（毎
年度実
施）

指導及び
材料準備

企画、運
営、

行政 双方 10,400
サー
ビス
提供

4 4 3 3 3 4 4 4
教育委員
会

北地区公
民館

企画立案への参画

サマーキャンプ
海辺の森

松浜、濁川、南
浜、豊栄地区
青少年育成協
議会、新潟医
療福祉大学「レ
クア、コム部」 複数種

別

１泊２日の野外体験と通し
た青少年健全育成事業。

継続（毎
年度実
施）

企画立
案、事業
運営、事
業経費負
担

企画、運
営、広報、
会場確保

双方 双方 24,476
サー
ビス
提供

3 3 3 3 3 3 3 4
教育委員
会

北地区公
民館

事業協力

有情のまちの
中学生ガイド養
成講座

松浜中学校

大学等

松浜地区の歴史・文化に
ついて中学生が学習し，
その成果をまち歩きガイド
として発揮する。

継続（毎
年度実
施）

事業運営 企画、運
営、広報、
会場確保

行政 双方 0
サー
ビス
提供

4 5 4 4 5 5 5 5
教育委員
会

北地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

共育ひろば 大形地区民生
児童委員協議
会

地域自
治組織
（その
他）

子育て世代の情報交換や
仲間づくりを目的とした子
育てサロンの開設

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報

行政 行政 3,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 4 4

地域住民と
民生委員と
の交流、民
生委員の活
動の周知

教育委員
会

中地区公
民館

事業協力

ジュニア将棋教
室

新潟市将棋普
及協議会、新
潟大学将棋部

複数種
別

小中学生対象の将棋教
室。指導は普及協議会
員、新潟大学将棋部員。

継続（毎
年度実
施）

実技指導 運営・広
報

行政 行政 80,800
日常
的連
携

4 5 5 5 4 5 4 4

多世代交流

教育委員
会

中地区公
民館

企画立案への参画

大形ぽてっ子
サークルつくっ
てあそぼう何で
もチャレンジ

新潟県立大学
学生ボランティ
ア

大学等

小学生がキャンプやレクリ
エーション、料理体験を集
団の中で体験することに
より、協調性や社会性を
身に付ける機会とする。

継続（毎
年度実
施）

企画。運
営

企画、運
営、広報

行政 行政 72,784
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

小学生と大
学生の交流

教育委員
会

中地区公
民館

共催

ふれあいス
クール（桃山小
笹団子作り）

桃山小学校

大学等

学校と連携し、地域住民
も参加した郷土料理体験
を実施。子どもたちと地域
のふれあいを深める。

新規（単
年度完
結）

企画・運
営

企画・運
営

双方 双方 24,460
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 4 5

地域住民と
小学生の交
流

教育委員
会

中地区公
民館

共催

桃山小学校
サークル体験
学習

桃山小学校

大学等

児童が公民館のサークル
活動を体験することにより
地域の人との交流を深め
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

双方 双方 0
日常
的連
携

5 5 5 4 4 4 5 5

学・社・民の
連携、多世
代交流

教育委員
会

中地区公
民館

共催

学社民融合推
進事業
スクールコン
サート

新潟小学校

大学等

小学校を会場にして，子
どもたちが普段見ることの
できない音楽やマジック，
踊り等を鑑賞しながら，出
演団体と子どもたちのふ
れあいを通して地域の教
育力の向上を図っていくこ
とを目指す。また，生涯学
習センター及び中央公民
館利用者の普段の活動
の成果を発表する場とす
る。

継続（毎
年度実
施）

企画協
力，事業
運営補
助，会場
の提供，
広報

企画立
案，事業
運営，広
報，講師
等の依頼

行政 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 5 5

出演サーク
ルメンバー
のやりがい
となってい
る。

教育委員
会

中央公民
館

共催

学社民融合推
進事業
スクールコン
サート

湊小学校

大学等

小学校を会場にして，子
どもたちが普段見ることの
できない音楽等を鑑賞し
ながら，出演団体と子ども
たちのふれあいを通して
地域の教育力の向上を
図っていくことを目指す。
また，二葉コミュニティハ
ウス及び中央公民館利用
者の普段の活動の成果を
発表する場とする。

継続（毎
年度実
施）

企画協
力、事業
運営補
助、会場
の提供、
広報

企画立
案、事業
運営、広
報、講師
等の依頼

行政 なし 0
日常
的連
携

4 5 5 4 4 5 0 3
教育委員
会

中央公民
館

共催

旧小澤家住宅
に泊まろう

旧小澤家住宅

社団・財
団等法
人

新潟市文化財に指定され
た旧小澤家住宅に地域の
小学生が宿泊し，古い日
本家屋におけるかつての
生活様式の一端を体験・
学習する。 継続（毎

年度実
施）

企画立
案、事業
運営、会
場の提
供、講師
手配

企画立
案、事業
運営、広
報、講師
手配

双方 双方 26,000
日常
的連
携

5 5 4 5 5 5 5 5

多世代交
流、ボラン
ティア等の
人材育成

教育委員
会

中央公民
館

共催

ジュニアリー
ダー育成講座

新潟柳都中学
校

大学等

地域活動やまちづくりなど
に参画する青少年リー
ダーの育成

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施

企画・運
営・実施

行政 行政 174,000
日常
的連
携

4 4 4 4 3 3 4 4

学校の授業
以外を体験
することによ
り、生徒の学
びが深まっ
た 教育委員

会
中央公民
館

共催

とやの～びバ
ンドライブ

子育ち支援鳥
屋野地区教育
会議

その他

『中高生の居場所 とやの
～び』で音楽講座室を利
用してバンド練習をしてい
る中高校生の発表の場

継続（毎
年度実
施）

企画，事
業運営

企画，事
業運営

双方 行政 53,025
日常
的連
携

4 3 5 3 3 4 3 3
教育委員
会

鳥屋野地
区公民館

共催

早寝早起き朝
ごはん推進事
業
「お寺でゴ～
ン！」

沼垂小学校区
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

地域のお寺・銭湯などを
活動場所とした，様々な
体験学習を実施。

継続（毎
年度実
施）

企画，事
業運営，
広報

企画協力
事業運営
補助

行政 行政 81,686
日常
的連
携

4 4 4 5 4 4 4 4

児童が，普
段体験でき
ないお寺で
の宿泊等の
貴重な体験
活動ができ
る事業とし
て，児童・保
護者ともに
高い評価を
得ている。

教育委員
会

東地区公
民館

共催

子ども夏まつり 亀田地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

子どもたちに科学や音楽
への親しみや興味をもっ
てもらい，創造性豊かな
健全育成を図るため開催
している。

継続（毎
年度実
施）

企画・イベ
ントの運
営全般

連絡・調
整・講師
依頼･広
報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 4 5 5 5 5

育成協との
共同事業で
子どもとの
ふれあいが
できる。

教育委員
会

亀田地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 146 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

子ども料理教
室

食生活改善推
進員江南グ
ループ

NPO

小学校４～６年生を対象
に料理教室を開催。

継続（毎
年度実
施）

事業立
案，レシピ
考案，調
理実習指
導

事業立
案，参加
者募集，
受付，事
業運営

双方 行政 23,041
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

料理の楽し
さや食事の
マナーなど
を学び、郷
土料理にも
触れる機会
になってい
る。地域住
民との世代
間交流の場
にもなってい
る。

教育委員
会

亀田地区
公民館

共催

平成２６年度
曽野木地区青
少年健全育成
大会

・曽野木地区青
少年育成協議
会

その他

・小学生の作文発表と表
彰
・ファシリテーション「曽野
木の現在，過去，未来」
～未来のために自分ので
きること～ 継続（毎

年度実
施）

企画立案
と当日の
事業運営
全般

会場提
供，事前
準備と当
日の運営
補助

多様な
主体

双方 10,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 3

「種別」：9(9=
曽野木地区
青少年育成
協議会)

教育委員
会

曽野木地
区公民館

事業委託

秋葉区一斉ク
リーン作戦

秋葉区青少年
育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

地域全体でのボランティア
活動による環境美化推進
を行うことで青少年の健
全育成につなげる。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

事業実施
全般に係
る補助

多様な
主体

行政 303,760
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

市民の参加
意識の向上

教育委員
会

新津地区
公民館

共催

家庭教育講演
会

秋葉区幼稚園
ＰＴＡ連合会

地域自
治組織
（その
他）

家庭での教育は，父親と
母親が「共に」担い，子ど
もと「共に」親も成長する
ことの大切さを考える機
会とする。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

企画・運
営・実施・
広報

双方 行政 28,556
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

事業の周知
および市民
ニーズの把
握

教育委員
会

新津地区
公民館

事業協力

こども「創造塾」 阿賀，新関，第
一，結小学校，
金津コミュニ
ティ協議会

複数種
別

家庭ではできない集団活
動や体験教室を実施し，
子どもたちが自ら考え，創
造する力を育み，また，地
域住民との世代間交流の
場を提供する。 新規（次

年度継
続）

広報・実
施・会場
提供

企画・運
営・実施・
広報

行政 行政 328,398
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 5 4

地域への有
効な広報と
世代間交流

教育委員
会

新津地区
公民館

事業協力

地域交流事業 阿賀，金津小
学校，新津第
五，金津中学
校

大学等

各種体験事業を地域団体
との協働により実施するこ
とで，地域のつながりを促
進し人材の育成につなげ
る。

新規（次
年度継
続）

広報・実
施・会場
提供

企画・運
営・実施・
広報

行政 行政 56,200
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 5 4

地域への有
効な広報と
世代間交流

教育委員
会

新津地区
公民館

後援

平成27年度
（第29回）
秋葉区一斉ク
リーン作戦

秋葉区青少年
育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

地域全体でのボランティア
活動による環境美化推進
を行うことで青少年の健
全育成につなげる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

後援

野外活動 育て!!ガキ大将
を考える会

NPO

団体活動において，人と
協力し助け合いながらの
活動や，自然の中で自分
たちで考え，工夫して遊ぶ
ことを学ぶ機会とする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

新津地区
公民館

企画立案への参画

こども創造塾 小須戸小学校
区コミュニティ
協議会，山の
手コミュニティ
協議会,小須戸
小学校，矢代
田小学校 大学等

集団活動や体験教室によ
り子どもたちが自ら考え創
造する力を育む。

新規（次
年度継
続）

学校との
連絡，調
整。

事業の企
画・運営。
参加者の
募集ＰＲ

行政 行政 221,810
日常
的連
携

4 4 4 4 4 5 4 4

学校の地域
教育コーディ
ネーターと
の繋がりを
持つことが
できた 教育委員

会
小須戸地
区公民館

共催

チャレンジキャ
ンパス（白根地
区）

白根コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

夏休みに小学生の居場所
を提供し，日常生活では
得がたい体験活動を実
施。運営に地域住民を取
り込むことにより、地域で
子どもたちを見守り助け
合いの心を育む。

継続（毎
年度実
施）

会場の提
供，経費
の負担，
参加者の
取りまと
め

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般，
経費の負
担

行政 双方 34,936
日常
的連
携

3 5 4 4 5 5 5 3
教育委員
会

白根地区
公民館

事業協力

中学生ボラン
ティア交流会

南区社会福祉
協議会

社協・社
福

他校との情報交換を行い
ながら、次年度の活動に
つながる「きっかけづくり」
の場。地域住民との協働
による中学生ボランティア
の育成。 継続（毎

年度実
施）

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般，
経費の負
担

企画，資
料作成，
準備，当
日の運営
などの事
業全般，
経費の負
担

双方 双方 6,200
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

お互いの得
意分野（社
協=福祉，公
民館=教育）
を活かせた
内容になっ
た。

教育委員
会

白根地区
公民館

共催

南区生き方教
育

南区各中学校

大学等

様々な分野で活躍した人
を講師に招き，自身の体
験に基づいた講演をして
もらうことで、中学生に大
きな夢を与え，希望や豊
かな心，自信が育まれる
ようにする。

継続（毎
年度実
施）

企画，準
備，当日
の運営な
どの事業
全般

企画，準
備，当日
の運営な
どの事業
全般の補
助 多様な

主体
行政 1,399,222

日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

中学校が主
体となり、事
業を進める
ことにより、
中学生が求
める講演が
行えている。

教育委員
会

白根地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第34回白根
ロータリークラ
ブ杯争奪中学
生野球大会

白根ロータリー
クラブ

NPO

野球を通じ，次世代を担う
中学生の精神向上及び
育成を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

シロウネふるさ
と塾

新潟南地区少
年警察ボラン
ティア連絡協議
会

NPO

夏休みに子どもたちが伸
び伸びと楽しめる場を提
供。消防署訪問，交通安
全教室，サイエンス教室
など手作りの体験塾。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

職業体験フェス
タin南区

一般社団法人
白根青年会議
所

社団・財
団等法
人

子どもたに南区の伝統工
芸や様々な職業を体験し
てもらい夏休みの自由研
究の題材を提供する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

後援

動物たちのこ
と、もっと考え
ようよ

一般社団法人
白根青年会議
所

社団・財
団等法
人

捨て犬や捨て猫，またブ
リーダーから生産されペッ
トショップで売られる動物
たちの現状を知り，ペット
の正しい飼い方，命の大
切さを考えてもらう。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

白根地区
公民館

共催

少年の主張大
会

月潟地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

小中学校の児童生徒5名
が日頃思っていることを発
表。地域全体で子供の成
長を考える機会とする。

継続（毎
年度実
施）

企画、準
備、当日
の運営な
ど

資料作
成、準備、
当日の運
営など事
業全般

行政
多様な
主体

0
経費
削減

4 4 4 4 3 4 4 4

事前準備・
当日運営の
任務分担が
行えた。企
画の意見交
換ができた。

月潟地区青
少年育成協
議会
38,000円

教育委員
会

月潟地区
公民館

共催

おんがっく子塾 生涯学習音楽
指導員研究会
ネットワーク新
潟

NPO法
人

楽器演奏法・読譜指導に
より音楽の楽しさを体感
する。

継続（毎
年度実
施）

企画、準
備、当日
の運営な
ど

講座案内
申込み受
付、事業
全般の補
助

双方 双方 62,000
サー
ビス
提供

4 4 5 5 4 4 5 4

練習の成果
を芸能祭や
他の事業で
発表すること
ができた。

教育委員
会

月潟地区
公民館

意見交換・情報交換

子育てスタッフ
育成ｄａｉｊｏｂｕ

daijobu
新潟県立大学

NPO

子育て中の親の情報交換

継続（毎
年度実
施）

企画、準
備，当日
の運営

会場提
供，参加
者の受
付，当日
の運営補
助など

双方 行政 220,039
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 4 5 5

少子化の中
で子育てを
支援する事
業としてニー
ズも高い。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

意見交換・情報交換

リビングえる ウィメンズハウ
ス

NPO

親子の居場所

継続（毎
年度実
施）

企画、準
備，当日
の運営

会場提
供，参加
者の受
付，当日
の運営補
助など

双方 双方 8,208
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 4 5 5

小さい子ども
を持つ母親
の居場所を
求めている
人は多いの
で、今後も継
続できるよう
に、調整を
はかってい
きたい。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

共催

私の主張大会 坂井輪中学校
区青少年育成
協議会

地域自
治組織
（その
他）

小学校5年から中学2年生
の子どもたちの主張を地
域のひとが聴いて理解す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画実施，
審査

会場の提
供，広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 4 4 5 5 4

継続事業と
して，地域の
青少年の健
全育成に果
たす役割は
大きく，高く
評価されて
いる。

教育委員
会

坂井輪地
区公民館

共催

キャリア教育出
前事業

コミュニティ中
野小屋，中野
小屋中学校，
みらいずＷｏｒｋ
ｓ

複数種
別

中学生が未来について語
り合うワークショップ

新規（単
年度完
結）

運営補助 運営全般

双方 双方 12,400
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 4 4

学校に外部
のキャリア教
育の専門家
が入ること
で，生徒の
職業意識が
高まった。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

青年ボランティ
ア研修会

新潟大学

大学等

新潟大学の学生を対象と
し，地域のまち歩きを通
し，地域住民との交流・
フィールドワークを体験す
る。

継続（毎
年度実
施）

運営全般 運営補助

双方 双方 23,716
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 5 5

新潟大学と
連携し，役
割分担をし
ながら進め
ることがで
き，参加者
からは高い
満足度を得
た。

教育委員
会

西地区公
民館

事業協力

夏休み子ども
体験教室「うち
のキッズらん
ど」

内野中学校区
青少年育成協
議会，新潟大
学，新潟医療
福祉カレッジ，
西地区公民館
活動協力員 大学等

公民館の全室を貸切にし
て部屋ごとに様々な体験
活動を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業内容
の企画，
運営補助

運営全般

行政 双方 31,555
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

多くの関係
機関と連携
し，子どもた
ちに様々な
体験活動の
場，異年齢
交流の場を
提供すること
ができた。

教育委員
会

西地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

赤塚地区子ど
ものひろば

赤塚地区青少
年育成協議
会，木山小学
校，赤塚小・木
山小地域教育
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

大学等

子どもたちに様々な体験
学習の機会を提供

継続（毎
年度実
施）

運営補助 運営全般

双方 双方 5,200
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

赤塚地区の
2小学校の
交流の場と
なった。新潟
大学まなび
屋のボラン
ティア講師
の活用によ
りコストも削
減できた。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

「佐潟を学ぶ」
講演会

赤塚地区青少
年育成協議
会，コミュニティ
佐潟

大学等

地域の宝である佐潟の学
びを通し，地域愛を育む
機会を赤塚中学校の体育
館で開催

継続（毎
年度実
施）

生徒対応 一般参加
者対応

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 5 5 4 4 4 4

越後平野の
歴史と里潟
としての佐
潟について
中学生が地
域住民と学
び，潟普請
への関心に
つながった。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

「内野三川源流
歴史を学ぶ」講
演会

内野中学校，
内野中学校ＰＴ
Ａ，内野中学校
区青少年育成
協議会

大学等

内野三川源流親子巡礼を
目前に控え，三川（西川，
新川，広通川）の歴史に
ついて講演会をとおして
重要性や役割を考える機
会とする。 継続（毎

年度実
施）

生徒対応 一般参加
者対応

双方
多様な
主体

10,027
日常
的連
携

5 4 5 5 4 4 4 4

内野三川源
流親子巡礼
に関連付け
れ，中学生
と地域住民
が学びを共
有し，学校
が地域の学
びの拠点と
なった。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

「西川を学ぶ」
講演会

中野小屋中学
校，コミュニティ
中野小屋

複数種
別

中野小屋中学校の生徒
及び地域住民を対象に，
地域の資源の学びから地
域愛を育む機会とする。

新規（次
年度継
続）

生徒対応 一般参加
者対応

双方
多様な
主体

5,200
日常
的連
携

4 4 5 5 4 5 4 4

生徒及び地
域全体で中
野小屋地区
を流れる西
川について
考えるきっ
かけとなっ
た。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

まなび屋 新潟大学

大学等

新潟大学の学生が講師と
なり，小学生に学校とは
ひと味異なる学びを提供
する。
●週１回17:00～19:00
 前半「フリータイム」，後
半「まなびの時間」

継続（毎
年度実
施）

大学生が
主となり
運営

運営に関
わる大学
生の支
援，運営
補助，施
設提供

双方 行政 45,037
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 5 5

大学と公民
館の学社連
携の実践が
図られ，子ど
もと関わる
大学生がと
もに学び，成
長する場と
なった。

教育委員
会

西地区公
民館

共催

黒埼地区青年
の集い

黒埼地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

当年，二十歳を迎える黒
埼地区の若者が，手づく
りによるミニ成人式を開
催。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

会場準
備，備品
等の貸
与，広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域での青
年交流の推
進，地域の
リーダーとな
る人材育成
の機会を創
出することが
できた。

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

黒埼地区青少
年健全育成大
会

黒埼地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

黒埼地区の青少年の実
態について現状や課題を
把握することを目的とし
て，大会を開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

会場準
備，備品
等の貸与

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域ぐるみ
での青少年
健全育成の
推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

黒埼フリース
ペース「子ども
たちの居場所」

黒埼青少年育
成協議会

地域自
治組織
（その
他）

学校と家庭以外の子ども
たちの居場所として，公民
館ロビーを開放。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画，運営

会場の提
供，備品・
消耗品の
貸与

多様な
主体

双方 4,464
日常
的連
携

5 5 5 5 4 4 5 5

地域ぐるみ
での青少年
健全育成の
推進

教育委員
会

黒埼地区
公民館

共催

子ども将棋教
室

日本将棋連盟
新潟県黒埼支
部

地域自
治組織
（その
他）

日本の伝統文化である将
棋を学ぶことにより、思考
力や忍耐力を養い、また、
礼儀作法の習得や仲間
づくり及び異世代との交
流機会とする。 継続（毎

年度実
施）

事業の設
営，実施
指導

参加者へ
の連絡調
整，広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 5

協働により
事業の実施
が可能と
なっている。

教育委員
会

黒埼北部
公民館

事業協力

子どもわくわく
ランド

子わくスタッフ

その他

工作・料理・人形劇・ペット
ボトルツリー・スリッパ卓
球

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・広報・
会場確保

双方 行政 112,867
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

「種別」：そ
の他（ボラン
ティアスタッ
フ）
「経緯」：そ
の他（H21年
度まで実施
された公民
館事業（ウ
イークエンド
サークル事
業）で委嘱さ
れたスタッフ
がボランティ
アとして関わ
る）

教育委員
会

小針青山
公民館

事業協力

夏休み子ども
チャレンジ

小学校・地域教
育コーディネー
ター，コミ協

大学等

学・社・民の融合事業の
一環として，夏休中の
様々な活動や体験を関係
小学校と公民館等で企画
実施。この事業を通じて，
小学校間の交流や地域と
の交流を図る。

継続（毎
年度実
施）

基本的な
事業企画
と各校の
参加児童
募集，役
割分担に
よる事業
実施

事業調
整，事業
主体とし
て広報・
役割分担
による事
業の協働
実施

行政 双方 32,300
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

全13事業ﾒ
ﾆｭｰを実施
し，複数校
の多数の児
童の参加に
より地域との
交流等がな
された。

教育委員
会

巻地区公
民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

家庭教育学級 幼児期・小学校
の保護者

大学等

幼児期・小学生の保護者
を対象にした家庭教育事
業

継続（毎
年度実
施）

会場確
保，事業
の企画・
運営

事業の運
営補助

多様な
主体

双方 123,200
経費
削減

5 5 4 5 4 5 5 5

幼児期や児
童の育児不
安の解消等
につながる
事業として
実施。 教育委員

会
巻地区公
民館

後援

青少年健全育
成共催事業

巻地区青少年
育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

青少年の健全育成を目的
とした中学校・育成協との
共催事業

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

巻地区公
民館

後援

巻地区ウォーク
ラリー「角田地
区」

巻地区青少年
育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

子ども達の交流と巻地区
の再発見をする。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

巻地区公
民館

事業協力

岩室地区少年
の主張発表会

岩室地区コミュ
ニティ協議会

岩室地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（複数）

小中学生がさまざまな
テーマで，今何を考えて
いるのか，何を感じている
のかを発表する。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

多様な
主体

多様な
主体

0
経費
削減

5 5 4 4 4 4 4 4

中学生が進
行役を務め
たり，第２部
では岩室中
卒業生を招
き講演会を
開催したり，
青少年の育
成に役立っ
ている。

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

共催

少年少女宿泊
研修「めだかの
学校」

岩室地区青少
年育成協議会

岩室地区子ど
も会育成会連
絡協議会

地域自
治組織
（その
他）

共同生活による積極的な
仲間づくりと自主性を養い
協調性を高める。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

行政 行政 15,200
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

毎年おこな
われている
事業で，子
どもたちの
見守りや指
導などよく
知っており，
参加した子
どもの満足
度も高い。

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

共催

読み聞かせ 岩室地区コミュ
ニティ協議会

岩室地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（複数）

読み聞かせを通して子ど
もたちから本に興味を
持ってもらい，豊かな創造
性を養う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

行政
多様な
主体

0
経費
削減

4 4 4 3 3 3 3 3

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

共催

七つの輪少年
野球大会

岩室地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

野球を通して少年同士の
交流や親睦を深め，青少
年の体力向上と豊かな心
の育成を目指す。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 3 3 3 3 3

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

共催

七つの輪女子
ジュニアバレー
ボール大会

岩室地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（その
他）

バレーボールを通して少
年同士の交流や親睦を深
め，青少年の体力向上と
豊かな心の育成を目指
す。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 3 3 3 3 3

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

キャンドルのつ
どい

岩室地区青少
年育成協議会

岩室地区子ど
も会育成会連
絡協議会

地域自
治組織
（その
他）

子どもたちの異年齢交流
を推進し，他者と協調し思
いやる心や感動する心を
育てる。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

4 4 4 4 3 4 3 5

相互間で役
割分担が図
られスムー
ズに運営で
きた。学区を
超えた異年
齢交流の場
となってい
る。

○「経緯」
（ニーズ反
映・その
他）：合併前
からの事業
であり協働
で開催して
きた。

○公民館が
青少年育成
協議会の事
務局をして
いる。

教育委員
会

岩室地区
公民館

事業協力

わくわくカレッジ 鎧郷小学校
曽根小学校
升潟小学校

大学等

小学生向け出前型体験講
座。小学校と連携し事業
企画を行う。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・事業
費

双方 行政 32,040
日常
的連
携

5 5 5 5 3 4 5 5

学校で開催
することによ
り公民館事
業の理解を
得られ、ま
た、学校との
繋がりを深
めることがで
きた。

教育委員
会

西川地区
公民館

事業協力

自由研究の広
場

西川中学校

大学等

中学生が指導者になり小
学生に工作などを指導す
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営

企画・運
営・事業
費

双方 行政 20,000
日常
的連
携

4 4 5 5 3 5 4 4

中学生の地
域活動の機
会となった。
学校との繋
がりを深め
ることができ
た。

教育委員
会

西川地区
公民館

共催

おはよう朝ごは
ん料理講習会

潟東地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

子ども達の健やかな成長
を育むため，調理実習を
行い「食」の大切さを伝え
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政 行政 18,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

青少年の健
全育成に寄
与した。

教育委員
会

潟東地区
公民館

実行委員会

子どもフェスタ 潟東地域コミュ
ニティ協議会
潟東地区青少
年育成協議会

地域自
治組織
（複数）

おまつり広場で，子どもを
対象にスタンプラリー等お
まつりに参加できるイベン
トの開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画

事業の企
画・実施

行政
多様な
主体

日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

地域の活性
化が図られ
た。青少年
の健全育成
に寄与した。

相手方の負
担額
31,165円

教育委員
会

潟東地区
公民館

事業協力

子どもの広場 子どもの広場

NPO

絵本の読み聞かせ
折り紙・切り絵
夏まつりごっこ
クリスマス会など。

継続（毎
年度実
施）

事業立案 会場提
供、各種
資料作
成、経費
負担、参
加者取り
まとめ 双方 双方 20,000

サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 3

【種別】
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ団
体

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

子ども書道教
室

中之口書道愛
好会・中之口コ
ミ協

複数種
別

夏休みの体験教室

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

会場提
供、各種
資料作
成、経費
の一部負
担、参加
者取りまと
め

行政 双方 13,065
日常
的連
携

2 3 3 3 2 3 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

小学校出前講
座

中之口書道愛
好会・中之口コ
ミ協・小中学校

複数種
別

小学校を会場として体験
教室の実施

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、会場
提供、経
費負担

各種資料
作成、経
費の一部
負担

双方 双方 18,595
日常
的連
携

2 3 3 3 2 3 3 3
教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

もちつき体験 中之口地区青
少年育成協議
会・
食生活改善推
進委員

複数種
別

餅つき体験

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りまと
め 双方

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 4 4 4 3 4 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

新春書初め大
会

中之口書道愛
好会・中之口コ
ミ協

複数種
別

小・中学生が一堂に会し
て書初めの実施

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りまと
め 行政

多様な
主体

0
日常
的連
携

2 3 2 2 4 2 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

ふるさとかるた
大会

青少年育成協
議会

地域自
治組織
（その
他）

中之口地区の文化などを
盛り込んだかるたを使用
してのかるた大会の実
施。

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りまと
め 双方

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 4 4 4 3 4 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

親子ドッジボー
ル大会

中之口地区子
ども会育成会
連合会

地域自
治組織
（その
他）

親子ドッジボール大会

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、参加
者取りまと
め 双方

多様な
主体

0
日常
的連
携

3 4 4 3 2 4 3 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

実行委員会

青少年健全育
成講演会

中之口コミ協・
中之口地区青
少年育成協議
会

地域自
治組織
（複数）

青少年健全育成に関する
講演会

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成

行政
多様な
主体

0
日常
的連
携

2 3 2 1 1 1 2 2

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

青少年宿泊体
験

中之口地区青
少年育成協議
会・中之口コミ
協

地域自
治組織
（複数）

小学生を対象とした公民
館に宿泊する体験学習

継続（毎
年度実
施）

事業立
案、経費
負担

事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、経費
の一部負
担、参加
者取りまと
め

双方 双方 64,587
日常
的連
携

3 4 4 4 3 4 4 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

親子料理教室 食生活改善推
進委員

地域自
治組織
（その
他）

親子のふれあいと食育に
ついての学習機会の提供

新規（次
年度継
続）

事業立案 事業立
案、会場
提供、各
種資料作
成、経費
負担、参
加者取り
まとめ

双方 行政 15,600
日常
的連
携

4 4 4 4 2 4 4 3

【経緯】（日
常的連携）
以前からの
継続となって
いる。

教育委員
会

中之口地
区公民館

事業協力

読書普及事業
「おはなしのじ
かん」

読み聞かせ等
ボランティアグ
ループ
※市内45団体
（平成26年度）
それぞれに名
称あり NPO

中央図書館ほか各図書
館で実施。（定例会及び
読書週間行事で実施。）
絵本の読み聞かせ・語り・
紙芝居・わらべうた等

継続（毎
年度実
施）

事業の計
画･実施

事業企画
会場提供
プログラ
ム作成
広報　等

行政 行政 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

読み聞かせ
ボランティア
や，お話会
参加者の増
加がみられ
る。

費用につい
て
業務用事務
用品を使用
し，事業個
別の経費執
行はなし

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課ほか
市立図書
館

共催

読み聞かせ等
ボランティア自
主研修会　ス
キルアップ講座

読み聞かせ等
ボランティア自
主研修会

NPO

図書館に登録している読
み聞かせボランティアの
自主研修
内容：わらべうた等の講義
と実習

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

会場提供
広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 4

実習の成果
を，「おはな
しのじかん」
や学校での
読み聞かせ
等ボランティ
ア活動に生
かしている。

費用につい
て
業務用事務
用品を使用
し，事業個
別の経費執
行はなし

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課

共催

カミシバイハウ
ス

新潟かみしば
いクラブ

NPO

紙芝居の上演等

継続（毎
年度実
施）

企画運営
全般

会場提供
広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 4

事業として
定着してき
ていると思
われる。

費用につい
て
業務用事務
用品を使用
し，事業個
別の経費執
行はなし

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課

後援

絵本読み聞か
せセミナー　～
こんなに楽しい
絵本の世界～

新潟読み聞か
せセミナー

NPO

絵本の読み聞かせをする
人を対象に，活動を支援
し，スキルアップを図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

費用につい
て
相手方費用
額：219,000
円（参加者
から実費とし
て1人30０0
円徴収）

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課

共催

2014年度新潟
絵本講座

新潟こどものと
も社

企業

講師2名による講演会
　第1部：片山健（絵本作
家）
　第2部：関根里江（福音
館書店・こどものもと第一
編集部編集長）
　対象：子どもと読書に関
わる方（保育士・教諭・図
書館司書等）

継続（毎
年度実
施）

企画運営
全般

会場提供
広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

4 5 5 5 4 5 4 4

参加者が講
座を通して
学んだこと
を，子どもの
読書活動の
推進に役立
てている。

費用につい
て
業務用事務
用品を使用
し，事業個
別の経費執
行はなし

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課

共催

絵本作家とよ
たかずひこさん
との本づくりと
読み聞かせ会

きいちごの会

NPO

絵本作家とよたかずひこ
氏による本づくりのワーク
ショップと読み聞かせ

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

会場提供
広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

4 5 5 5 4 5 4 0

費用につい
て
相手方費用
謝礼他
36,160円（参
加費として
430円徴収）

教育委員
会

中央図書
館サービ
ス課

共催

UX新潟テレビ２
１のアナウン
サーと一緒
に！絵本の読
み聞かせ

UX新潟テレビ２
１

企業

絵本の読み聞かせ、アナ
ウンサーの仕事体験等

新規（単
年度完
結）

企画運営
全般

会場提
供・広報

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 5 5 4 5 0 4

読書推進や
図書館の利
用拡大に繋
がる事業を
実施できた。

教育委員
会

白根図書
館

共催

絵本を楽しむ
秋のひととき

西区自治協議
会

地域自
治組織
（その
他）

さとうわきこ講演会
ワークショップ

新規（単
年度完
結）

企画・会
場設営・
広報

講師との
やり取り・
会場提
供・広報・
司会・本
の提供

双方
多様な
主体

0
日常
的連
携

5 4 5 4 5 5 4 5

図書館のPR
につながっ
た。

教育委員
会

坂井輪図
書館

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

共催

まつぼっくりの
会えほんよみ
かたりスペシャ
ル

まつぼっくりの
会

NPO

子供を対象とした夏休み
行事として，絵本の読み
聞かせを行う。

継続（毎
年度実
施）

企画
会の実施

広報
会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 4 5 4 5 5

子どもが本
や図書館に
親しむ機会
を提供でき，
多くの参加
があったこと
からボラン
ティアグルー
プのモチ
ベーションが
上がった。

教育委員
会

西川図書
館

共催

まつぼっくりの
会よみかたりク
リスマススペ
シャル

まつぼっくりの
会

NPO

子どもを対象とした冬の
行事として，読み聞かせ
を行う。

継続（毎
年度実
施）

企画
会の実施

広報
会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 5 4 5 4 5 4

子どもが本
や図書館に
親しむ機会
を提供でき
た。

教育委員
会

西川図書
館

事業協力

子ども向け行
事

潟東図書館ボ
ランティア　ひ
まわり

NPO

子どもを対象として，読み
聞かせや工作などの会を
開催

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画及び運
営

会場の提
供，広報，
チラシ・ポ
スターの
印刷・配
布

双方 なし 0
日常
的連
携

4 5 5 5 4 5 4 4

子どもが本
や図書館に
親しみ，利
用が増え
た。

教育委員
会

潟東図書
館

共催

ボランティアに
よる　おはなし
のじかんなつ
やすみスペシャ
ル　こわ～いお
はなし会

おはなし　るん
ぷんぷん

NPO

子供を対象とした夏休み
行事として，絵本の読み
聞かせなどの会

継続（毎
年度実
施）

企画
会の実施

企画
広報
会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

こわいお話
を絵本や語
りで聞き，お
話の世界を
楽しむことが
できた。 教育委員

会
巻図書館

共催

ボランティアに
よる　おななし
のじかんスペ
シャル

おはなし　るん
ぷんぷん

NPO

秋にちなんだ絵本の読み
聞かせや語り等を楽しむ
会

継続（毎
年度実
施）

企画
会の実施

企画
広報
会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 3
教育委員
会

巻図書館

１２　情報化社会の発展を図る活動（５件）

後援

第3回親子で
チャレン
ジ！！夏休み
新聞スクラッ
プコンテスト

新潟日報社

企業

親子で新聞記事をスク
ラップすることで，子供た
ちの学びを支援する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

情報教育対応
教員研修全国
セミナー

一般社団法人
日本教育情報
化振興会

社団・財
団等法
人

高等学校の教職員を対象
に情報教育に関する研修
会を開催し，教職員のＩＣＴ
活用指導力を高める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

情報教育対応
教員研修全国
セミナー

一般社団法人
日本教育情報
化振興会

社団・財
団等法
人

中学校，高等学校の教職
員を対象に情報教育に関
する研修会を開催する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

事業協力

人間学講座
「超初心者向け
パソコン教室」

内野中学校，
内野中学校地
域教育ボラン
ティア

大学等

50歳以上の初めてパソコ
ンに触れる方を対象に，
生活に活かせるパソコン
講座をうちの中学校コン
ピューター室で開催。
5月～6月，火・木曜日，全
10回

継続（毎
年度実
施）

施設提
供，運営
補助

運営全般

行政 行政 41,239
サー
ビス
提供

5 4 5 4 4 4 5 5

内野中学校
コンピュー
ター部の学
生がサポー
トし，世代間
交流になっ
た。

教育委員
会

西地区公
民館

事業協力

出前型パソコン
教室

内野中学校，
内野中学校地
域教育ボラン
ティア

大学等

中学校のコンピュータ室を
利用し，コンピュータ部の
生徒が先生役となり，生
活に活かせるパソコンの
基礎操作を学ぶ。

継続（毎
年度実
施）

施設提
供，運営
補助

運営全般

行政 行政 37,759
サー
ビス
提供

5 4 5 4 4 4 5 5

講師が所属
する自主
サークルへ
の参加希望
があり，継続
した学びの
支援が出来
た。

教育委員
会

西地区公
民館

１３　科学技術の振興を図る活動（１２件）

後援

第４回ロボコ
ンジャパンカッ
プ

特定非営利
活動法人
ロボコンジャ
パン

NPO法
人

未来を担う子供たちにロ
ボット作成教室や大会を
通して，ものづくりに興味
をもち，相違工夫すること
でものづくりのの楽しさや
達成感，難しさを感じても
らうことで人間形成の場と
する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

星と望遠鏡工
作教室

ＮＰＯ法人星
空ファクトリー

NPO法
人

望遠鏡を製作し見かた使
い方や，時々の惑星・星
座・天文現象など解説を
交え，宇宙科学に親しむ
心を育てる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

第50回新潟県
児童生徒科学
研究発表会い
きいきわくわく
科学賞２０１4

株式会社新潟
日報社

企業

児童・生徒が身近な自然
や日常の物事，現象から
問題を見出し，これを解決
しようと自ら進んで観察・
実験・調査することを奨励
し，本県科学教育の振興
を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

先生方のため
のエネルギー
環境問題研修
会

株式会社
日本教育新聞
社

企業

エネルギー政策において
最重要である天然ガスに
ついて教育関係者に理解
を深めてもらうためのセミ
ナー

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

ひらめき☆と
きめきサイエ
ンスようこそ
大学の研究室
へ

新潟薬科大学

大学等

簡単な実験を通じて，児
童・生徒に食品や天然の
植物に含まれる成分が薬
となり病気の予防や治療
に有効であることを知る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第78回新潟県
発明工夫展第
６３回新潟県
模型展

一般社団法人
新潟県発明協
会

社団・財
団等法
人

展覧会を通して，子供た
ちの発明工夫や創作に対
する楽しさや喜び，科学
への関心と想像力を助長
し，ひいては次代の科学
技術の振興と産業の発
展・生活文化の向上に寄
与する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

応用物理学会
北陸信越支部
新潟地区
平成２６年度
リフレッシュ
理科教室

（社）応用物理
学会北陸信越
支部
新潟地区リフ
レッシュ理科
教室
実行委員会

その他

小・中学校の教育現場で
も利用可能な工作実験
を，小・中学校教諭に体
験してもらい，かつ小・中
学生への体験実習につな
げてもらうことにより，科
学の楽しさ・不思議さ・面
白さ・ものづくりの喜び等
を子供たちに伝えるととも
に，理科離れの歯止めに
寄与する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催名義
使用承諾

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２6年度
見てさわって
工学技術」

新潟大学
工学部

大学等

小・中学生の理科離れを
是正するため，ものを作る
楽しさの体験と実習を通じ
て工学技術に親しんでも
らう。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

第4回新潟県
化学インター
ハイ

日本化学会関
東支部
新潟地域懇談
会

その他

新潟県高校生の化学へ
の興味・関心を喚起し，意
欲・能力を高める機会を
提供し，未来を担う優秀な
若い人材を輩出できる基
盤を構築する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

少年少女ロ
ボットセミナー
ｉｎ新潟２０１５

芝浦工業大学
地域連携・
生涯学習セン
ター

大学等

子供たちに，科学，理科
への関心を高めることを
目的として，最新ロボット
の講演，ロボットづくり等
を通して，楽しみながらモ
ノづくりと創意工夫を体験
させる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

楽しい理科科
学教室新潟市
中央区会場

ＮＰＯ法人星
空ファクトリー

NPO法
人

身近な自然の仕組みや営
みを，実験・観察・体験す
ることで「科学する心」を
育む。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

共催

夏休み「子ども
自然教室」

石油の世界館
友の会

NPO

地層の観察を行い，年代
にあった専門学習を行うと
ともに，参加者や関係者と
の関わりからコミュニケー
ション力の向上を図る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営・実施・
広報

事業実施
全般に係
る補助

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 4 4 3 4 4 5

団体ノウハ
ウの有効活
用

教育委員
会

新津地区
公民館

１４　経済活動の活性化を図る活動（７４件）

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

地方創生　たい
こうビジネスプ
ランコンテスト２
０１５

株式会社大光
銀行

企業

地域に潜在する革新的・
創造的ビジネスプランを
募集し，全力でサポートす
ることで，新産業の創出
促進につなげ，地域の雇
用創出・地域活性化に貢
献。
【エントリー期間】
平成27年5月15日～7月
31日
【表彰式】
平成27年10月7日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
地域・魅力
創造部

政策調整
課

実行委員会

「2015北東アジ
ア経済発展国
際会議イン新
潟」の開催・運
営

公益財団法人
環日本海経済
研究所
（ERINA）

社団・財
団等法
人

北東アジアの持続的な社
会経済発展を実現するた
めの課題を議論し，関係
各国・地方に情報発信，
政策提言を行うことで地
方間協力を進めることを
目的とした国際会議。
1993年よりほぼ毎年開
催。

継続（毎
年度実
施）

会議の企
画・開催・
運営，経
費の一部
負担

会議の企
画・開催・
運営，経
費の一部
負担

双方 双方 1,000,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 3

〇「（公財）
環日本海経
済研究所負
担額」は
1,800,000円
〇「行政」は
新潟県・新
潟市
〇「経緯」は
日常的連携

観光・国際
交流部

国際課交
流戦略室

共催

「第7回　日露
エネルギー・環
境対話イン新
潟」の開催・運
営

公益財団法人
環日本海経済
研究所
（ERINA）

社団・財
団等法
人

エネルギー・環境の結節
点としての新潟の評価確
立を目指し，日露間のエ
ネルギー・環境協力につ
いて議論する国際会議を
開催。 継続（毎

年度実
施）

会議の企
画・開催・
運営，経
費の一部
負担

会議の企
画・開催・
運営，経
費の一部
負担

双方 双方 500,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 3

〇「（公財）
環日本海経
済研究所負
担金」は
750,000円
〇「行政」は
新潟県・新
潟市
〇「経緯」は
日常的連携

観光・国際
交流部

国際課交
流戦略室

補助

にいがた食の
陣開催補助金

食の陣実行委
員会

NPO

新潟の優れた「食」「食文
化」をテーマに様々なイベ
ントを開催し，冬の新潟を
全国に発信する。26年度
で23回目。

継続（毎
年度実
施）

実行委員
会事業全
般

補助金交
付等

多様な
主体

双方 25,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

冬の当日座
など民間主
導の集客イ
ベント等に補
助金を支出
することで、
年間30万を
超える来訪
があり、効果
的な事業展
開が図られ
ている。

観光・国際
交流部

観光政策
課

公の施設管理

新潟市バイオリ
サーチセンター
の指定管理

NBRP共同企業
体

企業

総合的なバイオ研究拠点
の形成と新規産業の創
出，産業技術の高度化並
びに地域産業の振興及び
発展に寄与することを目
的として設置した新潟市
バイオリサーチセンターの
設置目的を効果的に達成
するため，指定管理者に
よる管理・運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般・施設
使用料金
徴収等

施設の設
置者（管
理運営・
事業計画
管理、必
要に応じ
た指示・
調整、費
用の負
担）

双方 行政 14,306,480
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

・貸研究室
の入居実績
（平成26年3
月31日時
点）は94.1％
（17室中16
室）
・産学共同
研究開発等
の斡旋・仲
介の相談等

経済部
産業政策
課

実行委員会

にいがたBIZ
EXPO2014
～技の陣・モノ
の陣～

新潟地域産業
見本市実行委
員会

NPO

新潟地域の産業の振興と
発展を図ることを目的とし
て，新技術や新製品，新
サービスなどさまざまな分
野で優れたビジネス提案
を行う企業を募集し，販路
拡大や異業種交流に向け
たビジネスチャンスを提供
する産業見本市を開催す
る。

継続（毎
年度実
施）

産業見本
市の企
画・運営
全般

広報周知
活動，負
担金の支
出等

双方 行政 19,000,774
サー
ビス
提供

5 4 5 5 5 4 5 5

複数の企業
からなる事
業者との実
施により、専
門性を活か
して事業が
実施できた。 経済部

産業政策
課

補助

新事業創造支
援事業

（公財）新潟市
産業振興財団

社団・財
団等法
人

新潟地域の産業の活性
化を図ることを目的に各
種中小企業支援事業を実
施している。主な事業は
以下のとおり。
①新商品開発、研究開発
や見本市出展に対する補
助金
②ビジネスセミナーの開
催
③経営、技術相談
④企業情報の収集及び

継続（毎
年度実
施）

中小企業
支援施策
の実施

中小企業
支援施策
の企画立
案

双方 行政 96,397,310
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

産業支援の
実施機関と
して、行政と
一体的に連
携しながら
実施した。財
団の特性を
生かし専門
的、機動的
な支援が実
施できた。

経済部
産業政策
課

意見交換・情報交換

新潟市中小企
業振興基本条
例における意
見交換

市内商工会議
所・商工会、そ
の他中小企業
関係団体

生協，
商工団
体等

新潟市中小企業振興基
本条例に基づき、関係団
体と意見交換を行いなが
ら中小企業振興施策の推
進を図る。

新規（次
年度継
続）

意見交
換、情報
交換

意見交
換、情報
交換

双方 なし 0
その
他

5 5 5 5 4 5 5 5

意見交換の
仕組みにつ
いて関係団
体と話し合
いを行い、次
年度の計画
策定の際に
活かすこと
ができた。

平成26年10
月1日より施
行された新
潟市中小企
業振興基本
条例第15条
に継続的な
意見交換等
関係者との
協働により
中小企業振
興施策を進
めることが規
定されてい
る。

経済部
産業政策
課

事業協力

新潟市創業支
援事業計画に
おける連携

公益財団法人
新潟市産業振
興財団

社団・財
団等法
人

産業競争力強化法に基づ
き，市区町村と民間の創
業支援事業者（地域金融
機関，商工会議所等）が
連携し，より効果的な創業
者向けの相談及び支援を
実施するため，国が認定
する「創業支援事業計画」
による連携を行うもの。

新規（次
年度継
続）

計画に基
づく市等
関係機関
との連
携，情報
共有

計画に基
づく関係
機関との
連携，情
報共有

双方 なし 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

・創業支援
事業計画の
認定（平成
26年10月）
・創業者数：
69人（延べ
数） 経済部

産業政策
課

後援

第2回新潟
ニュービジネス
大賞表彰制度

一般社団法人
新潟ニュービジ
ネス協議会

社団・財
団等法
人

新潟県の地域産業の活
性化に資することを目的
に，革新的な商品・サービ
スを市場に提供する企業
及び個人等を表彰する。
【開催日】
平成27年6月12日

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
産業政策
課

後援

ソーシャルビジ
ネスセミナー

日本政策金融
公庫新潟支店

企業

ソーシャルビジネスを運営
している方や創業を考え
ている方向けに，ビジネス
のノウハウを提供し，関係
支援機関の施策を紹介。
【開催日】
平成26年11月12日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
産業政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

東北活性研
フォーラム　伝
統産業から先
端産業へ　～
発酵食品のイ
ノベーション～

公益財団法人
東北活性化研
究センター

社団・財
団等法
人

東北活性研フォーラム
は，毎年開催。今回は東
北圏に共通する地域資
源・地場産業である発酵
食を取り上げ，その実態と
今後の市場展望について
理解を深めるため開催。
【開催日】
平成27年2月26日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
産業政策
課

後援

一日中小機構
関東in新潟＜
中小企業・小規
模事業者のた
めの経営セミ
ナー＞

独立行政法人
中小企業基盤
整備機構

その他

中小企業・小規模事業者
を対象に，経営に関する
情報を提供し，成長発展
に寄与する機会とするた
め開催。
【開催日】
平成27年3月10日

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
産業政策
課

後援

にいがた　食・
環境・健康の展
示商談会

株式会社　第
四銀行

企業

新潟の食を県内外のバイ
ヤーに向けて情報発信す
ることで，ビジネスチャン
スを提供し，また，環境・
健康分野について，県内
企業に情報提供し，地域
産業の活性化に貢献する
ため開催。
【開催日】
平成27年3月13日

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
産業政策
課

補助

新潟市商店街
連盟補助金

新潟市商店街
連盟

生協，商
工団体
等

商店街及び商店会の連
絡協調により，その振興・
発展を図る目的の補助金

継続（毎
年度実
施）

各種事業
の実施
（体質改
善，経営
改善，調
査事業，
組織強
化，事業
協力）

補助金の
支出

多様な
主体

双方 2,100,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

商店街等で
組織される
連合体に補
助すること
で，団体及
び構成員の
育成・活性
化を図ること
につながっ
た。

経済部
商業振興
課

補助

めざせ商人事
業補助金

新潟商工会議
所

生協，商
工団体
等

商店街の時期担い手づく
りと就業人口の拡大，空
き店舗の減少を目的とし
た商工団体が実施する事
業への補助金

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金の
支出

多様な
主体

双方 18,555,000
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

H26年度は，
2名が独立
開業し，起
業家育成施
設としての
役割を果た
している。 経済部

商業振興
課

事業委託

まちなかステー
ジ運営委託事
業

有限会社ナマ
ラエンターテイ
ンメント

企業

新潟市の顔である古町地
区商業施設の結節点と
なっている地下街「西堀
ローサ」において，賑わい
に資する事業を展開

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事業に係
る経費を
負担

多様な
主体

行政 17,580,323
サー
ビス
提供

5 5 5 4 4 5 5 5

周辺施設や
行政との共
同企画，
様々なジャ
ンルのイベ
ントを通じ，
中心市街地
の賑わい創
出につなげ
た。

経済部
商業振興
課

公の施設管理

西堀地下駐車
場管理

株式会社駐車
場綜合研究所

企業

西堀地下駐車場の管理・
運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般，施設
使用料金
徴収など

施設の設
置者（管
理運営事
業計画管
理，必要
に応じた
指示・調
整，費用
の負担）

双方 行政 62,496,526
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

古町地区に
おける市民
駐車場とし
て，中心市
街地活性化
の役割を果
たしている。

○「経緯」：
指定管理者
制度導入に
よる

経済部
商業振興
課

公の施設管理

新潟市産業振
興センター管理

新潟市開発公
社・愛宕共同事
業体

複数種
別

新潟市産業振興センター
の管理・運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般・施設
使用料金
徴収等

施設の設
置者(管
理・運営、
事業計画
管理、必
要に応じ
た指示・
調整・費
用の負担)

双方 行政 103,656,046
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

大規模な催
事を開催す
る施設とし
て，質の高
い・安定した
サービスの
提供に努
め、本市の
産業振興と
市民の文化
向上に貢献
している。

「種別」：企
業，社団・財
団等法人

経済部
商業振興
課

補助

中小企業指導
事業

商工会議所・商
工会（１８団体）

生協，商
工団体
等

商工会議所並びに商工会
の事業を助成し，中小商
工業者に対する各種経営
近代化普及事業の円滑な
実施と効率化を図る目的
の補助金 継続（毎

年度実
施）

事業実施 補助金の
支出

多様な
主体

双方 124,700,000
日常
的連
携

5 4 5 4 4 5 4 4

商工業の振
興に資する
事業、地域
の活性化に
資する事業
等への着実
な取り組み
が行われて
いる。

経緯につい
ては、「２行
政では取り
組むことが
難しいサー
ビスを提供
できるから」
も含まれま
す。

経済部
商業振興
課

補助

中小企業育成
事業

北新潟商工振
興会
曽野木商工会
大江山商工振
興会

生協，商
工団体
等

市域周辺部の商工団体
の商工振興事業に補助す
ることにより，中小商工業
者育成振興を図る目的の
補助金

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金の
支出

多様な
主体

双方 2,600,000
日常
的連
携

5 4 5 4 4 5 4 4

商工業の振
興に資する
事業、地域
の活性化に
資する事業
等への着実
な取り組み
が行われて
いる。

経緯につい
ては、「２行
政では取り
組むことが
難しいサー
ビスを提供
できるから」
も含まれま
す。

経済部
商業振興
課

補助

新潟市青色申
告会補助金

新潟市青色申
告会

生協，商
工団体
等

中小企業者を対象に青色
申告制度の適正な普及に
努め，納税意識の高揚と
経営改善に繋がる記帳指
導を行う新潟市青色申告
会に対する補助金 継続（毎

年度実
施）

事業実施 補助金の
支出

多様な
主体

双方 300,000
日常
的連
携

5 4 5 4 4 5 4 4

実務的な講
習会や税務
署等から講
師を招いて
の説明会・
勉強会を通
じ経理や申
告等の指導
を実施。

経緯につい
ては、「２行
政では取り
組むことが
難しいサー
ビスを提供
できるから」
も含まれま
す。

経済部
商業振興
課

補助

新潟県労働者
信用基金協会
貸付金

財団法人　新
潟県労働者信
用基金協会

社団・財
団等法
人

協会に無利息で資金を貸
し付け運用させることによ
り，企業規模が小さく，一
般的に信用力が低いとさ
れる中小企業等に働く勤
労者に対して，その信用
力を補完して労働金庫の
融資利用を促進する。

継続（毎
年度実
施）

労働者へ
の生活資
金援助

事業にか
かる経費
の補助

多様な
主体

双方 75,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

中小企業等
に働く勤労
者の信用力
を補完し、労
働金庫の融
資利用につ
ながった。 経済部

雇用政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

新潟県労働金
庫貸付金

新潟県労働金
庫本店営業部

企業

労金に資金を融資し運用
させることにより，勤労者
の生活資金等の広範囲な
資金需要に対し，融資の
円滑化と福祉の向上を図
る。 継続（毎

年度実
施）

労働者へ
の生活資
金援助

事業にか
かる経費
の補助

多様な
主体

双方 250,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

融資の円滑
化と福祉の
向上につな
がった。

経済部
雇用政策
課

補助

新潟県労働者
信用基金協会
出捐金

財団法人　新
潟県労働者信
用基金協会

社団・財
団等法
人

協会に出捐し運用させる
ことにより，企業規模が小
さく，一般的に信用力が
低いとされる中小企業等
に働く勤労者に対して，そ
の信用力を補完して労働
金庫の融資利用を促進す
る。

継続（毎
年度実
施）

労働者へ
の生活資
金援助

事業にか
かる経費
の補助

多様な
主体

双方 2,000,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

中小企業等
に働く勤労
者の信用力
を補完し、労
働金庫の融
資利用につ
ながった。 経済部

雇用政策
課

補助

連合新潟地域
協議会補助金

連合新潟地域
協議会

NPO

労働者の文化体育向上を
図るための福利厚生事業
や労働者の組織化と労働
条件の維持向上活動を
行っている，連合新潟に
補助する。 継続（毎

年度実
施）

連合の運
営全般

事業にか
かる経費
の補助

多様な
主体

双方 984,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

労働者の文
化体育向上
につながっ
た。

経済部
雇用政策
課

補助

メーデー開催
費補助金

メーデー新潟
県中央実行委
員会
メーデー新潟
県中央集会

NPO

労働者の団結を強め，労
使関係の安定化，勤労者
福祉の推進につなげるた
め，メーデーの運営に補
助金を交付し，労働者の
生活の向上を図る。 継続（毎

年度実
施）

メーデー
の運営・
開催全般

事業にか
かる経費
の補助

多様な
主体

双方 500,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

労働者の生
活の向上に
つながった。

経済部
雇用政策
課

補助

新潟港湾労働
者福祉センター
補助金

（財）日本海港
湾福利厚生協
会　新潟港事
業所

社団・財
団等法
人

食堂，宿泊施設，研修会
議室，理髪室を設備し，低
料金で利用者に提供して
いるセンターに対し，港湾
労働者の福祉の増進を図
るとともに，その福祉に寄
与するため，補助金を交
付する。

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般

事業にか
かる経費
の補助

多様な
主体

双方 517,400
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

港湾労働者
の福祉の増
進につな
がった。

経済部
雇用政策
課

共催

がたまる・アイ
デアソン・ハッ
カソン

NPO法人にい
がた地域情報
化推進協議会,
信越情報通信
懇談会
NPO法人にい
がたﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃ
ﾝﾂ推進協議会

複数種
別

産官学の支援機関とプ
ラットフォームを形成し，
民間事業者のノウハウを
活用して起業家へのソフト
支援を行うことで，創業を
促し，新規事業の創出に
よる本市産業の活性化を
図る。

新規（次
年度継
続）

主催 主催

双方 双方 430,635
その
他

5 5 5 5 5 5 5 4

・ITの力で地
域課題を解
決する市民
団体の誕
生。
・アプリ開発
（一部製品
化の検討
も）。
・参加者に
起業への意
識を啓発さ
せた。

「種別」：ＮＰ
Ｏ法人，その

他
「経緯」：お
互いのネット
ワークや得
意分野を連
携させ，行
政単体で行
うよりもより
効率的・効
果的な事業
展開が行え
るため。

経済部
企業立地
課

後援

第16回協同組
合まつり

新潟県協同組
合間連携推進
協議会

生協，商
工団体
等

協同組合の活動を県民に
アピールするとともに，そ
れぞれの組織や事業の
発展に資するため，県内
の協同組合が結集してイ
ベント等を行う。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」:その
他(団体から
後援の依頼
があり，事業
の目的が産
業経済の普
及振興に起
用すると判
断したた
め。)

農林水産部 農業政策課

後援

「中浦村の奇跡
に学ぶ」第1回
郷土史講演会

中浦村郷土史
研究会

NPO

中浦村農地改革の歴史
的価値について、東北大
学大学院教授高橋満氏
の講演会および「コメ王国
新潟」と題したシンポジウ
ム。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」:その
他(団体から
後援の依頼
があり，事業
の目的が産
業経済の普
及振興に起
用すると判
断したた
め。)

農林水産部 農業政策課

後援

JA新潟市農業
まつり

新潟市農業協
同組合

生協，商
工団体
等

イベントを通じ「食」の大切
さや農産物のいのちを育
む自然の役割について理
解を深め合うとともに，地
元の「食」を楽しむことで
地域に根差した豊かな食
の実践をめざす。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」:8(団
体から後援
の依頼があ
り，事業の目
的が産業経
済の普及振
興に起用す
ると判断した
ため。)

農林水産部 農業政策課

共催

JA新潟みらい
米品質向上生
産者大会

新潟みらい農
業協同組合

生協，商
工団体
等

新潟米の品質低迷と産地
間競争激化のなか，市場
や消費者から支持される
良質米生産への意識の
高揚を図ることを目的とし
て生産者大会を実施す
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

共催

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

4 4 4 4 4 4 4 4

生産者の品
質向上のた
めの取り組
みに大きく寄
与している。

「経緯」:その
他(団体から
後援の依頼
があり，事業
の目的が産
業経済の普
及振興に起
用すると判
断したた
め。)

農林水産部 農業政策課

補助

農業共済組合
補助金

新潟中央農業
共済組合
豊栄病害虫防
除協議会

生協，商
工団体
等

水稲の損害を未然に防止
する損害防止事業の強化
充実のため，共済組合が
行う調整水田，保全管理
地等への防除にかかる経
費の一部を補助する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金支
出

多様な
主体

双方 16,800,000
サー
ビス
提供

4 5 5 4 4 4 4 4

一等米比率
コシヒカリは
９０％前後で
あったが、こ
しいぶきは３
０％前後と
低迷した。

農林水産部 農業政策課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

企画立案への参画

農業振興地域
整備審議会

新潟大学
(株)日本政策
金融公庫
市消費者協会
市食品衛生協
会
県女性財団
JA
土地改良区
農業共済

複数種
別

農業振興地域整備計画
及び「新潟市農業構想」
の策定，推進等について
調査審議，建議する。

継続（毎
年度実
施）

調査審
議，建議

事務局

行政 行政 819,000
意識
改革

5 5 5 5 5 5 5 5

識者から審
議していた
だき農業構
想を策定を
行った。

「種別」：
NPO,企業,大
学等,社団・
財団等法人,
生協，商工
団体等
「経緯」附属
機関設置条
例により設
置

農林水産部 農業政策課

企画立案への参画

バイオマス利
活用推進協議
会

・新潟大学
・新潟県
・JA新潟みらい
・WPPC木質ペ
レット推進協議
会
・新潟気軽に省
エネくらぶ

複数種
別

バイオマスの利活用につ
いて協議する。

継続（毎
年度実
施）

専門的見
地からの
助言等

会議の運
営，謝礼
の支払

行政 行政 52,565
参加
意識

4 5 5 5 4 4 5 5

事業化プロ
ジェクトの状
況報告を行
い、識者から
いただいた
意見を参考
に各事業の
推進を図っ
た。

農林水産部 農業政策課

事業協力

新潟地域農業
振興協議会

JA
NOSAI
農業委員会
新潟県
土地改良区

複数種
別

農業振興を効率的かつ円
滑に推進するため，農業
関係団体が連携強調を密
にし，普及活動と連携の
上，農業技術の確立や，
担い手の育成等を行う。
○総会・幹事会の開催
○経営改善研修会や営
農対策会議，実証圃の設
置等

継続（毎
年度実
施）

新潟県：
事務局

企画・運
営

多様な
主体

双方 315,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

農業をめぐ
る各種課題
に対し、関係
機関が連携
した対応を
図り、農業経
営の基盤強
化につなげ
た。

「種別」：
NPO,生協，
商工団体等
（行政）
JA：186千円
農業委員
会：12千円
NOSAI：７千
円
土改：10千
円
県：307千円

農林水産部 農業政策課

事業協力

新潟西部地域
農業振興協議
会

JA
NOSAI
農業委員会
新潟県

複数種
別

農業振興を効率的かつ円
滑に推進するため，農業
関係団体が連携強調を密
にし，普及活動と連携の
上，農業技術の確立や，
担い手の育成等を行う。
○総会・幹事会の開催
○経営改善研修会や営
農対策会議，実証圃の設
置等

継続（毎
年度実
施）

新潟県：
事務局

企画・運
営

多様な
主体

双方 161,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

農業をめぐ
る各種課題
に対し、関係
機関が連携
した対応を
図り、農業経
営の基盤強
化につなげ
た。

「種別」：
NPO,生協，
商工団体等,
（行政）
JA：100千円
NOSAI：13千
円
県：241千円

農林水産部 農業政策課

事業協力

中蒲原地域農
業振興協議会

五泉市
阿賀町
JA
NOSAI
農業委員会
新潟県 複数種

別

農業振興を効率的かつ円
滑に推進するため，農業
関係団体が連携強調を密
にし，普及活動と連携の
上，農業技術の確立や，
担い手の育成等を行う。
○総会・幹事会の開催
○経営改善研修会や営
農対策会議，実証圃の設
置等

継続（毎
年度実
施）

新潟県：
事務局

企画・運
営

多様な
主体

双方 102,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

農業をめぐ
る各種課題
に対し、関係
機関が連携
した対応を
図り、農業経
営の基盤強
化につなげ
た。

「種別」：
NPO,生協，
商工団体等,
（行政）
五泉市：181
千円
阿賀町：41
千円
JA：142千円
NOSAI：32千
円
県：265千円

農林水産部 農業政策課

意見交換・情報交
換

新潟市農村活
性化協議会の
運営

新潟市農村活
性化協議会

NPO

先進的経営を行っている
農業者（指導農業士）との
意見交換会，研修会の開
催

継続（毎
年度実
施）

事業企
画，研修
会等の運
営

事務局

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 4

農業をめぐ
る各種課題
に対し、先進
的経営を
行っている
農業者（指
導農業士）と
意見交換や
研修を通し
経営基盤の
強化につな
げた。

会員からの
会費として５
千円/年。総
額約400千
円。

農林水産部 農業政策課

公の施設管理

と畜場事業 (公財)新潟ミー
トプラント

社団・財
団等法
人

食肉センターでのと畜場
事業を行う。

継続（毎
年度実
施）

食肉セン
ターの運
営全般

施設の維
持管理，
有料施設
使用許可
及び使用
料徴収

双方 双方 177,163,145
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

効率的な施
設運営を行
うことができ
た。

・安全安心
な食肉を市
民に提供す
るために，食
肉センター
でと畜場事
業を実施し
ており，施設
管理につい
ては指定管
理者として
指定してい

農林水産部 農業政策課

事業協力

新潟県果樹振
興協会

新潟県
県内２０市町村
県内１４ＪＡ
県内３２生産・
出荷組合
県内５農業団
体

複数種
別

果樹農業の振興と農家経
営の安定化を図るため，
研修会や品評会を行って
いる。

継続（毎
年度実
施）

新潟県：
事務局

経費負担
企画・運
営

双方 双方 300,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

品種別栽培
指導会を開
催するなど，
農家の栽培
技術向上に
寄与した。

「種別」：ＮＰ
Ｏ，生協・商
工団体等，
行政

農林水産部 農業政策課

事業協力

公益社団法人
新潟県農作物
価格安定協会

新潟県
県内２７市町村
県内２１ＪＡ
農業関連４団
体

社団・財
団等法
人

農作物の集団産地を育成
し，組織的な計画販売を
推進するため農作物価格
安定基金及び交付準備
金を造成し，差額補てん
事業及び野菜生産地の
構造改革を推進事業を行
い，農業者の経営安定を
図ることにより消費者へ
の農作物を安定的に供給
することを目的とする。

継続（毎
年度実
施）

企画，運
営

経費負担

多様な
主体

双方 0
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

農作物の集
団産地維持
と農業者の
経営安定を
図り，消費者
へ農作物を
安定的に供
給することが
できた。

農林水産部 農業政策課

事業協力

大都市等での
販促活動

市内関係JA

生協，商
工団体
等

新潟市食と花の銘産品の
販路拡大のため、首都圏
や関西圏などの大都市で
実施する試食宣伝会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

行政 双方 936,682
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 5 5

各生産品の
こだわりや
特徴などを
より具体的
かつ詳細に
消費者に伝
えることがで
き、PR効果
の向上に寄
与した。

農林水産
部

食と花の
推進課

事業協力

大都市等での
販促活動

新潟市中央卸
売市場　卸業
者

企業

新潟市食と花の銘産品の
販路拡大のため、首都圏
や関西圏などの大都市で
実施する試食宣伝会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

行政 双方 936,682
日常
的連
携

5 5 4 4 4 5 5 5

各生産品の
こだわりや
特徴などを
より具体的
かつ詳細に
消費者に伝
えることがで
き、PR効果
の向上に寄
与した。

農林水産
部

食と花の
推進課

事業委託

地産地消キャ
ンペーン

株式会社ジョイ
フルタウン

企業

市民から地場産の良さを
知ってもらうとともに、地
産地消推進の店の周知と
利用促進を図るため、市
民参加型のイベント（地産
地消フェアや地産地消
キャンペーン）を実施す
る。

継続（毎
年度実
施）

企画・運
営（イベン
ト参加店
舗の募
集、取りま
とめ、調
整、パンフ
レットの作
成など）

事業の実
施

行政 行政 4,076,738
その
他

5 5 5 5 4 5 5 5

イベントの実
施により、地
産地消推進
の店の周知
と利用促進
に効果が
あった。

経緯：（その
他）目的を達
成するため
に、より効果
的な企画や
手法が見込
まれるため
業務委託と
した。

農林水産
部

食と花の
推進課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

食と花の銘産
品PR・販売

にいがた園芸
農産物宣伝会

生協，商
工団体
等

旬の食と花の銘産品の消
費宣伝活動を実施し、地
場農産物の消費拡大を図
る。（越後姫、チューリッ
プ）

継続（毎
年度実
施）

事業の企
画・運営
実施

広報およ
び人的支
援

多様な
主体

多様な
主体

0
日常
的連
携

5 5 3 3 3 4 4 4

市民だけで
なく首都圏
での銘産品
の認知度向
上に寄与し
た。 農林水産

部
食と花の
推進課

実行委員会

花を贈る日キャ
ンペーン

にいがた花推
進委員会

NPO

市内産を中心とした地場
産の花の消費拡大を図る
ため、いい夫婦の日やフ
ラワーバレンタインデーの
記念日に花を贈る習慣を
つくるための消費者向け
のキャンペーンを実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

事業の実
施

双方 双方 827,331
日常
的連
携

5 5 3 3 5 4 5 5

行政単独で
はなく花業
界と一体と
なってPRを
行うことで、
消費者に向
けたPRが大
きく展開出
来た。

農林水産
部

食と花の
推進課

補助

青果物消費拡
大対策事業補
助金

新潟県青果物
消費拡大推進
協議会

NPO

一般消費者にイベント等
を通じ青果物に対する関
心を深めてもらい，消費拡
大を推進している。

継続（毎
年度実
施）

青果物消
費拡大イ
ベント等
の開催

補助金の
交付

多様な
主体

双方 327,000
日常
的連
携

5 5 0 0 5 5 5 5

イベントの開
催回数が目
標を大きく上
回り，一般消
費者が関心
を寄せ定着
しているもの
もあることか
ら，今後も継
続支援する
ことで，青果
物に関する
知識等の啓
発・普及と
市・県内産
農産物の優
秀性につい
ても理解を
深めてもら
い，更なる青
果物の消費
拡大を推進
する。

農林水産
部

中央卸売
市場

事業委託

農業体験観光
ツアー

（公財）新潟観
光コンベンショ
ン協会

社団・財
団等法
人

新潟の農業・農村の魅力
を発信するとともに，生産
者と都市生活者の交流を
図り，農業への理解を深
めるため，農業体験と観
光が一体となった首都圏
向けのツアーを実施す
る。

継続（毎
年度実
施）

旅行企
画，実施

経費の負
担，広報
等事業実
施支援

双方 双方 943,704
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 4 5 5

農業者と都
市生活者の
交流促進に
繋がった。

農林水産
部

食育・花育
センター

共催

がたまる・アイ
デアソン・ハッ
カソン

NPO法人にい
がた地域情報
化推進協議会,
信越情報通信
懇談会，NPO
法人にいがた
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｺﾝﾃﾝﾂ
推進協議会

複数種
別

産官学の支援機関とプ
ラットフォームを形成し，
民間事業者のノウハウを
活用して起業家へのソフト
支援を行うことで，創業を
促し，新規事業の創出に
よる本市産業の活性化を
図る。

新規（次
年度継
続）

主催 主催

双方 双方 910,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 4

・ITの力で地
域課題を解
決する市民
団体の誕
生。
・アプリ開発
（一部製品
化の検討
も）。
・参加者に
起業への意
識を啓発さ
せた。

（種別）ＮＰ
Ｏ，ＮＰＯ法
人

（経緯）お互
いのネット
ワークや得
意分野を連
携させ，行
政単体で行
うよりもより
効率的・効
果的な事業
展開が行え
るため。

総務部 ＩＴ推進課

事業協力

農商工連携に
よる特産物づく
り事業

新潟市北区特
産物研究協議
会

その他

農商工が連携し，北区に
おける栽培作物を活用し
た特産物を開発すること
により，地域経済の活性
化を図る。

継続（毎
年度実
施）

負担金の
支出，事
務局用
務，事業
の実施

負担金の
支出，事
務局用務
補助，事
業計画の
企画，事
業の実施 双方 双方 2,079,942

日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 5 5

ｻﾂﾏｲﾓ「ｼﾙｸ
ｽｲｰﾄ」の特
産化促進
・菓子開発
（7品）
・栽培面積
の拡大
H25年 20ｱｰ
ﾙ
→H26年 60
ｱｰﾙ

北区役所
産業振興
課

実行委員会

2014北区秋の
祭典　キテ・ミ
テ・キタク

キテ・ミテ・キタ
ク実行委員会

NPO

地域経済の活性化と産業
の振興を目的として，北
区の農水産業・商工業，
観光等を広く内外にＰＲす
るイベント。

継続（毎
年度実
施）

企画・事
務局ほか
事業運営
全般，負
担金支出
など。

補助金交
付，事務
局運営補
助

多様な
主体

双方 1,400,000
日常
的連
携

5 5 4 5 4 5 5 5

北新潟商工
振興会と豊
栄商工会の
両青年部が
中心となり、
1万6千人も
の来場者が
あり、北区の
ＰＲを実施し
ている。

北区役所
産業振興
課

実行委員会

かめだ梅の陣 かめだ梅の陣
実行委員会

NPO

亀田のブランド梅・藤五郎
梅をキーワードに地域資
源を活用し、商店街など
様々な産業の活性化を図
る。

新規（次
年度継
続）

事業の主
催、運営
全般

負担金の
補助、実
行委員会
に参加
し、事業
の運営補
助

多様な
主体

双方 3,000,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

”亀田＝梅”
のイメージが
広がり、梅ス
イーツや亀
田縞のＰＲ
につながっ
ている。

江南区役
所

産業振興
課

事業委託

新津露店市場
運営管理

新津市場組合

生協，商
工団体
等

新津の定期露店市場を開
設する中で地域住民の生
活を支え，地域経済活動
の機会を助長し，且つ，経
済的地位の向上を図るこ
とを目的とする。 継続（毎

年度実
施）

施設の維
持管理，
有料施設
使用許可
及び使用
料徴収

事業委
託・委託
料支出

双方 行政 2,267,016
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

地域住民に
生活必需品
を購入する
機会を場を
提供し，出
店者には販
売の場を提
供できた。

秋葉区役
所

産業振興
課

事業委託

小須戸露店市
場運営管理

小須戸商友会

生協，商
工団体
等

小須戸の定期露店市場を
開設する中で地域住民の
生活を支え，地域経済活
動の機会を助長し，且つ，
経済的地位の向上を図る
ことを目的とする。 継続（毎

年度実
施）

施設の維
持管理，
有料施設
使用許可
及び使用
料徴収

事業委
託・委託
料支出

双方 行政 1,683,400
サー
ビス
提供

5 5 5 5 4 5 5 5

地域住民に
生活必需品
を購入する
機会を提供
し，出店者に
は販売の場
を提供でき
た。

秋葉区役
所

産業振興
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

公の施設管理

新津駐車場管
理

新津商工会議
所

生協，商
工団体
等

市街地における駐車需要
に応じ，円滑な道路交通
の確保に寄与するための
施設である新津駐車場の
管理運営経費。

継続（毎
年度実
施）

新津駐車
場の運営
全般

委託料支
出，
施設の大
規模修
繕，管理，
運営の最
終的責任
者

双方 双方 1,296,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

新津のまち
なかに自動
車でに訪れ
る人々に対
して，利便性
の高い駐車
場を提供で
きた。

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

花とみどりのシ
ンボルゾーン管
理

花とみどりのシ
ンボルゾーン管
理組合

NPO

地域農業の構造改革を進
めるために整備した総合
交流拠点施設をはじめ体
験農園やボケ公園等の管
理運営

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営全
般

施設の運
営経費負
担

多様な
主体

双方 23,383,000
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

施設の円滑
な管理運営
がなされた

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

新津地区グ
リーンセンター
管理

グリーンセン
ター管理委員
会

NPO

果樹等の栽培展示，農産
加工の研修，ボランティア
等の市民活動の場である
グリーンセンターを管理す
る。

継続（毎
年度実
施）

施設の維
持管理，
有料施設
使用許可
及び使用
料徴収

電気料・
委託料の
支出

多様な
主体

双方 6,792,506
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

施設の円滑
な管理運営
がなされた

秋葉区役
所

産業振興
課

実行委員会

秋葉区産業祭 秋葉区産業祭
実行委員会

NPO

区の産業（商工農業）の
発展を目指し，特産品を
はじめ地元農産物のPR
販売を行い，消費拡大と
市民交流の活性化をはか
る。
○小須戸産地大感謝祭
○新津みのりの収穫祭

継続（毎
年度実
施）

事業の主
催，運営
全般

負担金の
支出，実
行委員会
に参加
し，事業
の運営

行政 双方 1,330,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

産業祭を開
催・運営し，
市民交流と
特産品のPR
が図られた

秋葉区役
所

産業振興
課

補助

間瀬海まつり 田ノ浦開発協
議会

NPO

間瀬地区海水浴場への
誘客促進、観光資源の保
存及び地域の活性化に寄
与するため、ステージイベ
ントの開催等を行ってい
る。 継続（毎

年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 191,232
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

海水浴客の
誘客、地域
活性化が図
られた。

補助対象経
費
191,232円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

和納十五夜ま
つり

和納連合自治
会

自治会，
町内会

地域の活性化と地元文化
の伝承・保存のため、「棒
遣い」「神楽舞」を行って
いる。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 720,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

地域住民へ
の祭りの重
要性、伝統
継承につな
がった。

補助対象経
費
3,752,498円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

潟東おまつり広
場

潟東地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

郷土愛・地域の連帯感（コ
ミュニティ意識）の醸成・観
光振興のため、どろんこ
カップ・ステージイベント・
飲食物のふるまいなどを
行っている。 継続（毎

年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 2,500,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

地域住民の
融和が図ら
れた。

補助対象経
費
3,218,596円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

岩室温泉まつ
り

岩室温泉振興
対策協議会

NPO

地域の活性化と観光振興
のため、神輿渡御・花火
大会・芸妓おどりなどを
行っている。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 2,780,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

岩室温泉の
PRと誘客宣
伝につな
がった。

補助対象経
費
3,815,432円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

西川まつり 西川まつり実
行委員会

NPO

地域住民の親睦と地域の
観光の発展を図るため、
市民が参加できるまつり
として民謡流しやサマーコ
ンサート等を実施してい
る。 継続（毎

年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 4,224,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

西川地区の
観光の発展
が図られた。

補助対象経
費
4,260,455円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

中之口まつり 中之口まつり
協賛会

NPO

中之口地区住民の創意
工夫のもとに実施され，同
地域住民の融和と協調を
図る。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 3,000,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

地区内外に
対し中之口
地区のPRに
つながった。

補助対象経
費
6,332,512円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

まき夏まつり まき夏まつり協
賛会

NPO

地域の観光振興と地域住
民の融和のため、民謡流
し・花火大会・やかた竿燈
等を実施している。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付
運営補助

多様な
主体

双方 3,000,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

地域住民の
融和、観光
振興が図ら
れた。

補助対象経
費
11,584,221
円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

越後にしかわ
時代激まつり

がっと！にしか
わ実行委員会

NPO

西川地区のまちづくりの
契機となる人材育成,市民
参加イベントとして代官献
上米行列等をおこない，
広く市民への参加呼びか
け，地域の一体感を醸成
する催しとする。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 7,500,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

地域活性化
と交流人口
の拡大が図
られた。

補助対象経
費
7,638,470円

西蒲区役
所

産業観光
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

アートサイト岩
室

アートサイト岩
室温泉実行委
員会

NPO

温泉とアートを融合した地
域活性化を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 2,600,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

地域活性化
が図られた。

補助対象経
費
4,432,215円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

角田山周遊バ
ス運行事業

新潟交通観光
バス株式会社

企業

角田山登山者の利便性
及び山麓周遊観光を図る
ため４～６月、１０月の土・
日・祝日に巻駅を起点とし
バスを運行。

継続（毎
年度実
施）

事業運営
全般

補助金交
付

多様な
主体

双方 900,000
ニー
ズ反
映

4 4 4 4 4 4 0 4

登山者の利
便性向上が
図られた。

補助対象経
費
1,427,712円

西蒲区役
所

産業観光
課

後援

万代ファミリー
フェスタ２０１４

万代ファミリー
フェスタ実行委
員会

NPO

集客力の高い街「万代シ
テイ」から親子に優しく楽
しいイベントを発信

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

事業協力

起業・経営相談
会

新潟県中小企
業診断士協会

社団・財
団等法
人

起業や経営，ビジネスプラ
ンの作成について，中小
企業診断士がアドバイス
し，図書館司書が相談内
容に応じた資料の紹介や
調査のお手伝いを行う。 継続（毎

年度実
施）

相談業務
全般

運営全般
会場提供
広報
資料の紹
介や調査
相談業務

双方 行政 246,840
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 5

司書も同席
し，課題解
決に役立つ
資料を紹介
することで図
書館の活用
につながっ
ている。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

事業協力

起業のための
融資相談会

日本政策金融
公庫

その他

日本政策金融公庫新潟
支店の職員が，資金調達
や融資の相談を行う。

継続（毎
年度実
施）

相談業務
全般

運営全般
会場提供
広報

双方 なし 0
サー
ビス
提供

5 4 5 4 4 5 3 4

図書館を会
場とすること
で，参加しや
すい相談会
となってい
る。

日本政策金
融公庫は法
律に基づく
政府系金融
機関

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

事業協力

ほんぽーとビジ
ネス支援セミ
ナー

（公財）新潟市
産業振興財団

社団・財
団等法
人

企業で働くビジネスパーソ
ンを対象に，ビジネスに役
立つセミナーを開催。

継続（毎
年度実
施）

企画の支
援・講師

事業実施
会場提供

双方 なし 0
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

テーマに
沿った資料
を紹介する
ことで，図書
館の活用に
つながって
いる。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

１５　職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動（２４件）

実行委員会

新潟市障がい
児者の進路を
考える会説明
会・体験会

新潟市障がい
児者の進路を
考える会

複数種
別

特別支援学校等生徒の
保護者や障がい福祉施設
職員向けの制度やサービ
スの説明会，及び特別支
援学校等生徒を対象とし
た職業体験会の開催。 継続（毎

年度実
施）

イベントの
企画・周
知・運営
等

事務局と
して全般
の取りま
とめ

双方 行政 422,634
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

参加者が自
身の進路を
考える上で
必要な情
報、体験を
提供すること
ができた。 福祉部

障がい福
祉課

事業協力

新潟市障がい
者雇用企業認
定事業等

新潟市障がい
者雇用支援企
業ネットワーク
“みつばち”

NPO

市内で障がい者雇用に取
り組んでいる企業を認定。
障がい者雇用に関するセ
ミナー、見学会の開催。

新規（次
年度継
続）

イベントの
企画・周
知・運営
等

事務局と
して全般
の取りま
とめ

双方 行政 256,137
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

障がい者雇
用企業の増
加、企業担
当者が障が
い者雇用に
関する理解
を深めること
に寄与した。

福祉部
障がい福
祉課

事業委託

新潟市障がい
者就業支援セ
ンター事業

社会福祉法人
愛宕福祉会

社協・社
福

就職を希望する障がい者
の相談から就職後の定着
支援まで一貫した支援を
実施することにより、障が
い者の雇用率向上を図
る。 継続（毎

年度実
施）

運営全般 委託元と
して全般
の取りま
とめ

行政 行政 15,429,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

関係機関と
連携し、障
がい者の就
職者数の目
標値を達成
した。

福祉部
障がい福
祉課

補助

西蒲地区労働
者連絡協議会
補助金

西蒲地区労働
者連絡協議会

NPO

西蒲地区内に働く労働者
の団結を強化し，西蒲地
区の民主化を図り，労働
者の基本的権利の伸長
と，社会的地位の向上に
邁進することを目的に活
動をする当協議会に対し
助成する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金支
出

多様な
主体

双方 150,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

西蒲地区内
の労働者の
福利厚生等
に寄与でき
た。

経済部
雇用政策
課

補助

西蒲原職業訓
練協会補助金

西蒲原職業訓
練協会

社団・財
団等法
人

職業能力開発促進法に基
づく認定職業訓練その他
職業訓練に関し必要な業
務を行い，職業人として有
為な労働者の養成と経済
的地位の向上を図ること
を目的とする当協会に対
し助成する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 補助金支
出

多様な
主体

双方 150,000
日常
的連
携

3 3 3 3 3 3 3 3 経済部
雇用政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

新潟市雇用促
進協議会負担
金

新潟市雇用促
進協議会

NPO

産業界が必要とする労働
力の確保とその定着を図
ることを目的とし，以下の
事業を行っている。
①新規学卒者の地元就
職促進
②一般求職者の地元就
職促進
③研究会の開催

継続（毎
年度実
施）

協議会の
運営

協議会の
運営

双方 双方 1,633,694
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

産業界が必
要とする労
働力の確保
とその定着
につながっ
た。

経済部
雇用政策
課

事業委託

新潟地域若者
サポートステー
ション事業

企業組合労協
センター事業団

生協，商
工団体
等

新潟地域サポートステー
ションを設置し，若年無業
者（ニート）の職業的自立
支援を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

双方 行政 15,852,469
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

若年無業者
の職業的自
立支援に寄
与した。

経済部
雇用政策
課

事業委託

学生就活相談
デスク

株式会社広報
しえん

企業

就活学生やその保護者を
対象に，地元就職に関す
るあらゆる相談に対応す
る電話等相談窓口を設置

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

双方 行政 1,427,490
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

就職に対す
る情報提供
を寄与した。

経済部
雇用政策
課

事業委託

新潟発！１day
トライアルワー
ク

新潟大学
新潟国際情報
大学
新潟経営大学
敬和学園大学

他
複数種
別

主に大学１・２年生を対象
に産学官連携により，参
加型ワークショップを開催
し，地元企業就労への意
識醸成を促進する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 事業実施

双方 行政 470,797
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

産学官連携
で実施する
ことで、学生
に対し、地元
で働くよさを
認識する機
会を寄与し
た。

【協働の相
手方】企業,
大学等

経済部
雇用政策
課

事業委託

保護者のため
の就活応援講
座

新潟テルサ（新
潟市開発公社・
愛宕共同事業
体）
株式会社広報
しえん 複数種

別

大学生の子どもを持つ保
護者に対し，地元企業の
情報をはじめ，就職活動
の実態や方法，子どもへ
の支援などを知ってもら
い，大学生のＵターンや
地元就職を応援する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

双方 行政 375,086
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

保護者に対
し、地元企
業の就職情
報や就職活
動の実態等
の情報を寄
与した。

【協働の相
手方】企業,
社団・財団
等法人

経済部
雇用政策
課

事業委託

大学生等市内
企業見学ツ
アー事業

株式会社広報
しえん

企業

キャリア教育の一環とし
て，大学生等を対象に中
小企業見学のバスツアー
を実施する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

双方 行政 485,044
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

学生に対し、
就職先の選
択肢として
の視野を広
げることに寄
与した。

経済部
雇用政策
課

実行委員会

にいがた・技の
にぎわいフェス
タ

にいがた・技の
にぎわいフェス
タ実行委員会

NPO

県内の職能団体が集い，
手仕事の実演や体験教
室により，一般参加者に
技能の楽しさを体感しても
らう催しを実施し，技能尊
重の機運醸成を図る。 継続（毎

年度実
施）

事業実施 事業実施

多様な
主体

双方 500,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

来場者数
10,000人（過
去最高）
ものをつくる
楽しさや難し
さ，達成感を
感じてもらう
ことができ
た。

経済部
雇用政策
課

補助

高等職業訓練
校運営費補助
金

職業訓練法人
新潟市職業訓
練協会

社団・財
団等法
人

新潟市職業訓練協会が
認定職業訓練を行うため
の円滑な運営を支援する
とともに訓練生の確保等，
訓練校のＰＲに努め，職
業訓練の振興を図るた
め，新潟市高等職業訓練
校の運営を補助する。

継続（毎
年度実
施）

認定職業
訓練の実
施等を含
む運営

補助金支
出

多様な
主体

行政 5,102,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

職業訓練校
の円滑な運
営，職業訓
練の進行を
図ることがで
きた。

経済部
雇用政策
課

事業委託

地域人材育成
事業

株式会社パソ
ナ，ランスタッド
株式会社，マン
パワーグルー
プ株式会社

企業

就職のために必要な教育
訓練や企業での職場体験
研修を一体的に実施し，
地域ニーズに応じた人材
を育成するとともに，一般
失業者および未就職卒業
者と正規雇用に意欲のあ
る中小企業とのマッチン
グを図り，体験先企業に
おいて正規雇用に結び付
けることを目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

行政 行政 247,168,163
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

雇用者数
109名，うち
正規雇用67
名，非正規
雇用22名に
結びつけ
た。

国の緊急雇
用創出事業
を活用して
実施

経済部
雇用政策
課

事業委託

介護人材育成
事業

株式会社パソ
ナ，株式会社
キャリアシステ
ム

企業

介護職員の人材確保が
困難なため，無資格の求
職者を対象に，教育訓練
を受講し，介護職員初任
者研修資格取得を支援す
る。その後，職場体験先
企業にて正規雇用に結び
つける。

新規（次
年度継
続）

事業実施 委託

行政 行政 26,626,919
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

雇用者数21
名に結びつ
けた。（平成
27年6月まで
事業継続）

国の緊急雇
用創出事業
を活用して
実施

経済部
雇用政策
課

事業委託

女性再就職支
援事業

ランスタッド株
式会社

企業

出産や子育てなどにより
離職し，再就職を希望す
る女性を対象として，スキ
ル向上等に係る講義・実
習を内容としたセミナー
を，専門的なノウハウを有
する民間事業者へ委託し
て実施し，円滑な求職活
動の促進と早期再就職に
結びつける。また、企業に
向けても多様な働き方に
対応し、女性を含むすべ
ての労働者が働きやすい
職場になるよう働きかけ
る。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

行政 行政 8,760,032
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

26名中10名
の就職に結
びつけた。

国の緊急雇
用創出事業
を活用して
実施

経済部
雇用政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

農業生産者の
ための農業情
報ポータルサイ
トの運営業務

ウォーターセル
株式会社

企業

農業者就業人口の減少
や高齢化の影響により，
担い手農家が不足してい
る。新規就農者や若手農
業者が農作業に必要な情
報を取得・検索できるサイ
トを開設する。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

行政 行政 6,262,678
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

失業者に対
する緊急雇
用対策事業
として実施
し、提案を受
けた事業で
新規雇用が
生まれた。

国の緊急雇
用創出事業
を活用して
実施

経済部
雇用政策
課

事業委託

若者の自立と
高齢者地域活
性化の支援業
務

ＮＰＯ法人にい
がた若者自立
支援ネットワー
ク・伴走舎

NPO法
人

ニート・ひきこもりなど困
難を有する若者に対し就
労体験場所を提供し，職
業的自立を支援するとと
もに，併せて高齢者の生
活支援と地域活性化を図
る。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

行政 行政 4,433,800
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

失業者に対
する緊急雇
用対策事業
として実施
し、提案を受
けた事業で
新規雇用が
生まれた。

国の緊急雇
用創出事業
を活用して
実施

経済部
雇用政策
課

事業委託

地場産野菜の
加工による６次
産業化支援事
業

株式会社　健
幸食品

NPO法
人

耕作放棄地の開墾により
学校給食用野菜の栽培
及び農産加工を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業実施 委託

行政 行政 1,976,939
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

失業者に対
する緊急雇
用対策事業
として実施
し、提案を受
けた事業で
新規雇用が
生まれた。

国の緊急雇
用創出事業
を活用して
実施

経済部
雇用政策
課

後援

新潟日報　看
護師就職応援
キャンペーン
2014

新潟日報社

企業

新潟県内医療機関の看
護師不足解消に向け，看
護師を目指す看護学生や
その保護者等を対象に県
内病院の就職における情
報交換の場を提供する。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 経済部
雇用政策
課

後援

平成26年度
外国につなが
る子どもたち
と保護者のた
めの進路ガイ
ダンス

公益財団法人
新潟県国際交
流協会

社団・財
団等法
人

外国にルーツをもつ児童
生徒と保護者を対象に，
通訳や多言語資料を用
い，日本の学校制度や高
校進学等に関する説明を
行い，日本での高校進学
の重要性を訴え，将来の
進路設計に必要な情報提
供を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

後援

平成２７年度
新潟日報進学
相談会

新潟日報社

企業

県内の高校生，既卒生，
保護者，関係者を対象に
して，大学や短大，専門
学校の入試担当者が進
路相談に乗り，進路決定
の一助とする。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

学校支援
課

事業協力

ぷれジョブ ぷれジョブみな
SUN

NPO

障がいなどで支援が必要
な子どもが、ボランティア
とともに就労体験を行い、
地域とのつながりを深め
る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

就労体験
の受入

多様な
主体

なし
その
他

5 5 5 5 4 5 0 5

就労体験を
通じて図書
館業務への
理解を深め
てもらった。

相手方から
協力要請が
あった

教育委員
会

白根図書
館

事業協力

ジョブトレ 新潟地域若者
サポートステー
ション

NPO法
人

就労を希望する悩みを抱
えた若者が自立できるよ
う、就労体験の場を提供
するなどの支援を行う。

新規（次
年度継
続）

事業の実
施

就労体験
の受入

多様な
主体

なし
その
他

5 5 5 5 5 5 0 5

就労体験を
通じて図書
館業務への
理解を深め
てもらった。

相手方から
協力要請が
あった

教育委員
会

白根図書
館

１６　消費者の保護を図る活動（９件）

共催

消費者月間記
念事業

新潟市消費者
協会

NPO

消費生活に関する啓発・
教育等のため，全国一斉
に行われる５月の消費者
月間に合わせて，ふれあ
いショップｉｎローサ（委託
販売）を行う。 継続（毎

年度実
施）

広報チラ
シの名入
れ，事業
の実施

広報チラ
シで参加
者募集・
施設の使
用許可な
ど

双方 双方 8,931
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 4 5 5

会場を消費
生活セン
ターで行うた
め、センター
の周知につ
ながった。 市民生活

部

市民生活
課（消費生
活セン
ター）

事業委託

商品テスト 新潟市消費者
協会

NPO

消費生活に関わる商品を
選び，実際に類似した商
品を数種類程度購入し
て，利用して，モニター調
査，アンケート調査を実施
して，最終的に市民，事業
者にも結果を公表してい
る。

継続（毎
年度実
施）

モニター
募集，商
品の購
入・利用，
アンケート
実施，報
告会の実
施

委託事
務，スタッ
フ会議の
場所の提
供

双方 行政 300,000
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 5 5

災害時の食
糧備蓄な
ど、防災を意
識した生活
が日常的に
営まれる参
考となった。
市民の要望
があり、来年
度の出前講
座に加える。

市民生活
部

市民生活
課（消費生
活セン
ター）

後援

めざせ！おこ
ずかいマスター
♪

日本ファイナン
シャルプラン
ナーズ協会新
潟支部

NPO法
人

ファイナンシャルプラン
ナーは，ライフプランに基
づく最適な資産の形成と
管理・そして効率的な運
用プランをアドバイスし，
ファイナンシャル・プランニ
ングの啓発と普及を図る。
小学生を対象にゲーム等
通じて金銭教育を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
市民生活
部

市民生活
課（消費生
活セン
ター）

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟市消費者
協会新潟支部
40周記念講演
会

新潟市消費者
協会

NPO

新潟市消費者協会は，消
費者の権利の確立及び
自立をめざし，かつ会員
相互の親睦，協調のもと
に，消費生活安定向上の
ために必要な組織活動を
行う。市委託事業の商品
テスト（災害食のテストと
アンケート）の報告会を実
施する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

広報チラ
シ配布

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
市民生活
部

市民生活
課（消費生
活セン
ター）

事業協力

くらしのテスト
教室

新潟市消費者
協会

NPO

一般市民を対象に，暮ら
しに役立つ知識を学ぶた
め，出前形式で簡易テス
トを用いた講座を開催す
る。

継続（毎
年度実
施）

講師，講
座の準
備・開催

申込み受
付，講座
開催補助

行政 行政 172,661
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 4

役割分担を
明確にして、
連絡窓口を
一本化にす
ることで、事
業を順調に
実施すること
ができた。

市民生活
部

市民生活
課（消費生
活セン
ター）

事業協力

子ども消費者
学習

新潟市消費者
協会

NPO

早期消費者学習の一環と
して，小学校へ出向き，
５，６年生を対象に，食品
に関する簡易テストを用
いた講座を開催する。

継続（毎
年度実
施）

講師，講
座の準
備・開催

参加小学
校募集，
講座開催
補助

行政 行政 758,642
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

役割分担を
明確にして、
連絡窓口を
一本化にす
ることで、事
業を順調に
実施すること
ができた。受
講した子供
たちの感想
文によれ
ば、糖分の
多く入ってい
る食品がわ
かり、買い物
をする時は、
食品表示を
見るようにし
たいと多く
あった。

市民生活
部

市民生活
課（消費生
活セン
ター）

事業協力

住宅建築相談 （一社）新潟市
建設業協会、
新潟地域住宅
相談協議会

複数種
別

住宅の増改築・リフォー
ム・耐震等に関する相談・
助言業務

継続（毎
年度実
施）

相談・助
言等

相談・助
言等

行政 なし 0
サー
ビス
提供

4 4 4 3 3 4 4 4

住宅の増改
築等の相談
に対し、民間
のノウハウ
を活かし、的
確なアドバイ
スが実施で
きた。

「種別」：ＮＰ
Ｏ,その他

建築部
建築行政
課

共催

くらしの情報講
座

日本司法支援
センター新潟地
方事務所(法テ
ラス）

その他

弁護士を講師に迎え，相
続や遺言についての講座
を開催。

継続（毎
年度実
施）

企画の支
援・講師

講座運営
会場提供
広報

行政 行政 14,600
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 4

図書館の
サービスや
資料，連携
先の施設を
知ってもらう
機会が提供
できた。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

意見交換・情報交換

行政書士無料
相談会

新潟県行政書
士会

その他

相続や遺言，エンディング
ノートについて行政書士
に個別相談ができる。ま
た，図書館は会場に関連
資料を設置する。

新規（次
年度継
続）

相談業務
全般

会場提供
広報
運営全般

双方 なし 0
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 4 5

図書館の資
料も活用し
てもらう機会
となってい
る。

教育委員
会

中央図書
館
サービス
課

１７　観光の振興を図る活動（２９件）

補助

りゅーとぴあ春
フェスタ

公益財団法人
新潟市芸術文
化振興財団

社団・財
団等法
人

DC期間中の来訪者に本
市の文化的な魅力や楽し
さ，にぎわいなどを実感し
てもらい，観光誘客の拡
大と定着を図り，地域経
済の活性化につなげる。 継続（毎

年度実
施）

事業実施 補助

多様な
主体

行政 8,352,133
日常
的連
携

4 3 3 3 2 3 2 3 文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

ふるまち春フェ
スタ

ふるまち春フェ
スタ実行委員
会

NPO

DC期間中の来訪者に本
市の文化的な魅力や楽し
さ，にぎわいなどを実感し
てもらい，観光誘客の拡
大と定着を図り，地域経
済の活性化につなげる。 継続（毎

年度実
施）

事務局，
事業実
施，負担
金支出

負担金支
出

多様な
主体

双方 2,000,000
日常
的連
携

4 3 3 3 2 3 3 3

種別：社団・
財団等法人,
生協・商工
団体等,その
他
他費用負
担：４３０千
円

文化スポーツ部
文化政策
課

事業委託

みなと新潟春
フェスタ～光の
響演～

株式会社　新
宣

企業

DC期間中の来訪者に本
市の文化的な魅力や楽し
さ，にぎわいなどを実感し
てもらい，観光誘客の拡
大と定着を図り，地域経
済の活性化につなげる。 継続（毎

年度実
施）

事業実施 進行管理

多様な
主体

行政 39,999,420
サー
ビス
提供

4 3 3 3 3 3 3 5

当初の来場
者見込みを
大きく上回る
来場者が
あった。

文化スポーツ部
文化政策
課

実行委員会

万代シテイプロ
ジェクションマッ
ピング

万代シテイプロ
ジェクションマッ
ピング実行委
員会

NPO

DC期間中の来訪者に本
市の文化的な魅力や楽し
さ，にぎわいなどを実感し
てもらい，観光誘客の拡
大と定着を図り，地域経
済の活性化につなげる。 継続（毎

年度実
施）

事務局，
事業実
施，負担
金支出

負担金支
出

多様な
主体

双方 3,000,000
日常
的連
携

4 3 3 3 3 3 2 3

種別：生協・
商工団体等
他費用負
担：3,000千
円

文化スポーツ部
文化政策
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業委託

観光ボランティ
アガイド養成事
業

ＮＰＯ法人まち
づくり学校

NPO法
人

まち歩き観光ガイドの人
材を育成する。

継続（毎
年度実
施）

講座の企
画・運営
業務

講座の企
画・委託
等

行政 行政 831,600
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

本市のまち
の魅力を来
訪者に伝え
る観光ボラ
ンティアガイ
ドの養成や
質の向上に
貢献。当年
度受講修了
者は25名。

観光・国際
交流部

観光政策
課

共催

大河の感謝祭
iｎ信濃川

信濃川漁業協
同組合

生協，商
工団体
等

新潟市を流れる大河「信
濃川」でとれる川の幸を味
わい川の恵みを啓発する
ことを目的にイベントを開
催した。内容は以下の通
り　　　　　　　　　　　　　　○
サケのつかみどり体験
○サケごはんの販売
○サケの加工品販売
○モクズガニの販売
○サケの採卵実演

継続（毎
年度実
施）

イベントの
実施

広報，予
算補助，
イベントの
実施

双方 双方 195,968
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

多数の来場
があり，信濃
川のもたら
す恵みや環
境保全につ
いて啓発で
きた。

農林水産
部

水産林務
課

後援

飛鳥Ⅱ日本海
クルーズ　みな
とロマン函館３
日間

株式会社
新潟日報社

企業

新潟港を発着港とし，県
内及び隣県からの集客を
図るなかで，新潟のすば
らしさを「飛鳥Ⅱ」という豪
華客船を利用することで
見つめてもらう。 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
都市政策
部

港湾課

実行委員会

信濃川フェス
ティバル

信濃川フェス
ティバル実行
委員会（民間、
行政）
信濃川に鯉の
ぼりをあげる会
（民間） NPO

信濃川感謝祭やすらぎ堤
川まつりの期間中、信濃
川体験乗船を実施し信濃
川からやすらぎ堤を見て
もらうことにより、より一層
信濃川とやすらぎ堤への
愛着を深めてもらうととも
に、舟運の活性化を図る
ことを目的とする。

継続（毎
年度実
施）

事業実施
（鯉のぼり
掲揚、フリ
マ等）

事業実施
（体験乗
船）

双方 双方 1,699,700
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

3日間
（5/3,4,5）の
乗船者数
1,683人

土木部
土木総務
課

公の施設管理

菱風荘運営 愛宕商事株式
会社

企業

水の公園福島潟内にある
宿泊施設菱風荘について
指定管理によって民間が
管理運営する。

継続（毎
年度実
施）

営業、施
設の管理
運営など
運営全般

指導・助
言

多様な
主体

双方 4,457,231
サー
ビス
提供

5 5 4 5 4 4 4 5

目的に合っ
たサービス
を提供する
ことで、施設
利用の目標
を大きく上回
ることが出
来た。また多
くの自主事
業を行い、
季節毎の福
島潟の魅力
を多くの人に
体感してもら
うことができ
た。

総経費
　20,268,687
円
うち指定管
理料
　4,457,231
円

北区役所 地域課

事業協力

海水浴場の開
設

島見浜を考え
る会

NPO

島見浜海水浴場の開設
準備及び開設期間中の
遊泳客に対する安全を確
保する。

継続（毎
年度実
施）

事業の補
助

事業の実
施

行政 双方 3,940,378
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

行政では行
いづらい注
意喚起を
行ったり，監
視塔の設置
や海水浴場
へつながる
道路の草刈
など行って
いただいて
いる。

北区役所
産業振興
課

実行委員会

葛塚まつりの
開催

葛塚まつり実
行委員会

NPO

毎年９月６日から８日に開
催される地域のまつりで，
マーチングによる演奏披
露や町内ごとの灯籠の押
し合いが行われる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金の
交付

多様な
主体

行政 1,023,000
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

伝統ある地
域のまつりと
して，葛塚地
区の町内が
連携して実
施している。

北区役所
産業振興
課

補助

小須戸喧嘩燈
籠まつり

小須戸まつり
協賛会

NPO

３７０年の伝統ある「小須
戸喧嘩燈籠まつり」を維持
発展させ地域の活性化と
観光誘客を図る。
●小須戸喧嘩燈籠まつり
（８月24，25日） 継続（毎

年度実
施）

まつり運
営全般

補助金の
交付

多様な
主体

双方 1,710,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域の伝統
あるまつり
を，地域住
民主体で開
催することが
できた。 秋葉区役

所
産業振興
課

補助

新津観光協会
補助

新津観光協会

NPO

地域の伝統文化に根ざし
た祭り・イベントや観光ＰＲ
を実施し，秋葉区の観光
振興を通じ，管内の活性
化を促すための新津観光
協会への補助金 継続（毎

年度実
施）

事業の実
施

補助金の
支出

双方 行政 14,238,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

地域を熟知
する観光協
会と共に，地
域資源を活
かした効果
的な観光プ
ロモーション
を行った。

秋葉区役
所

産業振興
課

公の施設管理

観光物産館古
代館管理

NKS・にいがた
森林の仲間の
会共同事業体

複数種
別

秋葉区の地場産業の振
興及び観光宣伝の拠点
施設である観光物産館・
古代 館の管理運営経
費。

継続（毎
年度実
施）

物産館お
よび古代
館の運営
全般

委託料支
出，
施設の大
規模修
繕，管理，
運営の最
終的責任
者

双方 双方 5,798,520
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 4 4

施設の運営
が，円滑に
かつ利用者
目線で行わ
れた。

秋葉区役
所

産業振興
課

実行委員会

新津まつり 新津まつり実
行委員会

NPO

｢新津春まつり」「新津夏ま
つり」の開催
●春まつり臨時露店（４月
２３，２４日）
●新津松坂流し（８月１６
日）
●夏まつり臨時露店(８月
１９，２０日）

継続（毎
年度実
施）

まつり運
営全般

負担金の
支出，実
行委員会
に参加
し，事業
の運営

双方 双方 3,915,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

地域の伝統
あるまつり
を，地域の
団体と協働
で開催する
ことができ
た。

秋葉区役
所

産業振興
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

黒埼まつり開
催事業

黒埼まつり実
行委員会

NPO

魅力ある地域づくりと地域
の活性化，産業の振興を
図る目的で開催する。
・8月17日（土）大民謡流し
・8月18日（日）
少年相撲大会，お祭り広
場
花火大会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施・運営

補助金交
付

多様な
主体

双方 3,700,000
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

将来の担い
手づくりやに
ぎわいづくり
につながっ
た

西区役所
農政商工
課

事業協力

歩いて見つけ
る！「北国街
道」おもてなし
事業

佐潟観光プロ
ジェクトチーム

新潟国際情報
大学

複数種
別

赤塚地区佐潟を中心とし
た北国街道沿いの観光資
源を活用し，観光客誘客
のため佐潟観光プロジェ
クトチーム及び大学と協
働し，受け入れ態勢の整
備及び検討を実施。

継続（毎
年度実
施）

事業の提
案・アドバ
イス

事業の実
施・運営

行政 行政 1,385,139
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

来訪者の受
け入れ態勢
を整えること
ができた。

西区役所
農政商工
課

後援

奇祭・山の神祭
りと早春の北国
街道を歩く

巻観光協会

NPO

西蒲区角田山麓の北国
街道の魅力を市内外に
PRして地域交流の拡大を
図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0
西蒲区役
所

産業観光
課

後援

遠藤実杯 巻 巻観光協会

NPO

新潟市になじみのある遠
藤実の作曲した曲をとお
し、巻地区の活性化につ
なげ、交流人口の拡大を
図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0
西蒲区役
所

産業観光
課

後援

第11弾　新そ
ばまつり

巻観光協会

NPO

地産地消の拡大と市内外
からの交流人口の増大に
努める。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0
西蒲区役
所

産業観光
課

事業委託

わらアートまつ
り事業

武蔵野美術大
学

大学等

武蔵野美術大学の学生
へ稲わらを使ったアート作
品を制作・展示し、交流人
口の拡大と地域振興を図
る。

継続（毎
年度実
施）

作品制
作、イベン
トPR等

委託料の
支出

双方 行政 2,222,000
日常
的連
携

4 4 4 4 4 4 4 4

官学連携に
伴うイベント
PR及び地域
振興、交流
人口の拡大
が図られた。 西蒲区役

所
産業観光
課

共催

第9回　ヒヤ
ガーデン

巻観光協会

NPO

西蒲区の魅力あふれる農
産物を知ってもらうため、
地場産の食材を使った料
理を提供し、地産地消の
拡大に資する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

広報、職
員派遣

双方 双方 0
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

交流人口の
拡大が図ら
れた

西蒲区役
所

産業観光
課

共催

多宝山・天神山
登山道コース
開き

岩室温泉観光
協会

NPO

地域の文化や自然を守
り、併せて地域の産業経
済の進展に寄与すること
を目的とし開催。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

広報、職
員派遣

双方 双方 240,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

交流人口の
拡大が図ら
れた

西蒲区役
所

産業観光
課

後援

隠れた魅力「能
面アトリエ無匠
庵」と幻想的な
蛍の世界

岩室温泉観光
協会

NPO

能面アトリエ「無匠庵」で
の風情あふれた建物の見
学、蛍鑑賞ツアー。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
サー
ビス
提供

0 0 0 0 0 0 0 0
西蒲区役
所

産業観光
課

補助

岩室温泉観光
協会補助金

岩室温泉観光
協会

NPO

岩室温泉地区の観光情
報や地域情報の発信し、
観光客・交流人口増大さ
せて地域を活性化を目的
とし運営を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金の
支出

双方 双方 4,185,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

交流人口の
拡大が図ら
れた

【補助対象
経費】
9,388,910円

西蒲区役
所

産業観光
課

補助

巻観光協会補
助金

巻観光協会

NPO

巻地区の観光情報や地
域情報の発信し、観光客・
交流人口増大させて地域
を活性化を目的とし運営
を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金の
支出

双方 双方 2,550,000
サー
ビス
提供

4 4 4 4 4 4 0 4

交流人口の
拡大が図ら
れた

【補助対象
経費】
5,315,079円

西蒲区役
所

産業観光
課

後援

新潟市観光・文
化検定（ニイガ
タ検定）

新潟市観光・文
化検定実行委
員会

NPO

新潟の観光振興を図るた
め，新潟ファンの拡大につ
なげる。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

「がたふぇすｖｏ
ｌ．５」
（第５回にいが
たアニメ・フェス
ティバル）

にいがたアニ
メ・マンガフェス
ティバル実行
委員会

NPO

身近にマンガ・アニメに触
れる機会を創出し，マン
ガ・アニメの魅力と情報を
新潟から発信する。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
教育委員
会

生涯学習
センター

事業協力

メディアシップ
展示

新潟日報社

企業

本社メディアシップ内情報
館コンパスで郷土関連資
料等の展示

新規（次
年度継
続）

会場提
供・運営

企画・資
料展示

双方 なし 0
日常
的連
携

5 4 5 5 5 4 5 4

協働してい
ることで，双
方のイベント
情報を提供
しやすくなっ
た。また，郷
土の資料を
紹介する機
会が増え，
活用できて
いる。

教育委員
会

中央図書
館
企画管理
課

１８　農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動（５件）

共催

浜で遊ぼう 
南浜

新潟漁業協同
組合南浜支所

生協，商
工団体
等

漁村地域の活性化と交流
人口の拡大を図ることを
目的に北区南浜船だまり
でイベントを開催した。内
容は以下の通り
○鮮魚販売・浜焼き
○地曳網体験
○親子釣り体験
○魚と遊ぼうタッチプール
○漁船乗船体験
○放流体験　　他

継続（毎
年度実
施）

イベントの
実施

広報，許
認可申請
手続き，
予算負
担，イベン
トの実施

双方 双方 365,625
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

多数の来場
があり，漁村
地域と都市
との交流人
口が増加し
た。　　漁村
地域が活性
化した。

農林水産
部

水産林務
課

共催

浜で遊ぼう 
角田

新潟漁業協同
組合西蒲支所

生協，商
工団体
等

漁村地域の活性化と交流
人口の拡大を図ることを
目的に西蒲区巻漁港でイ
ベントを開催した。内容は
以下の通り
○鮮魚販売・浜焼き
○地曳網体験
○海の生き物タッチプー
ル
○親子漁船乗船体験
他

継続（毎
年度実
施）

イベントの
実施

広報，許
認可申請
手続き，
予算負
担，イベン
トの実施

双方 双方 731,948
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

多数の来場
があり，漁村
地域と都市
との交流人
口が増加し
た。　　漁村
地域が活性
化した。

農林水産
部

水産林務
課

事業委託

「きれい・ほし
い・美味しい」
畑の実りでドレ
スアップ事業

武蔵野美術大
学

大学等

武蔵野美術大学の学生
及び教授で構成するプロ
ジェクトチームと地元農家
及び市が連携し，新たな
商品とパッケージの開発
に向け研究・検討を行う。 新規（次

年度継
続）

加工品・
パッケー
ジ
の研究開
発

事業の実
施，委託
料の支出

双方 双方 3,998,315
日常
的連
携

5 4 4 4 4 4 4 4 西蒲区役所産業観光
課

公の施設管理

潟東農村環境
改善センター

潟東地域コミュ
ニティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

農村環境改善センターの
利用拡大を図り、地域活
動の拠点施設として管理
運営を行っている。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

委託料の
支出

多様な
主体

行政 6,071,130
参加
意識

4 4 4 4 4 4 4 4 西蒲区役所産業観光
課

公の施設管理

ほたるの里交
流館

株式会社　福
井開発

企業

ほたるの里交流館の利用
拡大と林業振興のＰＲを
図り、地域活動の拠点施
設として管理運営を行っ
ている。

継続（毎
年度実
施）

施設の管
理運営

委託料の
支出

多様な
主体

行政 3,220,000
経費
削減

4 4 4 4 4 4 4 4 西蒲区役所産業観光
課

１９　公益活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡，助言又は援助の活動（３９件）

意見交換・情報交換

新潟大学との
連携協議会

新潟大学

大学等

前年度の連携事業実績
及び当該年度の予定事
業についての報告と，懇
談を行った。
【開催日】
平成26年10月21日
【参加者】
新潟大学及び新潟市の
連携行議会委員，事務担
当者

継続（毎
年度実
施）

協議会へ
の参加

協議会の
運営

多様な
主体

行政 2,486
その
他

5 5 5 5 4 5 5 4

課題の共
有，意見交
換を実施す
ることで，今
後の連携に
向けて，新
たな方向性
を探ることが
できた。

「経緯」８（そ
の他）の内
容
平成17年6
月に市と大
学が「包括
連携協定」を
締結。この
中で，連携
推進のため
に本協議会
を開催する
ことが定めら
れている。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

意見交換・情報交換

新潟県立大学
との連携協議
会

新潟県立大学

大学等

前年度の連携事業実績
及び当該年度の予定事
業についての報告と，懇
談を行った。
【開催日】
平成26年10月29日
【参加者】
新潟県立大学及び新潟
市の連携行議会委員，事
務担当者

継続（毎
年度実
施）

協議会の
運営

協議会へ
の参加

多様な
主体

行政 0
その
他

5 5 5 5 4 5 5 4

課題の共
有，意見交
換を実施す
ることで，今
後の連携に
向けて，新
たな方向性
を探ることが
できた。

「経緯」その
他の内容：
平成21年7
月に市と大
学が「包括
連携協定」を
締結。この
中で，連携
推進のため
に本協議会
を開催する
ことが定めら
れている。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。

- 167 -



団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

事業協力

学生による政
策提言プログラ
ム事業

大学連携新潟
協議会

大学等

市内等の13大学・短期大
学等で組織されている大
学連携新潟協議会と共催
で実施。将来の新潟を担
う人材を育成し，市の施
策に活かしていくことを目
的に，学生自らテーマ設
定し，新潟市に提言する
政策案を作成する。
【開催期間】
H26.8.9～10.18
全４回の連続講義と１～２
日の現場ヒアリング

新規（次
年度継
続）

企画立案
及び事業
の実施

企画立案
及び事業
の実施

双方 双方 108,052
日常
的連
携

5 5 4 4 5 4 5 4

これからの
新潟市を担
う「学生」に，
市政に関心
を持ってもら
うことで，地
域社会への
愛着と関心
を深めてもら
う契機となっ
た。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

事業協力

学生による政
策提言フォーラ
ム

大学連携新潟
協議会

大学等

市内等の13大学・短期大
学等で組織されている大
学連携新潟協議会と共催
で実施。将来の新潟を担
う人材を育成し，市の施
策に活かしていくことを目
的に，学生自らテーマ設
定し，作成した提言を発
表する。
【開催日】
H26.11.29
国際情報大学新潟中央
キャンパス

新規（次
年度継
続）

企画立案
及び事業
の実施

企画立案
及び事業
の実施

双方 双方 26,055
日常
的連
携

5 5 4 5 5 4 5 4

これからの
新潟市を担
う「学生」に，
市政に関心
を持ってもら
うことで，地
域社会への
愛着と関心
を深めてもら
う契機となっ
た。

地域・魅力
創造部

政策調整
課

事業協力

にいがた市暮
らしのガイド
官民協働発行
事業

株式会社サイ
ネックス

企業

市民に生活の手引きとし
て活用してもらう「にいが
た市暮らしのガイド」の製
作。市は行政情報の提
供・監修を行い、事業者
が企画編集、印刷、配
布、広告募集等を行う。市
内全世帯へ配布。

継続（毎
年度実
施）

企画編
集、印刷、
配布、広
告募集
等、製作
に係る一
切の作業

行政情報
の提供お
よび監修

双方
多様な
主体

0
経費
削減

5 5 5 5 5 5 5 5

行政情報に加
え、事業者企
画による地域
情報や生活
情報等を掲載
することでより
生活に役立つ
誌面にしたほ
か、広告掲載
により財政負
担無しで発行
できた。

事業者負
担：7,763万
円

地域・魅力
創造部

広報課

事業委託

新潟市プロ
モーション推進
業務

株式会社
Casokdo

企業

市の主要施策や各種イベ
ント、施設等の情報を市
外に向けて戦略的に発信
し、市のイメージおよび知
名度を向上させる。

新規（次
年度継
続）

PR活動企
画、プレス
リリース
作成及び
配信、メ
ディア対
応

PR活動に
必要な情
報の提
供、メディ
ア対応

行政 行政 1,891,080
サー
ビス
提供

5 4 5 5 5 5 4 4

事業者独自
のネットワー
クを活かし、
テーマにより
効果的に発
信できる媒
体に情報を
掲載すること
ができた。

地域・魅力
創造部

広報課

意見交換・情報交換

“話し合い文
化”推進にいが
たにおける取
組み

新潟市市民活
動支援センター
運営協議会，
新潟市社会福
祉協議会，新
潟医療福祉大
学，新潟青年
会議所

複数種
別

協働を推進する上で必要
な質の高い関係づくりは，
本当の意味での“話し合
い”が行われることが重要
である，との認識のもと，
話し合いの場づくりに取
組んでいる。

新規（次
年度継
続）

事業企画 事業企画

双方 なし 0
日常
的連
携

5 2 2 2 2 2 2 2

○「協働形
態」：（他）事
業協力
○「種別」：
NPO,大学等,
社協・社福,
社団・財団
等法人

市民生活
部

市民協働
課

事業委託

市民活動支援
センターの管理
運営

市民活動支援
センター運営協
議会

NPO

市民公益活動を支援する
ことを目的に，以下の事
業を行っている。
○　情報収集・発信
　　～　市民活動新聞の
発行（年４回），ホーム
ページの運営
○　団体の交流支援
　　～　市民活動フェスタ
の開催等，市民と市民活
動団体との交流の場の提
供

継続（毎
年度実
施）

センター
の運営全
般（貸館
業務や主
催事業な
ど）

施設の維
持管理，
有料施設
使用許可
及び使用
料徴収

双方 行政 28,965,634
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 4 4 4

市民公益活
動を行って
いる運営協
議会との協
働により，利
用者の意見
を把握し易
く，より効果
的な市民公
益活動の支
援につな
がった。

○「経緯」：
ニーズ反映,
その他：セン
ターの開設
を検討して
いた合議体
の代表数名
が運営に携
わることと
なった

市民生活
部

市民協働
課

後援

平成26年度
「全国社会就労
センター総合研
究大会」

社会福祉法人
全国社会福祉
協議会

社協・社
福

「優先調達推進法」「障害
者総合支援法」に代表さ
れる障害者就労に係る制
度改革議論の方向性につ
いて議論・共有化を図る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

伴走型支援者
養成講座２０１
４

ＮＰＯ法人　に
いがた若者自
立支援ネット
ワーク伴走舎

NPO法
人

ひきこもり、ニート、発達
障害などの若者への支援
を座学で学ぶ。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

新潟いなほの
会主催講演会
「大人の発達障
害の就労を考
える」

新潟いなほの
会
-発達障害児者
親の会-

NPO

発達障がいのある人が自
分にあった働き方や生き
方をするためには周囲の
支援体制づくりが必要で
ある。講演会を開催し、今
現在の様々な支援や今後
の支援体制づくりについ
ての理解を深める。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

ＮＩＩＧＡＴＡキャ
ンドルガーデン
２０１４

特定非営利活
動法人にいが
たエキナン会

NPO法
人

障害者就労支援プロジェ
クト、就労の場（キャンド
ルづくり）の創出、共生す
るにいがたを発信（キャン
ドル点灯）

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

第１回ムーブメ
ント教育・療法
ワークショップ
にいがた

ムーブメント教
育・療法ワーク
ショップ にい
がた

NPO

新潟で障がい児・者の療
育、教育、保育に関わる
方を対象に「ムーブメント
教育・療法」の内容を紹介
し、支援の質の向上を期
するとともに、ムーブメント
を共通言語として、各分
野関係者とのネットワーク
を構築していくことを目的
とする。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

第34回新潟県
視覚障害者福
祉大会・第64
回新潟県視覚
障害者文化祭

社会福祉法人
新潟県視覚障
害者福祉協会

社協・社
福

県内の視覚障害者をはじ
め広く県民の参加を得
て、互いの交流と一層の
理解を深め、視覚障害者
の自立と社会参加の促進
を図る。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

真柄福祉財団
セミナー

公益財団法人
真柄福祉財団

社団・財
団等法
人

障がい者週間と当公益財
団法人の設立20周年を記
念し、福祉関係者及び一
般県民を対象に講演会及
び座談会を開催する。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

新潟ふれ愛プ
ラザ障害者週
間イベント

２０１４ふれ愛
の集い実行委
員会

NPO

障害者の方々があらゆる
分野の活動に積極的に参
加する意欲を高めることと
併せ、広く県民から理解と
関心を深めてもらうことが
目的。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

第11回居宅介
護等研修会

社会福祉法人
新潟太陽福祉
会

社協・社
福

新潟県の居宅介護事業
所、同行援護事業所、行
動援護事業所、移動支援
事業所、相談支援事業
所、特別支援学校、市町
村担当課職員、当事者、
保護者等が、地域福祉の
推進と他事業所とのネット
ワークづくりのため一堂に
会し研修会を行う。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

ジョブコーチ実
践フォーラム
にいがた

ジョブコーチ実
践フォーラム
にいがた実行
委員会

NPO

過去３回新潟で行ったジョ
ブコーチセミナーで得たも
のに焦点をあてつつ、新
潟の就労支援に関する実
践報告を「定着支援」と
し、新潟の就労支援の底
上げを目的とする。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

園芸福祉講演
会を講演会「植
物と人間の絆」

園芸福祉にい
がた

NPO

市民の方々に、農園芸と
福祉の連携を具現化する
園芸福祉について知って
いただくともに、誰もが参
加できる園芸福祉活動の
理念をふまえて、特に障
がいをお持ちの方に対す
る就労等の支援について
考える機会としていただ
く。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

第11回新潟福
祉機器展

新潟福祉機器
展実行委員会

NPO

より多くの方々に、日常生
活を豊かにする福祉機器
を見て、さわって、試して
いただき、ご自分に合った
機器を見つけ出していた
だきたい。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

アートキャンプ
新潟２０１５

アートキャンプ
新潟実行委員
会

NPO

新潟に暮らす人々に障が
いのある方々の地域にお
ける芸術活動を、作品の
展示やワークショップの開
催を通して広く認知しても
らうとともに今後、芸術活
動を通した交流等活性化
を図る。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

「第12回新潟
県障害者技能
競技大会」

独立行政法人
高齢・障害・求
職者雇用支援
機構

その他

障害者の技術の開発を促
進し、一般社会において
も障害者に対する理解と
認識を高め、雇用の促進
と職業の安定を目的とす
る。 新規（単

年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

後援

産・学・官　連
携の障害者雇
用

新潟青陵大学
看護福祉心理
学部准教授
海老田大五郎

大学等

障害者総合支援法に基づ
き、障害者の一般企業に
おける雇用が年々促され
ている情勢を背景に会社
の代表・人事部の方に新
潟での成功事例を示す。
みつばちネットワークの紹
介、その存在を認識しても
らうことを目指す。

新規（単
年度完
結）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0 福祉部
障がい福
祉課

補助

新潟市公衆浴
場協同組合補
助金

新潟市公衆浴
場協同組合

その他

組合が行う利用促進事業
を支援することで，公衆浴
場及び市民の入浴機会を
確保し，もって公衆衛生の
維持及び向上を図る。

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

補助金交
付

多様な
主体

双方 88,166,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 4

利用促進事
業として市
が補助を
行っている
入浴券の利
用も定着を
し，広く利用
されている。

保健衛生
部

保健所環
境衛生課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

後援

新潟県理容競
技大会

新潟県理容生
活衛生同業組
合

その他

理容業界の振興と技術の
向上のため，組合員の中
から選手が参集し，理容
技術を競う大会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健所環
境衛生課

後援

Hair Fashion
Contest

新潟県美容業
生活衛生同業
組合

その他

美容業界の振興と技術の
向上のため，組合員の中
から選手が参集し，美容
技術を競う大会

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0
保健衛生
部

保健所環
境衛生課

後援

「建築士の日」
記念事業

（一社）新潟県
建築士会新潟
支部

社団・財
団等法
人

建築士・建築士会の活躍
や活動を広く市民にア
ピールし建築士や建築士
会に対する理解とその推
進のためのイベント開催

継続（毎
年度実
施）

事業の実
施

名義後援

多様な
主体

多様な
主体

0
その
他

0 0 0 0 0 0 0 0

「経緯」:(団
体から後援
の依頼があ
り，事業の目
的が建築行
政に寄与す
ると判断した
ため。)

建築部
建築行政
課

企画立案への参画

新潟市大規模
建設事業評価
監視委員会

・大学，学校法
人（新潟大学，
新潟県立大
学，）
・企業（(有)ミカ
ユニバーサル
デザインオフィ
ス）
・ＮＰＯ法人（ま
ちづくり学校）
・経済団体（新
潟経済社会リ
サーチセン
ター）

複数種
別

新潟市が実施する大規模
建設事業の効率性及び
実施過程の透明性の一
層の向上を図るため，市
が行う大規模建設事業の
再評価及び事後評価を行
うにあたり，まちづくりや
経済等の専門家の意見を
頂戴している。

継続（毎
年度実
施）

市の評価
案，今後
の対応方
針案に対
する意見

評価案・
今後の対
応方針案
の作成，
委員会の
運営

行政 行政 198,688
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

大規模建設
事業の取組
成果につい
て、外部の
有識者から
のご意見を
いただく事
で、より多面
的な評価や
ご意見をい
ただいた。

○「種別」：
企業,大学等
○「経緯」
（その他）：
事業の効率
性や実施過
程の透明性
の向上を図
るため委員
会の意見を
聴取すること
となった。

総務部
行政経営
課

企画立案への参画

外郭団体評価
システム

・山﨑公認会計
士事務所
・サトー・マネジ
メントコンサル
タント

複数種
別

外郭団体の組織や事業、
財務状況等、経営状況を
評価し、評価結果を踏ま
えた適切な指導監督を行
うことにより外郭団体の見
直しを推進する。 継続（毎

年度実
施）

客観的，
専門的な
意見・提
言

会議の総
合的運
営，評価
のとりまと
め，結果
を踏まえ
た取組方
針のとり
まとめ

行政 行政 1,439,999
サー
ビス
提供

5 5 5 5 5 5 5 5

外郭団体の
経営改善評
価について、
外部の専門
家からご指
摘をいただく
事でより多
面的な評価
とご意見を
いただいた。

○「経緯」：
サービス提
供,及び意識
改革

総務部
行政経営
課

企画立案への参画

新潟市指定管
理者第三者評
価会議

・大学，学校法
人（新潟大学、
国際情報大学）
・税理士

複数種
別

指定管理者による施設の
管理運営状況等につい
て、より良い管理運営と利
用者へのサービス向上を
図ること等を目的に、学識
経験者等の外部委員で構
成する「新潟市指定管理
者第三者評価会議」を開
催し、それぞれの立場か
ら有益なご意見をいただ
く。

新規（次
年度継
続）

客観的，
専門的な
意見・提
言

・委員会
の運営
・評価案
の作成と
今後の対
応方針の
取りまと
め
・評価結
果等を関
係課へ周
知

行政 行政 221,000
その
他

5 5 5 5 5 5 5 5

客観的，専
門的な意
見・提言をい
ただいた

○「経緯」
（その他）：
専門家の立
場から意見・
提言をいた
だくため

総務部
行政経営
課

企画立案への参画

行政改革点検・
評価委員会

・大学（新潟大
学）
・経済団体（新
潟経済同友
会，新潟経済
社会リサーチ
センター，株式
会社新宣）
・ＮＰＯ法人（新
潟ＮＰＯ協会）

複数種
別

平成25年度からの行政改
革の取り組みについての
検討を行うため、行政改
革プラン2010の進捗状況
について、外部の有識者
による点検・評価を行い、
行政改革プラン2013を策
定した。

新規（単
年度完
結）

客観的，
専門的な
意見・提
言

会議の総
合的運
営，評価
のとりまと
め，結果
を踏まえ
た取組方
針のとり
まとめ

行政 行政 828,750
その
他

5 5 5 5 5 5 0 5

客観的，専
門的な意
見・提言をい
ただいた

○協働の相
手方の種
別：NPO法
人,企業,大学
等,その他
○「経緯」：
サービス提
供,透明性向
上,その他：
客観的，専
門的な意
見・提言をい
ただくため 総務部

行政経営
課

補助

新潟市地域コ
ミュニティ協議
会運営助成金

地域コミュニ
ティ協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域と行政が協働してま
ちづくりに取り組む環境を
整備することを目的に，地
域コミュニティ協議会の運
営に要する経費の一部を
助成する。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画・実施

補助金交
付

双方 双方 2,000,000
参加
意識

5 5 5 5 5 5 5 5

協議会の安
定した運営
を図り、
地域と行政
が
協働してま
ち
づくりに取り
組む
環境整備に
役
だった。

北区役所 地域課

補助

地域コミュニ
ティ協議会育
成事業
「新潟市地域コ
ミュニティ協議
会運営助成金」

中央区内地域
コミュニティ協
議会

コミュニ
ティ協議
会

地域コミュニティ協議会
が，持続的な活動を行
い，また地域の特性を活
かしたまちづくり活動を行
うため，各協議会の運営
を支援する運営助成金に
より，財政的な支援を行
う。

継続（毎
年度実
施）

団体の運
営

協議会の
運営に要
する経費
の補助

多様な主体双方 4,600,000
ニー
ズ反
映

5 5 5 5 5 5 5 5

地域コミュニ
ティ協議会
の継続的か
つ安定的な
組織運営と
まちづくり活
動に寄与す
ることができ
た。

中央区役
所

地域課

補助

地域コミュニ
ティ協議会運
営助成金

西区内１５コ
ミュニティ協議
会

コミュニ
ティ協議
会

地域コミュニティ協議会を
運営するための経費を補
助する。

継続（毎
年度実
施）

コミ協の
運営

コミ協の
運営に要
する経費
の補助

多様な
主体

双方 2,955,000
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

コミ協の安
定した運営
を図り、地域
と行政が協
働してまちづ
くりに取り組
む環境を整
備することが
できた。

西区役所 地域課

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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団体名 種別 相手方 行政 必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果に
ついて（記述
式）

部・区等 課等

役割分担

協働
形態

名称

協働の相手方

概要
新規
・
継続

【所管所属】

主体
費用
負担

費用額
（決算額）
（円）

経緯

評価

備考

補助

首都圏えちご
蒲原会支援事
業

首都圏えちご
蒲原会

その他

西蒲区の魅力を関東圏へ
積極的に発信するため、
旧町村出身の同郷の
方々で構成されている会
に対する支援を行う。

継続（毎
年度実
施）

事業等の
企画・実
施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 536,526
サー
ビス
提供

5 5 4 4 4 5 5 4

・職員が頻
繁に関東圏
へ出向き西
蒲区のＰＲを
できないこと
から、同会
が精力的な
取り組みを
行っている。
イベント時に
はＪＡとも連
携しており、
相乗効果も
あって盛況
である。

補助金：
500,000円

西蒲区役
所

地域課

補助

新潟市地域コ
ミュニティ協議
会運営助成金

西蒲区内の地
域コミュニティ
協議会

コミュニ
ティ協議
会

地域コミュニティ協議会
が，持続的な活動を行
い，また地域の特性を活
かしたまちづくり活動を行
うため，財政的な支援を
行う。 継続（毎

年度実
施）

事業の企
画，実施

補助金の
交付

多様な
主体

双方 2,800,000
日常
的連
携

4 5 5 5 5 5 5 5

地域コミュニ
ティ協議会
の安定した
運営及び地
域と行政が
協働してま
ちづくりに取
り組む環境
を整備する
一助となっ
た。

西蒲区役
所

地域課

共催

カルチャーＭＩＸ
フェスタ

カルチャーＭＩＸ
フェスタ実行委
員会（創作表現
集団D-Ｓｏｕｌ,
みっくすじゅ～
す倶楽部）

NPO

若者支援センターで活動
する若者団体による文化
活動推進交流会

継続（毎
年度実
施）

企画・設
営・運営

企画補
助・開催
支援

双方 双方 72,800
日常
的連
携

5 5 5 5 5 5 5 5

それぞれの
役割を自ら
の責任と判
断のもと，全
体を通して
行動がとれ
るようになっ
た。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

共催

ＳＯＵＬ　ＴＯ
ＲＡＤＩＯ

創作表現集団
Ｄ－ＳOUL

NPO

参加型トーク＆エンタメ
ショ-。毎回多様なゲスト
を呼び，ラジオ公開番組
風に仕立てオープンス
ペースを利用する若者へ
情報発信を行う。 継続（毎

年度実
施）

講座の企
画・運営・
設営

場所の提
供・開催
支援

多様な
主体

双方 0
日常
的連
携

4 4 5 5 4 4 4 5

居場所の若
者同士の参
加交流を図
り，カル
チャーＭＩＸ
フェスタへの
企画運営へ
繋げる力が
育った。

教育委員
会

地域教育
推進課
若者支援
センター

事業協力

団体貸出の資
料選定

 軽費老人ホー
ム　ケアハウス
だいろ

企業

老人ホームに入居してい
る方が読む本を図書館が
毎月２回、各４０冊選び貸
出を行っている。

継続（毎
年度実
施）

図書の貸
出・搬送・
返却

資料の選
定・提供

行政 なし 0
日常
的連
携

5 4 5 5 3 4 5 5

来館できな
い入居者が
本に親しむ
機会を提供
できた。

教育委員
会

岩室図書
館

２０　その他（１件）

共催

明るい選挙推
進活動事業

・新潟市明るい
選挙推進協議
会
・北区明るい選
挙推進協議会
・東区明るい選
挙推進協議会
・中央区明るい
選挙推進協議
会
・江南区明るい
選挙推進協議
会
・秋葉区明るい
選挙推進協議
会
・南区明るい選
挙推進協議会
・西区明るい選
挙推進協議会
・西蒲区明るい
選挙推進協議
会

NPO

明るい選挙を推進すると
ともに，市民の積極的な
政治参加を図ることを目
的として活動を行ってい
る。
○市・各区での啓発活動
○小学校での模擬選挙
○街頭啓発

継続（毎
年度実
施）

各種啓
発，模擬
選挙など
の計画，
実施

各種啓
発，模擬
選挙など
の計画，
実施

双方 行政 149,833
その
他

4 5 5 4 4 4 4 4

啓発活動，
模擬選挙，
街頭啓発を
実施すること
により協働
の推進を図
ることができ
た。

分野では該
当項目なし

経緯
選挙が公明
かつ適正に
行われるた
めの行政と
民間が一体
となった「明
るい選挙推
進運動」を進
めるために，
都道府県や
市区町村に
「明るい選挙
推進協議
会」が設置さ
れ，選挙管
理委員会と
ともに活動し
ています。

選挙管理
委員会事
務局

（※1）「経緯」の詳細については，本書 １１ 頁『○調査結果の概要』中の『◆経緯』を参照。
（※2）「評価」の詳細については，本書１２頁『○調査結果の概要』中の『◆評価』を参照。
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多様な主体との協働に関する調査『記載要領』 

１ 本調査における「多様な主体」とは 

  本調査における「多様な主体」とは，ＮＰＯ（法人格の有無は問わない），地域コミュ

ニティ協議会などの地域自治組織，企業，大学，社会福祉協議会などの社会福祉法人，

社団・財団などの公益法人等，行政以外の全ての団体を指します。 

（例年同様，行政以外の全ての団体を対象にしていますので，ご注意ください。） 

２ 対象事業等 

 ○ 平成２６年度に実施した事業等 

 【対象事業等の内容と協働の形態】 

事 業 等 の 内 容 協働の形態 

多様な主体と行政の双方が情報交換や意見交換を行うことにより，住民ニーズや行

政サービスなど地域の様々な課題について共有を図ること。 

事業検討の前段階として，政策全体や分野ごとに，協働の提案を受けたり，フォー

ラム（集団的な公開討論の手法）やワークショップ（意見交換を通じて解決方法を見

いだす参加型の会議手法）などにより課題を集約する 等。 

意見交換・ 

情報交換 

行政が事業を企画立案する段階で，多様な主体から意見や提案を受けることによ

り，行政の事業に多様な主体の特性や専門性などの能力を活かすこと。 

行政が施策や事業の原案を企画立案するに当たり，審議会，各種委員会などに継続

的に参画を求める方法や，意見を聴くことでその意見を反映させる方法，企画コンペ

方式で政策や事業提案を受ける場合などがある。 

企画立案への 

参画 

多様な主体と行政との間で，目標と役割分担を決め，お互いのノウハウや資源を出

し合い行う事業。 

共通目的のもと役割分担をして実施するケースもあれば，一方がもう一方の活動を

後方支援するケースもある。 

事業協力 

多様な主体が行う公益性の高い事業に対し，行政が公益上必要あると認めた場合

に，その事業を育成，助長するため，資金面で協力すること。 

事業の実施主体は補助を受ける多様な主体で，事業の実施責任も補助を受けた多様

な主体の側にある。（地域活動や公益事業に対する補助金 等（運営補助金も含む）） 

補助 

行政が担当すべき分野の事業を行政にはない優れた特性を持つ第三者に契約をも

って委ねること。主体はあくまでも行政であり、事業についての最終的な責任と成果

も委託者である行政に帰属する。（提案型事業委託，両者の協議の上での事業委託 等） 

※ 単に受託者（多様な主体）が発注者（行政）の要求に応えるだけでなく，当

該事業等に対して，多様な主体が自らの運営方針等に基づいた独自の提案をも

っている場合に限る。 

事業委託 
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公の施設の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときに，法人その他の

団体に当該公の施設の管理を行ってもらうこと。（指定管理者制度導入施設） 

公の施設の 

管理 

行政と多様な主体が新しい一つの組織を立ち上げ，そこが主催者となって事業を行

うこと。（まつり実行委員会，○○イベント実行委員会 等） 
実行委員会 

それぞれが主催者となって共同で一つの事業を行うこと。事業の実施責任や成果は

構成するそれぞれの主体が共有する。 
共催 

多様な主体が行う事業で，行政にとってもその実施が行政の目的と合致する場合，

行政の後援名義の使用を認めて，事業を支援すること。 
後援 

  注）事業等によっては，複数の形態が該当するものも考えられます。 

３ 回答方法 

① 分  野：当該事業等の分野について，『調査票』ファイルの「分野」シートにある

１９の分野から番号を選択してください。 

② 協働形態：当該事業等の協働形態について，『調査票』ファイルの「協働形態」シー

トにある９の形態から番号を選択してください。 

上記「２ 対象事業等」でも触れているとおり，“事業委託”については，

対象を限定しています。説明をよくお読みいただき，回答願います。 

また，“後援”については，回答項目を限定しています。（『調査票』ファ

イル記入例の網掛けセルのみ。）

③ 名  称：実施した事業等の名称を記載してください。あくまでも事業等の単位で

の記載とし，“補助金の交付先が複数ある”，“事業の委託先が複数ある”，

“施設の数だけ指定管理者がいる”，というような場合，相手先や施設ご

とに記載するのではなく，一括して，まとめて記載してください。 

④ 協働の相手方：協働の相手方となった団体名を記載してください（複数の場合は列挙）。 

また，当該団体の種別について，『調査票』ファイルの「種別」シートに

ある回答番号から１つを選択してください。（種別が複数の場合は，回答

番号「３Ｅ 複数（地域自治組織のみ）」「１０ 複数」を選択の上，備考

【注意事項】 

○ 調査項目には，番号で回答するものと記述式で回答するものの２種類があります。 

○ 番号で回答する項目は，『調査票』ファイル（Excel ファイル）の各調査項目シートをご

参照ください。 

○ 択一式の設問で，回答が複数の番号に該当する場合は，主となる番号１つを選んで回答

し，それ以外の番号については，備考欄に記載願います。 

○ 番号で回答する項目において，「その他」を選択した場合は，具体的内容を備考欄に記載

願います。 
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欄に該当する種別を全て記載。） 

⑤ 概  要：実施した事業等の概要を記載してください。 

⑥ 新規・継続の別：当該事業等が，２６年度新規のものか，過年度から毎年度実施している

ものか，また，２６年度新規である場合は，単年度完結のものか，継続

するものか，これらについて，『調査票』ファイルの「新規・継続」シー

トにある回答番号から１つを選択してください。  

⑦ 役割分担：当該事業における相手方と行政それぞれの役割を記載してください。 

⑧ 主  体：事業の実施主体について，『調査票』ファイルの「主体」シートにある回

答番号から１つを選択してください。 

⑨ 費用負担：事業実施にかかる費用負担について，『調査票』ファイルの「費用負担」

シートにある回答番号から１つを選択してください。 

⑩ 費 用 額：実施した事業等にかかる費用のうち，行政が負担した費用（決算額）を

記載してください。なお，協働の相手方の費用負担がある場合は，把握

している範囲で，その額について備考欄に記載してください。 

⑪ 経  緯：当該事業等が協働で実施されることとなった理由（何故，行政単独で実

施しなかったのか）について，『調査票』ファイルの「経緯」シートにあ

る回答番号から１つを選択してください。 

⑫ 評  価：当該事業等について，“協働”という観点から実施状況を振り返っていた

だき，８つの評価項目にかかる達成度について，『調査票』ファイルの「評

価」シートにある回答番号からそれぞれ１つを選択してください。また，

事業効果について，回答番号５，４を選択された場合は，具体的な内容

等を「効果，成果について（記述式）」欄にご記入ください。 
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多様な主体との協働に関する調査【調査票】

団体名
種
別

相手方 行政
必要
性

目的
成果
共有

役割
共有

進行
管理

振返
りの
機会

役割
達成
度

継続
発展

事業
効果

効果，成果につ
いて（記述式）

部・区等 課等

19 5

市民活動支援
センターの管理
運営

市民活動支援
センター運営協
議会 1

市民公益活動を支援する
ことを目的に，以下の事業
を行っている。
○　情報収集・発信
　　～　市民活動新聞の発
行（年４回），ホームページ
の運営
○　団体の交流支援
　　～　市民活動フェスタ
の開催等，市民と市民活
動団体との交流の場の提
供
○　相談対応
　　～　団体の運営，法人
化，法人運営等の相談に
対応
○　各種講座の開催
　　～　団体運営に係る各
種講座の開催（スキルアッ
プ講座）
○　打合せ，作業，事務所
スペースなど，様々な場の
提供
　　～　ミーティングスペー
ス，印刷・紙折・裁断等の

3

センター
の運営全
般（貸館
業務や主
催事業な
ど）

施設の維
持管理，
有料施設
使用許可
及び使用
料徴収

3 1 27,891,886 2 5 3 2 3 4 4 3 4 ××××××

○「経緯」：3,8（その
他：センターの開設
を検討していた合
議体の代表数名が
運営に携わることと
なった）

市民生活部 市民協働課

3 9
市民と地域の
協働推進交流
会
コラボレーショ
ン・サミット

新しい公共実
行委員会
（〇〇コミュニ
ティ協議会・△
△コミュニティ
協議会・××自
治会共同事業
体）

3Ｅ

市民が主体となった公益
的な活動が地域と結びつ
くことにより，より暮らしや
すい社会が実現すること
を啓発するとともに，ＮＰＯ
等の市民団体や地域の組
織に，協働におけるそれ
ぞれの役割などを学んで
もらう機会として開催

1

事業の実
施

名義後援

1 3 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 市民生活部 市民協働課

分野

協
働
形
態

名称

役割分担
新
規
・
継
続

協働の相手方

経緯概要
主
体

費
用
負
担

費用額
（決算額）
（円）

備考

評価 所管所属

- 記入例 -
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